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　　　序章《秘ひめられた小さな想おもい》





　　　　　１



　桐どう元もと葛くず葉はが眼めを覚ましたのは、夜が明ける少し前だった。

「ん……」

　意識を覚かく醒せいさせた葛葉が最初に感じたのは、心ここ地ちの良い温ぬくもりと柔やわらかさだ。

　自分を包つつむ優やさしい体温──それが誰だれのものかを桐元葛葉は知っている。

　何な故ぜなら葛葉が今いる場所は、凰おう沢さわ家にある女の子の寝しん室しつで。

　まだ陽ひが昇のぼっておらず室内は薄うす暗ぐらいものの、それでも瞼まぶたを閉じていた事で、葛葉の眼は室内の闇やみに対応する事ができた。

　──だから葛葉は、現在の状じよう況きようを理解する。

　自分は今、凰沢美み兎うに抱だき締しめられながら眠ねむっていたのだと。

　そして、

「……………………」

　身長差があるため、葛葉の眼の前には美兎の顔ではなく、驚おどろくほど豊かな胸があった。

　それは、葛葉の顔と同じかそれ以上の大きさを誇ほこっていて。

　美兎の寝ね息いきに合わせて、ふるんふるんと柔らかそうに揺ゆれていた。

　だから、

「…………むー」

　半分以上寝ね惚ぼけた状態の葛葉は、甘あまえるように美兎の胸へ、自分の顔を擦こすり付つける様にして押おしつけた。

　まだ幼さが残る葛葉には、到とう底てい得る事のできない女としての魅み力りよく。

　普ふ段だんならば羨うらやましく妬ねたましいだけだが、それも寝惚けている今だけは別で。

　微睡まどろみの中では、人は心地の良い事だけを優先する。

　たとえ普段どれだけ羨ましくても──たとえ同じ女であっても。

　美兎の大きく柔らかい胸の触さわり心地は、やはり最高なのだ。

　どこまでも柔らかい美兎の胸は、スベスベとしながらも、どこかしっとりもしていて。

　葛葉が気持ち良さを求めるように顔を美兎の胸に埋うずめると、ふとした拍ひよう子しに葛葉の頭部が美兎の胸の谷間にスッポリと収まった。

「……ん……ぅ……？」

　美兎が何かを感じたような声を上げたが、彼かの女じよが眼を覚ます事はなかった。

　頭の置き場所が定まった事に、ならばと葛葉もそのまま寝ねてしまおうかと考えた。

　だが。

　最初は美兎の胸の柔らかさをたっぷりと感じられて良かったものの、程ほどなくして葛葉は眉まゆを顰め始めた。

　柔らかいのも、温かいのも良いのだが──ちょっと苦しい。

　葛葉は美兎の胸を枕まくらにする事を諦あきらめ、少し苦労しながら胸の谷間から顔を抜ぬくと、眠い眼を擦りながらむくりと身体を起こした。

「──────」

　薄暗い寝室には、葛葉と美兎以外にも数名の女の子の姿があった。

　ベッドを使用している葛葉と美兎とは異なり、床ゆかに布団ふとんを敷しいて眠っているのは、五泉いずみ千ち影かげ、七なな瀬せ遥はるか、リスティ・シェルフィードの三人だ。

　彼かの女じよ達たちもまた、美兎と同じく静かな寝息を立てていて。

　桐元葛葉は思う。朝まではまだ少し時間がある。もう少し寝ていても良いだろうと。

　だから葛葉は再びベッドへ横になった。

　眼を閉じて、己おのれの意識が闇の中へ落ちるのを待つ。

　──しかし。

　ふと葛葉は、腰こしの辺りにくすぐったいような震ふるえを得た。

　ゾクリと背筋を走ったのは、仄ほのかな寒気。

　それを無視してそのまま眠ろうとするものの、

「……………………」

　一度気になると、もう駄だ目めだった。

　このまま眠ってしまいたい葛葉の意思に反して、くすぐったさはやがて下腹部へと移ると、徐じよ々じよに切せつ羽ぱ詰つまったものになってゆく。

「うー……」

　葛葉は僅わずかに恨うらみの篭こもったような唸うなり声ごえを上げると、仕方なく身を起こした。

　そして同じベッドで寝ている美兎や、床で眠っている千影達たちを起こさないようにしながら、ゆっくりと寝室を出た。



　　　　　２



　用を済ませた葛葉は、身体を少し前に倒たおしながらショーツを上げた。

　膝ひざから太ふと股ももを通る際に、僅かなくすぐったさを葛葉に与あたえながら、白の布地は定位置へ。

　そして水が流れる音を背中で聞きながらトイレを出ると、来た廊ろう下かを戻もどってゆく。

「ん……」

　一歩進む度に、足の裏がフローリングの床のひんやりとした感かん触しよくを得てしまい、葛葉は徐々に自分の眼が覚めてゆくのを感じる。

　そして、葛葉はふと歩く足を止めた。場所は女の子達の寝室の隣となり──暁月あかつきの部屋の前だ。

　すると思考が、自然と現在の状況を考え始める。

　桐元葛葉が一体何故、早朝にこの場所に──凰沢家に居るのかを。





　──ＪＰＮバベルを舞ぶ台たいにして繰くり広ひろげられた氷ひ神かみ京きよう也やとの戦いから、既すでに数日が経過していた。

　新国連──Ｇ７に存在している、異世界帰りの少年少女を保護と管理をする事を目的にして作られた特別自治区。

　日本に設けられたその場所は、東とう京きよう湾わんに浮うかぶ巨きよ大だいな人工島だ。

　そこは異能の力を管理するコクーンが治めるべき場所で。

　よって本来ならば、京也の後任としてすぐに別のコクーンが派は遣けんされ、新たな統治が行なわれるのが筋なのだが、しかしそうはならなかった。

　この人工島には現在、外周を覆おおうようにして展開された概がい念ねん結界があるからだ。

　──この結界は、暁月や美兎達たちに敵意や害意を持つ者の侵しん入にゆうを拒こばむ効果を有していた。

　何故ならば──この結界を張ったのは、他ほかならぬ美兎だからである。

　一時的に京也のシステムに囚とらわれ、超ちよう高こう次じ生命体としての力を発揮していた美兎は、暁月が京也を倒した後も、自らの精神世界に留とどまり、超ちよう高こう位いの次元に維い持じしていた。

　暁月が連つれ戻しに行くまでは、自分が存在する事で暁月や他の仲間を危険に晒さらしてしまうからと、自ら消えるつもりでいたらしい。

　だが、そんな美兎も暁月の強ごう引いんながらも優しい説得によって戻る決意をして。

　それでも、精神世界を出る際に強く思ってしまったらしいのだ。

　自分のせいで、暁月や葛葉ら仲間達を危険に晒したくないと。

　もう二度と、自分の力を利用されたくないと。

　超高次生命体の意志は、下位次元の世界では事象として具現化される。

　中でも特に、京也との戦せん闘とうで大きくダメージを受けていた暁月を守りたいという思いが強かったためか、美兎が生み出したこの結界は、暁月に対して敵意を持つ者が島内へ侵入する事を不可能にしていた。

　そして──京也とは別の形で、現在の世界の在り方を否定した暁月に、コクーンやその関係者に敵意を持つなというのは無理な話で。コクーンは京也の後任はおろか、特別自治区に入る術を持たずにいるのが現状だ。

　──結界がどれだけ保つかは、発動させた美兎自身にも正確には解わからないという。

　だがこの結界は、暁月や仲間を思って美兎が発動させたものである。

　よって恐おそらく、暁月や自分達がコクーンや朱あけの黄昏たそがれと相対できる準備ができたと思えた時、結界は自然と消しよう滅めつするだろうと葛葉達は推測している。

　だから世界にケンカを売った暁月も、そんな暁月に付いてゆくと決めた葛葉達も、現在は一時の安全を得られている状態と言えた。

　──それでも、最初から人工島の中に居るバベルの関係者は居る。

　彼かれらの多くが、異世界へ召しよう喚かんされた経験を持つ、異能の力を持つ者達だ。

　そして、京也の内部告発や暁月の譲ゆずれぬ想いを聞いてもなお、絶大な力を持つコクーンに従う者は多い筈はずで。中にはこちらに敵意を持つ者がいないとも限らない。

　そのため葛葉達は安全を最優先に考え、ＪＰＮバベルでの決戦の後、念のため凰沢家に集まって共同生活を行なっていた。

「……………………」

　そうしたこれまでの経けい緯いを思うと、葛葉の中に湧わき上あがる感情があって。

　気が付くと葛葉は──暁月の部屋の扉とびらへと手を伸のばしていた。

　部屋の中に入ると、室内はやはり暗かった。

　人の数が少ないからか、女の子の寝室よりもさらに暗く感じる。

　そして。

　奥おくの巨大なベッドには、この部屋の主がたった一人で眠っていた。

　葛葉が他の皆みなと支え、共に生きて行く事を決めた青年──凰沢暁月が。

　そんな暁月の事を思うと、葛葉の中に湧き上がっていた感情がさらに大きく膨ふくれ上がり、

「──────」

　ゆっくりと葛葉は、暁月の下へと向かって歩き出した。

　──寝惚けた状態の暁月が、ある意味で危険という話は美兎達から聞いて知っている。

　それでも構う事なく、眠っている暁月の傍まで行くと、

「凰沢君……」

　呟つぶやくように暁月の事を呼びながら──桐元葛葉はベッドの中へそっと潜もぐり込む。

　身体を摺すり寄せるようにして触ふれると、感じるのは美兎よりも熱い温もりと、鍛きたえ抜かれた男の肉体の逞たくましさだ。

　それは美兎がくれるものとは全く異なる心ここ地ち良よさで。

　だが──暁月の温もりを感じながらも、葛葉はふと気持ちを沈しずませた。

　葛葉の胸の内にあったのは、あのＪＰＮバベルでの京也との戦いの際、一番役に立たなかったのは自分ではないかという想いだった。

　勿もち論ろん、葛葉も必死に戦った。自分にできる全すべてを尽つくした。

　その事に嘘うそや偽いつわりはない。

　だが、結局美兎を助けたのは暁月で。

　さらに千影にはランキング戦でのフィル・バーネットの襲しゆう撃げきの時に続き、今回も日本軍が使用した毒ガスから守って貰もらってしまった。

　魔ま法ほうの傀儡くぐつを生み出して、京也が発射したバベルの光から回かい避ひする事はできたものの、あれはあくまで暁月の作戦を実行しただけだ。

　だから思わずにはいられなかった。自分はただの役立たずなのではないかと。

　それに──葛葉の心を沈ませる事がもう一つあった。

「……………………」

　葛葉がどれだけ身体を密着させても、眠っている暁月は葛葉に触れてこなかった。

　その寝ね顔がおにも、特に変化を見る事はできなくて、

　……やっぱり。

　葛葉はふと気持ちを沈ませる。

　──これがもし美兎達ならば、暁月は触れてきたに違ちがいない。

　やはり自分は、暁月に女として見られていないのだ。

　飛び級をして高等部に所しよ属ぞくしていた葛葉は、他の皆とは年が離はなれている。

　身体もまだ幼さを残しており、美兎達のような女らしさはまだ残念ながらない。

　しかし桐元葛葉は思う──それでも自分は女なのだと。

　どれだけ小さくても。どれだけ子供でも。

　他の皆と同じく、暁月を想っているのだと。

　……でも。

　自分の目的に向かって、常に前へと歩み続ける暁月の歩ほ幅はばは大きくて。年が近い他の皆はともかく、小さい葛葉は全力で走らないといつ置いて行かれるか解らない。

　恐らく一度離はなれてしまったら、葛葉の歩幅ではもう二度と追い付けないだろう。

　そして何よりも思うのは、せめて暁月と同じ目線に立ちたいという事だ。

　小さいままの自分では、背せ伸のびをしても暁月の見ている世界を見る事はできなくて。

　まるで葛葉一人だけが、違うものを見ているような気になってしまう。

　……もし私が、もっと大人だったら……。

　暁月と同じ世界を見る事ができるのに。

　暁月に、自分の見ている世界を知って貰えるのに。

　だが今のままでは、そのどちらも叶かなえる事ができない。

　無論、想うだけで──願うだけで大人になれない事は葛葉だって解っている。

　……だけど。

「凰沢君、私は……」

　それでも大人になりたくて。せめて自分にできる背伸びをしようと、葛葉は眠っている暁月の顔へと、自分の顔を近付けていった。

　そっと互たがいの唇くちびるを重ねれば、それが初めてのキスになった。

　暁月の唇。暁月の温もり。その両方を唇で感じて、

　……私、今……凰沢君とキスしてる……。

　その事実を想うと葛葉の胸の鼓こ動どうがトクンと上がり、僅かに身体が熱くなるのを感じた。

　そして。

　長い長いキスの後、桐元葛葉はゆっくりと凰沢暁月から顔を離していった。

　唇には確かに暁月の唇の感触と温もりが残っていて。

　葛葉は指先でそっと自分の唇に触れた。

　……少し熱い……。

　唇にあったのは自分以外の熱。暁月の唇の熱だ。

　その事を葛葉は、素す直なおに嬉うれしいと思う。

　だから。

　ファーストキスを経験し、自分は一歩大人になれたかもしれない。

　しかし、

「……………………」

　それでも、暁月が目覚める事はなかった。

　恐らくは葛葉に気付いて貰う事も、葛葉を感じて貰う事もなくて。

　だから、少しだけ寂さびしそうに葛葉がそっと瞳ひとみを伏ふせた時だった。

　ふと室内が僅かに明るくなったのは。

「──え？」

　ハッとなって顔を上げると、輝かがやきを放っていたのは暁月で、

「う……っ……」

　微かすかな呻うめき声を発しながら、暁月の肉体が変化を始める。

　青年から少年へ──大人の身体から子供の身体へと。

「………………」

　呆ぼう然ぜんとしている葛葉の眼の前で、みるみる暁月の身体は小さくなっていって。

　やがて葛葉より一回り小さくなったところで、ようやく縮むのが止まった。

　そして。

　眼の前で起きた出来事が、まだ現実だと信じられずにいる葛葉の視線の先で。

　幼い姿の凰沢暁月が、ゆっくりと身体を起こした。

　うー、と眠そうに眼を擦ると、暁月はキョロキョロと辺りを見回して。

　そこでようやく眼の前に居た葛葉に気が付くと、こちらと視線を合わせながら小首を傾かしげて見せる。

　そして完全に子供と化した暁月が発した問とい掛かけの言葉を、桐元葛葉は聞いた。

　キョトンとした表情を浮かべながら、小さな口から発せられたのは女の子のような声で。

　一言。

「おねえちゃん──だれ？」















　　　　　　この世界を変える──そう口にするだけなら誰にだってできる。

　　　　　　だがその言葉の意味を、果たして本当に理解しているかな？








　　　第１章《純じゆん粋すいで凶きよう悪あくな天使》





　　　　　１



　新国連──Ｇ７に存在するバベルを中心に作られた特別自治区。

　異世界へ召喚された者を数多く抱かかえるその特区を統すべるのは、各国のバベルを担当しているコクーンだ。

　しかし。

　ＪＰＮバベルを舞台に繰り広げられた戦いは、激げき闘とうの果てに凰おう沢さわ暁月あかつきが勝利した。

　敗れたのは日本を担当していたコクーンメンバーの一員、氷ひ神かみ京きよう也やだ。

　その京也は、美み兎うの超高次生命体としての力を手に入れた事で、自分だけに権力が集中するようコクーンの計画を暴ばく露ろし、コクーンの行ないを内部告発という形で糾きゆう弾だん。

　これにより、世界の管理者としての立場を誇るコクーンの求心力は失しつ墜ついすると思われた。

　だが、

「流石さすがに、そう簡単にはいかなかったね……」

　暁月と共に歩む事を決めた少女達が集った凰沢家のリビングで、五泉いずみ千ち影かげは呟くように言った。見つめる先はテーブルの上。世界中の電子新聞を表示しているタブレット端たん末まつが、ホログラム投とう影えいさせているトップニュースの紙面だ。

　すると同じものを見ていた七なな瀬せ遥はるかは「ええ」と頷うなずきながら、

「氷神会長──いえ、氷神京也ですわね。彼はもういませんもの。こうなると、世界中のマスコミに対しても影えい響きよう力りよくを持つコクーンならば、情報操作や印象操作をいかに容易たやすく行なえるかがよく解る記事ですわ」

　遥が口にした言葉が意味するもの。

　それは、氷神京也こそがコクーンと世界を裏切った逆ぎやく賊ぞくであるという報道だった。

　死人に口なし。コクーンは、京也があの夜世界に対して発表した事は一部デマを含ふくんだ作り話であるとし、京也を完全な悪役に仕立て上げる事で、自分達の正当性は断じて揺らぐ事はないと主張していた。

「上う手まいやり方よね……氷神京也が公表した情報の一部は本当だと認める所が特に」

　リスティ・シェルフィードは重い口調で告げた。

　そう。コクーンは、京也が口にした内容の一部が真実であると認めていた。

　超高次生命体をこの世界に顕けん現げんさせ、その力をコントロールする事で因果律すらも操あやつり、完全な秩ちつ序じよを構築するというヤハウェ計画──通つう称しよう『Ｙ計画』についてだけは、存在していると公表したのだ。

　だが、この計画はあくまでこの世界に安定と秩序をもたらす事が目的であり、京也が口にした絶対的な権力を得て自分達だけの理想を実現しようとしているという説は完全に否定。当初こそネットなどを中心に、義ぎ憤ふんに駆かられて反コクーンを訴うつたえる者も少なからず居たのだが、個人は勿論たとえどのような組織であろうと情報戦でコクーンに勝てる筈がない。この数日でＪＰＮバベルを舞台にした騒そう動どうは、裏切り者の氷神京也の暴走として大方の決着が付こうとしていた。

　そして。どの新聞も、京也に勝利した暁月の事について報じているものは一いつ切さいなかった。

　まるで、暁月の存在を完全に無視しているかのように。だから、

「ボク、悔くやしいな……あの人があんなに頑がん張ばって戦ったのに」

　僅かに声を沈ませながら、凰沢美兎は呟いた。

　暁月が命を懸かけて戦ったのは、単に彼自身の目的を果たすためだけではない。

　今のこの世界のあり方に異を唱えたのは、異世界に召喚される事を経験した者と、その家族に訪おとずれる、避さけようのない悲しみと苦しみ──そういった感情の全てを仕方のないものとして処理してしまっている現状を変えるため。異世界で得た異能の力でこの世界の覇は権けんを握にぎろうとしている、兄と父が属する組織──コクーンと朱の黄昏を止めるためだ。

　言うなれば、暁月は暁月のやり方でこの世界に根付いている悲しみをなくそうとしているというのに。世界はまるで、そんな暁月の存在を黙もく殺さつしようとしているかのようだった。

　氷神京也の暴走を許し、世界に混乱をもたらしたのは、元を糾ただせばコクーンの責任だ。

　それなのに、これでは命を懸けて京也と戦った暁月が報むくわれない。

「そうだね……あたし達も、美兎と同じ気持ちだよ」

　悔しさを滲にじませた美兎に、千影は頷きながら、

「でもまあ、流石に連中もネット上に溢あふれる情報までは操作できないからね」

　千影はタブレット端末を操作して、別の画面を表示させた。

　映し出だされたのは、暁月を世界の新たな英えい雄ゆうと賞賛するページだ。そして、

「実名登録のＳＮＳはともかく、匿とく名めい登録が可能な短文投とう稿こうタイプ上では、凰沢暁月に賛同を表明する者は数多く出ていますわね」

　と、自らの携けい帯たい電話を操作しながら遥。

「まあ当然の反応ですわね……凰沢暁月と氷神京也の会話の音声ファイルやコクーンが進めていたという『Ｙ計画』の資料は、今ではネット中に拡散していますもの」

「うん。あちこちでかなりの騒さわぎになっているよ。言ってみれば、今回暁月がやった事は世界規模の革命に近いからね」

　とはいえ、と千影は苦く笑しようする。

「暁月に否定的な意見を持っている人もかなり居る。この人工島の中にもね。マスメディアはともかく、世界は今間ま違ちがいなく暁月の話題で持ちきりだよ」

「その割には……当のアカツキは驚おどろくほど冷静だったわね。まるでこうなる事を見み越こしていたみたい」

　そう。リスティの言うように、暁月はこうした現在の事態も想定していたようだった。

　──この人工島は現在、美兎が生み出した概念結界に覆われている。

　よって他のコクーンや他国のバベル関係者の襲撃を防ぐ事はできているのだが、代わりにコクーンはＪＰＮバベルの学生やスタッフ、そしてこの特別自治区に暮らす一いつ般ぱん人じんに対して、自分達の意思でこの人工島を出て、暫ざん定てい的てきに他の新国連理事国にある特別自治区へ行くように促うながしていた。美兎の結界は外からの敵の侵入を防ぐものであり、自分の意思で出て行く者を閉じ込めるものではない。現在、そんなコクーンの声明に従って島を離れる者が出始めていた。

　しかし、暁月はこの現状すら当然のものと受け止めているようだった。

　自分の戦いに──掲かかげる目的に、無理に周囲を巻き込む事はできないと。

　誰だれだって自分の身が一番大切なのだからと。

「確かにアカツキの想おもいを理解して貰えない人が多いのは残念だけど……でも、それでも全ての人がそうだった訳じゃないわ」

　リスティが口にしたのは紛まぎれもない事実だった。

　コクーンの言葉に従わずに、この島に残る者も決して少なくなかった。

「うん、そうだね……だから、久く保ぼ田たさんって人が残ってくれて本当に良かった。ボクは会った事ないんだけど、その人……バベルの博士さんで、異世界の色んな技術をこの世界で実用化させている人なんだよね？」

「ええ。ＡＤやシステム結界なども彼が作ったものですわ。それに未み確かく認にんな話ではあるんですけど、バベルタワーの心臓部──『バベルシステム』の基き礎そ理論を構築したのも、あの久保田博士という話ですから」

「でも、技術者として凄すごい人だという話は前から知っていたけれど」

　と葛くず葉は。

「まさか、あんなに強い人だったなんて……」

「そんなに凄かったの？」

　リスティが発した問い掛けに、「そりゃもう」と葛葉と共に現場を目まの当あたりにした千影が頷く。

「何せ──超ちよう音おん速そくで上空で飛んでいる戦せん闘とう機きを、地上から槍やりの斬撃で真っ二つにしたからね。あれで技術者とか、ほとんど反則だよ」

「だけど、そんなバベルの重要人物が、よくコクーンの呼よび掛けに応じずに残ってくれたわね。本人は何て言ってるの？」

「さあ……私も訊たずねたんですけど、むっつりとした顔で『思うところがあるからだ』としか教えてくれませんの」

　リスティの疑問に、遥は答えながら、

「まあでも、確かに彼が残ってくれた事は非常に大きかったですわね……技術者としての久保田博士を尊敬し、慕したう者は数多く居ますから。彼らも久保田博士と行動を同じくし、残る事を選んでくれましたし。この島のライフラインが現在も維持できているのは、ある意味久保田博士のお陰かげと言っても良い位ですわ」

　この島のライフラインの多くは、バベルタワー内でも採用されている循じゆん環かんシステムを採用している。よってこのシステムが理解できる技術者が居れば、電気や水道といったシステムの維持は可能で。現在、人工島内には目立った混乱は生じていない。

　それどころか。コクーンではなく、暁月の掲げる理想に賛同する『外の人間達たち』の中には、既すでに行動を起こしている者も数多くいて。

　現在、この人工島には外から流入する人達が少なからずいた。

　だがそれは、手放しに喜べる事態ではなかった。何な故ぜなら、

「皮肉なもんだね……コクーンがあたし達の生まれた国を──日本を消そうとしている現状が、暁月に賛同する者を生むだなんて」

　そっと瞳を伏せながら言った千影が、視線をテレビの方へと向けた。

　つられるように、美兎達も同じ画面を見る。

　京也を裏切り者にして、コクーンが強制的にＪＰＮバベルでの騒動から世間の目を逸そらさせた現在、テレビは代わりに一つのニュースをメインに流していた。

　それは、日本という国家が消滅するカウントダウンが進んでいる事を報しらせるもので、

『ご覧下さい。現在、日本の政治の中ちゆう枢すう──国会議事堂はコクーンによって完全に封ふう鎖さされており、暫ざん定てい政権設立のための準備が着実に進められています。これは先だって、日本政府が異世界の技術に関する研究を無断で行なった事に加え、その証しよう拠こを隠いん滅めつするために特別自治区へ侵しん攻こう。最終的には使用が限定されているクラスター型核かくミサイルまで発射した事によるもので──』

　警備兵が並ぶ国会議事堂をバックに、海外メディアがこぞって報道を行なっていた。

　だがその中に、日本のメディアは存在していない。既にコクーンが、日本メディアの報道権を完全に押おさえてしまっているのだ。

　──しかし、こうした日本の現状があるからこそ、この特別自治区は最悪の事態に陥おちいらずに済んでいる。何故ならこの人工島にある役所や、警察の役目を担になっている保安隊は、日本から出向していた者が多くいて。日本へ戻もどっても居場所がなかったり、未来がないと考える者はこの島に残り、自らの仕事を続けてくれていた。

　だがそれは、あくまでコクーンによって未来の選せん択たく肢しを奪うばわれてしまったからだ。

『……………………』

　少女達は見る。自分達がこれから暁月と共に戦おうとしている相手は、簡単に国家を消しよう滅めつさせるだけの力を有しているのだと。

　その中には恐おそらく、あの氷神京也を超こえる力の持ち主も居るだろう。だから、

「『概がい念ねん能力』って言ったわね──私達も一刻も早く、それを使えるようにならないと」

　リスティの発した言葉に、美兎達が頷きを返した。

「ボクも今はもう、超ちよう高こう次じの力を使えないから……あの人の力になるには、少なくともコクーンや朱あけの黄昏たそがれを相手に戦えるだけの力を身に付けないと」

　異世界に召しよう喚かんされた経験がある者の中でも、ごく一ひと握にぎりの限られた存在しか得る事ができていない概念能力。

　その会え得とくの条件は、異世界へ二度以上行く事で魂たましいと存在が高位へ引き上げられている事だ。この世界の人間である千影と葛葉、遥はかつてそれぞれ異なる世界へ召喚され、そして暁月と共にアレイザードへと赴おもむいた事でその条件を既に満たしている。

　美兎は超高次生命体という、自身が高位の存在であるため問題なし。またリスティも、アレイザード時代にシェルフィードの四大精せい霊れいという高次生命体と盟約を結んでいる上、先日のＪＰＮバベルで京也に思考を操られた状態で超高次生命体の力を発揮していた美兎と戦せん闘とうを行なった際に、彼かの女じよに触れているため条件をクリア。

　よって、後はそれぞれが能力の覚かく醒せいに至れるかどうかが鍵かぎになる。

「間もなく久保田博士が、私達用の鍛たん錬れんシステムを組み上げてくれるそうですわ。凰沢暁月はその鍛錬システムによって、『領域』という新たな力に目覚めていますし。私達も早く、彼かれに追いつかないといけませんわね」

　そして。その時こそ自分達は、暁月を支える役割を果たす事ができる。

　ただ守られるだけではなく──暁月の隣となりで、暁月と同じ理想を見み据すえながら。

　──よって、これで完全に覚かく悟ごが定まり、当面のやるべき事も決まった。

　後はもう、がむしゃらに走るだけだ。だから、

「さしあたっては──この状況をどうするかよね」

　リスティの言葉に、美兎と千影、そして遥が同じ方を見た。

　自分達と同じく、リビングのソファに座すわっている二人。

　小さな子供になってしまった凰沢暁月と。

　その暁月に懐なつかれ、腕うでに抱だき付つかれたまま離して貰もらえない状態の桐どう元もと葛葉を。



　　　　　２



　視線の先にある状況に、リスティ・シェルフィードはどうしたものかと思案する。

　今朝──眼めを覚ましたら、暁月が子供だった。

　いや、確かに普ふ段だんから変な所で少年の心を忘れなすぎる男ではあった。だが、実際にこうも視覚的にこられると、どうにも対処に困ってしまう。

　すると、葛葉の腕に抱きつきながら、ふとリスティと視線を合わせた暁月がニコっと笑ってくれて、

　……か、可愛かわいい……っ。

　リスティは思わず胸をキュンとさせてしまう。

　何という事だろう。まさか暁月が──普段は誰よりも男らしく、自分達を強ごう引いんに引っ張ってくれるあの暁月が、小さくなるとこんなに可愛かったなんて。

　反則すぎる。というか、

　……良いなぁ葛葉……。

　リスティは一番懐かれている葛葉へと、羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けた。

　──どうやら子供化した暁月が最初に見たのが葛葉だったらしく、刷り込みのような形で彼女に懐いたのだという。

　見れば美兎や千影、遥もまたリスティと同じ視線を暁月と葛葉へと注いでいた。

　全員がやられているのだ。小さい暁月の可愛らしさに。

　唯ゆい一いつ──葛葉だけが、暁月を独どく占せんする形になってしまっている事に後ろめたさを感じているのか、どこか浮うかない表情をしたままずっと黙だまり込んでいた。

「……………………」

　思いつめた表情。何かあったのだろう、とは思う。

　その事は、リスティ達全員が気が付いていた。だが──心配ではあるものの、リスティ達の間では、取とり敢あえずは葛葉から言い出すのを待とうという事になっていた。

　自分達から事情を訊きく事はできる。優やさしく接してあげる事もだ。

　──しかし、それをしたら葛葉を子供扱あつかいする事になってしまう。

　そして、そんな真ま似ねをすれば傷付くのは葛葉なのだ。

　だから待つ。肩かたを並べる対等の仲間として、葛葉が話してくれるのを。

　そんな中──気を取り直したように遥が咳せき払ばらいを一つして、

「それにしても……一体どうして子供になど」

　気を取り直したように疑問を口にした。

「まあ服に関しては、新型のＡＤのお陰でどうにかできましたけれど……」

　京也との決戦の前──お泊とまり会の日に、遥は新型のＡＤと制服を持ち出してくれていた。

　これらを組み合わせると、装備者が意識すると本人のパーソナリティに合わせて、時と場所などに添った服へと変化させる事が可能で。幼児化した暁月にこの二つを身に纏まとわせ、遥が外部操作を行なう事で子供服へと変化させ、当面の事態を凌しのいでいた。そして、

「……多分、錬環勁氣功の過か剰じよう使用が原因だと思うわ」

　遥が口にした疑問にリスティが答えると同時、その場の視線が一いつ斉せいに集まった。

「何か心当たりがあるのかい？」

「ええ──前にも一度だけ、同じような事があったから」

　千影の問い掛けに、リスティは頷きながら話を始める。

　かつてアレイザードに居た時──暁月が限界まで己おのれの体内の氣を使い尽つくし、それでも無む茶ちやをして戦い続けた結果、一時的に肉体が縮んでしまった事があったと。

　それは、一度は陥かん落らくしたリスティの国──シェルフィード王国の首都エルディアの解放戦において勝利した後。傷付いた多くの将兵に対し、回復魔ま法ほうを使用できる者が足りなくて。誰よりも先頭に立って戦い、誰よりも消しよう耗もうしていた暁月が、それでも内氣功を負傷者に対して使い続け、最後はそれこそ自らの身を削けずってまで彼らを癒いやしてくれたのである。

「アカツキが言うには、身体が大きければ、それだけ肉体を維い持じするために必要な体内の氣の量も多くなるらしいの。本来、人間を始めほとんどの生き物は氣を操るなんて事はできないわ。そして無意識に必要な分を体内に取り入れつつ、それを消費したり循環させたりしているから、肉体に変化が生じる事はないんだけど」

　しかし、

「錬環勁氣功を会得しているアカツキは、限界を超えて自分の氣を使う事ができちゃうのよ。だから無理をすれば、自分の肉体を本来のサイズに留とどめておけないような状態に陥る事もあるんだって……」

　そんなリスティの言葉に、

「どうしよう……ボクのせいだ」

　沈しずんだ声で美兎は言った。

「ボクが会長さんに捕つかまって皆みなを危険に巻き込んだから……だからこの人もこんな風に」

　確かに。あの戦いは最後、暁月が己の体内にある氣を大量に放出して攻こう撃げきをした事で決着が付いた。だが、

「──それは違ちがうね」

　即そく座ざに千影は否定する。

「何度も言っているだろう。悪いのは美兎じゃない。氷神京也だ。あの一件では、美兎はあくまで被ひ害がい者しやだよ」

「ですわね。それに、たとえ美兎が捕まっていなかったとしても、避けて通れない相手だった以上は、いつか戦わなくてはいけませんでしたもの。ぶつかり合えば、どの道ただでは済まなかった筈はずですわ」

　そして、

「もし向こうが美兎の超高次生命体の力を手に入れずに、概念能力を使う事だけに集中していたとしたら……或あるいは勝敗は別の結果になっていた可能性もありますわよ」

　遥は告げる。もし京也が美兎を手に入れていなかったとしたら。バベルタワーに被ひ害がいが出る事も厭いとわずに、概念能力の『対極消滅ダブルデリート』を軸じくに戦闘を組み立ててきただろうと。

　最後の戦いで京也が『対極消滅ダブルデリート』を使ってこなかったのは、別に油断や慢まん心しんがあったからではない。あの場所に、美兎と美兎の超高次生命体としての力をコントロールするための装置があったからだ。下手に『対極消滅ダブルデリート』を使用すれば、折せつ角かく手に入れた超高次生命体の力を失う羽目になりかねないのだから。

　人ひと質じちになり、力を奪われた代わりに、美兎は京也の足あし枷かせになる事ができていたのだ。

　何より。全すべてを消し去るあの技は、もし避けられなければその瞬しゆん間かんに決着が付いてしまう。たとえ自分達の信じる暁月が、どれだけ強かろうとも。だから、

「凰沢暁月が勝利して、そして全員が無事だった……私達にとって、これ以上の結果はありませんわ」

「…………うん」

　美兎は頷きを一つすると、「ありがとう」と少しだけ表情を明るいものにする。

「ところでリスティ……前の時、凰沢暁月は一体どうやって元に？」

　遥の問いに、リスティは首を振ふりながら、

「別に特別な事は何も。少し時間が経たったら──それこそ十数分程度で、すぐに元に戻ったわ。アカツキは体外の氣を取り入れる事もできるから。でも、あの時はちょっと背が低くなって、身体も若じやつ干かん小さくなったかな、位だったから……」

　リスティは改めて暁月を見た。

　今回は完全に子供化してしまい、リスティ達に対する記き憶おくを失ったり、知能レベルも見た目相応になってしまっている。明らかにあの時とは変化の次元が異なっていた。

　恐らく、今の暁月はそれだけ大量の氣を失ってしまっていたのだろう。

「リスティさん……確かこの人の錬環勁氣功は、他ほかの人の氣を自分のものにする事もできるんだよね？」

「え、ええ……」

　美兎の言葉に、リスティは頷きを返した。あのバベルタワーで、四体のダークザッハークとの戦闘の後──リスティは自分の氣を暁月に託たくしている。

　……また、あれを……。

　とっさにその時の事を思い出し、リスティは身体の奥おくが僅わずかに熱を持ったのを感じた。

　少しだけ頬ほおを赤らめつつも、もしこの場に居る全員で暁月に氣を渡わたす事ができたら、暁月を元に戻す事ができるかもしれないとは思う。

「でも……それはあくまで、暁月が錬環勁氣功を使える状態だから使える手よ。恐らくだけど、子供化して一部の記憶も失っている今のアカツキだと、錬環勁氣功を使いこなす事はできないわ。たとえ身体は覚えていても、記憶がなくては意味がないもの。使えなくなっているというよりも、単純に使い方を忘れてしまっているのね、きっと……」

　これでは恐らく、胸を吸われるだけ吸われて終わりだろう。

「そ、それじゃあ一体どうすれば良いの……？」

「そうね……多分、今の状態は氣が極きよく端たんに不足している状態だろうから、無意識に多く空中に漂ただよっている氣を吸収している筈よ。だから、時間が経てば元に戻るとは思うけど」

　しかし、そろそろ昼になろうという時間帯だ。

　既に暁月の子供化が起きた早朝からは、かなり時間が経っている。

　それでも戻らないという事は、何か切きっ掛かけが必要なのかもしれない。すると、



「──簡単だよ。だったら、いっそ暁月の記憶だけでも戻しちゃえば良いんだ」



　さらりとした口調で言った千影に、その場の視線が集まった。

「記憶を戻すって……確かにそれなら、凰沢暁月が錬環勁氣功を使えるようになるかもしれませんけど──でも、一体どうやって？　何か良い方法でもありますの？」

「ああ、多分だけどね……」

「教えて、千影さんっ！　どうすれば、この人の記憶を取り戻せるの？」

「恐らく暁月が記憶を一時的に失っているのは、肉体が小さくなった事に精神が引っ張られてしまったからだ。心と身体は繋つながっているからね。でも、それは思い出せないだけで、忘れてしまった訳じゃない。だったら──暁月の心を激しく揺ゆさぶるような、刺し激げきを与あたえて思い出させてやれば良いのさ」

　身を乗り出した美兎に、当然の事のように千影。

「恐らく一番は誰かが泣く事だけど、わざとらしく涙なみだを流したところで大して効果はないだろうし──何より、あたし達自身が嫌いやだからね。よりにもよって、暁月の前で嘘うそ泣なきをするなんてさ」

『……………………………』

　表情を真しん剣けんなものにした千影の言葉に、リスティ達は黙り込んだ。

　それは紛れもなく、リスティ達が抱く本音であり本心だった。

　確かに涙は女の武器だ。本気でやろうと思えば、嘘泣き位なら自分達もできるだろう。

　だが。誰よりも女の涙に対して強い想いを持つ暁月に対し、そんな彼をこれからずっと支えてゆくと誓ちかった自分達だけは、決して偽いつわりの涙を流してはいけないのだ。

「でも千影……だったら一体どうするつもり？」

　暁月に対して、涙以外に何か有効な手立てがあるのだろうか。

　すると笑えみを浮かべながら、五泉千影は言った。

「決まってるじゃないか──色いろ仕じ掛かけだよ」
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　千影が口にした「色仕掛け」という提案に、他の四人の反応はイマイチなものだった。

　乗り気になれなかった、と言っても良い。

　いかに相手が暁月とはいえ、それは余りにも安直かつ短たん絡らく的てきすぎではないだろうかと。

　しかも今の暁月は普ふ段だんとは違ちがい、幼い子供の状態だ。

　自分達たちが色仕掛けを行なったところで、果たしてどの程度効果があるのか懐かい疑ぎ的てきだった。

　──しかし、状じよう況きようが自然と改善されるように願うだけでは、暁月に依い存そんしてきたこれまでと同じだ。自分達は凰沢暁月を支えるために集っている──ならば、何か自分達にできる事をしようという話に自然となっていった。

　とはいえ。

　この状況で何ができるかというと、特にこれといったアイディアがないのも事実で、

「ど、どうして私が……」

　暁月への色仕掛け役として千影から推すい薦せんされた七瀬遥は、とっさに困こん惑わくの声を上げた。

「いや、だって……これは暁月を誘さそうのが目的じゃないんだよ。あくまで刺し激げきを与あたえて記き憶おくを取とり戻もどさせようというのが今回の趣しゆ旨しなんだからね」

　と千影。

「肉体と精神は互たがいに作用し合ってる。忘れている現在の記憶を取り戻せば、そこから連れん鎖さ的てきに身体も十六歳さいのものに戻るかもしれないじゃないか」

「その理り屈くつは解わかりますけど……だからって何で私なんですの？」

「暁月に刺激を与えるんだ。それを美兎みたいなお色気担当がやっても、あまり意外性がないじゃないか」

「ちょ、ちょっと待って千影さん！　ボク、いつからお色気担当になってたのっ？」

　心外だとばかりに訴うつたえる美兎に、千影は「まあまあ」と笑う。

　そんな二人のやり取りを見ながら、

「ですが……色仕掛けだなんて、一体どうすれば」

　やった事もない行こう為いをやれと言われ、困惑の声を上げる遥に、

「仕方ないなぁ……じゃあ、取り敢あえず今穿はいてるパンツを脱ぬいでみようか、ここで」

「ここで下着をっ!?　本気ですのっ!?」

　遥は思わず血相を変えた。場所はリビング。家族の団だん欒らんが目的のスペースだ。

　そんな場所で、皆みなの目の前で暁月にショーツを脱ぐところを見せろというのか。

　戦せん慄りつする遥に、しかし千影は平然と、

「おかしいかい？　子供になっているとはいえ、暁月に対しての色仕掛けなんだし。もし上う手まくいって戻った時の事も考えると、あたしらが一いつ緒しよにいた方が何かとフォローもできるし、安心だと思うけどね」

「それは……」

　確かにそうかもしれない。

「まあ遥がどうしても、暁月と二人きりにして欲ほしいって言うなら構わないけど……」

「……いえ、それは……やはり居て貰もらった方が……」

　千影の言葉に、遥は考えを改める。

　何せ自分一人では、色仕掛けなんてどうやれば良いのかも解らないのだ。

「でも、やっぱり……」

　遥が恥はずかしさから尻しり込みをしていると、

「あのね遥……別に無理にやれとは言わないよ」

　と千影。

「いくら暁月のためとはいえ、どうしても嫌いやな事を無理にやる必要はないだろうしね。遥ができないなら、別にあたし達の誰だれかがやれば良いだけの話だし」

「……………………」

　優やさしい口調でそう言われてしまうと、遥としても返す言葉がない。

　チラッと視線を美兎とリスティへ向けると、

「………………」

「………………」

　二人は顔を赤くしながらも、そこまで嫌そうな顔はしていなかった。

　できるのだ。美兎とリスティは、暁月のためなら色仕掛けを。

　だから遥は、葛葉の腕うでに抱だき付ついている暁月を見る。

　すると、こちらの視線に気が付いた幼い瞳ひとみが、遥を見つめ返してきて、

　……凰沢暁月のため……。

　そうだ。これは暁月のためなのだ。

　自分が付いてゆく事を決めた男性。氷神京也に殺されそうになった自分を助け、それまで信じていたものを失った事で絶望していた自分を彼かれなりに包つつみ込み、癒いやしてくれた人。

　その暁月が今、小さな子供になってしまっている。

　そんな彼を、自分が助けられるなら。少しくらい恥ずかしい想おもいが何だというのか。

　……そうですわ。

　既すでに自分はアレイザードの娼館でも、転送された凰沢家の浴室でも、暁月にはこれ以上ない恥ずかしい姿を晒さらしているのだ。そしてここに居る女の子達は、いずれも遥と共に暁月を支えてゆく仲間──運命を共にする者達で、

　……恥ずかしがる必要など……っ。

「………………っ」

　遥は唇くちびるをキュッと噛かむと、スッとソファから立ち上がった。覚かく悟ごを決めたのだ。

「えっと、あれ……遥？」

　千影が少し困惑したような声を上げるが、遥は構わない。

　やる。そして──七瀬遥は暁月の眼めの前に立つと、自分の両手をスカートの下からそっと中へと入れていった。そのままショーツのサイドに両の親指を掛かけると、

「っ────」

　遥は恥ずかしそうに眼を閉じ、ゆっくりと自分のショーツを下ろしてゆく。

　……ああ……っ。

　太ふと股ももを滑すべる布地のこそばゆさが、自分のしている行為を遥に強く認にん識しきさせる。

　そして遥の手が太股から膝ひざの手前へ下りたところで、誰かが息を呑のんだ音が聞こえた。

　遥のショーツがスカートの下から、皆の見える場所へと姿を現したのだ。その反応に、

「…………っ」

　どうしようもなく躰からだの奥おくが熱を持ち、遥の手が止まった。

　七瀬遥の一番恥ずかしい場所が、短いスカートの中で露あらわになり、直にリビングの空気に触ふれていて。覚悟を決めた筈はずなのに、己おのれが行なっている大だい胆たんな行動を自覚してしまい、とっさに迷いが生じる。

　そして迷い始めたら最後、どうすれば良いのか解らなくなって。

　遥は助けを求めるように、薄っすらと瞳を開ける。すると、

　……あ……。

　最初に暁月と眼が合った。その幼い瞳は、まるで遥を見守ってくれているかのようで。

　だから、

「────っ」

　完全に意を決した、遥の手が動き出した。

　遥はショーツを下ろしてゆく。躰を前へ倒たおしながら、膝まで下ろすとゆっくりと足を片方ずつ抜ぬいて。

　七瀬遥は──凰沢暁月の眼の前で、自身が穿いていたショーツを脱いで見せた。
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「…………あの、千影。この後は、どうすれば……？」

「あ、うん……えっと」

　手の中でショーツを小さく丸めた遥に問われ、千影は思わず返答に詰つまった。

　色仕掛けが暁月を元に戻すのに効果的かもしれないと思ったのは本当だ。

　やるならば、意外性のある者がやるのが良いだろうというのも。

　──だが千影は、てっきり他の皆は反対するものとばかり思っていた。

　ところが予想に反し、美兎やリスティは顔を赤くしながらもどこか受け入れていて。

　挙句にこちらが指名した遥は、恥じらいながらきちんとやり遂とげてみせた。

　しかし──残念ながら現状、暁月が元に戻る兆候は見られない。

　とはいえ既に羞しゆう恥ちの限界に達している遥に、これ以上を望むのも酷こくな話で。

　どうしたものかと千影が内心頭を抱かかえていると、

「──もう大だい丈じよう夫ぶだよ、遥さん」

　穏おだやかな声と共に、美兎が遥を横から支えた。

「でも……」

　暁月はまだ元に戻っていないとばかりに遥が美兎を見ると、美兎は優しく首を振ふって、

「遥さんは一番恥ずかしい一番手をちゃんと頑がん張ばったよ。後はボク達に任せて……ね？」

　その言葉に、

「あ──」

　まるで腰こしが抜けたように、遥はぺたんと床ゆかにへたり込んだ。そして、

「じゃあ──次は千影さん、お願いできるかな？」

「えっ？　あ、あたしかい？」

　思わず訊きき返した千影に、美兎は「だって」と前置きして、

「この色仕掛けは千影さんのアイディアでしょ？　遥さんにやらせておいて、自分はやらないなんて変だよね。ボクは意外性がなくてイマイチみたいだし。かといってリスティさんに先にやらせちゃうと、言いだしっぺの千影さんが心苦しくなっちゃうかなって思ったんだけど──」

　一息、

「──違ったかな？」

「いや、そんな事は……」

　千影は言葉を濁にごす事しかできない。

　嫌いや味みでもなく、悪気がある訳でもない──美兎は今、素でこちらに問とい掛けていた。

　暁月だけではなく。美兎は本気で千影の事を心配して、千影に脱げと言っているのだ。

「でも……あたしなんかが脱いでも」

「大丈夫だよ。千影さん最近、急に色っぽくなったもん」

　と美兎。

「前にやったお泊とまり会で、あの人の部屋に行ってからだよね。次の日には、今までと少し雰ふん囲い気きが違ってたし」

　それに、

「この家で一緒に住むようになってから、千影さんが着けている下着──これまでと違って女性っぽいものばかりだよ。多分それ、あの人に見られても良いようにって思ってるからでしょ？」

「そ、それは……」

　秘ひめていた想いを見み透すかされ、千影はとっさに顔を赤くする。

　──確かにあの晩、千影は自分を偽いつわっていた事を暁月に暴あばかれた。

　そして暁月は、そんな千影の偽りの仮面を優しく剥はぎ取ってくれて。

　あれ以来、千影は今まで以上に暁月を自分を捧ささげる男として意識するようになっていた。

　下着の変化はそのせいである。あの晩、千影は寝ね惚ぼけた暁月に下着まで剥ぎ取られる羽目になって。暁月に脱がされ、肌はだを晒した事を後で思い出した時に思ったのだ。

　暁月に──もっと女として見られたいと。そして、

「だから……ね？　良い機会だから、今日ここで見て貰おうよ」

「う……」

　駄だ目め押おしとばかりに美兎に笑え顔がおで言われてしまい、千影はもうそれ以上拒こばめなかった。

　まさか、こんな事になってしまうとは。

「………………っ」

　千影は仕方なく、シャツの一番上のボタンを外そうとして、

「あ、駄だ目めだよ千影さん。これは色仕掛けなんでしょ？　だったら、この人の前でやらなきゃ」

「っ～～～～」

　美兎からの指し摘てきに、千影は半ばやけくそで暁月の前へ立った。

　そして小さい暁月が見ているすぐ眼の前で、

「──────」

　五泉千影はゆっくりと服を脱ぎ始める。

　顔を赤くしながらボタンを上から順に開け、肩かたから肘ひじ、腕の順に袖そでから抜くと、そのままシャツを床に落とした。そしてショートパンツのファスナーを下ろし、太股から膝へと滑らせると、ショートパンツは自然と床へと落ちて。

　後に残ったのはブラとショーツだけ。

　それは、凰沢暁月に女として見られるための下着だけを纏まとった五泉千影だ。

　──今の自分は、暁月に見られるためだけに存在している。

　そして眼の前の暁月は、間ま違ちがいなくそんな千影の事を見つめていて、

　……あ……。

　その事実に、躰がゾクリと震ふるえを得た。

　膝から力が抜けてしまいそうになるのを、それでも千影が必死に堪こらえていると、

「え……それで終わり？」

　キョトンとした声で美兎がとんでもない事を言い出した。

「こ、これ以上何を……っ」

　千影が慌あわてて問うと、美兎は小首を傾かしげて、

「だって一番手の遥さんがパンツを脱いでも刺激が足りなかったのに、二番手の千影さんが下着姿で終わっちゃったら意味がないよね。もっとこの人に刺激を与えないと」

「────っ」

　とっさに千影はリスティに助けを求める視線を送るが、

「………………」

　リスティは無言のまま、スッとこちらから視線を逸そらした。

　今の美兎相手に下手に口を挟はさめば、自分まで巻き込まれる事を察したのだろう。

　……道理で……っ。

　先さき程ほどからほとんど発言をせず、気配を消していたのはそういう訳か。

　すると、いつの間にか美兎がこちらのすぐ隣となりに来ていた。

　その表情は、同性の千影達たちですら思わず息を呑むような艶つやっぽいもので、

「あのね……ＪＰＮバベルの一件の時、最後に精神世界までこの人がボクを迎むかえに来てくれたでしょ？　あそこで、この人のものになるって誓ちかった時、見て貰ったの……ボクの恥ずかしいところ全部」

　頬ほおを赤く染め、小さな暁月を見つめる美兎の瞳はどこか潤うるんだものになっていた。

　──美兎は抜ばつ群ぐんのプロポーションとは裏腹に、その顔立ちはやや幼い方だ。

　綺き麗れいか可愛かわいいかで問われたら、どちらかと言えば可愛い方に属するだろう。

　単純に綺麗さや女性らしさで考えるなら、リスティや遥の方が上で。

　しかし──今の美兎の表情は、どこまでも艶つやめく女の顔そのもので、

「だから、大丈夫だよ……千影さんも、この人に見られても」

「…………っ」

　至近距きよ離りで目まの当あたりにした千影は、思わず腰が砕くだけてしまいそうになる。

　それ程の色気。とてもじゃないが抵てい抗こうできない。だが、

「あれ……千影さん、もしかしてこれ以上は恥ずかしくて無理そう？」

　ふと美兎は表情を普段のものに戻し、心配そうにこちらを覗のぞきこんでくる。だから、

「う、うん……後は美兎とリスティに任せて良いかい？」

　とっさに我に返った千影が、ホッとしたとばかりに頷うなずくと、

「解った。なら後はボクに任せて」

　そう言って美兎は穏やかに笑えみを浮うかべて。

　やおらこちらの背後に手を伸のばし──千影のブラのホックを外した。

「え──？」

　一いつ瞬しゆん何が起きたか解らず千影が呆ぼう然ぜんとしている間に、美兎は肩かた紐ひもを外して千影から完全にブラを剥ぎ取って──直後、

「～～～～～～っ!?」

　暁月に胸の先まで見せてしまっていた千影が、慌てて腕で己の膨ふくらみを隠かくした。

「み、美兎っ……いきなり何をっ!?」

「え？　だって、これ以上は恥ずかしくて無理だから、後はお願いって」

　驚きよう愕がくするこちらに、美兎は不思議そうに、

「だからボク──自分で脱げないっていう千影さんの代わりに脱がしてあげたんだけど、何かまずかったかな？」

「そ……っ」

「だよね。そんな事ないよね。良かった」

　思わず呑みこんだこちらの言葉を都合よく解かい釈しやくした美兎は、

「任せて、こういう時は助け合わなくちゃ……だって、せっかく頼たよってくれたんだもん」

　穏やかな笑みと共に、千影のショーツに手を掛けて、

「千影さんができない事は──ボク達がやるからね」

　そう言うなり、千影に残っていた最後の一枚を引ひき摺ずり下おろした。

　子供化した暁月からは、千影の大事な部分が角度的に丸見えで、

「────っ」

　慌ててその場所を手で隠しながら、千影は床にへたり込む。

　見られた。

　無論お泊り会の晩にも、暁月には裸はだかにされて見られてしまってはいたが、

　……でも……っ。

　こんな明るい内に、暁月に自分自身を晒す事になるとは思いもしなくて。

　激しい羞恥に完全に腰を抜かした千影が動けずに居ると、

「うーん……まだ駄目みたい」

　子供の姿のまま変わらずにいる暁月に、美兎はどうしたものかと思案するように言って、

「──ねえリスティさん、どうすれば良いと思う？」

　背後を振り返かえって美兎が訊たずねると、リスティが「えっ？」と固まって、

「と……取り敢えず、一いつ旦たんお昼ご飯にしない？　そろそろ良い時間だし……ねっ？」

　次は裸になるよりも過激な真ま似ねをさせられると思ったのだろう。

　その提案はかなり切せつ羽ぱ詰つまった声になっていた。しかし、

「そっか……それもそうだね。じゃあ、お昼にしよっか」

　美兎はその案に同意すると、軽い足取りでキッチンへと向かって歩き出す。

　それを見たリスティは、

「はあ……」

　大きく息を吐はくなり、へなへなと床に尻しり餅もちをついた。

　美兎が去った後に残ったのは、腰が抜けた千影に遥、リスティの三人と。

　不思議そうにしている子供状態の暁月。そして、

「……………………」

　こんな事があってもなお──やはり葛葉は、浮かない表情のままだった。



　　　　　５



　そして、子供の暁月を囲んでの昼食を終えた後。

　渦か中ちゆうの凰沢家では、僅わずかに賑にぎわいを見せる場所があった。

　それは温かな湯気が立ち込める場所──浴室だ。

　──昼食の際、暁月は調味料を零こぼしてしまっていて。

　服だけでなく身体まで汚よごしてしまったため、どうしても入浴が必要になったのだ。

　だが──ここで問題になったのは、誰が暁月をお風ふ呂ろに入れてあげるかだった。

　何せ今の暁月は幼い子供だ。一人では上手に身体を洗えないかもしれない。

　すると、「ならば自分が」と手を上げたのが美兎だった。

　子供とはいえ相手は暁月。自分が尽つくしてあげられる事であれば何だってしたかったし、何よりも遥と千影が既に色いろ仕じ掛かけで身体を張ってくれていた事もある。

　だとしたら、今度は自分の番だと思った。

　──そして美兎は、リスティにも一緒に入ろうとお風呂に誘さそった。

　遥や千影にだけ恥ずかしい想いをさせたままでは、リスティとしても心苦しいだろうと思ったのだ。しかし予想に反して、何な故ぜかリスティの反応はどこか曖あい昧まいとしたものだった。

　どうしたのだろう。何か困る事でもあるのだろうか。美兎が優しくその理由を問い詰めてみたところ、程ほどなくしてリスティは素す直なおになってくれたのか、自分から一緒に入りたいと言ってくれた。その際に少しだけ顔が引き攣つっていたようにも感じたが、まあ気のせいだろう。現にリスティはその後、遥も一緒に入れば良いと彼かの女じよも誘ってくれていたからだ。

　きっと、最初の色仕掛けで上手くいかず、責任を感じていたであろう遥を想っての提案に違ちがいない。思わず美兎は感動した。空耳か一瞬、遥の口から「巻まき添ぞえは……っ」などとありえない言葉が聞こえた気がしたので、よく聞こえるように顔を近づけて「もう一度言ってくれる？」と頼たのんでみたところ、すぐに遥は「喜んで……」と頷いてくれた。何だかちょっと泣きそうになっていたが、きっと仲間同士の思いやりに感動したのだろう。

　その喜びを分かち合おうと、千影と葛葉にも一緒に入らないかと誘ってみたのだが、流石さすがに凰沢家の浴室に五人以上は多すぎるという事で、残念ながらそれは叶かなわなかった。

　しかしこの凰沢家で、よもや暁月を支えるために集まった自分達たちと彼とが皆みなで一緒にお風呂に入れないとは、とんだ構造的欠けつ陥かんがあったものだ。とてもじゃないが看過できない。

　今回は仕方なく諦あきらめたが、これからの事を考えると可か及きゆう的てき速すみやかな対応が必要だろう。

　そして──いよいよ美兎達が、暁月をお風呂へ入れる事になった。

　一番懐なついている葛葉が一緒じゃないため、多少嫌がられてしまうかと心配したが、それは杞き憂ゆうに終わった。一緒にお風呂に入ろうと伝えると、暁月は嬉うれしそうに頷いてくれて。

　むしろ脱だつ衣い所で服を脱ぬぐ際、美兎達の方が恥ずかしさを得てしまった。

　たとえどれだけ幼くても暁月は暁月だ。裸を見られると、美兎達は自分の躰がどうしようもなく熱を持ってしまうのを抑えられない。

　それでも一緒に浴室へ入り、シャワーで汗あせを流したり、湯船に浸つかるとそうした緊きん張ちようも少しずつ和やわらいで、

「はい──それじゃあ、両手を挙げてくれるかな？」

「はーい」

　美兎のお願いに、眼の前でこちら向きに風ふ呂ろ椅い子すに座すわる暁月が両手をばんざいした。

　素直な反応。その余りの愛らしさに、それだけで美兎は胸をキュンキュンさせてしまう。

　壮そう絶ぜつに可愛い。湯船の中でこちらを見ているリスティと遥も、すっかり幼い暁月の可愛らしさにやられ、その表情を眉まゆ尻じりを下げたものにしている。

　美兎はプラスチックの容器のポンプを数回押してボディソープを手の上に出すと、両手を擦こすり合あわせるようにして泡あわ立だてた。そしてクリームのように滑なめらかな泡を作り出すと、スポンジやタオルを使う事なく暁月の身体を洗い始めた。

　子供の身体は繊せん細さいで敏びん感かんだ。ゴシゴシ洗って傷を付ける訳にはいかない。以前アレイザードに戻もどった際、フォレストニウムの入浴所で、美兎も暁月に彼の手で身体を洗われた事があるが、その時に暁月が言っていた。手よりも優しく綺麗にできるものはないと。

　だから美兎はその教えを守り、今度は自分の手で暁月の身体を洗ってゆく。暁月がくすぐったそうにキャッキャッと身体をよじるが、「我が慢まんだよー」と言って美兎は小さな身体に泡を擦り付けていった。

　そして程なくして全身をくまなく洗い終えると、温ぬるめのシャワーで洗い流してあげて、

「はい、綺麗になったよ」

　美兎がシャワーを止めて告げた。すると、眼の前の暁月がニコッと笑って、

「ありがと……みう」

　そう言われた瞬しゆん間かん、きちんとお礼が言える事への感動と、暁月に労ねぎらわれた喜びで、

「────っ」

　思わず美兎は興奮のあまり理性を飛ばしかけ、暁月をメチャクチャに抱だき締しめてしまいたい衝しよう動どうに駆かられたが、どうにか自分を抑おさえられた。

　いきなりそんな真似をしてもし嫌いやがられでもしたら、自分はもう生きてはいけない。

　すると、

「……………………」

　身体を洗い終えたのに、暁月は椅い子すに座ったままジッとこちらを見ていた。

　その視線は美兎の胸へと注がれていて、

「あんまり見ないで……恥はずかしいよ」

　幼い姿だが、やはり相手が暁月だと、どうしても意識してしまう。

　見られている。そう思うと、どうしようもなく躰の奥が熱を持って。

　美兎が恥ずかしそうに顔を赤くしていると、

「…………おっぱい」

　暁月がポツリと言った。美兎の胸を見つめる瞳ひとみは、かなり興きよう味み津しん々しんの様子で、

「えっと……」

　美兎はしばし言葉を迷わせると、やがて、

「………………触さわる？」

　恥ずかしさを得ながら訊ねてみる。すると暁月はこちらを見上げて、

「いいの……？」

「う、うん……キミになら」

　純じゆん粋すいな瞳で問われた美兎は、思わず頷いていた。

「……ちょ、ちょっと美兎ちゃん」

　横からリスティが心配そうな声を上げるが、

「大丈夫だよ、リスティさん……ボクなら平気だから」

　暁月がしているのは、あくまで子供のお願いだ。

　そこまで構えなくても良いだろう。

　──それに、暁月の望みを断る事など美兎にはできない。

　この胸はもう、凰沢暁月のものなのだから。そして、

「わぁ……」

　暁月は嬉しそうな声を上げると、つたない手付きで美兎の胸を触り始めた。

　小さな暁月の手で、美兎の豊かな胸が可愛らしく揉もまれて、

「……んっ、くすぐった……あんっ」

　そのこそばゆい感覚に、美兎は小さく身をよじらせた。

　しかし、それはいつものように美兎を乱れさせる激しい快楽とは異なっていて。

　ただ温かくて柔やわらかな感かん触しよくを楽しむように、暁月は美兎の胸を揉み続ける。

　そうして徐じよ々じよに、暁月から与あたえられるくすぐったさに美兎が慣れ始めた頃ころ、

「…………はむっ」

「やっ……ちょ、ちょっと、ふあぁっ」

　胸の先を暁月の可愛らしい口に含ふくまれ、美兎は思わず驚おどろいたように声を上げた。

　次の瞬間にはもう、美兎は吸われていた。

　女の胸を吸う──それは子供にも可能な立派な愛あい撫ぶで。

　美兎はピクンと躰からだを震わせるものの、しかし暁月を止めようとはしなかった。

　受け入れる。相手は子供で、そして暁月だ。拒む理由はどこにもない。それでも、

「……っ……ふ、……っ……ん……っ」

　じんわりと胸の奥おくから甘あまい感覚が湧わき上あがってきて、美兎は声を我慢した。すると、

　……あ……。

　凰沢美兎は気が付く。暁月の口の中で、美兎の胸の先が硬かたく張はり詰めていた。

　それは胸を吸われた女にとって、避さけようのない反応だ。

　だから、自分の身体が反応してしまう事に恥ずかしさを覚えながらも、

　……何だか、赤ちゃんみたい……。

　美兎は優やさしい瞳で暁月を見つめる。

　──小さい姿の暁月は、まるで彼かれと自分との間に生まれた子供のようで、

　……ボクとこの人との子供……。

　そう思った瞬間──凰沢美兎は震えるような幸せを覚えた。

　……どうしよう、ボク……っ。

　まるで母性本能のように、美兎の中で止とめ処どなく愛情が溢あふれてきて。

　今度こそもう我慢できなかった。

　気が付けば暁月の頭の後ろの手を回し、美兎はその小さな身体を抱き締めていた。

　暁月は美兎の抱ほう擁ように一旦胸から口を離はなしてこちらを見上げると、嬉しそうに笑って。

　そして再び、美兎の胸を吸い始める。ただひたすらに、美兎を求めるようにして。

　浴室には、暁月が美兎の胸を吸う事で生まれる音だけが響ひびいていた。

　そんなあどけない暁月の様子に、最初はハラハラしていたリスティと遥も、いつしか穏おだやかな表情でこちらを眺ながめていて。

　そんな時だった──美兎の躰に異変が起きたのは。

「えっ……何これ、やっ……ふああああああぁぁぁんっ!?」

　突とつ然ぜん体内で膨れ上がった甘い感覚に、美兎はビクンと全身を激しく震わせた。

　軽く達してしまったのだ。

　一体何事かと思ったのも束つかの間ま、美兎はすぐに一つの可能性に思い至る。

　……嘘うそっ……これ、ひょっとして……。

　間違いない。今、美兎は体内に何かを流された。

　恐おそらくそれは暁月の氣──使えなくなっているとばかり思っていたのに、暁月は子供の状態のままでも錬環勁氣功を使ってみせたのだ。

　ところが美兎が達してしまったにも拘かかわらず、暁月は美兎の胸を吸い続けてくる。いつもなら美兎を一回イカせたら、暁月は必ずこちらの様子を窺うかがってくれる。

　それは絶頂という現象の意味を知っているからだ。

　──だが、幼い今の暁月には美兎の反応の意味を察しろというのは無理な話で。

「ちょっと、やっ……ひあぁんっ？　あんっ、ふあああっ、はあっ、ああああぁぁんっ」

　連続した絶頂感が美兎を襲おそった。

　美兎が後ろへ倒たおれると、暁月がこちらの躰の上に覆おおい被かぶさる体勢になって。

　それでも暁月は美兎の胸を吸い続ける。一心不乱に、まるで何かに取り付かれたように。

　……ど、どうしよう……やっ。

　慌てて対処を考えるものの、思考にまで快楽が入り込み、美兎は何も考えられなくなってしまう。その間にも美兎は、暁月の口で何度も絶頂へと追いやられて、

「ああもう、だから言ったじゃない！」「絶対こうなると思ってましたわ！」

　慌ててリスティと遥が湯船から上がってきた。

　何とか美兎から暁月を離そうとしてくれるものの、暁月は美兎の首に手を回しており、完全にロックしている状態で、

「ほらっ、駄目よ……お姉ちゃんが困ってるから、ねっ!?」

　それでもリスティと遥が、どうにか二人がかりで暁月を引き剥はがす事に成功する。

「あ、ああ……ん、ふぁ……──あ」

　連続の絶頂から解放され、甘い吐と息いきを漏もらした美兎は、とろんとしたままの瞳で見る。

　美兎の胸から離された暁月が、あどけない笑みと共にリスティの胸へと吸い付く光景を。

「えっ──そっ、きゃああああああぁぁぁぁぁんっ!?」

「ちょ、リスティ、危な……きゃっ」

　一瞬で絶頂へと昇のぼらされたリスティが全身を仰のけ反ぞらせ、遥を巻き込む形で浴室の床ゆかに転倒した。頭を打たなかったのは不幸中の幸いだろう。だがそれでも暁月は、リスティの胸から離れなかった。美兎の時と同じように、ひたすら胸を吸い続ける。そして、

「あ、ああっ……はっ、……ふぅ……んんっ」

　絶頂の快楽に咽むせぶリスティが、声も出せないような状態になると、狙ねらいを変へん更こう。

「ちょ……ちょっと、待って下さいな……凰沢暁──ひゃあああぁぁぁんっ！」

　暁月に飛びつかれた遥は、次の瞬間にはもう甘い声を上げていた。

　そして、あっと言う間に美兎やリスティと同じ状態へと追いやられて。

　やがて遥も、完全に抵抗できなくなり、暁月のされるがままになった。

　だが──美兎は床から動けない状態で、それでも安あん堵どしていた。

　……これで……。

　自分達を一通り好きにしたのだ。もう暁月も満足してくれただろう。

　そう美兎は思っていた。だが、

「え……？」

　遥から離れた暁月が、あろう事か再び美兎の方へとやって来た。

「……そ、そんな」

　そして驚きに眼めを見開く美兎へと、暁月が抱きついて来て──直後、美兎は再び激しい絶頂の嵐あらしへと追いやられた。

　──そこから先はもう、筆ひつ舌ぜつに尽くしがたいものだった。

　与えられる絶頂で嬌きよう声せいを上げ、全身を快楽に打ち震ふるわせるこちらの反応がよほど面おも白しろかったのか、何かの遊びとでも思ったのだろう。

　暁月は、容よう赦しやなく美兎達を何度もイカせ続けた。

　ただ純粋に、ひたすら無む邪じや気きに、どこまでも飽あきる事なく。こちらの胸に吸い付き、尻しりを揉みくちゃにして、美兎達を次から次へと高みへ昇らせていった。

　誰だれかがされている内に一人だけ助けを呼ぼうと浴室を出ようと試みるのだが、激しい快楽で完全に腰こしが抜ぬけてしまっているため、浴室の床を這はう事しかできなくて。

　そうこうしている内に暁月に無邪気に襲われて。いつしか美兎達三人は、浴室の床に折り重なるようにして寝ねかされていた。

　それでも──今の暁月が、そうした知識のない子供だという事が幸いした。

　暁月がこちらを攻せめる所に、女が一番感じる恥ずかしい場所はなくて。それだけが激しい快楽に溺おぼれる事しかできない美兎達にとって、唯ゆい一いつの救いになっていた。ところが、

「ん……なんかへん、ムズムズする……」

　ふと可愛かわいらしい声でそう言った暁月が、こちらを攻める手を止めた。

　刻まれ続けた快楽に息も絶え絶えの状態で、それでも美兎が振ふり返ると、

「う、嘘……っ」

　視線の先──暁月の身体の一部に、美兎は信じられない変化を見る。先ほど洗ってあげた時はあんなに可愛らしかった筈はずのある場所が、今では立派に男である事を主張していた。

　……こんなに小さい身体なのに……っ。

　凰沢美兎は信じられない。

　それは以前──美兎が暁月の布団ふとんの中へ潜もぐり込んだ際、朝の生理現象を目もく撃げきした時ほどではないものの、男女の行こう為いをするには充じゆう分ぶんすぎる大きさで。

　──そして、とうとう暁月が決定的な問とい掛かけを放ってくる。

　凶きよう悪あくな程に可愛い声で、

「おねえちゃん……いい？」

　良いって何を──と叫さけぼうとして、しかし美兎はできなかった。

　暁月の純粋な瞳は完全に潤うるみ、どこまでも自分達を求めていて。

　……や……そんな眼をされたら……。

　視線が合ったらもう無理だった。もう拒こばめない。

　そして暁月の小さな手が、驚くほど力強く美兎の尻をホールドした。

　小さい子供だろうと、そこは凰沢暁月。どうすれば良いのか本能で覚えているのだろう。

「あっ……駄だ目めぇ、そこは……っ」

　抵てい抗こうの声も空むなしく、美兎はゆっくりと尻を割られ、徐々に両の脚あしを開かされた。

　そして──美兎が己おのれの全すべてを晒さらせば、まるで引き合う磁石のように、ゆっくりと暁月と美兎の大事な場所が近付いていって、

　……嘘……っ、こんな……っ。

　絶頂の余よ韻いんによる浮ふ遊ゆう感と、余りに信じられない状じよう況きように、凰沢美兎は現実感を喪そう失しつする。

　──無論、自分の初めては暁月だと思っていた。前からそう決めていた。

　……でも……っ。

　まさかその場所が浴室で、しかも相手は子供の状態で、さらには後背位でされる事になるとは。これが自分の初めて──異常すぎるシチュエーションの下、幼い暁月によって散らされようとしている己の処女に、凰沢美兎はおかしくなりそうになる。

　そして、とうとう美兎と暁月が一つになる──そのタイミングで、



「おーい。お風呂から上がったら、アイスがあるからねー」



　浴室内の状況を知ってか知らずか、脱衣所から千影の呼よび掛けが来た。

　その途と端たん、

「アイスっ!?」

　暁月の興味が、一いつ瞬しゆんで美兎からそちらへと移った。そして、

「え……？」

　呆ぼう然ぜんとなる美兎達を尻しり目めに、暁月は浴室を飛び出していった。浴室の床に折り重なり、全身を震わせる快楽に甘い喘あえぎを漏らす美兎とリスティ、遥の三人を置き去りにして。

「……嘘……これって、もしかして……」

　自分達にここまでしておきながら。自分達をこんな状態にしてしまっておきながら。

　それでも幼い暁月は──美兎達の初めてよりも、あっさりとアイスを選んだのだった。



　　　　　６



　そして──最も危険なお風ふ呂ろから上がった後。

　すっかり葛葉の隣を自分の定位置とした暁月が、美お味いしそうにアイスを食べているのに対し、

「………………………」

「………………………」

「………………………」

　美兎、リスティ、遥の三人は、僅かに恨うらみの篭こもった眼で暁月を見ていた。

　……やれやれ。

　その様子がおかしくて、五泉千影は思わず苦く笑しようする。

　──聞けば、暁月に問答無用でギリギリまで快感を高められた挙句、もうあとほんの少しという所で止められてしまったのだという。

　紙一重で貞てい操そうは守られたものの、あと一歩という所でお預けを食くらってしまった形の美兎達は堪たまったものではない。顔を赤くしながら瞳ひとみを潤うるませ、どこか切なそうに太ふと股ももを擦こすり合あわせているのは、恐らく躰からだの奥にまだ快楽の火が付いてしまっているからだろう。

　とはいえ自分達で処理する事もできず、かといって暁月に自分達から頼たのむ事も恥はずかしくて無理。しかも、今の暁月は小さな子供なのだ。流石さすがに倫りん理り的てきにどうかと思うし、下手に続きを頼めば今度はどんなとんでもない事態になるか解わからない。

　よって、熱を伴ともなうあの甘あまい感覚が収まるのをただ黙って待つしかないのである。しかし、

「それにしても……ここまでしても駄だ目めという事は、もしかしたら今の暁月に色仕掛けは余り効果がないのかもしれないね」

　ふむ、と千影が分ぶん析せきを口にすると、

「千影さん……？　ボク達、千影さんが言ったから恥ずかしいのを頑がん張ばったんだよ？」

　先さき程ほどの千影を裸はだかにひん剥むいた時の迫はく力りよくを滲にじませつつ、ゆらりと立ち上がった美兎に、

「お、落ち着いて美兎……その笑え顔がお怖こわいよ」

　今度は全ぜん裸らでは済まされない危機感を覚え、千影は慌あわてて取り繕つくろう。そこへふと、



「………………ごめんなさい」



　その場に、悔かい恨こんを含ふくんだ呟つぶやきが零こぼれ落おちた。

　発したのは、俯うつむいたままでいる葛葉だ。千影達たちは顔を見合わせると、

「どうしたんですの、葛葉？」

　代表する形で遥が葛葉の隣へと腰こし掛かけ、そっと問とい掛ける。すると、

「凰沢君が小さくなってしまった原因……私かもしれないの」

　そう言って膝ひざの上で拳こぶしをギュッと握にぎると、葛葉は告白を始めた。

　──早朝、トイレへ行ったついでに暁月のベッドに潜もぐり込んだ事。自分だけ子供だと思われたくなくて、皆と同じになりたくて、寝ねている暁月に思わずキスをしてしまった事。

　すると暁月の身体が縮んで彼が子供になってしまった事。さらに、

「……私、凰沢君にキスしながら、心のどこかで思っていたの……凰沢君に、一度で良いから私と同じ目線に立って欲ほしいって」

　そして。その願いをまるで神様が叶かなえてくれたかのようなタイミングで、暁月は子供化してしまったのだ──葛葉が見ているすぐ目の前で。

　……成なる程ほどね。

　やっと話してくれた葛葉に、千影はようやく納なつ得とくを得た。

　朝からずっと元気がなく、何かあったのだろうとは思っていた。

　だが暁月のベッドに忍しのび込んでキスをするという行こう為いは、暁月に想おもいを寄せている自分達の中において、ともすれば抜ぬけ駆がけにも取れる行為だ。

　自分がキスしたタイミングで暁月が子供になってしまった事もある。

　後ろめたさと感じる責任から、千影達に告白する勇気を出せずにいたのだろう。

　それを、ついに話してくれたのだ。

　……さて、どうしようね……。

　五泉千影は思案する。告白してくれた葛葉に対し、そんな事はないと告げるのは簡単だ。

　暁月が子供化したのは、氣を消費しすぎたせいで、葛葉のせいでは断じてない。

　しかし自分を責めている今の葛葉にそれを言っても、気休めにしかならないだろう。

　だから、

「…………そっか」

　千影は穏おだやかな声で、葛葉の苦しみを肯こう定ていした。

　苦しむ必要はないと告げるのではなく、苦しんで良いのだと伝える。

　そして、敢えて慰なぐさめの言葉は掛けなかった。美兎やリスティ、遥もそうした。

　解っているからだ。今の葛葉を慰め、癒す事ができるのはただ一人。

　凰沢暁月だけだと。

　千影は、葛葉とアイスを無む邪じや気きに食べている暁月とを見ながら、

　……良い機会なのかもしれないね。

　自分達たちは既すでに、暁月に対して完全に心を委ゆだねている状態にある。

　──だが、葛葉だけがまだなのだ。

　暁月と出で逢あった当初の体育倉庫の一件や、アレイザードの悠ゆう久きゆう森林都市フォレストニウムでリルルを守れなかった時に、葛葉もまた暁月の想いに触ふれ、信しん頼らいを重ねてきてはいたが、それ以上のスピードで自分達は暁月に惹ひかれていってしまった。

　恐らくはその事が、葛葉にこちらとの距きよ離りを感じさせ、自分だけが取り残されているような気持ちにさせてしまっていたのかもしれない。しかし、

　……だとしたら、大だい丈じよう夫ぶだね……。

　五泉千影は確信を深いものにする。恐おそらくは美兎達もそうだろう。

　葛葉に寂さびしい想いをさせてしまっていた──その事に、あの暁月が気が付いていなかった訳がないのだ。

　ならば暁月が元に戻もどるための切っ掛けは、恐らくその辺りにある筈。だから、

「………………………」

「………………………」

「………………………」

「………………………」

　千影、美兎、リスティ、遥の四人は、無言で互たがいに頷うなずき合った。

　完全な意思の疎そ通つうに成功する。それは、

　……それまでの時間を、あたし達で作らないとね……。

　そう決意を強くした時だった。

　家の外──すぐ表で生まれた爆ばく発はつの轟ごう音おんと共に、凰沢家が振しん動どうしたのは。

「今のは攻こう撃げき魔ま法ほうの──」

　バッと立ち上がった千影、リスティ、遥の三人に、

「──大だい丈じよう夫ぶ」

　落ち着いた声で美兎が言った。

「多分、炎ほのお系の爆炎魔ま法ほうか何かだと思うけど……この家の周りに張ってある、ボクの風の防ぼう護ご壁へきは破られていないから」

　今の攻撃は、防護障しよう壁へきが防いだという事だ。

　だが、美兎が静かに呟いたのを千影は聞いた。それは寂しそうな声で、

「解っていた事だけど、やっぱりここには居るんだね……この人の事を悪く思っている人が──ボク達に敵意を抱いた人達が」
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　美兎が展開した概がい念ねん結界がまだ有効なため、新たな敵が外から侵しん入にゆうする事は有り得ない。

　よって攻撃を仕し掛かけてきたのは、元からこの人工島に居た者だ。

　そして。攻撃ができるという事は、それは必然的にバベルの関係者を意味する。

　──とはいえＪＰＮバベル最強の高等部生徒会に属ぞくしていた遥と、遥と同等の力を持った美兎達。さらには世界最強のコクーンのメンバーである京也を倒たおした暁月も居るのだ。

　向こうが、そうしたこちらの戦力を理解していないとは思えなかった。

　だが──それでも表には、まだこちらの様子を窺うかがっている者達の気配があって。

　それどころか、

『出て来い凰沢暁月っ！』

『居るんだろ、顔を見せやがれっ！』

　堂々と暁月を呼ぶ叫さけび声ごえが、家の前で上がり始める。

　避さけられる争いならば避けたい。だがこのまま無視する訳にもいかず、美兎達は家の外へ──彼かれらの前へと出ていった。すると、凰沢家の前には三十人程の若者が集まっていて、

「──出てきたぞ！」

　その内の一人が叫ぶなり、姿を現した美兎達に対し、全員の厳しい視線が向けられた。

　彼らはＡＤによる武器の具現化こそしてないものの、すぐにでも戦せん闘とう態勢へと移れる構えを取っていて、

「この人達が……」

　呟くように言いながら、凰沢美兎は見る。

　自分達や、何よりも暁月に対して敵意を抱いだく者達を。

「──知っている顔が幾いくつかあるね」

「ええ……高等部のＡクラスを中心に他のクラスも何名か、後は一部専せん攻こう課程の大学生も居るみたいですわね」

　千影の言葉に、遥が即座に彼らの素す性じようを口にした。

　確かに、こちらに対して敵意を向ける彼らの中には、美兎もバベルの校舎や敷しき地ち内ない、そしてランキング戦の際に見かけた事のある顔があった。だから、

「………………」

　美兎は無言で、残念という感情を得る。こちらとの実力差は歴然。不意打ちこそ仕掛けてきたものの、それだけで逃にげる事なく、こうして姿を現したこちらと相対する事を選んだという事は、彼らは自分達の行為に対して正当性があると思っているという事で、

「一体、どうしてこんな事を……？」

　悲しさと寂しさをない交ぜにした表情で問い掛けた瞬間、高等部の制服を身に纏った集団の代表格と思おぼしき一人の青年が、表情を険しくして叫んだ。憎にくしみの篭った声で、

「どうしてだと……この裏切り者っ！」

　最初の叫びが上がると、まるで連れん鎖さするように他の者達も憎しみの言葉をぶつけてくる。

「俺おれ達たちは別に、現状にもコクーンにも不満なんてなかったんだぞ！」

「この人工島だけが俺達の居場所だったのに……」

「それなのに勝手な真ま似ねをして、たった一つしかない俺達の居場所を奪うばいやがって！」

　次々と上がる怒いかりの声。過熱する感情の渦うずを目まの当あたりにした千影は、顔を顰しかめながら、

「悪いけど、こっちは不満があったんだよ……絶対に譲ゆずれない想いもね。だから暁月もあたし達も行動した──それだけさ」

　大体、と嘆たん息そくしながら、

「居場所がどうとか言ってるけど、ニュースを見ていないのかい？　コクーンは既にＪＰＮバベルの関係者に対して、速すみやかにこの特別自治区から離はなれるように勧かん告こくしてきている。『家族と一いつ緒しよに、他の特別自治区やバベルで受け入れる』ってね。しかも、解体寸前の日本に家族や親しん戚せきがいる場合は、望むならそちらも一緒でも構わないとまで言ってるじゃないか」

「そうですわ。それにあの晩、氷神京也が告げたコクーンの真実や、凰沢暁月の想いについては、御み崎さき祐ゆう次じ──貴方あなた達たちだってもう知っているでしょう」

　代表格の青年を知っていたのか、毅き然ぜんとした口調で遥が告げる。

　──あの時にネットを通じて世界へ配信された暁月と京也の会話などは、今では複製ファイルがネット上に溢あふれていた。

　流石さすがにテレビや新聞などの報道管制が掛かっているメディアでは扱あつかわれていないものの、一部の海外のタブロイドサイトなどでは取り上げられており、誰だれでも閲えつ覧らんできる状態になっている。

「それに、バベルに通う者であれば、有事の際は命令があれば戦場ヘ送られる事を──この特別自治区を離れなければいけない覚かく悟ごはしていた筈。氷神京也によって語られた真実を知り、それでも今後もコクーンに従って、その庇ひ護ごの下で生きてゆく事を選ぶというのなら。ここでこんな事をしていないで、一刻も早く彼らの指示に従って行動すべきでしょうに、何を──」

「──勝手な事を言うなっ！」

　遥の言葉を遮さえぎって、別の学生が叫んだ。

「凰沢はコクーンを──今のこの世界を裏切ったんだぞ。これから他のバベルへ行っても、俺達だって凰沢と同じ裏切り者なんじゃないかって、向こうで偏へん見けんや蔑さげすみの眼めで見られる事になるんだ！」

「折角バベルの学生として、伸のび伸びと暮らせていたっていうのに……っ！」

　そんな彼らの訴うつたえに対して、

「…………成る程、そういう事」

　と、納得したようにリスティが呟いた。

「随ずい分ぶんと息巻いているけど──要は、自分達の既き得とく権益が失われたのが許せないってだけじゃない……勝手なのはどっちよ」

　こちらの世界に来てまだ日が浅いリスティは、バベルやコクーンを取り巻く状じよう況きようについては、まだそこまで詳くわしく理解していない。解っているのは、暁月が倒そうとしている目標が、コクーンと朱あけの黄昏たそがれであると認にん識しきしている位だ。

　だがアレイザードに居た時は、シェルフィードという国家の女王だったリスティは、民衆の声や訴えを聞いてきた経験を持っている。眼の前の青年達による訴えが、ひたすらに利益だけを享きよう受じゆし、自分達の権利ばかりを主張する横暴な悪徳ギルドか何かと重なったのだろう。リスティは途と端たんに視線を冷やかにすると、

「どうする？　こういう連中は放っておくと、どんどん付け上がるわよ」

　そう告げた瞳が言っていた。実力行使で黙だまらせるべきではないか、と。だが、

「……ううん、それは駄目だよ」

　リスティの提案に、美兎は首を横に振った。続いて、

「そうですわね……」

　遥もまた、ここは耐たえるべきと美兎の意見に賛同する。何な故ぜなら、

「ここで挑ちよう発はつに乗れば──凰沢暁月の立場を悪くするだけですもの」

　美兎達は暁月の一番の仲間であり、暁月を支えるために存在している。

　そのため、もしここで眼の前の御崎を倒せば、それは暁月がした事と同義になる。

　実力差を考えれば、彼らを倒す事は簡単だ。

　……でも。

　もしそれを行なえば、暁月や美兎達は自分に敵対する者であれば、弱い者でも容よう赦しやしないという、こちらを非難する口実をコクーン側に与えてしまいかねない。

　それでは、あの晩に暁月が告げた彼の想いに賛同する者も出てきているこの状況に水を差さし、世界を変えようという人々の想いの芽を潰つぶしてしまう事になる。

　──暁月を裏切り者呼ばわりにされるのは確かに悔くやしい。

　思わず、取り消してと言ってしまいそうになる。

　……だけど。

　それでも全すべての人に、自分達と同じように暁月を慕したい、信じろというのは無理なのだ。

　だから、ここは耐えるしかない。

　しかし──そんな美兎の想いを嘲あざ笑わらうかのように、状況は悪化を始める。

「何だよ……偉えらそうにしておいて、都合が悪くなればだんまりか！」

　そんな美兎達の反応すら気に入らないのか、御崎と呼ばれた青年が魔ま法ほう陣じんを展開。

　無数の風の刃やいばを生み出すと、美兎達へと向かって解き放つ。

　──だが、その魔ま法ほうは美兎達には届かない。

　凰沢家は現在、美兎が生み出した防護障壁によって覆おおわれてるのだ。

　風の刃は、その全てが防護障壁によって阻はばまれて。

　美兎達はおろか、凰沢家の外がい壁へきに傷一つさえも付けられない。

　しかし──逆にそれが御崎の感情に火を付けた。

「クソっ……お前らもやれ！　全員で掛かって、結界を破るんだっ！」

　その呼よび掛けに他ほかの者達も呼応して。およそ三十人による一いつ斉せい攻こう撃げきが始まった。

　ある者は魔法を唱え、ある者はＡＤによる武器の具現化をし、美兎の防護障壁を破は壊かいしようと次々に攻こう撃げきを繰くり出だしてゆく。だから、

「どうしよう……このままじゃ」

　美兎は表情を苦いものにする。実力差があるとはいえ、Ａクラスの学生も多く居るのだ。

　超ちよう高こう次じ生命体としての力が使えるならともかく、展開しているのはあくまで不意打ちを防ぎ、こちらに対応するだけの時間を作る目的で張った普ふ通つうの防護障壁である。彼らの攻撃をずっと防ぎ続ける事は不可能だ。現に──障壁は徐じよ々じよに削けずられていっていた。

　このままでは、あと十数分と保たないだろう。

　破られる前に、リスティや千影、遥と交代して障壁を展開し直す事もできるが、

　……でも。

　如何いかんせん相手の数が多すぎる。たとえ交代して障壁を張り続けても、そうすれば向こうも交代しながら攻撃を行なってくるだろう。そうなれば先に消しよう耗もうするのはこちらだ。

　その事が解っているのだろう。リスティ達もまた、美兎と同じく表情を曇くもらせていて、

「──もう少しだ！　手を休めずに攻撃を続けろっ！」

　一いつ気き呵か成せいに御崎らが攻せめ立たてようとした時だった。

　真横からの水の奔ほん流りゆうが、彼らを襲おそったのは。

「っ──ちぃぃっ！」

　とっさに数人の青年が協力して防護障壁を展開し、ギリギリの所で防ぼう御ぎよに成功する。

　そして、

「お前ら……っ！」

　青年達は憎しみの篭った眼で、水が来た方──アスファルトの道路の先を見た。

　そこには彼らと同じく、ＪＰＮバベルの制服を身に纏まとった二十数名の学生達が居て、

「君達……」

　凰沢美兎は驚おどろきに眼を見開いた。

　こちらを助けてくれた新手の青年達の中に、知っている顔を見たからだ。

「佐さ橋はし、倉科……常盤ときわも」

　隣となりの千影が彼らの名を口にした。美兎や千影と同じく、ＪＰＮバベルの高等部Ｂクラスに所属する青年達の名を。すると佐橋と呼ばれた青年が、「よう」とこちらに片手を上げてから、家の前に居る御崎達へと向き直り、

「お前らみたいに凰沢を許せないって奴やつが、ＪＰＮバベルに通っていた奴の代表みたいに言わないでくれよな……」

　相手がＡクラスを中心とした、自分達よりも強い連中だと解っているからだろう。

　不敵というには、やや強こわ張ばった笑みを浮うかべながら、

「お前らのように、凰沢に不満を抱いている奴ばかりじゃない──アイツに付いて行こうって思ってる奴だって居るんだぜ」

　そう言ってＡＤによる武器を具現化した佐橋達に対し、

「Ｂクラス風情ふぜいが……調子に乗りやがって！」

　御崎を代表とするＡクラスの数名が、佐橋らの相手をしようと前へ出た。

　だが、対する佐橋も、

「たとえＡクラスだろうと、コクーンに飼かい馴ならされた奴に負けてたまるかよ！」

　一歩も引く事もなく、キッと御崎達を睨にらみ据すえる。

　そして。

「────────」

「────────」

　互いに一歩も譲る事のない、両者の間にある空気が一気に張はり詰つめて。

　次の瞬しゆん間かん──住宅街を舞ぶ台たいにした大混戦が始まった。
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　桐元葛葉の眼の前で、激しい戦闘が繰り広ひろげられていた。

　それはＪＰＮバベルに通っていた、数十名の若者達による激げき突とつだ。

　無数の魔法の応おう酬しゆうと、ＡＤによって具現化した武器と武器とが交こう錯さくする中で、

「これはまた、困った流れになったもんだね……」

　隣に立つ千影が発した言葉の意味を、葛葉は理解していた。何故なら、

　……このままだと、凰沢君のせいでこの戦闘が起きた事になる……。

　葛葉は、隣で自分の手を握っている小さな暁月を見た。

　何が起きているのかよく理解できていないのだろう。暁月は眼を丸くして、行なわれている戦闘を見つめていた。

　その先に居るのは、暁月に不満を抱く者達と、暁月を支持する者達。

　だが、この両者が激突すれば、その原因は暁月に他ならない。

　あの晩──暁月が訴えたのは、コクーンや朱の黄昏という世界最強の者達が目指している世界の在り方が間ま違ちがっているというもの。

　彼らのやり方では、どうしても悲しみや苦しみを抱く者が多く出て。

　だからこそ暁月は、そんな現在の世界に異議を唱えたのである。

　しかし、そんな暁月が戦うべき──倒すべき相手として定めたのは、あくまでコクーンと朱の黄昏なのだ。

　……それなのに。

　これでは、暁月が原因で新たに傷付く者が出てしまう。

　──とはいえ、世界に対して一石を投じたのだ。

　暁月の行動に反対する者がどうしても出てしまう事は解わかっていた。そして反対されるにせよ、支持されるにせよ、新たな混乱が生じてしまう事も避けられない。

　それでも、暁月が訴えたのは異世界に召しよう喚かんされた者とその家族が抱かかえる悲ひ哀あいで。

　暁月が何とかしたいと──世界を変えてでも救ってみせると誓ちかったのは、眼の前で戦っている御崎や佐橋のような者達なのだ。

　そんな彼らが、よりにもよって凰沢家の前で争あらそってしまっては、コクーンにこちらへ付け入る口実を与あたえるようなものである。下手をすれば、世界に対して発せられた暁月の言葉から説得力が完全に失われてしまいかねない。

　しかし、状況はさらに悪化を続けてゆく。

　その事に最初に気が付いたのは、リスティだった。

「マズイわ……近きん隣りんの人達が気付き始めてる」

　見れば、周辺の家の窓からこちらの様子を窺う者が出始めていた。

　当然だ。住宅街で戦せん闘とう行こう為いなどされれば、誰だって不安になる。

　バベルの敷地内に展開されている、肉体ダメージを精神ダメージに転化するシステム結界のようなものはないのだ。混戦の中、もし魔法が民家の方へ飛んで行きでもしたら、家屋が破壊されるどころか最悪死者まで出てしまう可能性だってある。

　そしてこの騒さわぎだ。程なくして野や次じ馬うまが出始めるだろう。彼らが携けい帯たいか何かでネットに書き込みでもすれば、下手をすればマスコミまでやって来る可能性は充じゆう分ぶんにある。

　この世界は今──凰沢暁月に注目しているのだ。

　事件や騒ぎといったスキャンダルがあれば、間違いなく彼らは飛び付くだろう。

　そして。もしそうなれば、暁月のこれからに多大なマイナスを生じさせてしまう。

「どうやら、彼らを鎮ちん圧あつするしかなさそうですわね……」

「うん……でも解ってると思うけど、ボクらはあの人達を傷つける訳にはいかないよ」

　苦い表情で言った遥に、こちらも真しん剣けんな表情で美兎。

「ここで強ごう引いんにあの人達を倒して、無む理り矢や理り事態を収しゆう拾しゆうしたりしたら──それは強制になってしまうもの」

　すると、

「そうだね……『都合の悪い事は力ずくで解決する』──そんな風に思われでもしたら、圧あつ倒とう的てきな力を誇こ示じしているコクーンや朱の黄昏と何も変わらない」

「ええ。アカツキやあたし達は、連中とは違ちがうって所を見せないと」

　千影とリスティも頷いて。

　そして、美兎、リスティ、千影、遥の四人は同時にＡＤへと意識を集中。

　それぞれの武器を具現化すると、

「とにかく、周辺に被ひ害がいを出させない事が最優先。次に、あの人達を無力化するんじゃなく、説得して戦闘を中止して貰もらう……どうかな？」

「難しいですが、それが一番ですわね」「ええそうね」「じゃ、行こうか」

　互いに頷き合うと、眼の前で繰り広げられている戦闘へ介かい入にゆうしようと一いつ斉せいに動き出す。

　だから、

「ま、待って……私も」

　慌あわててその後を追おうとした葛葉に、

「──ううん、葛葉はここに残って欲ほしいんだ」

　しかし美兎がこちらへと振ふり返かえり、ゆっくりと首を横に振った。

　そして葛葉の隣──幼い暁月に優やさしい視線を向けながら、

「今、この人が一番懐なついているのは葛葉だから……だから、ここで守ってあげて」

　それはその通りだ。だが、自分だけ仲間外れになるのはもう嫌いやで、

「でも……っ」

　何とか食い下がろうとする葛葉に、

「頼たのむよ……今の暁月を守る事ができるのは、葛葉だけなんだからさ」

　千影が穏おだやかな笑えみと共に告げて──そして。

「──行こう、皆みんな」

　美兎の合図に合わせて、葛葉を除いた四人の少女達たちが一斉に駆かけ出した。
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　駆け出した美兎の隣に、身を寄せるように並んできた者がいる。

　美兎と共に戦場へと向かおうとしているリスティだ。

　リスティは、金色のポニーテールの髪かみを疾しつ走そうによる風に靡なびかせながら、

「……良かったの？　葛葉だけ残してくるような真似をして」

「そうですわ。ただでさえ彼かの女じよ、私達と距きよ離りを感じて落ち込んでいましたのに……」

　同じ疑問を抱いていたのか、遥もまた問とい掛かけを重ねてくる。だから、

「それは──」

　美兎が答えようとして、

「──良いんだよ」

　しかし、それよりも先に千影が答えた。

　この中で最も付き合いが長い親友として、千影は美兎の想おもいを代弁してくれる。

「ここであたし達が連れて行ってあげても意味はないんだ。あたし達と葛葉の間に距離なんてないんだからね。もし葛葉が距離を感じているなら、それはあの子が勝手に作ってしまっているんだよ」

　だから、連れて行く訳には行かない。

　葛葉が自分でその事に気が付き──こちらへ来てくれないと意味がないのだから。

「でも……今の葛葉にそれを求めるのは、少し酷こくではありませんの？」

　それでも僅わずかに不安を滲にじませた遥に、

「そうだね──でも大だい丈じよう夫ぶだよ、きっと」

　最早もはや、眼の前に戦場が迫せまっているのにも拘かかわらず、美兎はふっと微笑ほほえんだ。

　確信にも似た想いを抱きながら、

「たとえどれだけ小さくなっていても──葛葉の隣に居るのは、ボクらが誰よりも信じている、あの人なんだから」
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　そして桐元葛葉は、美兎達たちが戦闘へと介入してゆくのを見た。

　ただでさえＪＰＮバベルにおいて屈くつ指しの実力を持つ美兎、千影、遥の三人に加え、彼女らと同等の力を持つリスティまでいるのだ。

　たとえ約三十名からなる御崎達の集団にＡクラスの在ざい籍せきする者が多くても、普通に戦えば恐おそらくすぐに決着が付いていただろう。

　──だが葛葉が見たのは、美兎達が苦戦を強しいられている光景だった。

　いかに実力差があろうと、やはり相手を傷つける事なく戦せん闘とうを止めさせるというのは非常に難しいもので。さらに戦闘は、こちらへ助力に来てくれた佐橋らのグループと合わせた五十人程ほどが入り乱れた混戦になっている。戦いを止めさせるには、それこそ御崎達だけではなく、佐橋達も止めなくてはならないのだが、

「お願い、みんな聞いて……戦闘を、戦うのを止めて！」

　放たれた魔法に対し、横から障しよう壁へきを発生させるなどしながら美兎達が訴えるものの、それぞれの譲れぬ想いからすっかり頭に血が上っている両グループに、その声は届いても想いまでは届かない。

　それどころか──美兎達が周囲に被害が出ないように立ち回っている事に気が付くと、あろう事か御崎達のグループの中には、美兎達の動きを封ふうじるため、あえて周囲の民家などに囮おとりの攻こう撃げき魔ま法ほうを唱えようとする者まで出始めて、

「この……っ！」

「卑ひ怯きような……っ！」

　とっさに千影とリスティが、水と風の防ぼう護ご壁へきを展開してその攻撃を防いだ。

　そこへ、別の青年が二人に対して武器による直接攻撃を仕し掛かけようとするが、

「──させませんわっ！」

　二振りの半月刀を具現化した遥が、その攻撃を受け止める。

　──しかし、相手を傷つける事ができない以上、防御はできても反はん撃げきまではできなくて。

　その隙すきに相手は美兎達から距離を取りつつ、魔法による牽けん制せいを行ないながら乱戦へと戻もどってゆく。

　美兎達は彼かれらの後を追おうとするも、別方向からの攻撃の対処を強いられて。

　ならばと二手に分かれるも、それでも乱戦を止めるまでには至れずにいる。そして、

「────────」

　そんな戦いの様子を、桐元葛葉はただ黙って見ている事しかできずにいた。

　──子供化している暁月を皆に任された時。

　とっさに抱いだいたのは、美兎達に置いていかれたという想いだ。

　……まただわ。

　先日のＪＰＮバベルでの京也との戦いの時もそうだった。

　自分は暁月に退路の確保を任され、最後まで一いつ緒しよに戦う事ができなかった。

　やれた事と言えば、千影にお守りをして貰いながら、バベルタワーの外から暁月を後方支し援えんした位だ。

　無論──暁月と京也との戦いで、直接の助けになれた者はいない。

　美兎もリスティも遥も、できたのは援えん護ごぐらいだったと言っていた。

　だが。それでも葛葉は思わずにはいられない。

　やはり自分は皆の足あし手で纏まといなのではないかと。役に立てていないのではないかと。

　……だって。

　少なくとも今──葛葉だけがこうして戦う事ができずにいるのは事実で。だから、

「………………っ」

　葛葉が表情を悔しそうなものにした時だった。

「──くずは、いたい……っ」

　隣の暁月が苦痛に顔を歪ゆがめていた。

　暁月の手を握にぎった状態で、悔しさから無意識に力を篭こめてしまっていたらしい。

「ご、御ご免めんね……大だい丈じよう夫ぶ？」

　葛葉は慌ててその場にしゃがみ、暁月と視線を合わせながら謝あやまった。

　すると、そんなこちらの表情を見た暁月が、

「くずは……ないてるの？」

　何気なく放った問い掛けに、葛葉は思わず息を呑のんだ。

　いけない、と思いながらとっさに、

「ううん、そんな事……」

　ないわ──そう口にしようとして、しかしできなかった。

　無理に笑みを作ろうとした葛葉の瞳ひとみの端はしから、温かいものが零こぼれ落おちる。

　慌ててそれを隠かくそうとするが、

「……ないてるの？」

　幼い暁月はただ、ありのままの事実を問い掛けてくる。だから、

「……………っ」

　否定しようとして、でもできなくて。

　葛葉は無言で、小さな肩かたを震ふるわせ続ける。そして、

「……御免なさい」

　やがて葛葉が発したのは、謝罪の言葉だった。

「貴方あなたが子供になってしまったのは、私のせいなの……」

「くずは……？」

　いつもなら女の涙なみだは決して見過ごさない暁月も、今はただキョトンとする事しかできずにいた。それでも葛葉は、言葉を重ねてゆく。

　それはようやく声に出した、桐元葛葉の本心だ。

「私……自分だけ子供なのがずっと悲しかったの」

　震える声で告げる。皆と一緒じゃない事が苦しかったと。

　だから皆に追いつくために、早く大人になりたくて。

　……でも。

　桐元葛葉は思う。やはりそれは無理なのだと。

　当然の話だ。そんな事、頭ではとっくに解っていた。

　だからこそ、心の奥おく底そこで願ってしまったのである。

　やっと解った。

「私……本当はありのままの私で、貴方の隣に並びたかった」

　それだけで良かった。それだけで良かったのだ。

　そして暁月が見つめる先を自分も見て。

　もしできるなら、暁月にも自分が見ている景色を──未来を見て欲しかった。

　でも、もしそれを口にしたら、足手纏いだと自分自身で認めてしまうみたいで。

　もしかしたら置いて行かれるかもしれないと思うと怖こわくて。ずっと言えなかった。

　……だけど。

　桐元葛葉は理解する。暁月達と自分に距離があったのではない。

　そうやって何もかもを恐れた自分が、暁月達と距離を作ってしまっていたのだと。

　だから、

「……御免なさい……っ」

　ギュッと眼めを瞑つぶり、葛葉は俯うつむくようにして頭を下げた。

　すると自然とその場に沈ちん黙もくが生まれる。

　だが──美兎達が止めようとしている戦いは今も続いていて。

　激しい戦闘音だけが響ひびく中、



　──ふと、葛葉の頭の上にポフッと手が置かれた。



　最初は暁月が、幼いなりに慰なぐさめてくれているのだと思った。だが、

「え……？」

　思わず葛葉が眼を開けたのと、暁月の身体が光に包まれたのは同時だった。

　そして行なわれたのは、今朝と真逆の現象だ。

　それまで葛葉よりも小さかった暁月の身長が、みるみる大きくなってゆく。

　葛葉に追い付き、追おい越こし、見上げるような高さへと。

　また身体つきも、いつものたくましいものに戻って。

　それに合わせて、着ている服も変化した。

　子供服から、今の暁月にとって最も相応ふさわしいものに──異世界の魔ま王おうの戦闘衣服へと。

　そして。

　葛葉の頭の上に置いている手もまた、いつもの大きいものに戻った暁月が告げてくる。

　ニヤッと笑いながら、

「ようやく言ってくれたな──待ちくたびれたぜ」
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　暁月が元へ戻った事に気が付いたのだろう。

　葛葉は、美兎が一いつ旦たん戦列を離はなれて飛行魔ま法ほうでこちらへ飛んでくるのを見た。

　そして傍までやってくると、宙に浮きながら、

「良かった……戻れたんだね」

「ああ。悪かったな、心配させたか？」

「ううん──信じてたから」

　ニッと笑った暁月に、美兎が穏やかな表情で応こたえる。すると、

「大体の事情は解ってる。連中は俺おれが止めるからよ。ただ、ちょっと先にやる事があってな。もうちょいだけ時間を稼かせいでくれ──できるか？」

「うん。皆いるから、全然平気」

　こっちは任せて、と言って美兎は再び戦闘の方へと戻ってゆく。

　そして、ゆっくりとこちらを振り返った暁月に、

「もしかして……ずっと子供の振りを？」

　ようやく葛葉が呆ぼう然ぜんと問うと、

「まさか。そんな意地の悪い真ま似ねはしねえよ。元に戻ったのは、あくまでこの状態まで回復できるだけの氣を体内に取り入れる事ができたからだ」

　まあ、と苦く笑しようしながら暁月。

「先刻までのあれは、あくまで小さい身体に引っ張られて幼い意識が表に出ていただけで、本来の意識もきちんと働いていたけどな」

「そ、それじゃあ──」

　ハッとなる葛葉に、

「ああ。ちゃんと見ていたし、聞いていたよ。アイツらの事も──お前の事も」

　だから、

「やっと素す直なおになってくれたんだな」

　と暁月。

「もし俺が『背せ伸のびする必要はない』とか『ありのままのお前で良い』と言ったところで、それだと諭さとす形になって子供扱あつかいしたって思われちまっただろうし。だから、お前が自分で気付いて、俺に言ってくれるのを待ってたんだ……お前の本心ってヤツを」

「────っ」

　全すべて聞かれていた。思わず顔を赤くして俯いた葛葉に、暁月は腰こしを落としてこちらと視線を合わせると、ふっと表情を穏やかなものにして問い掛けてくる。

「──自分だけ年が離れているのが、そんなに不安か？」

「だって……」

　少しだけ拗すねたような声で葛葉が言うと、

「そうか──なら安心させてやるよ」

　暁月がそう言うなり、不意打ちで葛葉に唇くちびるを重ねてきた。

「────っ？」

　突とつ然ぜんの事に驚おどろいて、葛葉は唇を開けてしまう。

　すると、葛葉の口こう腔こうへ入ってくるものがあった。

　熱くねっとりとした感かん触しよくのそれは、葛葉の口が初めて体験する暁月の柔やわらかい舌だ。

　いきなりのキスに、葛葉は一いつ瞬しゆん身体を硬かたくするものの、

「っ──んぅ……は、ぁ……んむ」

　自分が何をされているのか理解し、その上で眼を閉じて暁月を受け入れた。

　そして、自分から暁月の舌に自分のそれを絡からませる。

　すると暁月はこちらの首の後ろに手を回し、本格的にキスを始めた。

　暁月は、葛葉を子供ではなく、一人の女として扱ってくれた。だから、

「あ……ん、ちゅ……はぁ……んんっ」

　甘あまい声を鼻から漏もらしながら、暁月を感じた葛葉はピクンと身体を反応させた。

　……私の躰からだ、こんなに熱く……。

　葛葉の小さな躰の中で、どんどん体温が上がってゆく。

　だが葛葉はキスは止めない。唇を重ね、暁月の熱を体内に入れる事で感じるのは、自分が今確かに強い安あん堵どを得ているという真実で。

　そんな葛葉に応えるように、暁月は葛葉の気が済むまで、ずっと唇を重ね続けてくれた。

　──そして。

　やがて口の中はおろか、葛葉の全身に暁月の熱が回った頃ころ。

　暁月はゆっくりと、こちらから唇を離した。

「ん……」

　とろけそうな瞳で暁月を見ると、そこには葛葉の好きな笑え顔がおがあって、

「どうだ──解わかったか？」

　暁月は「安心したか？」ではなく、敢あえてこちらに理解を問うてくる。だから、

「…………うん」

　葛葉はコクンと頷うなずいた。

　暁月の言葉の意味を、葛葉は理解していた。















　暁月は今のキスを通して教えてくれたのだ。

　子供扱いなどしていない──美兎達と同じく、葛葉の事も大切にしているのだと。

　すると、

「さて──それじゃあ行くとするか」

　そう言って、暁月がこちらへと手を差さし伸のべてきた。

「え……？」

　思わずキョトンとする葛葉に対して、

「え、じゃねえだろ。見せてやるよ、お前に──俺の見ている景色を。俺の隣となりで」

　既すでに伝わっている想いを、それでもきちんと言葉にして。

　暁月が、葛葉へと笑い掛けてくる。

　だから桐元葛葉は理解する。

　本当に自分の想いは、暁月へ届いているのだと。

　自分達の間にはもう、距離は存在しないのだと。

　だから、葛葉は迷う事なくその手を取った。

　二人で並んで立ち、これから向かう先を見み据すえると、

「──行くぞ葛葉」

「ええ──暁月」

　暁月の呼よび掛けに、葛葉は頷きを返して。

　二人は前へと向かって、一気に駆け出だした。

　凰沢暁月の顔にあるのは、いつもの不敵な笑顔。

　そして。

　桐元葛葉の顔にはもう──迷いは微み塵じんも存在していない。








　　　第２章《ゴッドマザーの襲しゆう来らい》
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　ある日の晩。

　凰おう沢さわ暁月あかつきは、キッチンから楽しそうに聞こえてくる旋せん律りつをリビングで聴いていた。

「楽しそうだな……」

　歌詞の部分をメロディにしたそれは、二人の少女が軽かろやかに奏かなでる鼻歌だ。

　時刻は現在、夜の八時を回ったところ。夕飯を終えた凰沢家では今、キッチンでリスティ・シェルフィードと桐どう元もと葛くず葉はが洗い物をしている。

　楽しそうに家事を行なう二人に、リビングのソファでくつろぎながら暁月は思う。

　随ずい分ぶんと、彼かの女じよ達たちはこの同居生活に馴な染じんだものだと。

　──魔王ガリウスを倒たおし、アレイザードからこの世界へ暁月が帰き還かんした後。

　暁月と美み兎うの同居生活が始まり、後にリスティがそこへ加わって。

　今ではさらに千ち影かげ、葛葉、遥はるかの三人までもが同じ屋根の下で過ごしている。

　……まあ、この方が色々と都合が良いしな。

　しばらくの間は身の安全を優先し、別々に行動する事は避さけた方が良いだろう。

　とはいえ、性格の異なる五人の少女だ。

　ともすれば相あい性しようの良よし悪あしもありそうなものだが、彼女達の仲は非常に良好だった。

　これまで幾いくつもの戦いを経たて、暁月達は信しん頼らいと絆きずなを深めてきた。

　さらに、この共同生活が始まる少し前には、凰沢家に彼女達が集まり、決起集会のようなお泊とまり会も開かい催さいしていて。色々と交流を深める事ができたのだろう。今では、友人や仲間といった単純な言葉では言い表せない程の関係を築く事ができている。

　共に暮らす者が増えれば、自然と生活も変わってくる。

　そんな中──凰沢家において最も変化があったのは「食しよく卓たく」だ。

　ＪＰＮバベルの決戦後、六人での共同生活が始まった凰沢家では現在、女子達が二人一組の当番制で調理や洗い物などの家事を担当している。

　そして。暁月に食べられるという事もあってか、女の子達が作る料理はどれも気合が入ったものになり。互たがいに競きそい合うようにして、徐じよ々じよにレベルが上がっているのである。

　──ちなみに、本日の夕食当番は美兎と千影だった。

　優やさしく丁てい寧ねいな調理や味付けを行なう美兎と、大だい胆たんに見えて誰だれよりも繊せん細さいな仕事をする千影のペアが作る料理はいずれも手が込んでいて。

　自分達も負けてはいられないと、明日の夕飯の担当であるリスティと葛葉は、先さき程ほどから洗い物をしながらあれこれと献こん立だての相談もしている。

　そして、本日の調理人だった美兎と千影は何をしているかというと、現在は入浴中だ。

　聞けば、毎日ペアを変えながら家事などの行動を共にする事で、仲や信頼を深めているのだという。これらは全て、美兎らが自分達で考えて決めた事だった。

　……ま、アイツらの仲が良いのは悪い事じゃないからな。

　彼女達がそうしたいと言うなら、暁月としても特に止める理由はない。

　しかし、暁月も家事を手伝おうとすると、自分達の仕事を取らないで欲ほしいと美兎達たちは嫌いやがった。何でも家事は自分達の仕事なので、取られると困るらしい。

　むしろ暁月には、この家の家長としてどんと構えていて欲しいと言うのだ。

　──だが。それだと暁月はぼっち全開で、家の中で孤こ独どくを深めてしまう。

　暁月が難色を示すと、しかし美兎達はその解決策もきちんと考えていた。

　この家で暮らす女の子は全部で五人。よってペアを組むと、どうしても必ず一人が余る形になって。その余った一名が、暁月の相手をするという。要は日ひ替がわりの世話係だ。

　だから現在。ソファに寝ね転ころびくつろいでいる暁月は一人ではなかった。

　頭の下には、男が好む柔らかなクッションがある。

　女の子の太ふと股ももだ。そして暁月が、その感触を楽しむように僅わずかに頭を沈しずめると、

「あん、もう……動いては駄だ目めですわ」

　膝ひざ枕まくらで耳かきをしてくれていた本日の世話係、七なな瀬せ遥がこちらを優しく窘たしなめた。

「ん、ああ。悪い悪い」

　暁月が軽く謝り、頭の位置を定めると、遥は嬉うれしそうに耳掃そう除じを再開する。

　そんな彼かの女じよの様子を横目で見ながら、暁月はぼんやりと、

　……しかし、随分と変わったよなコイツも……。

　暁月の知る七瀬遥という少女は、ＪＰＮバベルの高等部生徒会の副会長にして、風紀委員長も兼けん任にんしている、常に凛りんとしているイメージだった。

　よって奔ほん放ぽうな暁月に対しては、取り分けキツイ態度で接してくる事も多かった。

　だが──暁月はその事は構わなかった。

　少し堅かたすぎるところはあったが、他人に対して厳しく、それ以上に自分自身に対して厳しく、いつも己おのれを律しているのは、遥の魅み力りよくでもあったからだ。

　ところが。今ではそんな彼女が、まるで嘘うそのように大らかな物もの腰ごしで暁月に接している。

　……というか。

　物腰が大らかというよりも、むしろ従順という言葉の方がしっくりくるかもしれない。

　まるで暁月に忠誠を誓ちかっているかのように、遥は暁月に従うようになっていた。

　──とはいえ、この変化に思い当たる節がない訳でもない。

　人と魔ま族との戦争を止めるために、アレイザードへ皆みんなで共に赴おもむいた後も、態度にかなりの変化はあったと思う。恐おそらくはあの経験を通して、遥は暁月を見み極きわめた筈はずだ。

　……だが。

　それ以上に決定的な変化があったのは、やはりこの間の一件だろう。

　先日──京きよう也やに美兎を奪うばわれ、殺される寸前に凰沢家へ転送されてきた遥を、暁月は風ふ呂ろ場ばで慰めた。自分の信じていたものに裏切られ、大切にしてきた場所を失った遥は絶望の涙を流していて。そんな彼女の涙を止めるため、暁月なりの方法で彼女を慰めたのだ。

　凰沢暁月は思う。あの時、自分はこれまで遥を縛しばっていたものから、彼女を解放してやれたのかもしれないと。現にあれ以降、暁月を見る遥の眼はすっかり変わっていて。その瞳には、暁月に対する絶対の信頼が見て取れる。

　とはいえ。

　暁月は、遥の涙を見たくないからああしただけで、

　……そこまで大層な奴やつじゃないんだけどな、俺は……。

　遥のような非常に真面目まじめなタイプにここまで信頼されてしまうと、ちょっとこそばゆいというか、何だか悪い事をしている気になってしまう。

　……まあ、コイツだけじゃないけどな。

　ここのところ暁月は、美兎達や久く保ぼ田たらと共に人工島の各所を回っていた。

　コクーンの呼び掛かけによって人工島を離れる事にした流出者は、ほぼ出尽つくした。

　現在この島に残っているのは暁月に賛同する者や、京也の告発によってコクーンへ反発心を抱いだいた者、そして他に行き場のない者などだ。

　さらには、美兎の概がい念ねん結界を越えて人工島へ移住を行なう者達も居て。

　そんな彼かれらには、一つの共通点があった。

　……『希望』か。

　そう。彼らは暁月の事を、自分達の『希望』としていた。

　だから人工島内で必要以上に彼らが不安を抱かないよう、暁月や顔や名を知られている久保田が各所へ出向き、未然に混乱を防いでいた。

　すると、彼らの中には遥と同じ眼で暁月を見る者も少なくなくて。

　凰沢暁月は思う。ああした自分を見る瞳ひとみは、氷ひ神かみ京也を倒し、世界に新たな可能性を示した自分が受け止めなくてはならないものだと。

　……ふむ。

　だとしたら、こちらが変に気に病やむというのもおかしい話だ。

　たとえどれだけ責任が増えようと、自分は聖人君子になる事はできない。

　どこまで行こうと、凰沢暁月は凰沢暁月でしかないのだから。

　よって暁月は、遥にちょっと悪戯いたずらを行なう事にする。

　こちらの耳かきに夢中な彼女の尻しりを、微塵も躊ちゆう躇ちよする事なく手でさわさわと撫なでた。

「あんっ……きゅ、急にそんな戯たわむれを」

　突然の事に驚いた遥が、慌あわてたような声を上げる。

　その反応に、遥の尻から手を離さずに暁月は「良し」と満足。

　だから行こう為いをエスカレートさせ、暁月は撫でていた手で遥の尻を揉もみ始めた。

　スカートの上からでも、遥の柔らかい尻の感触は充じゆう分ぶんに楽しむ事ができて。

　ふっふっふ。どうだ、信頼ばかりしていると痛い目に遭あうぞ。

　俺は結構、悪い男なんだぜ──などと思いながら、ふと遥の顔を見上げると、

「…………あれ？」

　てっきり怒おこるものとばかり思っていたのだが、遥は顔を赤くして恥はずかしそうにしながらも、暁月の行為を受け入れていた。

　暁月が尻を揉む度に、遥はピクンピクンと躰を反応させながら、

「……ん、あ……は、んぅ……っ」

　唇を噛かんで堪こらえながらも、甘く鼻を鳴らしている。

　……マジか。

　まさかセクハラが信頼に負けるとは──違ちがう。

　セクハラにも勝まさるような信頼があるという訳で、これはこれで喜ぶべき事なのだろう。

　──だが、こうなると遥がどこまで耐たえられるか興味も出てきて。

　試ためしに今度はスカートの中に頭を入れて、太股の間に顔を埋うずめてみると、

「やっ、そこは……あっ、ふぁぁんっ」

　遥は面おも白しろいように反応した。

　だが、それでもまだはっきりとは暁月の行為を拒きよ否ひしない。大した忍にん耐たい力りよくだ。

　ならばと暁月は太股の間から顔を抜ぬくと、ソファの上に遥を押おし倒した。

　そして彼女が着ている服に手を掛ける。

「な、何を……あっ」

　困こん惑わくしながら、ブラウスの一番上のボタンを外された事に反応した遥に、

「ったく、すっかり可愛かわいくなっちまいやがって……早く嫌だって言わないと、全部剥むいちまうぞ」

　暁月は優しく言いながら、遥のブラウスのボタンを上から一つずつ外してゆく。

　ところが、

「…………っ」

　暁月に押し倒された遥は、自分が脱ぬがされる事に少し恥ずかしそうに顔を背そむけるだけで。

　そうこうしている内に、遥のブラウスの前が全てはだけられた。

　姿を現したのは、淡あわいオレンジのブラジャーと可愛らしい臍へそ。

　暁月に肌はだを晒さらしている己を自覚した遥は、羞しゆう恥ちに顔を赤くしながら、

「……言いませんわ」

　顔を少し横へ傾かたむけたまま、視線だけこちらと合わせながら言ってくる。

「貴方あなたがする事に、嫌だなどと……決して」

　その言葉に、

「──────」

　不覚にも、凰沢暁月は軽く思考を停止させた。

　遥が発したのは、少し予想外の言葉で。だから、

「……ったく、健気けなげすぎるぜお前」

　ガリガリと頭を掻かきながら、嘆たん息そくを一つすると、

「仕方ねえな。男に対してそんな可愛い事を言ったら、どうなっちまうか教えてやるよ」

「あっ──」

　驚きの声を上げる遥を無視して、彼女の左右の鎖さ骨こつに置いた両手を肩かたへと滑すべらせるようにして、一気にブラウスを脱がしていった。

「ホラ……腕うでを抜け」

「ん……」

　暁月の言葉に従い、遥がブラウスの袖そでから腕を抜けば、彼女が上半身に身に付けているのはブラジャーだけになって、

「遥……自分で脱ぐのと、俺に脱がされるの──どっちが良いよ？」

　こちらの問とい掛けに、遥はしばし思考を迷わせているようだった。

　だが、やがて心を決めたのだろう。最後には消え入りそうな声で、

「…………脱がせて」

　少しだけ甘えた瞳で懇こん願がんしてくる。

　だから、暁月はそうした。

「あ……」

　細い腰を抱くようにして遥を起こすと、そのまま背中にあるホックを外してやる。

　そして、肩かた紐ひもを横にずらしてブラジャーを剥はぎ取とった。

　形の良い胸が、綺き麗れいな桜色の胸の先までも露あらわになって、

「や……ん」

　恥ずかしそうに、腕を交差するようにして胸を隠かくした遥に、

「うつ伏ぶせだ、遥……尻をこっちへ向けな」

　暁月は命令する口調で告げた。

「…………はい」

　命令される事が嬉しいのだろう。遥は陶とう酔すいした瞳でコクンと頷くと、暁月の命じたままの体勢になった。暁月は遥のスカートのホックを外すと、ファスナーも下ろして。

　ゆっくりとした手付きでスカートを脱がせれば、丸みを帯びた尻とブラと同じピンクのショーツが暁月の眼めの前に姿を現した。

　優しく手で尻を触ふれてやると、

「んっ……ああ……」

　遥は気持ち良さそうに腰こしをくねらせ、尻を小さく揺ゆらした。

　それは男を誘さそう女の動きだ。だから暁月は、遥のショーツに手を掛けて、



「……………………何してるの？」



　ふと、背後からの声に暁月が振ふり返かえると、そこには美兎が立っていた。

　上はパジャマに、下はショーツ一枚という姿なのは、大きすぎる胸にパジャマの上のサイズを合わせると、ズボンのウエストがブカブカになって合わないからだ。

　風ふ呂ろから上がったばかりなのだろう。ショーツが見えないよう、パジャマの裾すそを掴つかんで下へ引っ張っている美兎の身体からは、ほんのりと湯気が立ち昇のぼっていて。

　肌は薄うすい桜色に染まっており、風呂上がりの女の色いろ香かを放っていた。

「よお、上がったのか？」

　下着一枚でうつ伏せになった遥の腰をホールドしながら、平然と言う暁月に対し、

「み、美兎……違いますの、これは」

　遥は一気に顔を真っ赤にすると、少し慌てたようにソファの上で身を引いて暁月から距きよ離りを取った。

　そんな暁月と遥をジト目で見ていた美兎は、怒るかと思えば「はぁ」と嘆息して、

「あのね……駄目だよ、あんまり遥さんに悪戯しちゃ」

　窘める口調で言った。

「遥さん、とっても真面目なんだからね。今はもう、キミのためなら自分からパンツだって脱いじゃうんだよ？」

「そ、その言い方はちょっと語ご弊へいがあると思いますわよっ!?」

　慌てて否定しようとする遥に、美兎はふっと見つめる視線で、

「──違うの？」

　確かく認にんの口調で問い掛けた。

「そ、それは……」

　違うとも、その通りですとも言えず、遥は縮こまってしまう。

　それを見た美兎は、優しそうな笑えみを浮うかべて、

「ね？　遥さんは凄すごく真面目なんだよ。だから、あまり無む茶ちやはしないであげてね」

　と、やや余よ裕ゆうを感じさせながら暁月へ告げてくる。だから、

「なら──」

　と言って、暁月は美兎の腕を掴んだ。

「えっ……きゃっ!?」

　そして強ごう引いんにソファの上──自分の膝ひざの上へ美兎を引き寄せた。

　顎あごをクイっと持ち上げて顔を近付け、美兎の瞳を見つめながら。

　からかうように告げる。

「──お前には無茶して良いのかよ？」

　すると。美兎は僅かに顔を赤くし、恥ずかしそうにモジモジとしながら、

「う、うん……良いよ。恥ずかしいけど、キミになら。だって……ボクはもう、キミのものだもん」

　だから、

「無茶して良いよ……ボク」

　そう言って、美兎は潤うるんだ瞳でこちらを見上げてくる。

　だから、

　……何気にコイツも変わったな。

　と、暁月は美兎を見ながら思った。

　──それは、あのＪＰＮバベルの決戦の後。

　美兎の精神世界で、美兎を暁月のものにすると約束を交かわした事で生まれた変化だ。

　先日のお泊り会の時、暁月がキッチンで悪戯をしても美兎は拒こばまなかった。

　あれは既すでに、暁月を受け入れているという事で。勿もち論ろん、今もそれと近いのだが、しかし微び妙みように異なるのは、あの時は単に暁月の行為を受け入れる──言うなれば受動的だった。

　しかし、今では暁月が望む事を美兎自身も望むようになっている。

　その根源となっているのは、恐らく暁月に対して抱いている絶対的な信頼と。

　何よりも想おもいを寄せてくれているからだろう。すると、

「…………私も」

　と暁月の腕にそっと手を置きながら、遥も見上げてくる。そして、

「私の事も……貴方の自由にして下さって構いませんから」

　そう言って、自分も美兎と同じ想いだと告げてくる。

　ここまで言われて解わからない程ほど、凰沢暁月は鈍にぶくない。

　言われるまでもなく、自分の事を美兎達がどう想っているのかなど、暁月もきちんと理解していた。美兎達の事は素す直なおに可愛いと思うし、こうまで想いや信頼を寄せられれば、愛いとおしくもなる。だから、

「そうか……なら、これからは遠えん慮りよなく可愛がってやるよ」

　暁月はそう言うなり、美兎と千影の腰に手を回し、両りよう脇わきに抱きかかえた。

　自分の左右に美兎と遥、二人の躰からだを密着させ、その柔やわらかさを味わってやる。

　既に露ろ出しゆつしている遥の形の良い胸と、パジャマから溢あふれそうになっている美兎の豊かな胸を、暁月は同時に揉み始めた。すると、

「ひあっ……やんっ、あ、ふあぁっ」

「んぅ……はっ、ああっ……やぁん」

　形がいやらしく変わる位に胸を揉まれた美兎と遥は、途と端たんに艶つやっぽい声を上げると、瞳をとろけさせながら暁月に躰を摺すり寄せてくる。

　甘あまえられては止める訳にはいかない。暁月が胸への愛あい撫ぶを続けてやっていると、美兎と一いつ緒しよに風呂に入っていた千影がリビングへと入ってきた。

　ラフな部屋着姿の彼女は、こちらを見るなり、

「おや……そうやっていると、まるで悪い王様か何かみたいだよ暁月」

　苦く笑しようを含ふくんだ声で、暁月達を見た感想を口にする。

「まあな」

　と暁月がフッと笑った時だった──ふと、凰沢家の電話が鳴った。

　電話の近くに居た千影が、コードレスの受話器を取って、

「はい、凰沢──」

　と、慣れた口調で掛かってきた電話に応対する。

　その余りにも自然な動作に暁月は苦笑すると、ふと美兎の胸むな元もとへと手を伸のばした。

「え？　な、何……？」

　困惑する美兎に、暁月は彼女が着ているパジャマのボタンを外しながら、

「お前はパジャマを着ているのに、遥だけパンツ一枚ってのは不公平だろ？　だから、取りあえずその上を脱がそうと思ってな。良いだろ？」

「……恥ずかしいけど、キミがそうしたいなら……」

　と美兎が従順に頷うなずいた時だった。

「暁月……お楽しみのところ悪いんだけど」

　いつの間にやって来たのか。ソファの傍かたわらに立った千影が、受話器を差し出してきた。

「ああ、俺おれ宛あてか？　誰だ？」

「それが……よく解らないんだよ。何度訊たずねても『アタシだ』しか言わなくてね」

「何だ、その新手のオレオレ詐さ欺ぎみたいな野や郎ろうは……」

「いいや、野郎じゃない。女の人だよ。ただとにかく『アタシだ』と、後は『いいから暁月を出しな』の一点張りでね」

「ふーん……解った、貸してくれ──もしもし、お望み通り替わったぜ」

　器用に片手で美兎のパジャマを脱がしながら、もう片方の手で受話器を受け取った暁月が電話に出ると、

『──誰が、新手のオレオレ詐欺だい？』

　暁月の耳に飛び込んできたのは、ドスの利きいた声だった。

　その聞き覚えのある声──否、忘れたくても忘れられない声に、

「げっ……まさか、嵐あらしノ宮みやのババアか!?」

　予想外の相手に、暁月は思わずソファから立ち上がった。

　電話は日本本土に居る、暁月のよく知る女性からで。

　そんな暁月の反応に、美兎や遥や千影が驚おどろいたようにこちらを見ていた。

　また声がキッチンに届いたのか、向こうからリスティと葛葉が何事かと顔を出してくる。

　そんな中、

『久しぶりだねぇ……ネットの騒さわぎは見てるよ。随ずい分ぶんと元気そうじゃないかい暁月』

「ああ、お陰かげ様さまでな……」

　ハッと笑いながら暁月。

「──で？　随分と久しぶりだが、今日は一体何の用だ？」

　本題を問うこちらに、電話の向こうから返答が来た。

　それは未来の歴史を語るかの如く、当然と言わんばかりの口調で、

『三日後、そっちに行くから時間を空けておきな──場所はまた後で連れん絡らくする』

　そう用件を告げるなり、こちらの返答を待つ事なく相手は電話を切った。
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　それから三日後。

　美兎ら五人は暁月に連れられ、商業地区を訪おとずれていた。

　電話を寄よ越こした女性が改めて指定した面会場所──それは高級なシティホテルだ。

　建物の中に入ると、広い空間が美兎達たちを出で迎むかえた。

　豪ごう華かな内装のロビー。敷しかれた赤絨じゆう毯たんの上を、美兎達は暁月の後に続いてフロントへ。

「いらっしゃいませ……──あ、貴方は」

　恭うやうやしく頭を下げた受付の女性スタッフは、すぐに暁月に気が付き、驚きの表情を見せた。

　そして、

「しょ、少々お待ち下さい……っ」

　急いで内線を使用し、誰だれかを呼び始める。恐らくは支配人などの責任者だろう。

　京也を倒たおした暁月の顔を知らない者など、既にこの人工島にはいないのだ。

「……何だか、すっかり有名人ね」

「仕方ありませんわ……それだけの事を成なし遂とげたんですもの」

　やれやれといった感じのリスティに、遥がそう告げたところで、慌ててスーツ姿の中年男性がフロントへとやってきた。

「申し訳ありません。大変お待たせ致いたしました」

「そんなに構えないでくれ。今日はちょっと、ここで人と会う約束があってな」

　責任者と思おぼしき男性と女性スタッフの二人に、暁月は軽く苦笑しながら、

「嵐ノ宮ってバアさんに呼ばれて来たんだ。ここに泊とまってる筈だから、取り次いで貰もらえるか？　凰沢暁月が来たってな」

「嵐ノ宮様ですね……かしこまりました、ただ今お取次ぎ致します」

　宿しゆく泊はくデータを確認した女性スタッフが、内線電話の受話器を取った。

　そして慣れた手付きで部屋番号をコール。

「──フロントでございます。お休みのところ失礼致します。嵐ノ宮様とお約束の、凰沢様がお見えになりました……はい、お連れの方もご一緒です。どのようにご案内すればよろしいでしょうか？」

　そこまで言うと、女性スタッフは受話器の向こうの応答を待ち、

「……かしこまりました。それでは、そちらの方へご案内させていただきます」

　丁てい寧ねいな口調で通話を終えると、受話器をそっと置き、

「凰沢様……嵐ノ宮様はお部屋の方でお会いになられるそうです。スタッフがお部屋までご案内いたしますので、最上階へどうぞ」

　それを聞いた千影が、隣となりの葛葉に小声で、

「……ねえ、ここのホテルの最上階って確か」

「ええ、恐おそらくロイヤルスイートね……サービスにもよるけど、一泊ぱくの料金は二百万オーバーだった筈はずよ」

「に、にひゃくまんえん……一日泊まっただけで？」

　二人のやり取りを耳にした美兎は、信じられないとばかりに眼を丸くする。

　以前に暁月や千影、葛葉と共に初めてショッピングモールへ買い物に行った時は、上下で数万円もする下着に驚き、二度目にリスティと共に行った時は数千円のマグカップに尻込みしたものだが、今回は桁けたが違いすぎる。

「何だ……泊まってみたいのか？」

「ま、まさかっ、そんな無む駄だ遣づかい絶対駄だ目めだよ！」

　暁月に問われ、とんでもないとばかりに美兎は否定した。

　……ただでさえ、この人には生活費とか全部出して貰ってるのに……。

　暁月を支えるためにいる自分が、これ以上金銭的に迷めい惑わくを掛かける事など、断じてあってはならない。

「それでは、こちらへどうぞ──」

　案内役を務めるベルパーソンの女性に促うながされ、暁月と共に美兎達たちはその後に続いてゆく。

　古めかしいデザインのエレベーターに乗り込むと、重じゆう厚こうな扉とびらが閉まり、微かすかな浮ふ遊ゆう感と共に上じよう昇しようが始まって。程なくして、エレベーターは目的のフロア──最上階へと到とう達たつした。

「──こちらです」

　スタッフの女性がフロアへ降り立ち、廊ろう下かを先へと歩き始めた。

　同じ速度でその背中を追いながら、

　……この先に居るんだ。

　凰沢美兎はゴクリと喉のどを鳴らした。

　嵐ノ宮貴たか子こ──それが、暁月を呼び出した女性の名前だった。

　詳くわしい素す性じようこそ知らないものの、美兎は彼かの女じよの事を知っていた。

　──以前、暁月やリスティと共にショッピングモールを訪れた際。

　現在の凰沢家の家計がどうなっているのかについて、美兎は暁月に訊たずねた。

　その時に暁月が言っていたのだ。

　以前に、とある年配の女性と危険な賭かけをして大金を得たと。はっきりとした額こそ言わなかったが、自分達が普ふ通つうに暮らしてゆくだけならば充じゆう分ぶんな金額を手に入れたのだと。

　そんな多額の資金を持つ女性から、このタイミングで連絡が来た。凰沢美兎は思う──今から行なわれる面会は、これからの暁月にとって非常に重要なものなのだと。

　よって、その足を引っ張るような粗そ相そうなど絶対に許されなくて。

　その凄すさまじい緊きん張ちように思わず、

「あ、あの……こんな時に御ご免めんなさい。ボクちょっと、お手洗いに行きたいかも……」

「ん？　ああ、なら今の内に行って来いよ──なあ悪いんだが、トイレはどっちだ？」

「化け粧しよう室しつでしたら、この先に一つ。今来たエレベーターホールの脇わきに一つございますが」

「だってよ。どうする？」

「あ……じゃあ、ボクちょっと戻もどってあっちの方のに行くね」

　恐らくこの先にあるトイレは、ロイヤルスイートの部屋の入口よりも向こう側にあるだろう。人と会う前に、相手のいる部屋の前を素す通どおりしてトイレに行く事は、礼れい儀ぎ的にも精神的にも避さけておきたい。美兎が踵を返して歩き出すと、

「待って……私も一緒に行くわ」

「あ、それなら私も一緒に行こうかな」

　葛葉とリスティが、自分達もとばかりに付いてくる。

　そして二人が横に並んだところで、

「御免ね二人共……付き合って貰っちゃって」

　と美兎は申し訳なげに呟つぶやいた。

　恐らく葛葉とリスティは、美兎のように「どうしても化粧室に行きたい」訳ではない。

　二人はただ単に、美兎を一人にしないために付いて来てくれたのだ。

　──外出時、なるべく一人になる事は避ける。そして暁月も一人にしない。

　これは美兎ら五人が新たに自分達に課した約束事だった。

　今の美兎達が最も避けなければいけないのは、自分達が敵の手に落ちて暁月の足あし手で纏まといになってしまう事態と、そして暁月が単独で居る時に襲しゆう撃げきを受けてしまう事だ。だからこそ、トイレへ行く美兎に葛葉とリスティが同行し、暁月の方には千影と遥が残っている。

　無論、戦せん闘とう力りよくで劣おとる自分達が暁月の身を心配するのは、多少おこがましいという考え方もある。概がい念ねん能力覚かく醒せい用に、久保田が作ってくれている鍛たん錬れんプログラムはまだ完成しておらず、美兎達の戦せん闘とう能力は暁月に比べてかなり劣ってしまっている。美兎の超ちよう高こう次じ生命体としての力も、今は自分の意思で使う事はできなくて。もし今、京也や海かい堂どうレベル──概念能力を使えるであろうコクーンや朱あけの黄昏たそがれから襲撃を受ければ、美兎達が暁月の役に立つ事は難しい。恐らく傍に居ても、足手纏いにしかなれないだろう。

　だが──現在は美兎の概念結界が生きている。

　暁月を除けば、現在この人工島で概念能力を使用できるのは海堂だけ。

　よって敵となり得るとしたら、それは先日凰沢家へ襲撃を掛けてきた御み崎さきのような連中に限られる。彼かれらのようなレベルの相手なら、自分達が傍に居る事で暁月の役に立つのは可能な筈だ。そのため美兎達は、自分達の身を守り、そして暁月も守ると決めたのである。

　全すべては暁月のために。

　──そして。

　美兎達三人が通路の角を曲がり、エレベーターホールの手前に差さし掛かった時だった。

　絨毯が敷かれた通路の向こうから、こちらへとやって来る者が居た。

　否──正確には者達だ。

　それは車くるま椅い子すに座すわった黒服の老ろう婆ばと、その背後で車椅子を押おす和服姿の幼い少女で、

　……あれは、ひょっとして……。

　リスティと葛葉も同じ考えに至ったのだろう。その表情に僅わずかな緊張の色を滲にじませた。

　距離が縮まるにつれ、その表情と発する雰ふん囲い気きが明らかになっていって。

　美兎は思わず息を呑のむ。

　向こうから来る老女から感じ取ったのは、強い存在感にも似た圧力を伴ともなうオーラ。

　そのオーラを肌はだで感じながら、美兎達は擦すれ違ちがう際に小さく会え釈しやくを行なう。

「………………」

　すると老婆と少女の二人は、こちらを一いち瞥べつすると──そのまま通り過ぎていった。

「ねえ美兎ちゃん葛葉、今の……」

　足を止めないまま囁ささやいてくるリスティに、

「……ええ」

「うん……」

　背後を振り返る事なく、葛葉と美兎は頷きを返した。

　──恐らく間ま違ちがいないだろう。あの老女が暁月を呼び出した人物。

　嵐ノ宮貴子だ。



　　　　　３



　用を足した美兎は水を流すと、便座から腰を上げた。

　ショーツを上げてキュッと尻しりを布地に収めると、

「ん……と」

　食い込みをそっと指で直して位置を整える。そして、

「ゴメン、お待たせ……」

　個室を出た美兎は、鏡の前に並んで身だしなみを整えているリスティと葛葉の隣へ。手を洗ってハンカチで水すい滴てきをふき取ると、自らもまた髪かみや服装に乱れがないかを確かめる。

　……失礼があったらいけないもんね。

　入念に身だしなみのチェックを行ないながら、

「緊張しちゃうな……」

　思わず美兎が漏もらしたのは本音の呟きだった。

　──暁月の今後を考えれば、嵐ノ宮貴子は味方に付けなくてはいけない存在である。

　貴子の機き嫌げんを損そこねるような事は、断じてあってはならない。

　よって初対面の自分達も、なるべく好印象を与あたえられるように努める必要があって、

「確かに迫はく力りよくだったわね……それに、かなり頑がん固こそうにも見えたわ」

「アカツキの話じゃ、相当の資産家か何かみたいだし。あの雰囲気だと、恐らく一ひと筋すじ縄なわではいかないでしょうね」

　葛葉とリスティもまた同意を告げてくる。

「でも……彼女の力が借りられるように頑がん張ばらなくちゃ。何としても」

「ええ」

「勿論よ……」

　三人は互たがいに頷き合うと、化粧室の扉を開けて外へ出た。

　その瞬しゆん間かん──美兎のこめかみに硬かたい物が突つきつけられた。

　銃じゆう口こうだ。

「──────」

　しかし美兎は動どう揺ようしなかった。相手が引き金はおろか、何かを言うよりも先に、反射的な動きでその腕うでを下から掴つかむと、即そく座ざに風の魔ま法ほうを発動。唱えたのは小型の竜たつ巻まきを生むもので、直後──美兎に腕を掴まれた相手の身体がきりもみしながら床ゆかへと叩たたき付つけられた。

「ガハッ──なっ!?」

　こちらの足あし下もとで驚きよう愕がくを露あらわにしたのは、サングラスを掛けた黒スーツの男だった。

　美兎がその姿を確認したのと、背後で鈍い音が響ひびいたのは同時だった。

　振ふり返かえれば葛葉とリスティが、それぞれ具現化したハンマーと魔ま力りよく杖づえでこちらと同じく黒スーツの男達を倒していた。

　二人の武器による打だ撃げきを受けた男達の方は、どうやら気を失っていて、

「何なのかなこの人達？　とっさに反はん撃げきしちゃったけど……」

「さあ……私に聞かれても解らないわ」

　ハンマーを手に、葛葉が肩かたを竦すくめる。

「ただわざわざ銃じゆうなんか使ってくる位だし、ＪＰＮバベルの関係じゃなさそうね。保安隊員なら銃じゆう器きの携けい行こうは許可されているけど……でもこれ、保安隊に配備されている銃じゃないわ」

「ふーん、なら素性の方も訳アリって事ね」

　とリスティ。美兎の足下で床に転がっている状態の男を見ながら、

「なら、そっちの人に訊ききましょうよ。その人は意識があるみたいだし」

「そうだね……そうしようかな」

　と美兎は言うと、その場に腰こしを下ろして男をジッと見み据すえながら、

「良かったら教えて欲ほしいな──どうしてボク達を狙ねらったのか」

　静かな口調で問とい掛ける。見み逃のがす訳にはいかなかった。

　もし自分ではなく暁月がトイレに来ていれば、暁月が狙われていたかもしれないのだ。

　すると、

「…………っ」

　黒スーツの男は気け圧おされたように息を呑んだ。静かな声の中に含まれた、こちらの感情を見み抜ぬいたに違いない。表情を強こわ張ばらせ、それでも口を閉ざしてこちらの質問に答える事を拒きよ否ひする。するとそこへ、

「──どうされました、お客様？」

　ふとホテルのスタッフがやって来た。

　騒ぎを聞きつけて……という訳ではない。迎げい撃げきの際に、それ程大きな音は出ださなかった。

　恐らく何かでこのフロアを訪れ、美兎達を見つけたのだろう。

　……これ以上は無理かな。

　男達の狙いは訊き出したいが、ホテルの従業員に見られている前で無む理り矢や理り訊き出す訳にはいかない。しかも今は暁月や嵐ノ宮貴子を待たせているのだ。

　遅おくれて行って、自分達に対して貴子が悪印象を持ってしまうような事は避けたい。

　だから美兎達は互いに顔を見合わせると、嘆たん息そくを一つした美兎がその場の代表として状じよう況きようを告げる。

「ボク達がトイレを出たら、突とつ然ぜんこの人達に襲おそわれたんです──拘こう束そくして、保安隊に連絡をお願いします。あと、念のためホテル内の警備の強化を」

「え……──は、はいっ！　解わかりましたっ」

　ホテルスタッフは一いつ瞬しゆん眼めを丸くしたが、すぐに事態を理解してコクコクと頷いた。

　しかし不安そうに、

「で、ですが、いきなり拘束と言われましても……私一人では」

「ああ、それなら大だい丈じよう夫ぶよ」

　リスティが言うなり、パチンと乾かわいた炸さく裂れつ音おんが小さく鳴った。

　と同時、一いつ瞬しゆんの閃せん光こうと共に床に転がっていた男達の身体がビクンと震ふるえる。

　威い力りよくを抑おさえた雷らい撃げき魔ま法ほうの電流で、男達の身体の自由を奪うばったのだ。

　リスティは呻うめき声ごえを上げる彼らを尻しり目めに、

「これでしばらくは動けないわ。恐らく保安隊が来るまでは大丈夫の筈よ。まあ一応、ロープか何かで縛しばっておいた方が良いと思うけど」

「それじゃあ──よろしくお願いします。ボク達、これから人と会う大事な用があるので。保安隊には、もし必要なら事情聴ちよう取しゆは後で受けますって伝えて下さい」

　美兎はペコリとホテルスタッフに頭を下げると、リスティと葛葉と共に通路を元来た方へと歩き出す。すると、

「……リスティの言った通りになりそうね」

　隣に並んだ葛葉が静かな声で言った。

　だから前を向きながら、凰沢美兎は「うん」と頷きを返す。

　この最上階フロアは一部屋のみ──貴子が泊まっているロイヤルスイートしかない。

　だとしたら狙いは彼女か。もしくは暁月か、美兎達という可能性もある。

　これから自分達は彼女の助力を得なくてはいけないというのに。

　どうやら、一筋縄では行きそうになかった。
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　暁月達が案内役のホテルスタッフと共に美兎達を待っていたのは、先ほどから廊下をしばらく進んだ先──大きな扉の前だった。

　恐らくはここが、ロイヤルスイートの入口なのだろう。

「お待たせ……ゴメンね遅おそくなっちゃって」

　申し訳なさそうに謝あやまる美兎に、

「気にすんな。今でちょうど約束の時間だからな」

　と暁月は笑って、

「──で、大丈夫だったか？」

　恐らくは気配か、もしくは氣の変動を感じてこちらに何があったか気付いたのだろう。

　敢あえて明確に問い掛けてこないのは、傍にいるホテルスタッフを動揺させないために配はい慮りよしているからに違いない。だから、

「ええ、大丈夫よ……問題ないわ」

　暁月の意図を理解した上で、リスティがさらりと答える。

「そうかい──そいつは結構」

　それを聞いた暁月がニッと笑うと、ふと葛葉が意外そうに、

「でも、どうして皆みんなは先に部屋に入って待っていなかったの？」

　それは美兎も感じていた疑問だった。

　──美兎達は化粧室へ行く前、廊下で嵐ノ宮貴子と擦れ違っている。

　彼かの女じよ達たちはこのロイヤルスイートへ戻ろうとしていた。

　ここで待っていれば、暁月と貴子は再会を果たしていた筈だ。

　普通に考えれば、先に部屋へ招き入れそうなものだが。しかし、

「どうしてって……あたし達だけ先に入る訳にもいかないだろう？」

「そうですわ。凰沢暁月はともかく、私達は初対面なんですし。なるべく失礼のないようにしないと」

　千影と遥は当然とばかりに告げてくる。

「えっと……もしかして、会わなかったの？」

「？　誰とだい？」

　キョトンとした反応を返した千影に、美兎はようやく暁月達が部屋の前で自分達を待っていた訳を理解する。彼らは、自分達が廊下で擦れ違った老女と少女の二人とは会わなかったのだ。だとしたら、考えられるのは美兎達が化粧室へ入った後、彼女達は引き返してエレベーターへ乗って別のフロアへ移動したか、

　……もしくは。

　このロイヤルスイートに入るための入口が一つではなく、二人はそちらを使って部屋に戻ったかのどちらかだろう。これだけ高級な部屋に宿泊する客層の事を考えると、緊きん急きゆう時などの事も想定した、非常用の脱だつ出しゆつ口こうはあって然るべきだ。

　無論──そもそもあの二人は嵐ノ宮貴子とは無関係な別人という可能性もなくはない。

　自分達は嵐ノ宮貴子の顔を知らないのだ。

　だが、その可能性は恐らく限りなく低いだろう。

　この最上階フロアにある部屋は、ロイヤルスイート一室だけ。先さき程ほどこちらを襲ってきた男達のように、悪意を持つ者以外に関係のない客が迷い込む事は考えにくい。

　まあ、一泊二百万オーバーの部屋なのだ。ちょっとした冒ぼう険けん心しんで覗のぞいてみたいと思う輩やからはいるかもしれないが、だとしたら美兎達たちと擦れ違った際にあそこまで堂々とはしていられないだろう。

「……どうかしたんですの？」

　こちらの様子に気が付いたのか、そっと囁くように問い掛けてきた遥に、美兎もまた彼女と千影にだけ聞こえる声で、

「先刻廊下で擦れ違ったお婆ばあさんと女の子が居たんだ……だから、もしかしたらって思ったんだけど」

「そうでしたの……」「成る程ほどね」

　遥と千影が、表情を僅かに堅かたくしたのと、

「それではお揃そろいになられましたし、ご案内させていただきます」

　ホテルスタッフがそう言ってインターホンを鳴らしたのは同時だった。そして、

『──はい』

「嵐ノ宮様……凰沢様とお連れの皆みな様さまをご案内しました」

　スピーカーを通して聞こえて来た若い女性の返答に、スタッフが恭うやうやしく告げる。

　すると、程なくして扉が中から開かれた。

　姿を現したのは若いメイドの女性で、静かな笑えみと共に、

「お待ちしておりました暁月様。貴子様がお待ちです──どうぞ」

　そう言って中へ入るように促してくる。だから、

「ああ、邪じや魔まするぜ」

　と暁月が言って、部屋の中へと足を踏ふみ入いれた。

「お連れの皆様もどうぞ」

「あ、はい……失礼します」

　美兎達は頷うなずくと、暁月の後に続いてゆく。すると背後で、ホテルスタッフが頭を下げて、

「それでは私はこれで。何かありましたら遠えん慮りよなくお申し付け下さい」

「お疲つかれ様さまです」

　労ねぎらいの言葉を掛けて、メイドが扉をガチャリと閉めた。

　──これでもう後あと戻もどりはできない。許されているのはただ前へ進む事だけ。

「………………っ」

　ゴクリと美兎は喉を鳴らすと、扉を開けたのとは別の案内役のメイドの後に続いて、暁月と共に奥おくへと歩を進めていった。
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　美兎達が通されたのは、広い空間の応接室だった。

　豪ごう華かな調度品や家具が並ぶ中、それ以上に目を引いたのは、部屋の奥──巨きよ大だいな一面の窓からの眺ちよう望ぼうだ。超ちよう高こう層そうホテルの最上階。バベルタワー程ではないにせよ、人工島と海を神の視点で見み渡わたせる絶景が広がっている。

　──そして。

　その景色を、車椅子に座った状態で見ている女性の背中があった。

　彼女は、美兎達が先さき程ほど廊ろう下かで見た車椅子に座ったまま窓の外を眺ながめていて、

「貴子様……暁月様をお連れしました」

　恭しく頭を下げながらメイドが告げると、

「──────」

　無言のまま車椅子を回転させ、貴子と呼ばれた老女がゆっくりとこちらを振り返った。

　痩やせ細ほそった小さい身体。しかし、鋭するどい眼光でこちらを射い貫ぬいて、

「良く来たね……掛かけな、話はそれからだ」

　しわがれた声でソファへ座る事を促うながしてくる。

「んじゃ、遠慮なくそうさせて貰もらうぜ」

　どっかと暁月が手近なソファに腰を下ろした。だから、

「あ……それじゃあボク達も」

　美兎達もまた、その左右に並ぶようにして座ってゆく。

　すると、恐おそらく貴子の世話役と思われる女性メイドの一人がお茶を運んできて、

「失礼します」

「あ、どうも……」

　出されたお茶のお礼を述べながら、美兎はチラリと室内を見回した。

　貴子の他ほかに、このロイヤルスイートの室内に居たのは、壁かべ際ぎわに控ひかえるようにして立つ若い女性のメイドが数人と、さらにもう一人。

　……うわ……綺き麗れいな人……。

　貴子の秘書だろうか。スーツ姿の美しい女性が佇たたずんでいた。腰まである長いストレートの髪は漆しつ黒こくに艶つやめき、すらりとした長身に大人っぽいモデルのような整った顔立ち。

　しかし、その身体つきは女である事を強く主張するもので、胸はかなり大きい。

　美兎も暁月に揉もまれるようになり、さらに千影が命名した『凰沢暁月症しよう候こう群ぐん』の効果もあってか、以前と比べると十㎝程大きくなっている。よって自分でもかなり大きい方だと思うのだが、彼かの女じよの胸はそんな美兎と同じ位の膨ふくらみを有していた。

　だが、それ以上に眼を引くものがその女性の顔にあった。

　──眼鏡だ。

　特に目を引くデザインではないのだが、何な故ぜか自然と眼に入ってくる。

　不思議な女性だった。

　……あれ、でも……。

　服装こそ大人っぽいが、よく見ると年ねん齢れいはかなり若そうだ。

　二十代前半──否いや、恐らくは十代後半。美兎達ともそう大差はなさそうで。

　すると美兎の視線に気付いたのか、女性は穏おだやかな笑みをこちらへ向けてきた。

　……性格も良さそう。……という事は。

　ふと隣となりの暁月を見ると、嬉うれしそうな笑みを女性に対して向けている。

　どうやら女性も美兎ではなく、暁月に向けて微笑ほほえみかけているようだった。だから、

　……やっぱり……もう。

　ちょっと美人が居るとすぐこれだ。まあ暁月の女好きも、女性に好まれやすいのも、今に始まった事ではない。それにそういう部分も含ふくめて、美兎は暁月の事を好きになったのだ。これでもし暁月があの女性に何の関心も示さなかったら、美兎はむしろ病気を疑う。















　だからやれやれと俯うつむきながら嘆息を一つして、

「…………え？」

　ふっと前から影が差した事に、美兎は反射的な動きで顔を上げた。

　すると正面、それもすぐ眼の前に幼い少女が立っていた。廊ろう下かで擦れ違った、貴子の車椅子を押していた和服の少女だ。年としの頃ころは七つか八つ。葛葉と先日幼児化した時の暁月との中間程度の身長で。こちらの瞳ひとみを覗きこむようにして、ジッと美兎を見つめる少女に、

「ええと……あの」

　どうしたものかと言葉を探していた美兎は、ふと眼を丸くした。

　そして和服の少女が、やおらこちらへ向かって両手を伸のばしたと思ったら、

「え──ふあぁぁんっ!?」

　眼の前の少女が、小さい手で美兎の胸を滅め茶ちや苦く茶ちやに揉み始めた。

「へえ……本物なんだね」

　こちらの胸の感かん触しよくを確かめた少女が、感心したように言った。

　しかし、少女は一向に手を止める事はなく、

「やっ……ちょっ、ひあっ、あの……っ！」

　声を甘あまいものにしながら、とっさに美兎は少女の手を掴もうとして──しかしその動きを止めてしまう。少女の背後で、貴子がこちらを冷たい瞳で見つめていたのだ。

　いけない、と美兎は思う。わざわざこの場に連れて来ている位だ。車くるま椅い子すを押おさせていた事もあるし、恐らくこの少女は貴子の孫か何かだろう。

　……ここでもし、この子の機嫌を損ねたら……。

　孫の我わが侭ままを許されなかった事で、そのまま貴子の機嫌まで損ねてしまう可能性がある。

　いや、もしかしたらこれも貴子がこちらを見定めるための試験か何かかもしれない。

　だから、隣で制止すべきか判断を迷わせているリスティ達たちを視線で押し留とどめると、

「んっ……ふっ、や……ああっ……んぅ」

　美兎は顔を赤くしながら、胸を揉まれる事で得てしまうくすぐったさに、身体を震わせながら漏れそうになる声を何とか抑えようと試みる。

　……我が慢まんしなくちゃ。

　暁月によって何度となく激しい快楽を刻まれ、開発されてきた美兎の躰からだ。

　特に胸は本当に弱くなってしまっていて。

　今では暁月に少し揉まれただけで、あっと言う間に達してしまいそうになる。

　──だが、それはあくまで暁月に触ふれられた時に限った話だ。

　自分や他の者が触さわっても、くすぐったいだけで快楽を得る事はない。それでも胸を触られると恥はずかしさは募つのるが、ここは耐たえなければいけないところだろう。

　しかし──その時だった。

「……悪いがその辺にしといてくれ」

　ぶっきらぼうな声と共に、大きな手が少女の手首を横から掴んだのは。

　その手の主──暁月は苦く笑しようしながら、

「生あい憎にくだけど、そいつの胸は俺おれのモンなんでな」

　その言葉を聞いた瞬間、

「────っ」

　美兎の全身を震えるような悦よろこびが駆かけ巡めぐった。

　つい先日、美兎は暁月と一つの約束を──否、契けい約やくを交かわした。

　凰沢美兎は凰沢暁月のものになると。身も心も全すべて暁月のものになると。

　よってこの身体も、胸も今はもう暁月のもので。

　たとえ相手が女の子であっても、無む闇やみに触れられる事には抵てい抗こうがあったのだ。

　無論──暁月がどこまで美兎の感情を理解しているかは解らない。

　だが、それでも暁月は美兎の身体を他の人に触れさせないように言ってくれて。

　美兎は思う。自分は今、確かに暁月に大切にされたのだと。そして、

「いい加減に離はなしてやりな……」

　貴子がそう言ったのを受けて、

「ったく、もう気が済んだだろ……いつまで遊んでるつもりだ、バアさん」

　と暁月が言った。

　ただし貴子にではなく──和服の少女に向かって。
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「えっ……バアさんって、え？」

　暁月の言葉に、美兎達は思考を混乱させる。意味が解らず貴子と少女を見比べていると、

「ほお──いつから気付いていたんだい？」

　美兎の胸から手を離した少女が、暁月に対してフンと不敵な笑みを放った。

　すると暁月はやれやれと肩を竦めながら、

「最初からだよ。ネットでＪＰＮバベルの一件のニュースを見て、こうして実際に俺の外見の変化まで見れば解るだろ。バアさんと最後に会ってからしばらくして、俺も異世界に召しよう喚かんされたんだ。向こうで俺は、魔ま法ほうじゃなく氣を自在に操あやつる『錬れん環かん勁けい氣き功こう』って技わざを会え得とくしてな」

　そして、

「この技は、相手の氣の反応も感じ取る事ができるんだ。だから、そんなガキの身体の中から老成された氣とか発せられたら、違い和わ感かんしかねえよ」

「成なる程。実際に確かめてみるまで、お前がコクーンの氷神京也を倒たおしたとは信じられなかったが──満まん更ざら嘘うそでもないみたいだね」

「そっちこそ。初めて見るタイプのボディだな……ガキの身体は細さい胞ぼうの安定化が難しいから、まだ研究段階じゃなかったのか？」

「ようやく実用化のメドが立ったのさ。まだ関節に甘いところがあるが、一いつ般ぱん的てきな日常生活を送る分には何の問題もない」

　そんな二人のやり取りに、

「まさか……サイボーグだって言うんですの？」

　遥は意味が理解できたのか、呆ぼう然ぜんと眼の前の少女を見上げた。

　だが、アレイザード出身の美兎とリスティは意味が解らない。

「ね、ねえ……一体何の話をしているのよ？」

　リスティが困こん惑わくの声で問とい掛けると、

「ああ、お前らには何の事だか解らないよな……サイボーグってのは、要は人造の肉体の事でな。魔導生命体にホムンクルスってのが居るだろ。あれを魔法じゃなく、この世界の科学技術で作り上げたって言えば解りやすいか」

「そ、そんな事ができるの……？」

　暁月の言葉に呆然と問う美兎に、

「うん、まあね……」

　と千影。

「ただし、こんな恐ろしく精せい巧こうなものは、あたしも初めて見たけどね」

「そうね……全身の完全サイボーグ化の理論こそ少し前に発表されたけど、技術はまだ確立してなかった筈はずだわ」

　だって、と葛葉、

「倫りん理り的てきな観点から、ＷＨＯはこれ以上の研究を認めるべきかどうか慎しん重ちように時間を掛けて判断すると発表していたもの。それが、一体いつの間にこれ程のものを」

「フン……連中が後生大事にしているのは倫りん理りじゃなくて面子だよ」

　大体、と少女は忌いま々いましそうに、

「アンタ達が使えるっていう魔法の中には、回復魔法ってのもあるんだろう。だがコクーンは自分達が管理・研究している異世界の魔法や医い療りよう技術は一いつ切さい一いつ般ぱんには公開せず、その使用もバベルの関係者にしか許していない。しかしＷＨＯは、自分達の医療科学が進むとすぐに倫理だ禁きん忌きだと及および腰ごしになるクセに、異世界の魔法は奇き跡せきだと抜ぬかしやがってね。技術開示は無理でも、使用だけ許して貰えないかコクーンに打だ診しんし続けている。自分達で解決するっていう思考を停止させてね」

「じゃあ……救われない人のために極ごく秘ひ裏りに研究開発を？」

　尊敬の眼まな差ざしで訊たずねるリスティに、少女は頷く。

「そういう事だね。生憎と世の中には、役所の認にん可かやコクーンのお情けを待ってから動いていたら間に合わない連中が、数え切れないほど居るんだ。医療の最前線ってのはね、医療って言葉が生まれた時から、ずっと死と隣となり合あわせの戦場なんだよ」

　そう言って少女はフンと胸を張った。だが、

「──お前ら、話半分に聞いておけよ」

　と暁月。やれやれと言った口調で、

「このバアさんは医療から小売から飲食、建築、製造、教育に技術、サービスまで、あらゆる分野に手を出してる。しかも表に名前が出ないように、影でオーナーをやっていてな。抱かかえている会社は、大小含めて数え切れねえ。中には、世界に名が知れた企き業ぎようもあるし、それぞれの市場で結構なシェアを握にぎっている。要は、日本経済の影のフィクサーがこのバアさんだ。今までの話だけ聞いていれば、汚お名めいを恐れずに医療発展に努めているように聞こえるかもしれないが──このサイボーグ化の技術も、バアさんがやっている金かね儲もうけの一つに過ぎねえ」

「お金儲け……？」

　オウム返しに問う美兎に、暁月は「ああ」と頷いて、

「このサイボーグ技術なら、脳以外の全てを人工的に作り上げる事ができる。しかもクローン技術も使用しているから、脳を移植しても拒きよ否ひ反応は出ない。もし実用化されれば、脳以外の難病になら掛かっても理論的には問題なくなる。たとえそれが、今のこの世界の医療技術では不治の病とされていてもな。言うなれば、サイボーグ技術は最高の難病特効薬なんだ。完全に実用化されれば、さぞかし凄すさまじい金を生むんだろうぜ」

「当然だろう。私がやっているのは慈じ善ぜん事業やボランティアじゃない、企業活動だよ。利益を追求して何が悪いんだい」

「そんなこんなで、総資産は百五十兆だっけか？」

「いつの話だいそれは。今はとっくに二百兆を超こえてるよ」

「に、二百兆円……」

「冗じよう談だんみたいな数字ね……日本の年間国家予算より多いじゃない」

　呆然と呟つぶやく美兎の隣で、葛葉が呆あきれたように言った。しかし少女はしれっと、

「ついでに──この技術は最高の美容整形にも転用できる。携けい帯たいの機種やケースを変えるみたいに、自分の身体を変える事ができるようになるんだ。人間の欲には際限がないからね。理想の自分を手に入れるために、金を出したがる奴やつは山程いるんだよ」

「そんな……お金儲けのためだけに、禁止されている事をするなんて」

「誤解して貰っちゃ困るね。この技術が実用化されれば、助かる命だって沢たく山さんあるんだ」

　と自分の胸に手を当てながら少女。

「それともお前達は、役人共と同じように、いつ貰えるか解わからない異世界の技術の分け前を期待して、眼の前の命を諦あきらめろっていうのかい？」

「それは……」

　言葉を濁にごした美兎に、少女が畳たたみ掛ける。

「私は口だけの奴も、そういう奴が揃って言いやがる偽ぎ善ぜんってのも大だい嫌きらいでね。だから自分にできる事をやる。助けられる命は助ける。貰える金は貰う。それだけさ。何が悪いっていうんだい？」

「…………………」

　少女の気き迫はくに、とうとう美兎達は言葉を失くして黙だまり込んだ。

　そんな中、ふと思うのは眼の前の少女について。先程からずっと思っていたのだが、

　……似てるんだ、この人に……。

　美兎はふと暁月の横顔を見た。といっても外見の話ではない。似ているのは考え方である。暁月もまた、自分の美学を果たすためならどのような汚名も厭いとわず、手段も選ばない。何か通じる部分があるのだろう。少女を見る暁月の瞳は苦笑混じりではあるものの、どこか穏やかで、

「あんまりコイツらをイジめないでやってくれよ、バアさん」

　と暁月。

「しかし──それじゃあ、そっちのボディには誰だれが入っているんだ？」

「誰も入ってやしないよ。人間の脳の代わりに、ウチのバイオＩＴ部門が作った人工知能を積んである。まだ機械信号を、全身への神経伝達に代だい替たいさせる事が上う手まく行っていないから、車椅子に座すわらせているけどね」

　そう言ってパチンと指を鳴らすと、車椅子の老女が糸が切れた人形のように動かなくなった。そして、少女は美兎の前から移動。

　こちらと机を挟はさんだ正面──眼鏡の美女が傍かたわらに立つ一人掛けの椅い子すへと腰こしを下ろして、

「もう解っていると思うが、一応名乗っておくとするかね」

　ふふんと笑って告げてくる。

「嵐ノ宮貴子だ。それと暁月は忘れているみたいだから念のため言っておくが、私の事は『バアさん』ではなく『貴子さん』と呼びな──尊敬を込めてね」
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「んじゃ、そろそろ俺を呼び出した理由に──本題に入って貰いたいところだが」

　と暁月。

「その前に、そっちの美人を紹しよう介かいしてくれるかバアさん」

「貴子さんと呼びな」

「へいへい、紹介してくれ貴子さん。どう見てもアンタの部下の娘むすめらとは雰ふん囲い気きが違ちがうし、かといって秘書って訳でもなさそうだしな」

「フン、相変わらず目め聡ざといね──亞あ衣い、ご指名だよ」

「──はい、貴子様」

　眼鏡の美女は穏やかに頷くと、こちらへ向かって歩み寄ってきて、

「ご挨あい拶さつが遅おそくなりました。黒くろ野の亞衣と申します」

　差し出だされた一枚の名めい刺しを暁月は受け取った。

　そこに書かれている一番大きな文字──恐らくは企き業ぎよう名めいを口に出して読んだ。

「アルハゼン眼鏡銀行……何だ、似合うとは思ってたけど眼鏡屋なのかアンタ？」

「ええ、販はん売ばい用の店てん舗ぽも幾いくつか持っています」

「ふーん、店舗もね……」

　ただの眼鏡屋を貴子が連れて来る訳がない。こうしてわざわざ引き合わせたという事は、きっと他に何か本業があるのだろう。すると、

「アルハゼン……」

　どこかでその名に聞き覚えがあったのか、何かを思い出そうとするかのように遥がスッと眼を細める。そんな遥の反応を視界の端はしに捉とらえながら、

「肩かた書がきは日本支部の支部長か……若いのに大したもんだな」

「ありがとうございます──でも暁月さんの方が凄すごいと思いますよ。何せ、あのコクーンを倒されたんですから」

　と亞衣は笑って、

「貴子様からお話は伺うかがっていましたが、想像していたよりもずっと素す敵てきな方でした……お会いできて光栄です」

「そいつはどうも。美人に褒ほめられるのは嬉しいが、そっちだけ俺の事を知っているのはちょっとばかり不公平だな。折せつ角かくだから、アンタの事も色々と──」

「──お前が亞衣の事をもっと詳くわしく知るべきかどうかは、この後の話次し第だいさ」

　と割って入る形で貴子。そして、

「コクーンの一人を倒して、世界に宣戦布告か……実に大したものだが」

　一息、

「失敗したね──お前にしちゃ、随ずい分ぶんと後先考えずに行動したじゃないか。ええ暁月？」

　薄っすらとした笑えみと共に放たれた挑ちよう発はつ的てきなその言葉に、

「失敗とは、ちょっと聞き捨てならないね……」

　最初に反応したのは千影だった。心外だとばかりにムッとした表情で、

「暁月は、コクーンを超える力を手に入れかけていた氷神京也を倒したんだ。言うなれば、世界を脅きよう威いから救った英えい雄ゆうだよ。コクーンや特別自治区を持つ各国の主要メディアはその功績を認めようとはしてないけど、今の世界を変えるという暁月の理想に賛同し、この人工島へやって来る人は今も後を絶たない状態なのに──」

「──だから、そいつが問題なのさ」

　フンと貴子は鼻を鳴らして、

「外から人がやって来ているという事は、その連中の期待や願いに応こたえる必要が生じる。たとえ責任はなくてもね。この間の暁月と氷神京也の会話は、世界中が聞いてしまっているんだ。しかも、お前達も思っているように、暁月はコクーンの一角を倒し、新たな可能性を示して見せた。世界に与あたえた影えい響きようは、お前達が想像している以上に計り知れない」

　そして、

「今はまだこの人工島へやって来ているのは、コクーンに反発して最悪テロリストの汚名を被る事になろうとも暁月に賭かけてみようと思った一部の勇ゆう敢かんな能力者やその家族、後は自発的な行動を取れるごく一人握りの一いつ般ぱん人じんだろう。彼かれらの人間性を疑う必要はない。恐らくこれからのお前達の助けになってくれる連中だろうからね。だが、それはあくまで少数の先せん遣けん隊たいのようなものだ。程ほどなくして本隊が──権利だけは一人前に主張する、日和ひより見み的な連中が押し寄よせてくる事になる」

　しかも、

「連中の多くは、コクーンや今の世界のシステムに不満を持っていたり、虐しいたげられたりしている、言わば行き場のない弱者であり難民だ。暁月の語った理想が自分達を守ってくれないと解ると、一いつ斉せいに手の平を返して糾きゆう弾だんしてくるよ。かといって受け入れなければそれ以上の反発が来るのは眼めに見えている。暁月は氷神京也を倒した名声を得た代わりに、とんでもないお荷物と責任まで背せ負おう羽目になっちまったのさ」

「それは……」

「……まあ、そうだろうな」

　苦い表情になった千影の言葉を継つぐ形で、暁月は首しゆ肯こうする。

　──貴子に言われるまでもなく、それは既すでに暁月達も想定している問題だった。

　とはいえこの人工島は現在、美兎の概がい念ねん結界が働いている。

　暁月達にとって悪意や害意を抱いだいている者──本当に、自分達の利益しか考えられないような者は、中へ入る事はできない筈だ。

　だが。そういう連中は勝手なもので、もし入れなければ弱者である自分達を受け入れなかったとして、暁月達への糾弾を始める可能性が高い。受け入れるにせよ、受け入れぬにせよ、厄やつ介かいな存在にしかならないのだ。

　そして。暁月達は、自分達の力だけではその問題に対する有効な手立てを講じる事ができない事を理解していた。何故なら、

「──問題はまだ他ほかにもある」

　と、さらに続ける形で貴子は言った。

「半数を超えるＪＰＮバベルの学生や関係者の流出に加え、多くの人間がコクーンの呼よび掛かけに従ってこの島を後にしている筈だ。にも拘かかわらず、お前達を頼たよって来る連中は増え続ける事になる。今はまだ何とかなっているだろうが、残った人員とシステムで今後の人工島の政治運営や経済はきちんと回していけるのかい？」

　そう。今後の事を考えると、圧あつ倒とう的てきに不足しているものがある。

　それが何かを、貴子は正確に指し摘てきする。

「金は？　物流は？　福ふく祉しは？　公共サービスは？　何より、それらを支える人材はどうする？　この世界の管理者であるコクーンに弓を引いたお前達と、そんなお前達に付いてゆく事を決めて残った者達は、言わばこの世界の反逆者だ。お前達に積極的に力を貸そうとするような物好きな国はないよ。グローバル化が進み、政治も経済も国家を超えた共生なしには考えられないこの世界から孤こ立りつして、自分達だけでやっていけると思っているのかい？」

「……………………」

　貴子の言葉に、応接室は水を打ったように静まり返った。そんな中、

「……………っ」

　悔くやしそうに唇くちびるを噛かんだのは遥だった。

　ＪＰＮバベル担当コクーンの京也の下で、高等部の生徒会執しつ行こう部ぶに副会長として所属ぞくしていた遥は、現在の人工島がどれだけの問題を孕はらんでいるかを誰よりも理解している。

　連日、暁月や久保田らと共にあちこちを回り、今後の運営の対策や会議を行っているが、目め処どが立っているのはあくまで残った人間の生活を最低限維い持じする事だけ。貴子の言う、これからも増え続けるであろう流入者まではとてもじゃないが対応しきれないのだ。

　そして。悔しそうにしているのは遥だけではなかった。美兎も、リスティも、千影も、葛葉もまた表情を厳しくしたり、膝ひざの上に置いた手を固かたく握り締しめていた。

　しかし──反論の言葉を口にできる者はいない。

　それこそリスティなどは、アレイザードに居た頃ころはシェルフィードの王族として政治を行なっていた。その経験から可能な限りアドバイスをしてくれたが、それでもやはり今後の状じよう況きようを打開する事は難しいのだ。シェルフィードにしても、単独で国が回っていた訳ではない。ディスディアやアレクラスタといった同盟国との交易があったからこそ、国の運営が成り立っていたのである。だから、

「………………………………………………」

　否いや応おうなく室内に篭こもった重い空気の中で、

「……何だい、揃そろいも揃って黙りこくって」

　貴子の辛しん辣らつな声だけが響ひびく。

「私はお前達たちだけでやっていけるかどうかを訊きいているんだ。イエスかノーで答えられる簡単な問い掛けだよ。それとも何かい？　その辛しん気き臭くさい顔は、自分達がやっていけるかどうかすら理解できていないのかい？」

　舌ぜつ鋒ぽう鋭するどく冴さえ渡わたるその言葉を聞きながら、

　……さて。

　凰沢暁月は、貴子の表情を見ながら思う──そろそろ良い頃ころ合あいだろうと。

　だから言った。肩かたを竦すくめながら、

「確かに。俺おれ達たちだけでどうにかできる程、今の状況は甘あまくないだろうな」

　敢あえて、自分達の力不足を認めるような発言をした。

　──だが、ここからが反はん撃げき。暁月のターンが始まる。

「……で？　こちらの弱みを色々と並べてご満まん悦えつのところ悪いが、そのためだけにわざわざ来た訳じゃないだろ」

　暁月はニヤリと笑いながら、

「そろそろ本当の本題に入るとしようぜ、なあ嵐ノ宮貴子さんよ」

「ほう……それはどういう意味だい？」

　そう言って貴子がスッと眼を細めたのを遥は見た。

　それは暁月に先を促うながす表情で。対する暁月は、不敵な笑みで語り出す。

「アンタが俺らのニュースを見ているのと同じように、俺達も見させて貰もらっているぜ。アンタ達の──日本が崩ほう壊かいするカウントダウンをよ」

　ハッと笑って、

「勝手な研究を行なっていた挙句、その証しよう拠こを消そうと核かくまで使ったんだ。氷神の迎げい撃げきを受けて被ひ害がいこそ出なかったものの、核ミサイルを発射した事実は消えない。おまけに氷神の内部告発から世界の意識を逸そらすために、コクーンは日本を悪役にするための状況を完全に固めてきているしな。どうあっても言い訳できねえよ」

　と暁月。

「そして現在……この人工島にやって来ている一般人は、その半数以上が日本本土から来ている。無理もねえさ。自分達が育った国が最早もはやなくなる事を止められない以上、最も日本に近い環かん境きようを求めれば、辿たどり着つくのはこの人工島だからな」

「…………で？」

　だからどうしたと言わんばかりの貴子に、暁月は告げる。

「そうやって身軽な選せん択たくを取れるのは、個人だけって事さ。しがらみを抱える企業はそうはいかねえ。日本の消しよう滅めつのカウントダウンが始まってからこっち、国内企業どころか海外の日系企業まで株価は続落してる。程なくして、この人工島と同じかそれ以上に人材の流出が始まるぜ。そして、それをチャンスとばかりに海外の企業やファンドがこぞって買収を仕し掛かけてくる。今いま頃ごろ、経営者達は尻しりに火が付いたまま頭を抱えているだろうな。特に──多くの会社を抱える、お偉えらい陰のオーナー様なんかはよ」

「……………………」

　今度は、貴子が黙り込む番になった。しかし暁月は平然と続ける。

「海外に拠きよ点てんを移すか？　無む駄だだ。手に入れられないと解ったら、ライバル国の企業なんぞ邪じや魔まなだけだ。生かしておく理由はない。市場で敬遠されて、潰つぶされるのがオチだろうぜ。よしんば契けい約やくが結べても、一方的に不利な条件を突つき付つけられる事になる。俺達と同じさ。国がなくなると決まった時点で、日本の企業もまた、この世界に居場所を失くしたんだよ」

　そこでニヤッと笑い、「だが」と凰沢暁月は言い放つ。

「日本の企業が生き残れる場所が、世界に一つだけある──都合の良い事に、法人税の策定を含ふくめ、あらゆる政治と経済をこれから決めようとしている場所がな」
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　ここまで話を聞いていたリスティは、感かん嘆たんという想おもいを得た。

　……あの時と同じだわ。

　思い出すのは、アレイザードで行なわれた四カ国会談だ。

　シェルフィードのリスティ。ディスディアのバラム。アレクラスタのヴォルク。

　各国の王を前に暁月は一歩も引かず、自分達の望むものを譲ゆずる事なく見事に交こう渉しようをやってみせた。その再現が今、リスティ達の眼の前で行なわれている。

　そして。しばらくの沈ちん黙もくの後、貴子がゆっくりと口を開いた。

「ふむ……お前の言葉をそのまま受け取れば、確かにこの人工島は日本企業の再建に最も適している場所と言えるかもしれないね」

　しかし、そこまで言うと貴子は冷れい笑しようを浮うかべて、

「だが──いささか考えが甘いね。この人工島はこの世界のあり方に異を唱えた場所だ。ここへ移ってきたところで、むしろ世界での孤立を深めるだけだろう。それとも、居場所を失くした者同士、手と手を取り合って傷の舐なめ合いだけして、商売はこの狭せまい人工島の中だけでしろっていうのかい？」

「俺が潰すと言ったのは、この世界そのものじゃない。コクーンが管理し、朱あけの黄昏たそがれが自分達の好き勝手にしようとしている在り方の方だ。確かにコクーンの影えい響きよう力りよくは相当なものだが、完かん璧ぺきに支配が及んでいるのはＧ７──先進七カか国こくだけだ」

　まあ、もうすぐ六カ国になるけどな、と暁月は苦く笑しようしながら、

「確かに新国連の常任理事国とその市場を押おさえられちまっているのが現状だが、この世界に存在する国や人、市場はそれだけって訳じゃない。Ｇ７から漏もれてコクーンからの恩おん恵けいを得られずに苦い想いをし続けてきた他の先進国、これから経済の急速な成長が見込める発展途と上じよう国こく、未み開かい拓たくの新興国。これまで表立って反発はしてこなかったものの、氷神の内部告発でコクーンに対して態度を硬こう化かさせた国は出ている。商売はそういった所とやれば良い」

「なら、それこそその国に行ってやれば良いだろう。わざわざこんな嫌きらわれ者ものの所で商売をやる必要はないね」

「いいや無理だな。言っただろ、商売相手の懐ふところに潜もぐり込めば潰されて終わりだ。相手に攻こう撃げきする隙すきを与えないためには、対等の立場でやり合えるだけの後うしろ盾だてが必要になる。その事は、アンタが一番よく解っている筈はずだぜ。もし本当に商売相手の国に行けるなら、とっくにそうしていただろう。それをやっていないって事は、行けば終わりだって事を解っているからじゃないのか」

　と暁月。

「不幸中の幸いにも、今回の問題は日本政府が判断を誤ったせいで起きた──他に選せん択たく肢しがなかったにせよ、な。だからこそ日本の企業は被ひ害がい者しやの立場として、この人工島で他国に頼る事なく再建と再編を行ない、再び世界で勝負できるように建て直しを行なえば、世論を味方にする事ができる。コクーンが支配できるのはＧ７の国政の方針であって、国民の感情までは不可能だからな。もし世界に誇ほこれる技術やサービスなら、取り引きをしようという所は出てくる。オンライン上なら簡単にコンタクトも取れるだろうしな」

「成なる程……悪くない考えだ。強ごう引いんだが、それなりに勝負できそうな余地もある」

　だが、と貴子。

「忘れちゃいけない問題があるだろう」

「……問題？」

　話を聞いていた美兎がオウム返しに問うと、

「この人工島の所有権さ。氷神京也の裏切りがあったとはいえ、ＪＰＮバベルを含めてここの全すべてはコクーンが握にぎっているだろう」

　貴子の指摘に「まあな」と頷うなずきながら、それでも凰沢暁月は余よ裕ゆうを崩くずさない。

「本来なら氷神京也の後任が、この島を治めるのが筋だ。だが、この島が原因不明の結界に覆おおわれて、中へ入る手立てがない事を知った連中は、関係者に他所の特別自治区へ移住するよう勧かん告こくしている。たとえ裏切ったにせよ、氷神京也はコクーンだったんだ。アイツが起こしたトラブルのフォローもせず、この島の自治まで諦めた。これはれっきとした責任放ほう棄きだぜ。だったら──残った俺達で新しい自治を行なうのは自然な流れだろう」

「まあ道理ではあるかもね……だが結界が消えた後に、土地や施し設せつの返へん還かんを求められたらどうする？」

「応じてやるさ。ただし、氷神京也が起こしたトラブルの責任と、一時的にせよこの島の自治を放棄した事への賠ばい償しよう。この島を返せというなら、その間に俺達が生き残るために止やむ無なく行なった政治・経済活動が維持できるだけの環境の用意。技術・権利関係の保持の確約。流入してきた人間の受け入れによって人工島の拡張の必要が生じたり、施設・設備の改修や新設を行なえば、それらについては全てこちらが所有権を持つ事は、連中にしっかりと認にん識しきして貰うけどな」

　その暁月の言葉に、千影は表情を明るいものにして、

「そうか……それら一つ一つをどうするのか交渉を詰つめるとしたら、膨ぼう大だいな時間が掛かる。しかも、もし条件が折り合わなければ断ったって良い」

「そういう事だ。とはいえ、こっちも連中を潰すのにそこまで時間を掛けるつもりはないけどな。たとえもし交渉が決けつ裂れつした結果、戦いになるというなら、それこそ望むところだぜ。お偉い世界の管理者様が、こっちの土俵に立ってくれるんだからな」

　凰沢暁月は、ニッと笑って告げる。

「どうだよ嵐ノ宮貴子……これはアンタにとっても悪くない話だと思うぜ？」
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　暁月の言葉に貴子が完全に沈黙したのを、葛葉は見た。

　異世界アレイザードで、暁月が交こう渉しよ役うやくとして見事に政治を行なった事は知ってはいたが、

　……凄い。

　桐元葛葉は、思わず興奮を覚えてしまう。

　自分達では反論の言葉を持たなかった相手を、完全に黙らせてしまった。

　ただ武器を持って戦うだけではない。

　政治の場でも、暁月はここまでの強さを誇っているのだ。

　そして。当の暁月は口調を穏おだやかなものにしながら、

「頭の回る奴やつなら、早晩この結論に辿り着く。この島で他所を出し抜ぬきたいなら、そういった連中に先んじる必要があるぜ。だが……恐おそらくアンタは、俺が言うまでもなくこの案に気が付いていた筈だ。だからこそ今日、こうしてここまで来たんだろ？」

　告げる。

「どうか来てくださいと下手に出る事も、かといって来させてやると上から目線で言う事もしねえ……来るなら拒こばまない。歓かん迎げいする。何せアンタの人脈は企き業ぎようだけじゃない。政・財・官の全てに強力なツテや知り合いが居るからな。今後の事も考えると、そういう連中も一いつ緒しよに連れて来てくれるとこっちとしても助かる。勿もち論ろん、その分便べん宜ぎは図はかるぜ。今回の件に関して、俺がバアさんに望む事は一つ──俺を対等なビジネス相手として認めてくれ。それだけだ」

　すると、

「………………………………」

　長い長い沈黙の後、

「……言っただろう、暁月──私の事は貴子さんと呼びな」

　やがて貴子は、そう言ってゆっくりと嘆たん息そくした。

「そうか……やっと解わかったよ。最初に電話した時、お前があそこまで驚おどろいてみせた訳がね」

　一息、

「あれは、私を油断させた状態で引っ張り出すための演技だったって訳だ。お前はこの人工島の今後を考えた時に、私の力が必要な事を理解していたし、私がお前達たちの危機的状況に付けこんで、この人工島に有利な条件で移ろうとするだろう事も想定していた」

「まあな。俺が今口にした事を、あの電話の時に言っていたとしたら、アンタは攻せめ方かたを変えてきた筈だ。より慎しん重ちように、こっちにとって不利になるように」

　と、肩を竦めながら暁月。

「前の勝負じゃ、最終的に俺に負けているからな。大方、俺がへこんでる顔を見ながら恩を売りつつ、自分に有利な条件を引き出して、俺をコテンパンにするつもりだったってところだろ」

「フン……」

　幼い少女の姿で、貴子は拗すねたように顔を背そむけた。

「図ずう体たいだけかと思ったら、頭の方も随分と強したたかになったみたいだね」

「なるさ……何せ、勝たなきゃならない相手は世界だぜ」

「威い勢せいの良い事だね……だが、日本という国が消滅する事で既に国際社会は滅め茶ちや苦く茶ちやだ。この上、お前がコクーンや朱の黄昏に続いて第三勢力となり世界を掻かき回まわせば、今まで以上に世界は混乱する事になる。このままお前が進み続ければ、直接的にせよ間接的にせよ、世界中がお前達の争いに巻き込まれる事になるんだ。それは数え切れない程の悲劇を生むだろう」

　貴子は暁月を見み据すえて、

「その責任を背負う覚かく悟ごはあるのかい？」

　すると、

「ああ──その覚悟なら、もうとっくに済ませてる」

　葛葉の視線の先で、暁月は断言する。

「綺き麗れい事ごとを言うつもりはねえよ。俺のしてきた事で、俺のしている事で、俺がこれからする事で傷付き苦しむ奴がいるのは解ってるさ。でも全知全能の神様じゃねえんだ。誰だれが何をしたところで、世界の全員を救うなんて事はできねえ。たとえ異世界に召しよう喚かんされて、どれだけ凄すごい力を手に入れようと、そいつを使うのは人間なんだからな」

　だが、

「俺はただ、泣いている女は見たくねえ……それだけだ。だがそれを突き詰めて、追い求めたら、その先に兄貴と親父おやじが──コクーンと朱の黄昏が障害として立たち塞ふさがってるんだ。だったら止まらねえって決めたんだ、もう」

「結構な事だ。だがね、お前のせいで泣く事になる女も間ま違ちがいなく出るんだよ。その矛む盾じゆんはどうする？　世界中の女の涙なみだを止めに行くってのかい？」

　貴子が発したのは、暁月の美学を否定する言葉。

　──だが、葛葉達が見ている眼の前で、凰沢暁月は断言する。



「ああ──行ってやる。俺のせいで泣く女の所へなら、世界中どこでも何度でも。その涙を止めに行ってやるよ」



　揺ゆるぎのない瞳ひとみで発せられた決意。

　しかし、それは矛盾を含んでいる。暁月はつい先ほど言ったばかりなのだ。

　綺麗事を言うつもりはない──と。

　だが。それでも暁月は言ったのだ。

　泣いている女の所へ行くと。その涙を止めるために、世界中どこでも何度でも行くと。

　……きっと。

　桐元葛葉は思う。それがきっと、凰沢暁月という青年の覚悟なのだろうと。だから、

　……良かった。

　美兎達たちと一緒に、暁月の横顔を見つめながら。

　葛葉は改めて、自分達の判断が間違っていなかったと思う。

　暁月を支えると、彼かれを信じて付いて行くと決めた自分達の判断は。そして、

「──で、どうするよ貴子さん？」

　静かな口調で暁月が、結論を求める問とい掛けを貴子へと放つと、

「……………………私はね、暁月」

　ゆっくりと。嵐ノ宮貴子は、自分の想いを口にし始める。

　瞳を静かなものにし、僅わずかに視線を俯うつむかせながら、

「大小含めて多くの企業を抱かかえて、そいつらを市場で立派に戦えるように強くしてきた。それは、自分が生まれた日本という国が好きだったからだ。私はね、日本を愛していたんだよ」

「ああ、知ってる……前にも話してくれたよな」

　と、頷きを返した暁月に、

「日本の命取りになったフェニックス細さい胞ぼう……もう結構前だが、あれの研究開始前、ウチの関連企業にも協力の依い頼らいが来たんだよ。勿論、断ったさ。私は、私達の長年の努力や技術をあっさりと超こえてゆく異世界に関かかわる物は嫌いだからね。その判断は、今でも間違っていなかったと思う。思うんだけどね……」

　そう言った貴子の声に、葛葉はどこか自じ戒かいの念が込められているように感じた。

　まるで──もしあの時に自分が日本という国が誤った道に進むのを止めていれば、今の末路を迎むかえずに済んでいたのだろうかと、自問しているかのように。

「だが、私の愛した日本はもうすぐなくなる。それでもね……私が抱えている連中や、そいつらがこれまで積み上げてきたものまで失わせる訳にはいかない。断じてだ。中には威勢よく上場したものの、強国やコクーンの顔色ばかり窺うかがっている馬ば鹿かな連中もいるが、馬鹿だろうと子供を助けてやる……それが親である私の務めだからね」

　だから、と嵐ノ宮貴子は言った。

「良いだろう──私の抱えている連中と会社、私の資産、そして人脈。付いてくる奴と持ってこれる物を全部まとめて、この人工島へ移ろうじゃないか」
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「やった……！」

　貴子の言葉に、美兎達はワッと歓かん声せいを上げた。だが、

「──ただし、その前に一つ条件がある」

　ギロリと再び視線をキツイものにしながら貴子。

「お前達に賭かけるという事は、それだけ大きなリスクを伴ともなう。先刻も言ったように、私には守らなくちゃならない連中が居るんだ。お前達の案に乗る以外に、利益は少なくとも安定と安全を優先してコクーンに付くという選択肢もまだ残っているしね」

「そんな……っ」

　途と端たんに焦あせりを露あらわにした美兎達へ、

「だから──私を、お前達に賭けさせる気にさせて貰おうか」

「そういうとこは商人だな。言葉で足りないなら、書面にサインでもすれば良いのか？」

「いいや。お前の事は信じているとも暁月。言葉も、その能力も疑っちゃいない」

　軽口を叩たたいた暁月に、貴子は首を振ふって答えた。

　そして、美兎達に視線を移しながら、

「だがそこに並んでいる小こ娘むすめ達たち──この場所にお前が連れて来ている位だ。そいつらが、お前を補ほ佐さしてゆく主要な連中だろう。しかし上がどれだけ有能でも、下に付いている連中が無能じゃ話にならない。下が有能で、上が無能な場合ほどではないにせよね」

　だから、

「その娘むすめ達たちを試ためさせて貰うよ──私のやり方でね。それでもし問題ないようなら、すぐにでもこの人工島へ移動する準備を始めようじゃないか。どうだい？」

「や、やります……っ！」

　断る理由はない。貴子の問い掛かけに、美兎は即そく座ざにそう答えていた。

　リスティら他ほかの四人も同じだ。堅かたい頷きと共に、貴子に承しよう諾だくの意を伝える。

　──貴子の言っている事は、至し極ごく当然の要求だった。

　暁月と違ちがって、美兎達はまだ彼かの女じよの信しん頼らいを得られていないのだ。

　自分達たちが貴子の要求に応こたえる事で、彼女の懸け念ねんを消せるなら是ぜ非ひもない。

　だが、そんな美兎達とは対照的に表情を厳しいものに変えた者がいた。

　暁月だ。

「おいこら、待てババア──アンタまさか、俺とやった時みたいな賭けをこいつらにやらせるつもりじゃないだろうな」

　いきなり態度を豹ひよう変へんさせ、ドスの利きいた声で暁月が凄んだのを見て、

「ちょ、ちょっと……駄だ目めだよそんな言い方」

　せっかく話がまとまりかけていたのに、と美兎は制止する。

　だが、暁月の表情からは本気の怒いかりが見て取れて。

　……ううん違う、これは……。

　怒りではなく、暁月が見せたのは焦りだった。

　……でも、どうして急にこんな……？

　一体何事なのだろうかと、美兎が疑問を得ていると、

「別に賭けをするつもりはないよ。ただちょっと試させてもらうだけさ。その娘達が信じるに足る存在かどうかをね。この嵐ノ宮貴子の全ての財産が懸かかっているんだ。その程度の条件は、悪くないと思うがね」

　と貴子。

「どうする？　嫌いやなら別に止めても良いんだよ。代わりに、今までの話は全てご破算にさせて貰うけどね」

「やりますっ！　いえ、やらせて下さい……！」

　慌あわてて美兎は挑ちよう戦せんの意を示した。

「ちょっと待て、勝手に決めるな──」

「──ううん、お願いアカツキやらせて」

　それでもまだ承諾しようとしない暁月に、懇こん願がんするように言ったのはリスティだ。

「私達はアンタを支えるって決めたの。その私達がアンタの足を引っ張る訳にはいかないのよ」

「そうだね……暁月には、ここまで話をまとめて貰もらったんだ」

「私達が役に立てるなら、何だってやるわ」

　千影と葛葉も言葉を続ける。そして、遥も「ええ」と頷いて、

「やらせていただきますわ。それに、ここでもし私達が嵐ノ宮さんのような力をお持ちの方の眼鏡に適かなえば、私たちの資質を疑う人はぐっと少なくなりますもの──そうですわよね？」

「まあ確かに……私が認めれば、私が連れて来る連中の信頼も得られる事は間違いないだろうね」

　問われた貴子はフッと笑えみを浮かべる。

　すると遥は、眼鏡の女性──黒野亞衣の方へ視線を向けて、

「その際には、貴女あなたが所属ぞくしているアルハゼン眼鏡銀行からも助力を得られると考えて構いませんわね？　黒野亞衣さん」

「その様子ですと、我々の裏の業界の事もご存じみたいですね……」

　穏やかな表情のまま告げてくる亞衣の言葉に、

「遥……裏の業界って？」

　事情が解らない者の代表としてリスティが問うと、

「思い出しましたの。バベルのＡＤや体操服の繊せん維いなどにも使用されている精神感応石オリハルコンは、精せい霊れい石という特とく殊しゆな鉱石を原料としていますの。バベルはそれを『Ｄ．Ｃ』という外部組織から供給して貰っていますが──確かその『Ｄ．Ｃ』とライバル関係にある企業の名が、アルハゼン眼鏡銀行だった筈ですわ」

「それじゃあ……もしそこと協力関係を結べたら」

　千影の言葉に、遥は「ええ」と頷きを見せる。

「今後、私達だけでも新たに精神感応石を量産する事が可能になりますわ」

　そして、それはコクーンと戦う暁月や自分達にとって大きな力となる。

「だったら──」

　言いながら、凰沢美兎は思う。これで、ますます自分達は貴子の試験を受けなくてはならなくなった。そして、何としても彼女に認めて貰わなくては。

「いや、だがな………」

　しかし、なおも食い下がろうとする暁月に、

「お願い……ボク達を信じて、ここは任せて」

　その腕うでを引きながら、凰沢美兎は説得を試みる。真しん剣けんな表情で、

「ボク達も、キミと一緒に戦いたいの……」

　すると、

「…………………………」

　暁月はしばしの間、無言だった。その顔には、厳しい表情が浮うかべられたままで。

　だがやがて、

「………………クソ、解ったよ」

　頭をガリガリ掻きながらようやく暁月は承諾してくれた。

「話は決まったようだね。なら暁月──アンタにはしばらく席を外して貰うよ。傍に居て、万が一にも手助けやアドバイスができないように」

　と貴子。

「そうだね、亞衣としばらく外の空気でも吸ってきな」

「へいへい。仰おおせの通りに……」

　肩かたを竦すくめながら暁月がソファから立ち上がると、

「それでは、屋上にでも行きましょうか」

　微び笑しようを浮かべた亞衣が、先導するように部屋の外へと向かって歩き出した。そして、

「良いかお前ら──絶対に無理はするなよ。あと決して気を抜くな」

　最後に暁月は念を押おすようにそう言うと、亞衣の後に続くようにして部屋を出て行った。
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　暁月と亞衣がロイヤルスイートを出て行くと、応接室は自然と静せい寂じやくに包まれた。

　それを気まずい沈ちん黙もくに変えないため、

「あの、それでボク達を試す試験というのは──」

　美兎は貴子に問おうとして、しかし途と中ちゆうで言葉を切った。

　眼の前の貴子から、それ以上こちらに発言を許さぬ空気が発せられたからだ。

　その空気の名を、凰沢美兎は知っている。

　激しい嫌けん悪おと不快感──それら二つの感情を、貴子は美兎達に向けていた。そして、

「──お前達を試す前に、一つだけ教えておく」

　貴子が、底冷えするような声で告げてくる。

「先刻までは暁月が居た手前、言わなかったが──よく覚えておきな、私はお前達の事が気に入らない。こうして向かい合っているだけで虫唾むしずが走る程ほどにね」

「なっ……どうして？」

　思わず発せられたリスティの問い掛けは、美兎達全員の疑問だった。

　確かに、自分達はまだ貴子に認められていない。

　この状態で、こちらを気に入ってくれというのは無理な話で。

　だが──逆にここまで露ろ骨こつに嫌きらわれる理由も思い付かなかった。すると、

「……解らないかい？　私がお前達を気に入らない理由が」

　そんな美兎達の困こん惑わくが、余計に気に障さわったかのように貴子。

　どうやら相あい性しよう的なものではなく、こちらを嫌うきちんとした理由があるらしい。

　……でも。

　美兎は解らない。自分達は何か、貴子に失礼な真ま似ねをしてしまっただろうか。

「やはりね……どうせ自分達には、特に思い当たるような非はないとでも考えているんだろう。やれやれ、自覚しているならまだ救いようがあったんだけどね……」

　侮ぶ蔑べつを含ふくんだ貴子の言葉に、すると葛葉が冷静な口調で、

「そんな事はないわ……私達にだってまだまだ至らない部分はあるもの」

　だから、

「教えて嵐ノ宮貴子さん……貴女は一体、私達の何がそんなに気に入らないというの？」

　そんな葛葉の問いに、貴子はキッパリと言った。



「なら言ってやろう──お前達が、暁月にとって足あし手で纏まとい以外の何ものでもないからさ」



　貴子から浴びせられた辛しん辣らつな言葉は、完全な断言で。

「そ、それは……」

　遥は口調を苦いものにしながら、

「確かに今の私達は、まだ凰沢暁月やコクーン、朱あけの黄昏たそがれと比べれば力は弱いかもしれませんわ。ですが、これから新しい力を皆みんなで手に入れるために鍛たん錬れんを──」

「どれだけ鍛錬を積もうと、それで強くなれるかどうかは解らないだろう。そんな不確かで都合の良い未来のお前達を、私に信じろなんて言うつもりじゃないだろうね？」

　と貴子。

「お前達に対する評価は、今こうして私の眼の前にいるお前達で行なう」

　だから、

「答えな。これまでに、暁月の足を一度たりとも引っ張った事がないと言い切れる奴はいるかい？」

「それは……」

　貴子の問い掛けに、美兎達は表情を苦いものにした。

　ここにいる誰もが、これまでに何度となく暁月に助けて貰っている。

　──特に、美兎は大小を含めて暁月に助けられた回数など数え切れない程あった。

　そもそも、父ガリウスの最さい期ごの頼たのみを聞き入れて、アレイザードに居場所を失くした美兎をこの世界に連れて来てくれているのだ。もし美兎がいなければ、暁月はもっと自分の目標だけを見据えて行動できていただろう。

　黙だまり込んだ美兎達に、それみた事かと貴子は鼻をフンと鳴らして、

「そんな事だろうと思ったよ。恐らくだが、先日のＪＰＮバベルの一件。あのタイミングで、暁月と氷神京也が戦う原因を作ったのはお前達の筈はずだ──違うかい？」

「ど、どうしてその事を……？」

　確かに。暁月と京也が激げき突とつする原因となったのは、京也が美兎を拉致したからだ。

　──だが、ニュースではまだそこまでの事情は報道されていない。

　真実を見み透すかされた事に、思わず訊きき返した美兎に、

「解わかるに決まっているだろう。今のこの人工島の状じよう況きようが、その事を証明している」

「……どういう意味ですの？」

　眉まゆを顰めて問う遥に、

「お前達も知っていると思うが──暁月の強さを支える能力の一つに、何手も先の状況を見据えた計算力がある。つい先刻、私をやり込めた時のようなね」

「はい……」

　貴子の言葉に、美兎は素す直なおに頷うなずいた。異論はない。これまでも、単に戦せん闘とう能力の高さではなく、暁月の戦略のお陰かげで自分達は危機を乗のり越こえてきた。

　それこそ、アレイザードで行なった和平交こう渉しようを巡めぐる四カ国会談や、その後の戦闘では、暁月がそうした能力の高さを遺い憾かんなく発揮しているのを美兎達も見ている。すると、

「暁月はコクーンや朱の黄昏を潰つぶしてこの世界のあり方を変えようとしている。それも、恐おそらくはずっと前からね。なら、私の助けが不可欠な今の状況はおかしいんだよ」

　そうは思わないか、と貴子。

「もしＪＰＮバベル担当コクーンの氷神京也を倒たおせば、混乱が生じる事は解りきっていた必然だ。だが日本という国が危機に陥おちいり、私や日本企き業ぎようが対応を迫せまられる事になったのはあくまでイレギュラーでしかないんだからね」

「あ……」

　ふと気付いたように、千影が短い声を上げると、

「そう……あの憎にくたらしい位に先を読み、何重にも緻ち密みつに布石を打つ暁月なら、自分達だけで何とかできるような策を練っていた筈だ。得られるかどうか解らなかった、私の助力なんて不確定要素に頼たよったりしなくても済むように」

「……………………」

　美兎達は思わず無言になる。それは貴子の言葉を肯こう定ていする沈黙だ。

　すると、貴子は冷たい瞳でこちらを見据えて、

「これで解っただろう──私が何な故ぜ、お前達の事が気に入らないのか。氷神京也を倒したせいじゃない。お前達のせいで、暁月の計算は狂くるい、アイツは余計な苦労と面めん倒どうを背せ負おい込む羽目になったんだよ」

「──────っ」

　貴子の言葉に、美兎は愕がく然ぜんという感情を覚えた。

　──ＪＰＮバベルの一件で、美兎は京也の人ひと質じちになってしまった。

　それどころか、京也に超ちよう高こう次じ生命体の力まで操あやつられて。

　暁月や他の皆を危険に晒さらしたのである。

　だが──それは暁月が京也を倒し、精神世界で美兎を暁月のものにしてくれた事で解決したとばかり思っていた。しかし、そうではなかったのだ。

　……馬鹿だ、ボク……。

　自分は、自分達は暁月を支えるためにいる筈だったのに。

　これでは貴子の言うように、美兎達はただのお荷物で足手纏いではないか。

「……………………」

　己おのれの考えの甘あまさを美兎が痛感していると、

「ちなみに──お前達はたった今こうしているだけでも、暁月の足を引っ張っていると解っているかい？」

「私達が、こうしているだけで……？」

　貴子の言っている意味が解らずにいるリスティに、

「つくづく救いようがないね……」

　貴子はやれやれと嘆たん息そくした。そして、

「たとえばもし、暁月を脅おどして交渉を有利に運ぶために、私がここでお前達を人質に取ったら──その瞬しゆん間かんにお前達は暁月の足手纏いになるだろう」

「それは……確かにそうですわね。ですが、その心配なら必要ないと思いますわよ」

　キッパリと遥は言う。

「念のため、今の私達はそれぞれ不可視の防護障しよう壁へきを展開していますもの。異世界に召しよう喚かんされていない貴女あなた達たちに魔ま法ほうは使えない。そして銃じゆう器きなどの通常兵器では、私達の障壁は貫つらぬけませんわ」

「へえ、そうかい……」

　と貴子は言って、ふと着物の袂たもとから小さな小こ瓶びんを取り出した。

　中は空っぽ。貴子はそれをこちらに見せながら、

「これが、何だか解るかい──」

　一息、



「──私の持っているバイオ企業の研究所が生み出した、致死性のウィルスだよ」



　その言葉に、

「────っ！」

　美兎達は弾かれたように動こうとして、しかしその場で踏ふみ止とどまった。

　ここで貴子を乱暴に制圧してしまったら、彼女から助力を得られなくなるかもしれない。

　その想おもいが迷いとなり、美兎達の動きを止めていて、

「ほらご覧……たとえ異世界に行っておらず、魔法なんてものが使えなくても、お前達たちを人質に取る事は私にだってできるんだよ」

「……ブラフだね。そんなものを使えば、ここに居る全員が死ぬ事になる」

　呻うめくように言った千影に、貴子はふっと笑って、

「確かにブラフさ。お前の言うように、この瓶びんの中に致死性のウィルスなんてものは入っていない」

　その言葉に、思わず大きく息を吐はいた美兎達に、

「だが──私の所の研究所で作ったウィルスなら、私達の分のワクチンを準備する事はできた。そうなれば感かん染せんしていたのはお前達だけだよ」

「その時は、私達がそのワクチンを奪うばっていたわ……いえ、それ以前に貴女の小瓶の蓋ふたを開けさせない」

　だって、と葛葉。

「私達が貴女達より優すぐれているのは、何も防ぼう御ぎよだけじゃないもの」

「成なる程……だが、それは私がウィルスを今から撒まくと宣言していないと無理だろう。何も言わずに小瓶を開けようとしていたら、その中にウィルスが入っている事を知らなかったお前達に私を止められたかい？　何なら、予あらかじめワクチンを接種しておいて、お前達が入ってくる前に室内にウィルスを撒いておく事だってできたんだよ。それでも、自分達はどうにかできたと言うつもりかい」

「それは、でも……っ」

　リスティがとっさに反論しようとして、しかしその先の言葉を呑のみこんだ。

　美兎は、リスティが何を言おうとしたか察しが付いた。

　そして──何故その言葉を止めたのかも。

　恐らく。リスティはこう言おうとしたのだろう。

　仮定の話であれば、どうとでも言えるじゃないか……と。

　……でも。

　その言葉を口にできなかったのは、貴子の言った仮定の話が荒こう唐とう無む稽けいなものではなく、彼女が実行しようと思えば本当に可能だったからだ。

　認めな、と貴子。

「お前達は油断していたんだ……結界のお陰で外から能力者は入って来ず、この人工島に残った能力者が相手なら、自分達の方が上だから問題ないだろうとタカを括くくってね。ちなみに──暁月はこの部屋に入ってから一いつ瞬しゆんたりとも油断していなかった。流石さすがだよ……私が妙みような真似をすれば、即座に反応して私を止めただろう」

　しかし、

「それは何も私が相手だからじゃない。恐らくアイツは、今日家を出た時から一瞬たりとも気を緩ゆるめていなかった筈だ。今日だけじゃない。氷神京也に勝った時から──いや、恐らくはそのもっと前から、凰沢暁月という男は油断という概がい念ねんをとうに捨てている。だが、お前達はどうだ？　お前達はこれから、とんでもない連中を倒さなくてはいけない暁月を支えなくてはいけないというのに、こうして私なんかにまんまとやり込められて……そんなお前達の事を、どうやって信頼に足ると認めろっていうんだい」

「…………………」

　グウの音も出なかった。俯うつむき沈ちん痛つうな面おも持もちの美兎達に、

「まあ──五人とも見た目だけはそれなりのようだが」

　と貴子は侮蔑を隠かくさない視線をこちらに向けながら、

「とはいえ、暁月の一番の仲間気取りで、プライドだけは一人前のお前達だ。アイツに依い存そんして、甘えるだけで、どうせ女として暁月に抱だかれて悦よろこばせるような事もしていないだろう。あるのは人質になるリスクだけで、女としての役にすら立てていない──要は今のお前達は、そこらの商売女以下って訳だ。そんなお前達が、暁月の傍に居る必要が一体どこにあるのかねえ」

　そして貴子は、ゾッとするような声で決定的な言葉を口にした。



「死んでくれないかねえ……」



　その発言に、

「──────っ」

　美兎達はとっさに、ビクっと反応した。対する貴子は、厳しい言葉を止める事なく、

「暁月の足を引っ張らないように離はなれたところで、人質に利用される可能性は残るんだ。距きよ離りが近いお前達を助けるためなら、暁月は当然のように自分の命を危険に晒すだろう。だったらいっそ潔いさぎよく死ぬぐらいしか、お前達たちが暁月の役に立てる事はないんじゃないかと思うがねえ。お前達がいなければ、暁月が勝てる可能性は高くなる。それならまだ私も、アイツに賭かけてみようという気になるってもんだ」

　いよいよ辛しん辣らつ極きわまる貴子の言葉に、

「……………………………」

「……………………………」

「……………………………」

「……………………………」

　誰だれもが言葉を失い、項うな垂だれる事しかできない中で、



「……………………チャンスを下さい」



　絞しぼり出だしたような声と共に、凰沢美兎は顔を上げた。貴子を真っ向から見み据すえて、

「今のボク達は、確かに貴女の言うようにあの人の足手纏いかもしれない……それでも、これだけは言えます。今のこの世界に、ボク達よりもあの人を──凰沢暁月を支えられる人はいません。ボク達が足手纏いなら、もう誰もあの人を支えられない。だからお願いします。どうかボク達に、貴女と一いつ緒しよにあの人を支えるチャンスを下さい」

　そう言って、深々と頭を下げる。すると、

「フン……真剣そうな顔だけは一人前だね」

　貴子はハッと笑いながら、

「なら──お前達を見定めるために、相応の覚かく悟ごを見せて貰おうか」

「覚悟……？」

　顔を上げてオウム返しに問う遥に、

「三時間やるよ。全員で相談して、この先最も暁月の足手纏いになりそうな奴やつを決めな。五人も居るんだ。一人くらい減っても問題はないだろう」

「減ってもって……まさか」

　ハッとなった美兎達へ、嵐ノ宮貴子は最悪の試練を突つき付つける。

「時間が来たら答えを聞きに来る──私の見ている前で、お前達が決めた一番の役立たずを、お前達の手で殺して貰もらう。何せこれから先、お前達には常に暁月の足手纏いになるリスクが付き纏まとうんだ。だったら最低でも、いざという時には足手纏いを切り捨てる事や、それこそ自分が犠ぎ牲せいになる覚悟が必要だろう。もしまた先刻の私が小瓶のブラフを仕し掛かけた時のように対応を迷えば、その躊ちゆう躇ちよが最悪暁月を殺すかもしれないんだからね」

　構わないだろう？

「この嵐ノ宮貴子の全財産二百兆と長年培つちかってきた人脈を、たったの一人の命を犠牲にするだけで手に入るんだ。お釣つりがくる位だよ」

　勿もち論ろん、

「誰よりも暁月を支えられると啖たん呵かを切ったんだ──よもや嫌いやとは言うまいね？」
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　心ここ地ちの良い風が吹ふいていた。

　様々なビルが建ち並ぶ商業地区──その一帯を見み渡わたせる、シティホテルの屋上で。

　凰沢暁月は先さき程ほどから、黒野亞衣との会話に花を咲さかせていた。

「ふーん、古美術なんかの芸術的価値の高い眼鏡を取とり扱あつかうファンドか……」

　感心したように告げた暁月に、亞衣は微笑を浮かべながら、

「ええ。後は、将来価値が高くなると思われるものも取り扱いの対象ですね」

「で──その裏では、特とく殊しゆな能力が付加された眼鏡を探たん索さく・回収して保管している……と。まあ、それなら眼鏡銀行って名乗るのも理解できるけどよ」

　と、暁月は言いながら、

「しかし、《魔ま鏡きよう》だったか……本当にそんな魔導具みたいな眼鏡あるのか？」

「ありますよ。勿論、そんなに沢たく山さんは存在しませんけれど」

　と亞衣。

「異能の力は何も、異世界にしかないものじゃありません。一いつ般ぱんにその存在を知られていないだけで、この世界にだって異能は存在します。ＥＳＰなどに代表される超ちよう能のう力りよくやオカルト系の呪じゆ術じゆつなんかも、その多くは紛まがい物ものですが、中にはきちんと本物も存在していますから。何より、他ほかの世界からしてみれば私達の世界だって立派な異世界です。それこそ異世界の中には、この世界に存在する当たり前の科学技術すら、魔法のように思う所もあると思いますよ」

「まあな……」

　それは事実だ。暁月が行っていた異世界アレイザードからしてみれば、この世界の科学水準は魔法にしか見えないだろう。それらに接した美兎やリスティが「凄すごい」と口にした数は、暁月が彼かの女じよ達たちを感じさせて言わせた回数よりも多いだろう──遺憾ではあるが。

　そして。暁月は、亞衣が口にした超能力やオカルトの存在を否定しない。

　異世界に召喚された者が魔法などの特殊能力を得られるのは、それまでの物理法則や常識という概念から魂たましいが解放された事により、己の中にあった特殊能力に目覚めるからで。

　よって異世界へ行くというプロセスを経へなくても、自分の中に眠ねむる能力を使えるようになった人間がいてもおかしくはない。ただし──その数は、亞衣の言うように異世界からの帰き還かん者しやと比べると、非常に少ないだろうが。すると、

「──ちなみに、私が掛かけているものも、その《魔鏡》の一つです」

「へえ……そいつが？」

　暁月の目には、ただの普ふ通つうの眼鏡にしか見えないが。

「ええ。よければ、少し試ためしてみますか？」

　と亞衣は悪戯いたずらっぽく笑って、

「凰沢さん。どこでも良いです。私の身体に触ふれてみてください」

「おいおい、どこでも良いのか？　こう見えても、俺おれは人並みにスケベだぜ？」

「はい──余り変な所でなければ」

　笑えみを僅わずかに苦く笑しようへ変えた亞衣に、

「──そんじゃ、遠えん慮りよなく」

　言うなり、暁月は亞衣へと手を伸のばした──迷う事なく豊かな胸へと向かって。

　ところが、

「……あれ」

　暁月の手が触れたのは虚こ空くうだけだった。

　避よけられた訳ではない。亞衣は同じ場所に立ったままでいる。

　暁月の手が、まるで暁月の意思に反するかのように亞衣の胸を避けたのだ。

　……おいおい。

　有り得なかった。よりにもよって、この凰沢暁月の手が女の胸を避けるなどと。

　しかし──暁月が何度触れようとしても胸はおろか、亞衣の服にさえ触れられなくて、

「こいつは……ん？」

　眉を顰めていた暁月は、ふと亞衣の掛けている眼鏡のレンズに淡あわい蒼あおの輝かがやきを見た。

　レンズの奥おくで、瞳ひとみに笑みを映した亞衣が、

「これが私の《魔鏡》の能力の一つです。見ている対象が行なう事象を調律し、自然な範はん囲いで変へん更こうする──今のは、私に触れようとする凰沢さんの手の軌き道どうを変えさせて貰ったんです」

「へえ……大したものなんだな、この世界の魔導具も」

　素直に感心したように言う暁月に、

「勿論、《魔境》に使用されている精せい霊れい石の純度やデザイナーの精製技術によって、それぞれ付加されている能力は異なりますし、力の大小にも差が出ます。中にはそれこそ、大した力ではないものもありますよ──当然、反対に凄すさまじい力を宿したものもありますけどね」

　と亞衣。

「私の掛けているものは、最強の万能タイプ──そのレプリカなんです。本物と比べればずっと力は弱いですけど、それでも数ある《魔鏡》の中でもトップクラスのものです。掛け手を選ぶ、扱いが非常に難しいものなんですが、私はこの《魔鏡》と縁があったお陰で使いこなす事ができています。幾いくつもの能力を操れるので、中には私の事を『眼鏡使い』なんて呼ぶ方もいますね」

「『眼鏡使い』ね……」

　確かに。

　今のように暁月の動作──その事象そのものを歪められる力など、異世界に行った者が得られる魔法などの特殊能力と大差ない。しかも亞衣の話では、同レベルの能力を他にも幾つか使用できるようだった。言うなれば、概念能力を複数使用できるようなもので。

　亞衣の言うように、確かにそれは最強の力なのかもしれない。

　……まあ。

　とはいえ、もし暁月が亞衣と戦えば、勝つのは間ま違ちがいなく暁月の方だろう。

　あくまで最強なのは魔導具であるあの《魔境》で、亞衣自身ではないのだから。

「しかし……俺おれ達たちが精神感応石の原料にしている精霊石ってのは、今の話だと《魔鏡》を作るための原料みたいじゃないか」

　と暁月。

「良いのかよ？　そんな大事なものを供給して貰って」

「はい。大だい丈じよう夫ぶです……この眼鏡がありますから」

　と亞衣は《魔境》のテンプルにそっと触れながら、

「そちらが精霊石から精神感応石という素材を精製できるように。私も普通の鉱石を、精霊石に精製する事ができるので」

「成る程ほどな……そいつは万能だ」

　暁月が苦笑すると、

「でも──まるで、私達が協力する事はもう決まっているみたいに言うんですね。貴子様は、お連れの皆みなさんにかなり過酷な条件を出されていると思いますけど」

　亞衣は穏おだやかな笑みを浮うかべて、

「彼女達を信じているんですね──きっと乗り越えられると」

「まあな。ちょっと素直すぎる奴らだけど、それがアイツらの最大の長所でもあってな」

　と暁月。

「バアさんの言葉に惑わされたり、迷ったりしなければ、多分大だい丈じよう夫ぶだろ」

　まあ、

「それを見み越こして、あのバアさんは最悪な条件を出すだろうけどな」

「でしょうね……」

　ふふ、と楽しそうに笑った亞衣に、

「──とはいえ、バアさんはこの人工島へ移住するメリットはある。でもアンタは何で俺達に協力してくれるんだ？」

　不思議そうに暁月は問う。

「アルハゼンって言ったよな……ひょっとしてアンタの組織、バアさんから多額の出資でもして貰っているのか？」

「いいえ、そういう訳ではないです。勿論、貴子様にはお世話になっていますけれど」

　と亞衣は言って、表情を真しん剣けんなものにすると、

「凰沢さん……私達が力を貸す事になった場合、貴方あなたに一つだけお願いしたい事があるんです。コクーンだけでなく、朱あけの黄昏たそがれとも戦う事になるであろう貴方に」

　そして、亞衣は胸むな元もとから一枚の写真を取り出した。

「これを……」

　手渡された写真には亞衣と、もう一人別の女の子が写っていた。

　背の小さい、可愛かわいらしい笑え顔がおの少女だ。

　二人とも制服姿である事から察するに、恐おそらく高校時代か何かの写真だろう。

　……ん？　この眼鏡……。

　ふと暁月は気が付く。

　亞衣と一緒に写っている少女は、亞衣が今掛けているものと同じ眼鏡を掛けていた。

　対する写真の中の亞衣は、今とは異なる別のものを掛けている。すると、

「彼かの女じよは私の親友なんです。そして──今は朱の黄昏に所属しているそうです」

「黄昏に……？」

「どんな些細な事でも構いません。もし凰沢さんの方で彼女に関する情報を得られたら、すぐに私に連れん絡らくして下さい……それが、私が貴方に協力するための条件です」

「……何て名前だ？」

　暁月の問とい掛けに対し、黒野亞衣は悲痛な表情で言った。

「深み鏡かがみめめこ──二年前から行方が掴めない、私の前の『眼鏡使い』です」
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　暁月が、亞衣から受け取った写真をポケットへ入れた時。

　屋上の扉とびらが音を立てて建物の中から開かれた。

　やってきたのは、貴子に付いているメイドの一人で、

「失礼します暁月様、亞衣様」

「よお──沙耶香、どうした？」

　しずしずと頭を下げた顔見知りのメイドに問うと、

「貴子様からお出しした移住の条件について、暁月様のお連れの皆みな様さまには、彼女達だけでしばらくお考えになっていただく事になりました。全すべての結論が出るまで、あちらへお戻りになるのは控えていただくよう申し付かっております」

「ったく……あのバアさん、どうせ俺の時みたいに無む茶ちやな事を言ったんだろ」

　やれやれといった暁月の言葉に、メイドは「まさか」と穏やかに笑って、

「私も貴子様のお世話をさせていただいて、それなりになりますが──恐れながら、貴子様と暁月様が行なわれたあの三番勝負の賭けよりも凄惨なものは、私の知り得る限りありません」

　それこそ、

「あの時と比べれば、今回彼女達に出された条件など楽なものです」

「だと良いけどな」

　肩かたを竦すくめる暁月に、

「付き合いの長いメイドさんにそこまで言わせるなんて……貴方の時は、貴子様と一体どんな賭けを？」

　呆あきれたように亞衣が訊たずねてくる。

「悪いが、そいつは言えないな……」

　と、暁月は苦笑。

「何せ。他人に知られちまうと、バアさんも俺も立場的にかなりヤバイ事になっちまうんでね」

　それに、と言って、

「自分が負けた時の話を勝手にされたら──バアさんがカンカンに怒おこるだろうしな」

　少なくともこのタイミングで貴子の機き嫌げんを損なうような真ま似ねはする訳にはいかない。

　しかし、

「しばらく掛かるって話だが、どれくらい時間を潰せば良いんだ？」

「あと三～四時間程です。もしホテル内に戻もどられるなら、お待ちいただける別の部屋をご用意しています。必要ならシェフなども自由にお呼びいただき、お食事を取られても構いません……」

　そこまで言うと、メイド──沙耶香は暁月へと近付いてきた。

　そして、そっとこちらへ身体を寄せると、

「それとも──何でしたら前のように、また私達を可愛がっていただけますか？」

　潤うるんだ瞳で暁月を見上げてくる。

「私達……暁月様にまたお会いできるという事で、みんな楽しみにしていたんです。そうしたら、こんなに逞しくなられていて……あれからどれだけ素敵になられたか、よろしければ私達に教えて下さい」

「そいつは、魅み力りよく的な提案だな……」

　と、沙耶香の腰こしに手を回しつつ暁月。

「──だが悪いな。それだけ時間があるなら、俺の方でもちょっと済ませておきたい野暮用があるんだ」

　暁月は笑って、メイド服の上から軽く沙耶香の尻しりを撫なでてやりながら、

「お楽しみはまた今度な……その時は、たっぷりと今の俺を教えてやるよ」

「…………はい」

　少しだけ名残惜しそうにしながら、沙耶香は頷うなずいた。すると、

「でも、こんな素す敵てきなメイドさんのお誘いを無視するなんて……どんな野暮用が？」

　こちらのやり取りを聞いていた亞衣が、苦笑しながら問い掛けてきた。

　だから、凰沢暁月は「ああ」と亞衣を振ふり返かえり、そして告げる。

「ちょっとな──ケリを付けておかなきゃいけない事が一つあるんだよ」
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　人工島の第三番街区の居住エリア。

　それは、ＪＰＮバベルに通う学生の多くが居住する地区だ。

　そして。

　暁月達が暮らす凰沢家も存在するこのエリアの外れに、一軒のアパートが建っている。

　家賃の安さがウリの単身者用アパート──その一室に今、響ひびいている声があった。

　ベッドの上に足を組んで寝そべり、天井を見上げながら、

「だから酷えんだよ、本当に……これまで俺が何度も危ないとこフォローしてやってるのに、『悪いな』とか『サンキュー』とかしか言わないんだぜ？　そりゃ団長の命令だから、監視とかして異世界まで付いて行ったりしたけどよ。正直やってられねえよ毎回毎回。もう限界だ。ああ、流石の俺も限界ですともよ。俺は別に、アッキーの使い走りじゃないんだっつーの！」

　その部屋の主──海堂元もと春はるは携けい帯たい電話で通話中の相手に己おのれの抱かかえる不満をぶちまける。

「なあ……聞いてるかよ、めめっち？」

『…………ええ。聞きたくないですけど、先刻から無理やり聞かされてますから』

　電話の相手──深鏡めめこが冷たい声を返してくるが、海堂は構わない。

「手の掛かるアッキーにいつもいつも振り回されて、俺はもう気の休まる時がねえよ。なあ……可哀想だと思わないかよ？」

『そうですね。いきなり電話が掛かってきて、先ほどから恋人の男性の我わが侭ままに振り回されている女の子の愚痴みたいな話を、よりにもよって海堂さんから延々聞かされ続けている私の方が可哀想だと思いますけど。一体いつまで、このホモ話みたいなのを聞けば良いんですか──少し前から私、正直吐きそうなんですが』

　すると、

「おいおい、めめっち……勘弁してくれよ」

　と、げんなりしながら海堂。

「俺はあれだ、超ノーマルだぜ。振り回されるなら、普通に可愛い女の子じゃないとよ」

　まあ、と少し照れながら、

「めめっちになら、俺──振り回されても良いけどな」

『………………』

　数秒間の無言の後、ブツッという音と共に通話が途切れた。

「あれ、もしもし……？」

　海堂は切れた電話を即行でリダイヤル。

『…………………………はい』

「おお、何か急に電話が切れたからよ。電波が悪いのかな……めめっち、そっちはちゃんとアンテナ立ってるかよ？」

『切れたのは私の我が慢まんで、悪いのは海堂さんの頭で、立っているのは私の腹です。電話も電波も悪くありません』

「またまた、そんな事言って素す直なおじゃねえよ。掛け直したらこうしてちゃんと出てくれるのによ」

『出なかったら、電話とメールの着信件数が酷い事になる未来が視えたからです。これは苦渋の決断です』

「やれやれ……めめっちにまで迷めい惑わくを掛けるなんて。ますますアッキーは許せねえな」

　と海堂。

「大体、団長も団長だっつの。あの無む駄だに乳デカ女、こっちが逆らえないと思ってホイホイ命令しやがって──ん？」

　ふとキャッチホンを報しらせる電子音が鳴り、海堂は液晶画面を見る。

「げっ……」

　表示名──『乳デカ女』。途と端たんに海堂は冷や汗を掻かきながら、

「……なーんつってな。めめっち、でもやっぱり団長って良い女だよな」

『？　どうしたんです突とつ然ぜん。乳デカ女じゃなかったんですか？』

「いや、あれは恥はずかしくて素直になれない俺の少年ハートが言わせただけだ。ホラ、俺ってツンデレだからよ。本人を前にすると言えないけど、前から思ってたんだ。団長って素敵だなってよ」

　着信が止んだ。どうやら辛うじて助かったらしい。思わず海堂が長い嘆たん息そくをすると、

『そんなに嫌なら、早くその人工島を出れば良いのに──どうしていつまでもそこに留まっているんです？』

　ふと、電話の向こうからめめこの問い掛けがくる。

『団長からは、凰沢暁月の監視を止め、撤退しても構わないと言われている筈はずでは？』

「………………まあ、そうなんだけどな」

　自然と歯切れが悪い返事になった。

『あれですか。素直になれない海堂さんの、ツンデレホモ心ってヤツですか』

「もうホモネタはいいよっ！　頼たのむからそれ、他の連中に言ったりするなよっ？」

　黄昏の仲間内でホモ扱いされるようになったら末期だ。恐らくそうなれば、海堂はガチで泣く。いや──万一それに反応して、暁月の美学が炸裂してもマズイので泣かないが。

「やれやれ……」

　確かにセシルからは、もう暁月の監視は必要ないと言われている。

　恐らくセシルは、暁月の事を気に入ったのだろう──それも相当に。

　よって、もうこれ以上暁月の事を知る必要はないと判断したのだ。

　世界へ向けて発信された暁月の想おもいを乗せた言葉と、超ちよう高こう次じ生命体の力を手に入れた京也を倒たおした事で、セシルの暁月に対する評価は最高ランクに達し、今後下がる事はまずなくなったのだろう。美兎が超高次生命体である事も報告したのだが、セシルの興味は美兎よりも明らかに暁月の方へ向いていた。

　……災難だな、アッキー。

　暁月の未来は悲惨だ、と海堂は思う。

　何せこれからは、この世界で最強の女に狙われる事になったのだから。

　……しかし。

　こちらがこれからどうするべきか悩んでいるというのに、こう毎度毎度クールにめめこからあしらわれてばかりでは面白くない。

　だから。意地の悪い物言いしかしないめめこに、海堂はちょっとした意趣返しを試みる。

「ああ──そういや今、アッキーを訪ねて日本本土から客が来ているみたいでよ」

『そうですか。海堂さんのライバルですね』

「違ちがうけどな。超高次生命体の凰沢美兎の概がい念ねん結界が展開しているせいで、どうせめめっちの魔眼でも視えてないんだろ？」

『ええ。お陰かげで海堂さんの顔を視なくて済むので助かってます』

「つれないな～、まあ珍しい客だから、めめっちに視て貰もらおうかと思ったんだけどよ」

　と海堂は笑みを浮かべながら、

「一人は日本の経済を陰で牛耳っていた、本人も資産もバケモンみたいなバアさんでな」

　一息、



「──もう一人は、アルハゼンって組織の日本支部長が来ているらしい」



　そう告げた瞬しゆん間かんだった。

『────────』

　スピーカー越しでも解わかる。電話の向こうの空気が明らかに変わった。

　その反応に海堂は笑みを深めながら、

「何でも世にも珍しい眼鏡ファンドらしいんだが、その日本支部長、偶然にもめめっちと同い年らしいぜ──黒野亞衣っていうんだそうだ」

『…………………………』

　海堂の言葉に、めめこはしばらく無言だった。

　だから、海堂はひたすら相手の応答を待つ。この情報を聞いて、深鏡めめこが一体何を口にするのかを。そして、

「…………海堂さん。まさか、人の過去を勝手に調べたんですか？」

　珍しく明確な怒いかりの感情を含ふくんだ声で、めめこがこちらへ問うてくる。

「まさか……たまたまだよ、たまたま。めめっちのような千里眼とは行かないが、俺の情報収集能力だってそれなりだって知ってるだろ？」

　と海堂は笑って、

「まだ諦あきらめてないんだろうなぁ、彼女は。親友を──めめっちの事をよ」

『…………………………』

　その言葉に、めめこは再び無言になって。やがて、

『私にはもう関係ありません。あの組織も──そして亞衣ちゃんも』

　それだけを言うと、一方的に電話が切られた。

「おお、怖え……」

　海堂は苦く笑しようしながら思う。

　これが、気に入っている女の子を苛める男の子の心理だろうかと。

　──すると、

「…………ん？」

　再び海堂の携帯が着信を報せた。まさか──また恐怖の『乳デカ女』だろうか。

　恐る恐る表示された名前を見ると、自然と表情がげんなりとしたものになった。

　海堂元春は呟つぶやく。

「噂をすればってやつかよ……あーあ」
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　貴子が、室内に控えていたメイド達を引き連れてロイヤルスイートを出て行って。

　応接室へ完全な静せい寂じやくが降りた後──美兎達たちは、どうすべきかの相談を開始した。

　貴子から宣告された条件は『美兎達五人の中で、今後暁月にとって最も足あし手で纏まといになる者を相談して選び、美兎達の手で殺せ』というもの。

　──こういう無茶な提案の場合、大抵はただの脅おどしである事が多い。

　いざという時に、暁月のために死ぬ覚かく悟ごが美兎達にあるかどうかを試ためしているだけで。

　本当に誰だれかを選んで殺すなどという行こう為いは、相手も求めていない事がほとんどだ。

　だが──その希望的な観測を、美兎達は否定した。

　貴子がこちらに告げたのは、決して脅しなどではないと解ったからだ。

　相手が自分達を試しているだけなのか、それとも本気なのかを感じ取るだけの機微は美兎達も備えている。

　何より。あの暁月が、部屋を出てゆく前に心配そうに自分達へ言ったのである。

　絶対に無理はするな──そして決して気を抜ぬくなと。だとしたらもう疑う余地はない。

　貴子は間違いなく、本気で美兎達に誰かを殺すように命じているのだ。

　それは普ふ通つうに考えれば、決して受け入れたくない──否、受け入れられない要求。

　凰沢美兎、リスティ・シェルフィード、五泉いずみ千影、桐元葛葉、七瀬遥。

　ここに居る五人は、これから共に暁月を支えてゆくと誓い合った仲間──同志だ。

　美兎達の間には、決して揺ゆらぐ事のない強い絆きずなが存在している。

　誰が優すぐれているわけでも、誰が劣おとっているわけでもない。

　全員が想いと立場を同じにしているのだ──暁月の下で。

　よって美兎達の中に、自分達の誰かを犠ぎ牲せいにするという考えはなかった。

　──だが、嵐ノ宮貴子の助力は何としても得なくてはならない。

　貴子は、今後コクーンや朱の黄昏とこの世界の在り方を懸かけて戦う暁月のために、絶対に手に入れなくてはいけない協力者で。

　ならば自分が犠牲になる──そんな決意を誰もが抱いだいた。

　遥が「自分が最も暁月に付くと決めるのが遅かった」と言えば、リスティが「自分が最もこの世界に慣れておらず迷惑を掛かけてしまう」と反論した。葛葉が「自分が最も幼く、足手纏いになる」と告げれば、千影が「自分は他ほかの誰かが犠牲になる事に耐たえられないから」と訴うつたえた。

　誰が死ぬか。やがて議論は白熱し、互たがいに譲らぬ感情のぶつけ合いになっていって。

　その時だった──それまで黙だまっていた美兎が、ようやく口を開いたのは。

　静かに、しかしハッキリとした声で、

「──駄だ目めだよ皆」
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　美兎の発した言葉に、その場は水を打ったように静まり返った。

　とっさに千影は「でも──」と反論しようとして、しかしできなかった。

　普ふ段だんは優やさしく、どちらかといえば控えめな性格だというのに。美兎の瞳ひとみには、有無を言わせぬ力があって。千影は思わず息を呑のんだ。恐らくリスティや葛葉、遥も同じだったのだろう。美兎の気き迫はくとも思える雰ふん囲い気きに気圧され、誰もが言葉をなくして黙り込む。

　すると、

「嵐ノ宮さんに──彼女の言葉に囚とらわれすぎたら駄目。ボク達が大事にしなければいけない人の言葉は、別にあるんだから」

　と美兎。

「あの人が言っていたでしょ。『絶対に無理はするな』って。もしここでボク達の中の誰かが死んだら、あの人の想いを裏切る事になっちゃうよ」

「で、でも美兎……嵐ノ宮さんの協力は何としても得ないと」

　美兎の言葉に、千影はようやく反論する。

「あたし達だって、何も無駄死にするつもりはない。でも彼女の持つ力はとても大きいんだ……それこそ、これからの暁月の運命を左右する程ほどにね」

　そして、

「この中の誰かが死ぬ事で、その力が手に入るなら──暁月の役に立てるならあたしは」

「ですわね……私も、何も無駄死にするつもりはありませんわ。凰沢暁月の想いを裏切るつもりも」

　でも、と遥。

「生きていれば、何かで凰沢暁月の役には立てるでしょう。ですが、嵐ノ宮貴子が持つ力は、彼かれのために諦める訳にはいかないものですわ」

「そうかな……諦めちゃいけない事は他にあると思うよ」

　と美兎は静かな声で言った。

「約束したよね──皆みんなで一いつ緒しよに、あの人を支えていくって」

「でも、それは彼の……暁月のために命を懸けるという約束でもあるわ」

　だから、と葛葉。

「ここは命を懸けても良い所の筈よ……もし逃げたら、私達がした覚悟が口だけのものになってしまうもの」

「美兎ちゃん……美兎ちゃんは、嵐ノ宮さんの協力が得られなくても良いと思うの？」

　と、リスティが問うと、「ううん」と美兎は首を振った。

「あの人のためにも、嵐ノ宮さんの協力は何としても得たいし、得るつもりだよボク」

　でも、

「ボクは──皆と一緒にあの人を支えていくって約束も諦めたくない。ただそれだけ」

「………………」

　譲らぬ瞳で言い放つ美兎に、千影は苦い表情になる。

　確かに。自分達の中で、進んで死にたいなんて思っている者はいない。

　……でも。

　自分達のせいで、貴子の協力が得られずに終わる──そんな事態にする訳には断じていかない。暁月の足を、これ以上引っ張る訳にはいかないのだから。

　そんな想いを抱いていると、

「『どれだけ理由を正当化しようと、自分から死ぬ事は自己犠ぎ牲せいとは言わない──そんなものは、最低の選せん択たく肢しに逃げているだけだ』」

　重い口調でそこまでを言うと、美兎はふっと自嘲気味に笑って、

「これね……ランキング戦の時に死のうとしたボクに、あの人が言ってくれた言葉」

「美兎ちゃん──」

　思わずリスティが言葉を失うと、

「その時、あの人に凄すごく怒られたんだ。怖かったよ……だって本気で怒っていたもの」

　そして、と美兎。

「この間は、超高次生命体だって解って、これ以上迷惑を掛けないように、皆を危険に晒さないように消えようとしたら、あの人はそれを止めにきてくれた。そしてボクをあの人のものにするって……自分で死のうとするなら、俺おれが貰ってやるって。そしてボクは、あの人の──凰沢暁月のものになったの。だから、絶対に死ぬ訳にはいかないんだ」

「それはそうですわ……美兎は凰沢暁月に一番近い距きよ離りに居ますし、今でこそその力は使えなくても、超高次生命体という切り札にもなり得る」

　と遥。

「だから、ここは私達の中の誰かが──」

「──駄目だよ。あの人が生徒会長さん──氷神さんと戦わなくちゃいけなくなった直接の理由はボク。ボクがいなければ、ボクがこの世界に来なければ、あの人が父さんを倒した時に一緒に死んでいれば、そもそも今の状じよう況きようにはならなかったんだから。そして嵐ノ宮さんが言っていた、いざという時に人ひと質じちになって一番迷惑を掛けるのも、超高次生命体のボクだよ。だから、死ぬとしたら皆じゃない……ボクなの」

　断固とした瞳で、遥を見ながら美兎。「でもね」と言葉を繋げて、

「ボクはもうあの人のもので、自分で死んで良い権利はないんだ。だから死なない──ううん、死ねないんだ。それにランキング戦の時、こうも言われたんだ。ボクが死ぬ事なく、ボクの助けたい人がみんな助かる……それが最善で、その最善を諦めるなって」

「美兎……」

「諦めたくないんだ、ボクは。あの人の事も、皆の事も、ボクの事も──そして嵐ノ宮さんの事も。嵐ノ宮さんの力を借りるために、誰かが死ぬのなんて簡単だよ。自分の命を諦める事なんて、誰にだってできる事なんだから。難しいのは諦めない事なんだ」

　だって、と美兎。

「この先きっと、もっと辛い──もっと苦しい状況が来るかもしれない。それこそ本当に命を捨てなきゃ乗り越えられないような事態も。でもそれが何回かあって、その度にボク達たちが死んでいたら、誰があの人を支えるのさ。そもそも、ここで誰かが死ねば、あの人はこれ以上ボク達が死んだりしないように、ボク達と距離を取っちゃうよ。皆こそ良いの？　そうなると、ボク達はいよいよあの人のために何もできなくなっちゃうじゃない」

「それは……」

　確かに美兎の言う通りだ。

　暁月のために千影達の誰かが死んだと知ったら、暁月はこちらを遠ざけるだろう。

「確かにボク達は今、絶対に失敗できない場所にいる。でも忘れないで……お泊とまり会のあの日に約束したボク達の未来は、もっと先まで続いていた筈だよ。こんな所で死んでなんかいられない。あの人が戦おうとしているのは、この世界の頂点なんだから。だからお願い、こんな事で諦めないで。ボク達が死なずに、嵐ノ宮さんの力を貸して貰える方法を考えようよ──皆で一緒に」

　美兎が口にした想い。それは心の底からの強い願いで。

　しばしの静寂に包まれた応接室。誰もが言葉を失い沈ちん黙もくする中で、

　……そうか。

　五泉千影は理解する。自分達は、嵐ノ宮貴子に「暁月の足手纏い」「何の役にも立っていない」と言われ、冷静な思考を失っていたのだと。そして同時に思うのは、

　……強くなったんだね、美兎は……。

　ＪＰＮバベルに通い始めた頃ころの美兎なら、今のような事は絶対に言わなかっただろう。

　それでも暁月の傍に居て、彼の背中と横顔を見つめ続けて少しずつ変わっていったのだ。

　そんな美兎を、その表情を眩しいと千影は思う。だが──自分も負けてはいられない。

「…………そうだね、諦めるのはまだ早いかもしれない」

「千影──？」

　驚おどろいたようにこちらを見た葛葉に、千影は苦笑しながら、

「約束の時間までまだしばらくある。考えてみようよ。あたし達の誰も死なずに済む方法を。あたしも誰かが死ぬ位なら、自分が死ぬって思っていたけど……皆が死なないで済むなら、あたしもまだ生きていたいからね」

　それに、

「美兎が言ったのとは少し意味が違うけど、確かに少し簡単すぎる気がするんだ」

「？　どういう事？」

　訊たずねてくるリスティに、千影は己おのれの抱く疑念を口にする。

「嵐ノ宮さんの条件さ。あたし達が一人死んだくらいで、本当に力を貸してくれるかな」

「あ……」

　ハッと気付いたように葛葉が声を漏らす。

　そう──何せ貴子が持つ資産と人脈は計り知れないものだ。幾ら人命が尊いとはいえ、それでもたった一人の命と引き換えにする程度で手に入れられるようなものではない。

「確かに……冷静になって考えてみると、少し疑問を感じますわね」

　と遥。

「彼かの女じよは私達の覚悟を試すと言いましたわ。ですが簡単に自分の命を諦めるような者を信用してくれるとも思えませんわね」

「でも──先刻の嵐ノ宮さんの言葉」

　と葛葉。

「私達の誰かに死ぬように言った言葉も、単なる脅しとは思えないわ」

「そうね……恐おそらく、本気で誰か一人を殺せって言ったんだと思う」

　リスティは、考え込むように口元に拳こぶしを持っていきながら、

「きっと彼女は私達に、誰か一人殺す以上の覚悟を──答えを求めているのよ」

「かといって、単純に二人以上死んでやる訳にもいかないよ。こっちは一人でも御ご免めんなんだ……ねえ美兎？」

「うん……じゃあ考えてみようよ」

　千影の問とい掛けに、美兎は微び笑しようと共に頷うなずいた。そして、この場の意思をまとめる。

「ボク達と──そしてあの人にとっての最善を」
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　人工島を離はなれる者が後を絶たない中、それでも島に残る者もいる。

　そこへ、暁月の思想に共感して新たにやってくる者も加えれば人口は微減に留まって。

　昼食時ともなれば、やはり飲食店は混雑する。

　だが、午後の二時を回れば多くの店がランチタイムを終了。

　この島での新たな未来のために、人々は午後の仕事へと取り掛かってゆく。

　──そんな中。ランチタイムとは多くの店が無縁のジャンルの食事がある。

　それは日本が世界に誇ほこるＢ級グルメ──ラーメンだ。

　そして。商業地区の細い路地にあるとある店で、一組の客が席を立った。

『どうもー、ありがとうございましたー！』

　合唱のような店員達の見送りを背中で聞きながら、海堂元春は赤い暖の簾れんを掻き分けて店の外へ。すると、

「ふー食った食った」

　こちらの想いを代弁するかのように言った青年が、海堂の視線の先に居た。爪楊枝を咥え、満足そうな顔をしているのは、この人工島の未来を新たに作ろうとしている青年。

　凰沢暁月だ。だから、

「……ご満まん悦えつなところ悪いんだけどよ。いきなり呼び出したと思ったら、何でまたラーメンなんだよアッキー？」

　頭の後ろで手を組み海堂が問うと、

「ん？　何だ、他のモンが良かったのか？」

「いや、そういう訳じゃなくてよ……」

「この店、前に一人でぶらついていた時に偶然見つけてな」

　と暁月。

「俺の中じゃ、この人工島で一番のラーメンって言ったらここなんだ。だから、前から誰かに食わせてやりたいと思っていたんだが、中々その機会がなくてな。連れて来たのは海堂、お前が初めてだ」

　そこまで言うとニッと笑って、

「結構美味かっただろ？」

「まあ、そりゃ……」

　海堂は素す直なおに同意する。確かにラーメンは美味かった。

　何なら今後、定期的に通っても良いかもしれないと思える位に。しかし、

「本当に良かったのかよ、奢ってもらって？」

　そう。ラーメンの代金は、海堂の食べた分も暁月が払ってくれていた。

　暁月は「ああ」と笑って、

「お前には、いつも色々と世話になってるからな……こんなもんで良ければいつでも奢ってやるよ」

「アッキー……」

　海堂は驚いたように眼を丸くして、

「お前──まさかこれまでの貸し、ラーメンでチャラにする気じゃないだろうな？」

「バーカ、そんなつもりはねえよ。俺が食いたいのに、急に付き合わせたからな。勘定を持つのは当たり前だろ」

　さらりと暁月は言って、

「何せこの所、飯はいつもウチの女共と一緒だからな……たまにはダチと食うのも悪くないと思ったんだよ」

　まあ、

「お前に、ちょっと野暮用もあったしな」

「……野暮用？　おいおい何だよ、また厄やつ介かい事かよ」

　だったら帰るぞ、と顔を顰しかめた海堂に、暁月は笑って、

「心配すんな……そんな大した事じゃねえから」

「大した事ないからとか、そういう奴やつが一番怪しいんだよ」

「いいから、ホラ後ろ乗れよ」

　そう言って暁月が跨ったのは、精せい霊れい駆動式の巨きよ大だいモンスターバイク『スレイプニル』で、

「…………なあ、アッキー」

　海堂はそんな暁月に、

「男をタンデムに誘さそうとか──お前まさかホモだったのかよ？」

　めめことの電話を思い出し、思わずドン引きの表情で告げると、

「はっはっは──ふざんけな、轢くぞオラ」

　暁月はドスの利きいた声で言って、

「生あい憎にくとここじゃできねえ話なんだよ。それに、コイツと引き合わせてくれた時に言ってただろお前。自分は試してみたけど駄目だったって」

「ああ、まあな……」

　意思を持ち、やすやすと音速を超こえられるバイクだ。

　海堂としても乗ってみたい気持ちに駆かられて試してみたのだが、残念ながら二度挑ちよう戦せんしてもスレイプニルが海堂を乗せてくれる事はなかった。

　暁月の父親への対抗心のようなものも海堂にはない。興味はあったが、たかがバイクに命まで懸ける気にならず、そのまま諦めていたのだが、

「良い機会だから、乗せてやるよ。お前さえよければだけどな」

「そりゃ、乗ってはみたいけどよ……」

　と、言いながら、

　……そういや。

　海堂元春は思い出す。セシルの命令で暁月の監視を行なって、それこそバベルタワーの第〇二屋上では不意打ちを仕し掛かけて実力を試してみたりもしたが──自分が暁月に興味を持ったのは、暁月がスレイプニルに認められたあの時からだったのかもしれないと。

　しかし、

「乗るのは良いが──副会長みたいに、着てる服を細切れとかされると困るぜ。ここは街中なんだしよ」

「心配いらねえって。確かにこいつはじゃじゃ馬だが、俺が許可した奴を乗せないような真ま似ねはしないからな」

　大体、と暁月。

「あの時に遥がああなったのは、久しぶりに走れて興奮状態だったコイツにうっかり遥が触ふれちまったからであって、別にコイツが服を切り刻みたかったからじゃないぞ」

「本当か……？　実はアッキーがやらせたとかじゃねえのかよ？」

「やらせるかよ。女の服を剥くのは好きだが、自分でやらないとつまんねえだろうが」

　そんな暁月の言葉に、「まあ確かに」と海堂は納なつ得とくする。そして、

「……なら、ちょっと乗らせて貰もらうとするかよ」

　不安よりも乗り心ごこ地ちへの興味の方が勝り、海堂は暁月の背後──タンデムシートに座ろうとして、

「ああ海堂……乗るのは良いけど、絶対に俺にくっ付くなよ。野や郎ろうと密着するタンデムなんかしたら、全世界のバイク職人に失礼だからな」

「どう考えても失礼なのはアッキーの発言の方だろ。つーか自分で誘っといて、その言い草ってどうよ？」

　やれやれと嘆たん息そくしながら、海堂はタンデムシートへ腰こしを下ろした。

　すると暁月の言うように、スレイプニルは海堂を受け入れてくれて、

「おお……結構乗り心地良いな」

「だろ。周囲に精せい霊れい魔ま法ほうの空力制御が働くから、そうやって普通に座すわってるだけで問題ない筈はずだぜ」

　とハンドルを握にぎりながら暁月。

「さて──そんじゃ行くとすっか」

　その言葉に呼応するようにスレイプニルのエンジンが起動。

　暁月がアクセルを開けると同時──風が流れるような滑なめらかな動きで走り出す。

「へえ……」

　海堂は思わず感かん嘆たんの声を漏もらした。

　空力制御が働くというから、てっきりシート周りは無風状態かと思っていたのだが、どうやら心地の良い風は乗り手に感じさせてくれるらしい。

　街中という事もありそれほど速度は出せないが、それでもかなり爽快だ。すると、

「──っと、そうだ」

　前のシートに座る暁月が、ふと思い出したように、

「なあ海堂、前に倉庫街の路地裏で会った時の事なんだが──あの時、お前と一緒に女の子がいたろ」

　一息、

「ホラ──お前が『めめっち』とか呼んでた、怖そうな眼めェしてたあの子だ」

「ああ、良く覚えてるな……」

　暁月の言葉に、海堂は背後でふっと苦く笑しようして、

　……成なる程な。

　恐らく黒野亞衣から、めめこの情報を頼まれでもしたのだろう。

　どうしたものか──海堂は即そく座ざに思考を巡らせ、やれやれと笑いながら、

「ったく節操ねえなアッキー……また毒牙に掛かけるつもりかよ」

　話をぼかすと、暁月は「まあな」と笑って、

「今どこに居るか解わかるか？　多分だが、この人工島にはいないよな」

「ああ。でも、残念ながら俺も今はどこに居るかは解らねえよ。あの時はたまたまこっちに来てただけだ」

　事実だった。先ほど電話で話をしたが、めめこがどこに居たのかは海堂も解らない。

「大方、今いま頃ごろは南の島でバカンスでもしてるんじゃねえかな」

「ふーん。そうか……」

　こちらの言葉に、どこか気のない返事をした暁月に、

「何だ、もう終わりか？　ラーメン屋の前じゃできない話ってのは、めめっちの事だったのかよ？」

「いいや。これは別件の話だ……まあ、この件も比較的知っておきたい話だったがな」

「？　なら、本題は何だよ」

　キョトンと海堂が訊ねると、暁月はふっと笑って言った。

「そいつは──向こうについたらきちんと話すさ」
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　それから数分後。海堂が、暁月によって連れて来られたのはＪＰＮバベルだった。

　京也との激げき闘とうが繰り広げられた数日前の爪痕がまだ敷しき地ち内ないのあちこちに残る中で、

「まさか、目的地がここだったとはよ……」

　海堂元春は、やれやれと嘆息する。

　暁月がスレイプニルを停めたのは、敷地内のとある一角。

　──あの日、暁月と海堂が戦いを繰り広げた場所だ。

　半ば予想がついている状態で、

「それで──わざわざこんな所に人を連れてきて、何の話をするつもりだよ？」

　スレイプニルが降り立った海堂が、敢あえて真意を問うと、

「言っただろ海堂、ちょっと話があるって」

　と暁月。肩かたを軽く回しながら、

「だから会話しようぜ──拳でな」

　ニヤッと笑って告げてくる。

「……こないだの続きって訳かよ？」

「ああ。あの時は邪じや魔まが入って、結局決着が付かずじまいだったからな」

　と暁月。

「このままじゃ、どうにも中途半端で気持ちが悪いだろうが」

「参ったな……」

　と海堂は首の後ろに手をやって、

「あの時の戦せん闘とうは、あくまで仲間の命令に従ってアッキーを足止めしていただけだ。やりたくてやった訳じゃない。むしろ有耶無耶にできてホッとしてる位なんだぜ。無理に決着を付けたいなんて思わねえよ」

　大体、

「超ちよう高こう次じ生命体の力を手に入れていた氷神京也に勝ったんだ──もう気は済んだんじゃねえのかよ？」

　とこちらが問うと、あっさりと答えが返ってきた。

「済むわけねえだろ。俺は氷神に勝っただけで、お前に勝った訳じゃないんだ」

　と暁月。

「何より──お前が氷神より弱いとは限らないだろうが」

「………………」

　暁月の指し摘てきに、海堂は僅わずかに眼を細くする。だが、すぐに軽い笑えみを作って、

「いやいや、あの時の氷神は凄え力だったからな。アッキーが気絶した後に不意打ちを仕掛けたが、残念ながら歯が立たなかった。返り討ちでコテンパンにやられちまったよ」

　と肩を竦すくめながら海堂。

「そんな氷神に勝ったアッキーに、俺が敵う訳がないだろ」

「俺だって、氷神には一回やられてる。五分に持ち込んだのは、気絶した状態で無意識にやった事だし、最後に大技わざを決められたのは遥が隙すきを作ってくれたからだ。俺だってもう一回やって、氷神に勝てるとは限らねえよ」

「でも──今度やっても負けるつもりもないんだろ、アッキーはよ」

「まあな……」

　こちらの問いに暁月は笑って。

「だが海堂、それを言うならお前もだろ。氷神や俺とやっても、お前は負けるつもりはない筈だ。だがきちんと決着が付いていないのも事実で……だからお前は、朱あけの黄昏たそがれだって俺おれ達たちに知られたのに、まだこの島を離れられずにいるんだろ」

　そして言った。



「自分の気持ちに、ケリが付けられていないせいでな」



　まるでこちらの心を見透かしたような暁月の言葉に、

「──────」

　海堂は己の顔からスッと感情を消して、

「随ずい分ぶんと好き勝手並べてくれるなアッキー……氷神に勝って、すっかり最強気取りかよ」

「まさか。今の俺おれじゃまだ足りねえよ、兄貴や親父おやじとやるにはな」

　と暁月。

「だがこうして氷神を倒たおしちまったんだ。俺はもう止まれないし、止まるつもりもねえ」

　しかし、

「俺一人なら別に今のままでも構わないが、こんな俺に付いてきたいって言う女達たちも居るし、この人工島に残ってくれた奴らや、新たにやって来ている奴らもいる。そいつらまで巻き込むとなると、いよいよこれまでのように無理だけ通していく訳にはいかねえ。強ごう引いんなだけじゃ、この世界を変えられる訳がないからな。コクーンや朱の黄昏とこの世界を懸けて渡り合うには、残念ながら現状はまだ力不足なんだよ」

「ふーん、思ったよりは冷静みたいだな……それで嵐ノ宮貴子を呼び寄せたって訳だ」

「さすが、情報が早いな」

　こちらの言葉に、暁月は驚く事なく、むしろ嬉うれしそうに笑って、

「こいつはますます、お前とやらなくちゃな」

「あン？　そりゃまた一体どういう理屈だよ？」

　怪訝そうに告げたこちらの問いに、暁月は「ああ」と不敵な笑みを浮うかべて。

　そして、こう言い放ったのを海堂元春は聞いた。

「なあ海堂──俺が勝ったら、朱の黄昏を抜ぬけて俺と組めよ」
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　暁月が投げ掛けてきた要求に、

「……おいおいアッキー。どうして俺が、お前と組まなきゃいけないんだ？」

　海堂は大きく嘆息して、

「いきなり何を言い出すかと思えば……冗じよう談だんはホモだけにしとけよ」

　すると、

「時間の無む駄だだ。しらばっくれないで良いぜ海堂」

　暁月はニヤニヤと笑いながら、

「いきなりだ？　嘘うそ吐け。クセ者のお前の事だ。俺の呼び出しを受けた時点で、俺がお前と戦おうとする事も、俺と組むように持ち掛ける事も想定していたんだろうが」

　そしてこちらへ向き直り、

「それでもお前は、こうして俺の呼び出しに応じたんだ。観念して、さっさとあの日の晩の続きをやろうぜ」

　見透かしたように告げられた指摘に、海堂はしばし黙だまってから、

「なあ、アッキー……」

「何だ？」

「お前はデリカシーってモンがなくていけねえよ。俺が奥おくゆかしく気付かないフリして断ろうとしたのに、これじゃ台無しじゃねえかよ」

「良いんだよ。のらりくらりと有耶無耶にされちゃ意味ねえだろうが。大体、本当にその気がないなら、お前はここに居ないだろ」

「……そりゃあな」

　確かに。暁月との決着が付いていない事について、自分の中でも何か引っ掛かっているものがあるのは事実だ。だから、

「まあ、こないだの決着を付けるのは別に良いけどよ……」

　戦う事は了承しつつ、海堂は問い掛けを放つ。

「何だって俺が黄昏を抜けなきゃいけないんだよ。手を組むって事は、力ずくで従わせるって意味じゃねえよな」

「ああ。別に俺の下に付いて欲ほしいって訳じゃない。朱の黄昏でも、恐らく団員は基本的に自由に振舞っていた筈だ。それに──俺としてもお前には、俺と対等で居て貰いたいからな」

　何せ、と暁月。

「俺には今、対等でモノを言い合える男のダチがお前しか居ないんだ。ここでお前にまで人工島から出られたら、いよいよぼっちになっちまう。ここは是が非でも引き止めるのが友情ってもんだ──そうだろ親友」

「アッキーの友情は裏があるからなぁ……」

　嫌いやそうに海堂は言って、

「要は、アッキーや女達だけじゃ全すべてに手が回らないから俺にも手伝えって話だろ？　そりゃアッキーはそれで良いだろうが、付き合う俺に何のメリットがあるんだよ」

「メリットならあるだろ……それも、傍観者を気取っているお前にとって、最も価値のあるものがな」

「？　どういう意味だよ？」

「お前が俺に付きまとっていたのは、誰だれかの命令だったんだろ。だがその指示は、俺がアレイザードから戻もどってから出たものの筈だ。しかしお前は黄昏の団員であるにも拘かかわらず、俺が戻ってくるよりも前からこの人工島に居て、おまけにＪＰＮバベルへも通っていた」

　と暁月。

「わざわざそんな物好きな真似をする目的は限られる──恐おそらくお前は、リスクの中に自分を置く事で、現実感や生きてる実感を得るタイプなんだろうな。だからこそ、コクーンじゃなく朱の黄昏に入ろうと思ったんだろ。世界で最も危険な立場に身を置くために」

「……………………」

　海堂が発した沈ちん黙もくを肯こう定ていと捉えたのか、暁月は言葉を続けてくる。

「とはいえ、お前は目立つ事を極きよく端たんに嫌っている。最初に俺にちょっかい掛けて来た時も、手を抜いてあっさりやられたフリをした位だしな。あの時に言っていた『痛いのは嫌きらい』ってのも、なるべく目立たないよう戦いを避さけるためだろう。何せ、本気のお前と互角に戦える相手は、朱の黄昏を除いては、世界最強のコクーンしかいなかったからな。下手に戦えば、世界中が注目しちまう──それこそ、今の俺のように」

　だから、

「黄昏に入っても満足しきれなかったお前は、次し第だいに自分ではなく、他ほかの能力者が命懸けで戦うのを見る事で、自分もまた生きているという実感を得てきたんだろう。だが、能力者同士の戦いを見るなら、一番良いのは特別自治区内に決まっている。何せ肉体ダメージを精神ダメージに転化できるシステム結界はバベルの敷地内にしかなく、一歩外に出れば陰かげで能力者同士が戦いたい放題だからな。それで今まで、この人工島での潜伏生活を楽しんでいたんだろ」

「やれやれ、大した洞察力だ……これだからアッキーはおっかなくていけねえよ」

　と海堂は苦笑して、

「つまり──俺がアッキーと組むと、メリットがあるって言うのは」

「ああ。今後コクーンは、氷神を倒し、超高次生命体を手に入れた可能性のある俺を放っておく事はできない。朱の黄昏もだ。コクーンが俺を倒して超高次生命体を手に入れたり、俺をコクーンに引き入れたりでもすれば、現状のパワーバランスが崩れるからな」

　そう言って暁月は、海堂が暁月と組む事で得られるメリットを告げる。

「これから俺は、この世界最強の二勢力から狙われる事になる。つまり俺の傍が、この世界で最高の舞台の特等席になるんだ。黄昏に居るよりも、もっとお前に感じさせてやれるぜ──生きてる実感ってヤツをな」

「ふむ……そう言われると、中々に惹かれるものがあるな」

　朱の黄昏に属ぞくしていても、その戦いはいつも圧あつ倒とう的てきな勝利で終わる。

　かといって下手にコクーンと戦えば、共倒れになりかねない。

　──しかし、暁月は違ちがう。

　ランキング戦での対ザッハーク。アレイザードでの魔族に味方しての立ち回り。

　そして──先日のＪＰＮバベルにおける京也との一連の戦闘。

　暁月のバトルは、海堂にとって最高の娯楽といえるものだった。

　何より、これから暁月が相手にするのはあのコクーンと朱の黄昏である。

　暁月がどのようにして戦うのかは、確かにかなりの見ものだ。

「とはいえ、アッキーの言うように俺は目立つのは嫌いなんだ。世界が注目するアッキーの傍になんざ居たら、シャイが服着て歩いているような俺にはレベルが高すぎると思うんだが、そこんとこはどうよ？」

　こちらの問いに、暁月は肩を竦めて、

「別にお前に、俺と一いつ緒しよに表舞台で大活躍してくれとは言わねえよ。今までと同じように、裏でコソコソと悪巧みをやってくれりゃ良いさ」

「……って事は、やっぱり俺を良いように使うつもりかよアッキー？」

　げんなりする海堂に、

「水臭い事を言うなよ、親友だろ俺達。ダチのために、ちょっとくれー汗を掻いても良いだろ」

　何せ、と暁月。

「それだけの価値があるものを、これから俺はお前に見せてやれると思うぜ」

「んー、まあそうかもしれないが……何かイマイチ乗らないんだよなぁ」

　確かに暁月の傍に居れば、これまで以上に面白くなるとは思う。

　だが──海堂はどうしても決断できずに居た。

　だからこそ、ここ数日人工島を離はなれるべきかどうか決めきれずに居たのだが、

「──だからだよ、こないだの続きをやろうぜって言ってるのは」

　そう言い放つと、暁月は不敵に笑いながらこちらへ向かって歩き出す。

「お前が乗り気になれないのは、俺との決着が付いていないからだ。俺に賭かけてみるにせよ、俺を見限るにせよ、今の状態じゃきちんとした結論が出せねえだろうからな。それは俺も同じでな。氷神を倒せても、お前には勝てるとは限らない」

　よって、

「一応でもケリを付けてからじゃないと、俺もこの先へ進めねえのさ」

「成る程ほど……」

　海堂がふっと笑うと、暁月はようやく足を止めた。

　それは、こちらのすぐ眼の前──手を伸ばせば届く距きよ離りで。

　とうに互たがいの武器の間合いの中に身を置きながら、海堂は暁月と向かい合う。

「つー訳で、ここまで来たんだ。最後まで付き合えよ海堂」

「その最後ってのは、こうして呼び出した今日の話か？　それとも、この先の事かよ？」

「その答えは──これからお前が決めろよ」

　だから、

「──────────」

「──────────」

　二人がその表情から笑みを消したのは同時だった。

　──そして次の瞬しゆん間かん。

　海堂元春と凰沢暁月は同時に領域ゾーンへ突入し、互いの未来を懸かけて激げき突とつした。
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　太陽が西の空へと傾き始めた頃ころ。

「──そろそろ時間だね」

　間もなく約束の三時間が経つ事を確かく認にんし、嵐ノ宮貴子は別室のソファから立ち上がった。

　向かう先は、美兎達たちがいるロイヤルスイートだ。

　すると一緒に紅茶を楽しんでいた亞衣がこちらを見上げ、

「行かれるんですか、貴子様？」

「ああ。どうするね、お前も来るかい亞衣？」

「そうですね……それではお言葉に甘えて、ご一緒させていただきましょうか」

　微び笑しようと共に立ち上がった亞衣に、沙耶香ら数名のメイドを連れて貴子は部屋を出ると最上階へと歩き出す。そしてエレベーターへ乗り込むと、

「しかし──暁月は、結局戻って来なかったね」

　やや意外そうに貴子が言うと、

「ええ、ケリを付けなくてはいけない事があるとの事でしたが……そちらの用事が長引いているのかもしれませんね」















「ふん、随分と余よ裕ゆうな事だよ……連れの娘むすめ達たちが心配じゃないとは」

「信じていると言っていましたよ。貴子様の出した難題を、彼かの女じよ達たちならきっと乗り越えられると」

「──だから、それが余裕だと言っているのさ」

　貴子は冷たい笑みを浮かべる。

「もう私が協力すると決め付けているようだが、異世界へ行ってちょっと強くなったからと調子に乗って、もし忘れちまっているようなら思い出ださせてやらないといけないね。確かに暁月の事は気に入っているが」

　一息、

「前の時と同じように──賭けってのはそう甘あまくはないって事を」

　そう言うと同時、上じよう昇しようしていたエレベーターが目的の最上階へと到着。

　ゆったりとした足取りで歩く事しばし。貴子達は、ロイヤルスイートの前へと辿たどり着つく。

　すると嵐ノ宮貴子は、そのまま一いつ切さいの遠えん慮りよをせずに扉とびらを開け放った。

　ここは貴子が取っている部屋だ。わざわざノックをして、相手に心の準備をさせるような真ま似ねはしない。くれてやるのは三時間と告げている。もし準備を怠っていたとしたら、それは向こうの落ち度というものだ。

　貴子は亞衣とメイドを引き連れ、ズカズカと部屋の奥へ。

　そして美兎達の居る応接室へと足を踏み入れると同時、笑みと共に告げる。

「さあ時間だよ──答えを聞かせて貰もらおうか」

　こちらが来るのを待っていたのだろう。美兎達は既すでに立っていて、

「…………はい」

　向こうの代表として、美兎が頷うなずきながら前へ一歩出た。

　……ほう。

　静かな表情。こちらを見る美兎の瞳ひとみには、揺ゆるぎのない決意が宿っていて。

　貴子は思う。どうやら、下手な言い逃れは聞かずにすみそうだと。だから、

「──さあ、誰を殺すんだい？」

　貴子は回答を迫せまった。それは美兎達の覚かく悟ごを見定めるための問とい掛けだ。

　すると美兎は、ゆっくりと口を動かして言葉を紡ぎ出した。



「殺しません──誰も。ボク達は、嵐ノ宮さんの要求を拒きよ否ひします」



　キッパリとした口調で、美兎は宣言した。

　……ふむ、そっちか。

　貴子は心の中で静かに納なつ得とくする。どのような結論を出してくるのか幾いくつか可能性を考えていたが、美兎達が口にしたのは最も想定しやすい返答の一つだった。

　だが貴子は落胆しない。この選せん択たくからでも、まだこちらを満足させる結末へ繋げる道は幾つかある。よって、ここからが駆け引きの──勝負の始まりだ。

「そうかい……折せつ角かくこの嵐ノ宮貴子が協力してやろうというのに。これまで蓄えてきた私の全財産と人脈があれば、これからの暁月を助ける大きな力になっただろうに、それをフイにするというんだね」

「いいえ、嵐ノ宮さんの協力は欲しいです──もの凄すごく」

　でも、と困ったように美兎。

「申し訳ないんですけど……嵐ノ宮さんの全財産と人脈程度を引き換えに、死んでも良い人はボク達の中に居なくて」

　いけしゃあしゃあと言ってのけた美兎に、

「…………ほぉ」

　自然と貴子の声が低いものになった。てっきり下手に出てくると思っていたが、よもやこんな挑ちよう発はつを仕し掛かけてくるとは。貴子は口の端を吊り上げながら、

「面おも白しろいね……私の二百兆と数十年の人脈より、お前達一人の命の方が価値があると」

　すると、

「そうは言わないわ……」

　美兎に続いて葛葉が口を開いた。抑揚を排した落ち着いた声で、

「……ただ、二百兆だの凄い人脈だのと言われても、全部言葉だけだもの。そんな不確かなもののために、死ぬなんて出来る訳ないわ」

「私が嘘を吐いているって言うのかい……？」

「いいえ──でも、その可能性もあるって話よ」

　とリスティ。

「貴女あなたとアカツキが賭けをしたのは、昨日今日の話じゃない。当時は百五十兆で、今は二百兆に資産を増やしているという話だったけど……逆に減っている可能性だってあるわ。財産を引き換えにこちらへ要求をするのなら、まずはそれが存在する事をきちんと証明して貰わないと」

　彼女達の言うように、貴子は自分の財産の証明を行なっていない。

　それをフェアではないと言う、あちらの言い分は尤もな話だ。

　……さて。

　この場で財産の有無を証明する事は簡単だった。こういう事もあろうかと、通帳や権利書のデータは持ってきていて。正式な手続きを経て電子化したファイルだ。それを見せれば、すぐに貴子の言う財産は本物だと証明できる。人脈の方にしても簡単な話だ。現在、主だった知り合いには待機をさせてある。世界中に顔を知られている企き業ぎようオーナーや政治家達だ。リアルタイムの映像通信を繋いでやれば、納得せざるを得ないだろう。しかし、

　……このまま、この娘らの思惑通りに進めてもつまらないしね。

　向こうにとって都合の良い展開ばかりにしてやる義理はない。偉そうな啖たん呵かを切ってきたのだ。そのツケは払わせてやる必要があるだろう。だから、

「そうかい──お前達が信じられないというなら、仕方ないね」

　貴子はさらりと告げる。

「今回の話はなかった事にしよう。暁月に協力はしない。私はコクーンへ付く事にする。しばらくすれば暁月も戻って来るだろう……そうしたら言ってやると良い。自分達は、無理をするなという言いつけを馬ば鹿か正直に守って、何も手に入れられなかったとね」

　そして、話は終わりだとばかりに踵を返して立ち去ろうとすると、

「──待って下さい」

　背後から、それを制止する声がきた。当然だ。美兎達としては、このままでは終われないだろう。だが──嵐ノ宮貴子は手加減しない。

「無様だね。偉そうな事を言っておいて、駆け引きが失敗した途と端たんに泣き言かい？」

　貴子がフンと鼻を鳴らして振ふり返かえると、

「……どう、千影さん？」

「うん……バッチリだ。撮れてるよ」

　美兎と千影の二人が何事かを囁き合っていて、

「一体何を……」

　眉まゆを顰めた貴子に、千影は「ああ」と笑うなり持っていた携けい帯たい電話を見せてくる。

　その画面には貴子が映っていて、

『──折角この嵐ノ宮貴子が協力してやろうというのに。これまで蓄えてきた私の全財産と人脈があれば、これからの暁月を助ける大きな力になっただろうに』

　そして、つい先さき程ほどの貴子の発言の部分だけを抜粋した動画が再生された。

「いやー、簡単な編集だけで使える部分があって良かったよ」

「お前達たち……」

　なぜ動画撮影をしたか、その意図は明らかだ。険しい表情になった貴子に、

「おや怖こわいね、嵐ノ宮さん。そんな顔をされると、うっかり手が滑って動画をネット上にアップしてしまいそうだよ。そして、そのアドレスを世界中に発信してしまいそうだ。コクーンにも見られるように……決して向こうに付く事なんかできないようにね」

　と笑いながら千影。

「ちなみに──そのまま帰ろうとしても、あたしはうっかりすると思うよ。だから、もうちょっとあたし達と話をして貰えないかな」

「──脅迫するつもりかい？」

「あら……先に脅迫したのはそちらですわよ。力を貸して欲しいなら、誰か一人を殺せと言って」

　しれっと遥。

「まさか脅迫しておいて、自分がされると卑ひ怯きようなどと言うつもりはありませんわよね？」

「……………………」

　無言で睨む貴子の視線に、しかし美兎達は怯まなかった。

　真っ向からこちらの瞳を受け止め、決して引かないとばかりに見つめ返してくる。先程はあそこまで意気消沈していたので、てっきり引いて守ってくるとばかり思っていたのだが、よもやここまで攻めに回ってくるとは、

　……成なる程ね。

　貴子は理解する。どうやら自分は、少しばかり眼めの前の少女達を甘く見ていたようだと。

　良いだろう。ならばもう遠慮はしない。

　嵐ノ宮貴子は、自分に敵対した者を決して許さないのだから。

「生あい憎にくだが、その映像に証しよう拠こ能力はないよ。これはサイボーグのボディだ。私の本来の姿や声帯とは異なっているんだからね」

「構わないわ……企業は信用が第一。疑念を抱いだかせられればそれで充じゆう分ぶんだもの」

　貴子の言葉に、そう反論したのは葛葉だ。

「そしてコクーンが調べれば、暁月と貴女を結ぶラインは必ず見つけるわ。貴女が先進のサイボーグ技術を持っている事もね。そうなれば、コクーンは絶対に貴女を信用しない。もし協力を申し出ても、危険視されて潰つぶされるだけ」

「ちなみに、さっき暁月が言ったＧ７以外の国と組もうとしても無駄だよ」

　と、こちらへ釘を刺すように千影。

「その時は、暁月に協力すると言っている映像と、協力しないと言っている映像の両方をアップするからね。卑怯な駆け引きを仕掛かけるような人物と、組みたいと思う所が果たしてあるかな？」

「そうかい……そこまで言うなら仕方ないね」

　貴子はやれやれと嘆たん息そくし、そして着物の袂たもとから再び小こ瓶びんを取り出した。

「それは……」

　気付いたように眼を細める美兎に、貴子は告げる。

「先刻はウィルスが入っていないと言ったが──あれは嘘だ。そして、私らは既にワクチンを接種している。死ぬのはお前達だけだよ」

　すると、

「あの貴子様……私はワクチンの接種なんてしていないのですが」

　苦く笑しようを含ふくんだ声で、背後の亞衣が言ってくる。

「心配いらない。先刻の紅茶の中に、ワクチンを入れておいたからね。抜ぬかりはないよ」

　大体、と貴子。

「お前の能力なら、ウィルス位どうとでもなるだろうに」

「ええ……まあ、そうですね」

　肯定の言葉を亞衣が返してくる。

　──貴子が亞衣の能力を知っている以上、それは一見すれば無意味なやり取りだ。

　しかし、それでも敢あえて口を挟はさんだという事は、亞衣は遠回しに問うているのだろう。

　冷静さを失っていないか──と。だからこそ、貴子は言ったのだ。心配いらないと。

　……ああそうさ。

　自分は今、冷静だと貴子は思う。ただ敵を前にして引く事は選ばないだけだ。そして、

「さあ──その携帯を渡して」

　貰おうか、と貴子が言おうとした時だった。首元に、冷んやりとした感覚を得たのは。

　直後、背後のメイド達がとっさに反応して、

「全員、動かないで下さいな──」

　しかしそれより先に、遥が制止の言葉を放った。彼かの女じよはいつの間にか貴子の眼前に居た。

　その手には、いつの間にか半月刀が握られており、貴子の首へと突つきつけられていて、

「言いましたわよね……脅迫には脅迫で返すと。こちらを殺そうとするなら、正当防衛を行なうまでですわ」

　一いつ瞬しゆんで距離を詰められた。恐らくは、これが異世界で得た魔ま法ほうか何かの特とく殊しゆ能力なのだろう。確かに大したものだった。嵐ノ宮貴子は裏の世界にも繋がりを持っている。よって、これまで映像以外にも何度か生で魔法などの力を見た事があったか、流石さすがにここまで圧倒的なものは初めてだった。

　メイド達が焦あせりに顔色を変える中、しかし亞衣だけは表情を穏おだやかなままにしていた。

　当然だ。彼女は貴子の知り合いだが、部下ではない。この場にはあくまで見届け人として来ているだけなのだ。しかし、この状じよう況きようでも貴子は冷静な思考で思う。

　……やはり反応は悪くないね。

　美兎達が戦える事は解わかっていた。異世界へ行った経験を持つバベルの学生であり、何よりも暁月と共に行動している娘達である。

　それに──試ためしに女性用トイレを出たタイミングで襲おそわせた、こちらの部下をあっさりと撃退しているのだ。むしろこの程度の動きができなければ、お話にもならない。だが、

「──甘いね」

　そう告げるなり、貴子は弾かれたように動いていた。それは、異世界で力を得た能力者と戦うために開発されたサイボーグの身体が生み出す、神速の瞬発だ。

「え……？」

　こちらの姿を見失い、戸惑いの声を上げた遥の手を貴子は掴つかむと、そのまま手首を返すようにして捻った。と同時、遥の身体がぐるんと回転し床ゆかに叩たたき付つけられる。

「油断したね。私には戦えないとでも思ったかい？」

　貴子はそう言いながら、流れるような動きで遥の首元へ己おのれの右手の先を突きつける。

　このサイボーグの身体は、念じるだけで全すべてを切り裂く強化セラミックの爪を伸ばす事が可能だ。よって遥を人ひと質じちに取り、再び携帯電話を寄越すように告げようとして、

「────っ!?」

　今度こそ貴子は息を呑のんでいた。

　目まの当あたりにしたからだ。部屋中に幾重にも展開された幾何学模様──無数の魔ま法ほう陣じんを。

　それは恐おそらく、発動待ちの攻こう撃げき魔ま法ほう。床も壁も天井も、宙のスペースに至るまで、びっしりと魔法陣が埋め尽つくしていた。そして、

「──ボク達はもう油断はしません」

　そう言った美兎も、その両りよう脇わきに立つリスティや千影、葛葉もまたそれぞれこちらへと武器を構えていて、

「っ…………」

　完全に動きを封じられた貴子は、それでも美兎達を睨にらみ据すえる。

　まだ終わっていないと。まだ自分は、お前達を認めていないと伝えるように。すると、

「…………千影さん、携帯電話貸して」

　美兎が静かな声でそう言った。

「え？　あ、うん……」

　予定にないやり取りなのだろうか。困こん惑わくしながら千影が携帯を渡わたすと、美兎は即そく座ざに操作を始める。まさか、と思わず眼を疑った貴子の前で、

「えーと、アップデートは……あ、こっちだね」

　美兎は平然と言い放つ。しかし、貴子は焦らなかった。

　……ハッタリだ。

　もしそんな真似をすれば、こちらとの関係は完全に終わりだ。

　貴子の協力を得たい美兎に、そんな真似ができる筈はずがない。

「つまらない脅おどしだね……」

　フンと貴子が鼻を鳴らすと、

「脅し？　うん……確かに脅しかもしれないね」

　しかし美兎は、全く動じる事なく操作を続ける。

「このデータを上げれば、嵐ノ宮さんはもうコクーンや他ほかの国とどうこうできなくなるんだから。だったら、取り引きも駆け引きも必要ないよ。さっさと上げちゃえば良いんだ。だって……そうすれば、嵐ノ宮さんはもうあの人に協力するしかなくなるんだから」

「な──っ!?」

　暴論と共に暴挙を行なおうとする美兎に、貴子は思わず言葉を失う。

　確かに美兎の言う事に間ま違ちがいはない。日本が消しよう滅めつし、コクーンやＧ７とも、それ以外の国とも手を結べないとなると、貴子は暁月と組む以外に生き残る道はなくなるのだから。

　だが、

「ちょ、ちょっと美兎ちゃん……そんな事したら」

　やりすぎだ、とばかりにリスティが慌あわてて制止を試みる。

　そうだ。そんな真似をすれば、貴子との関係は完全に修復不可能になってしまう。

　そんな事態は、美兎も望んでいない筈。しかし、

「大だい丈じよう夫ぶだよ。だって嵐ノ宮さんが言ったんだから。ボク達に覚悟を見せろって」

　と、携帯を操作する手を止めずに美兎。

「ボク達の内の誰だれかの命と嵐ノ宮さんの協力なら、ボク達の命の方が大事だけど──嵐ノ宮さんの感情と嵐ノ宮さんの協力なら、協力して貰う事の方が大事だもんね。だって、あの人の助けになる事が、ボク達が一番優先しなくちゃいけない事なんだから」

　事も無げにそう言った美兎に、貴子は彼女が本気である事を察知。

「待──」

「──待たないよ」

　とっさに上げようとした貴子の声を、しかし美兎はあっさりと遮さえぎって、

「ここでボク達が戸惑ったり、躊躇ったりしたら、あの人に置いて行かれちゃう。あの人は前だけを向いて進んでゆく人だから。だから、ボク達も止まらない。あの人の隣となりで、あの人を支えてゆくって、そう決めたから」

　そして、カチっとボタンを押おしながら言った。

　静かな声で、



「アップロード──ＯＫ、と」



　その瞬しゆん間かん。

「────っ」

　嵐ノ宮貴子の鼓こ動どうが、激しい焦りによって跳ね上がった。刹那に加速した思考で思う。

　……っ、何て事を……！

　暁月に協力する事は構わない。そうでなければ、貴子だってわざわざこの人工島へ来てなどいないのだから。

　しかし、あの音声がネット上へ流れてしまう事で、貴子の信しん頼らいが揺らぐ事だけは何としても避さけなくてはいけなかった。それはコクーンや他の国からの信頼ではない。貴子が抱かかえている企業や人脈が、貴子へ向ける信頼の方だ。もしその信頼が揺らげば、彼かれらをこの人工島へ引っ張ってこれなくなる可能性が出てきてしまいかねない。だから、

「お前……」

　と貴子は呻うめくようにして美兎を見た。自分が何をしたか解っているのか、と。

　すると画面を見ていた美兎がふと、

「あ……圏外。あれ？　おかしいな」

　困惑したように、カチカチと携帯を操作して、

「え？　あれ、待ち受け画面に戻もどっちゃった。千影さん、これどうすれば良いの？」

　その呑気な声に、室内の空気が一気に弛緩する。と同時、部屋中に展開されていた魔法陣が消滅した。恐らく向こうも気が抜けてしまったのだろう。

「は…………」

　思わず貴子は、ぺたんと床に尻しり餅を付いた。

　偶然がもたらした命拾いに、半ば呆ぼう然ぜんとなっていると、

　……いや、待て……。

　美兎は今「圏外」と言った。だが、そんな筈はないのだ。

　アップロード画面まで接続が確立できていて、そこで圏外になるなど有り得ない。

　──無論、携帯の電波は絶えず揺らいではいる。

　厚い壁に覆おおわれた、複雑な構造の室内では、影えい響きようを受ける事も少なくはない。

　だが。彼女が行なっていたのは、通常のネット接続だ。携帯の電波は関係ない。

　そしてここは、このホテルが誇ほこる最高級のロイヤルスイート。

　そのサービスの中には、オンラインへの万全の接続も謳われている。

　圏外になどなる訳がないのだ。

「…………………」

　他にまだ、その事実に気付いている者はいないのだろう。

　携帯を取り上げられた美兎は、やりすぎだと他の四人に怒られシュンとしていて、

「ふっ……ははっ、あっはははははははははははははっ！」

　思わず貴子は、大声で笑っていた。全員が何事かとこちらを見るが構わない。

　ただ感情の赴くままに、ひたすら笑い続ける。

「あ、あの……」

　恐る恐る問い掛けてくる美兎に、貴子は眼の端はしに浮うかんだ涙なみだを拭って。

　告げる。

「……私の負けだ。約束どおり、この人工島へ移ろうじゃないか──私の持つ財産と会社、そして人脈を引き連れてね」
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　そして、貴子の降参宣言からしばらく経った頃ころ。

「──おっ、どうやら無事に終わったみたいだな」

　ようやく暁月が、ロイヤルスイートへと戻ってきた。だが、美兎達たちはそれを遅いとは思わない。自分達が貴子の試験をパスできた事を聞いても、暁月が特に驚かなかったからだ。恐らく暁月は、こちらの事を信じてくれていたのだろう。

　しかし。暁月が美兎達について驚かなかったのとは対照的に、美兎達の方は戻ってきた暁月の姿を見るなり、何事かと眼を丸くする。

　戻ってきた暁月は、服はボロボロ。全身の至る所も傷だらけで、

「ど、どうしたの……その怪我？　それにその格好……」

　まさか敵の襲しゆう撃げきに遭ったのか、と心配する美兎に、

「ああ、これは良いんだ──お前達が頑がん張ばっている間に、俺おれの方でも野暮用を済ませていただけだ」

「野暮用……？」

　オウム返しに問う葛葉に、「ああ」と暁月は笑って、

「先刻まで、ちょっと海堂とな──」

　その言葉に、美兎達が得たのは驚おどろきではなく納なつ得とくだ。だから、

『────────』

　美兎達は、表情を引き締めたものにした。

　海堂をこちらに引き入れるつもりである事は、暁月から既すでに聞かされていて、

「……で、どうだったんですの？　勧誘は上う手まくいきましたの？」

「さあ、どうだろうな。まあちょっと不本意だが、一応のケリは付いたぜ。後はアイツが俺を見定めて、どうするか答えを出すだろ」

「そう……──ちなみにアカツキ。アンタとあの海堂って人、どっちが勝ったの？」

　リスティの問とい掛けに、美兎達は全員で暁月を見た。

　暁月が言っていたからだ。海堂が京也よりも弱いとは限らないと。

　そして──正面からぶつかれば、自分でも勝てるかどうかは解らないと。

　それでも海堂を仲間にするには、暁月が一対一で戦う以外に方法はなくて。

　問い掛けの眼まな差ざしで、勝敗の結果を訊たずねると、

「……悪いが、それは話せねえよ」

　フッと笑いながら暁月。

「俺おれ達たちの勝敗は、戦った俺と海堂だけが知っていれば良い事なんでな」

「…………そっか。そうだね」

　美兎が納得の頷うなずきを返すと、暁月は優やさしい表情で美兎の頭を軽く撫なでてくれる。

　それから貴子へと向き直り、

「どうだったよバアさん、コイツらは……結構頼りになるだろうが」

　振り返りニヤッと笑った。すると、

「何度言わせるんだい──貴子さんと呼びな」

　対する貴子はフンと鼻を鳴らして、

「まあ、現状は及第点ってところだね……少なくとも、全く見込みがないって訳ではなさそうだ」

　でも、と前置きをして言葉を続ける。美兎達へ向かって、

「私を言いくるめた位で満足するんじゃないよ。暁月が相手にしようとしているのはこの世界そのものだ。お前達がそんな暁月を本気で支えると言うなら、今のままじゃ足りない事は解っているだろう」

「はい……」

　美兎達は、表情を真しん剣けんなものにして頷いた。

　そう。貴子の力を借りて終わりではない。

　あくまでコクーンや朱あけの黄昏たそがれと戦うために必要な仲間が揃そろいつつあるだけで。

　全てはこれからなのだから。自分達も──そして暁月も。
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　それから程ほどなく、西の地平に陽ひが落ちて。

　暁月達は貴子や亞衣と共に、ホテルのレストランで夕食を共にした。

　高級ホテルが誇る豪ごう華かな料理に舌鼓を打ちつつ、様々な会話を楽しんで。

　そして──程なくして、一いつ旦たんの別れの時が訪おとずれた。

「さて……それじゃあ私は、一旦本土へ戻るとするよ。こっちへ来るための準備が色々とあるからね」

「ああ。またな貴子さん」

　ホテルの前に停とまっていた黒塗りの高級車へ乗り込んだ貴子へ、暁月は軽い別れの言葉を告げる。そんな暁月に、

「それでは凰沢さん、私もこれで失礼します」

　アルハゼンの黒野亞衣もまた、軽く頭を下げて、

「私もいずれ、貴子様と共にまたこの人工島へ伺わせていただきますので」

「ああ、楽しみにしてるぜ」

　と暁月は言って、

「──おっと、そうだった。黒野支部長さん、ちょっと良いか？」

「？　何でしょう？」

　貴子の隣に乗り込もうとしていたのを止めた亞衣に、

「昼間の屋上でやったアレな──悪いがもっかい挑ちよう戦せんさせてくれないか？」

　暁月がニヤッと笑いながら持ちかけると、

「ええ……構いませんよ」

　そう言って、亞衣が微び笑しようと共に了承する。

「暁月、昼間の挑戦って？」

　キョトンと問う千影に、暁月はニヤッと笑いながら、

「ああ、俺がこの姉ちゃんの身体に触ふれられるかどうかの勝負だ。触るのはどこでも好きなところで良いらしいぜ」

　それを聞いた美兎が嘆息して、

「やっぱり……ボク達たちが頑張ってる時に、そんな事してたんだねキミ」

　そこまでを言うと、亞衣へと向き直り、

「スイマセン……この人、綺き麗れいな人には本当に節操がなくて。あの……嫌いやだったら断って貰もらっても」

「ふふ、お気遣いありがとうございます。でも平気ですよ」

　と亞衣は笑って、

「話を持ちかけたのは私ですし──昼間も何度か挑戦していただきましたが、全く大だい丈じよう夫ぶでしたから」

「あの、でも……」

「こらこら。本人が良いって言ってんだ。良いからやらせろよ」

　暁月は「シッシッ」と手を振ふり、美兎達に少し離はなれているように告げると、

「それじゃあ、行くぜ……」

「ええ。いつでもどうぞ」

　こちらの言葉に、亞衣の眼鏡──『魔鏡』が淡あわい蒼あおの輝かがやきを放った。

　と同時。

「えっ──？」

　暁月は、亞衣が上げた驚きの声を聞いていた。彼女の真後ろで。そして、

「よし──捕まえた」

　そのまま背後から、約束通り彼女の身体の好きな場所を触さわらせて貰う。

　両手を亞衣の脇わきの下に差し入れ、身体の前へと回すと。

　暁月は、亞衣の豊かな胸を鷲掴みにする。その瞬間、

「やっ……ふあああぁぁぁぁんっ!?」

　暁月の腕うでの中で、亞衣が甘あまい嬌声と共に全身を跳ねさせた。

　錬環勁氣功で、暁月の氣を胸からたっぷりと体内に流してやったのだ。

　……やっぱりな。

　大人びた雰ふん囲い気きをしているが、男慣れしていないのだろう。恐らくは初めて得るような激しい絶頂感に、

「あっ……んぅ、や……ど、どうして……？」

　自分が得た本物の絶頂と、暁月に触れる事を許してしまった自分が理解できない亞衣へ、

「解らないか？　確かにアンタの『魔境』は凄すごいんだろうが、その力は対象を見て初めて発揮できるものなんだろ？」

　暁月は、亞衣の胸を優しく揉もみながら、

「アンタの眼めでは決して追えない──知覚できないような速度で視界の外へ出たら、俺でも触れる事はできるって訳だ」

「お、凰沢さ……解り、ました、だから手を……っ」

「おっと、そうだった」

　胸から手を離すと、腰こしが抜ぬけたように背中から倒れてきた亞衣を暁月は受け止めて、

「女に負けっぱなしってのは、好きじゃなくてね……悪いな」

　そう言って、亞衣をお姫様抱っこしてやると、停まっている高級車の後部座席へ。

　そして、貴子の隣へと座すわらせる直前、そっと亞衣の耳元へと囁ささやく。

「──数週間前、深鏡めめこは居た。この人工島に」

「え……？」

　まだ全身に残る快感に意識をぼんやりとさせたまま、亞衣がこちらを見る。

「確かな情報だ。しかし現在はもう日本を離れているらしい。ただ、元気でいる事は間違いないってよ。今、解っている事はこれだけだ……大した情報じゃなくてすまないな」

「…………いえ、充じゆう分ぶんです」

　と亞衣。

「彼かの女じよが──めめこが今も、元気にやっていると解っただけでも。今までは、それすらも解らなかったんですから」

「そうか……いつか会えると良いな」

　暁月がそう言うと、亞衣はこちらの胸にコツンと額を押し付けて、

「……はい。ありがとうございます、凰沢さん」

　こちらへの礼を口にした亞衣を、暁月は車の後部シート──貴子の隣へと座らせた。

　すると、

「──暁月」

　と、貴子がこちらの名を呼んで。そして言った。

「強制するつもりはないが──あの娘こらに、お前の過去の事を話してやったらどうだい」

　一息、

「あの娘達は、お前と共に生きてゆく事を決めているんだ。男なら応えてやりな」

　それは、暁月も既に考えていた事で。京也との一件があってタイミングを逸してから、有耶無耶になってしまっていたが、確かにそろそろ頃ころ合あいなのだろう。

　だから、

「ああ──解ってる」

　暁月は確かな頷きを返す。

　すると貴子は満足したように、こちらから視線を前へと移した。

　暁月が車から離れると、運転手がそのドアを閉め、暁月達へ一礼をして。

　そのまま運転席へと回って乗り込むと、静かなエンジン音と共に、貴子と亞衣を乗せた高級車は走り出した。

　そのテールランプを暁月が見送っていると、

「行っちゃったね……」

　穏おだやかな声と共に、美兎がこちらの隣へと並んでくる。

「貴子さん、こっちに来るには色々と準備があるし。しばらくお別れだね……寂さびしい？」

　こちらの顔を下から覗のぞきこむようにしながらの問いに、

「──いいや、そんな事はねえよ」

　凰沢暁月は笑った。

「あの二人とは──すぐにまた会えるからな」



　そして。

　確信と共に告げたその言葉は真実となり──程なく実現される事になる。
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　鬼おに塚づか剣けん哉やは、医者が好きではない。

　立派な職業だとは思う。

　人が人を助けるという行ないは、生半可な事ではできないもので。

　その存在の意義も、尊さも、全く疑いようのないものだ。

　──だが。

　鬼塚にとって医者というものは、いつも己おのれの弱さを思い知らされる存在でしかない。

　凰おう沢さわ暁月あかつきとの戦技訓練の後も。

　ランキング戦でのフィル・バーネットとの戦せん闘とうの後も。

　鬼塚が眼を覚ませば、そこは白い部屋のベッド上で。

　近くには必ず医者が居て、彼らは一様に問い掛かけてくるのだ。

　大丈夫かい、と。覚えているかい、と。

　そうやって否いや応おうなく思い出ださせられるのだ──鬼塚剣哉は敗北したのだと。

　──そして。

　ティアナと共にＪＰＮバベルへ侵しん入にゆうし、田た中なかやフィル、氷ひ神かみ京きよう也やと戦闘を繰り広げたあの晩から数週間後。鬼塚剣哉は、白を基調とした部屋の中にいた。

　英国に存在するコクーン本部──その中に存在する医い療りようフロアで、鬼塚はメディカルチェックを受けていた。ほぼ白一色で埋め尽くされた室内。診療室というよりも、むしろ実験室か何かを思わせる無機質な部屋で、

「──うん、異状はなさそうですね」

　鬼塚の胸に聴診器を当てていた白衣の男が、穏やかな口調でそう告げた。

　その男──クラウディオ・ファリスは優しい笑えみを浮かべながら、

「ご協力ありがとうございます、鬼塚君。これで今日の検査は終了しましたよ」

「………………」

　その言葉に、鬼塚は憮然とした表情で、開いていたシャツの前のボタンを閉じてゆく。

　そんな鬼塚の態度に、クラウディオは眼鏡の奥おくの瞳ひとみに苦く笑しようの色を浮かべると、視線を電子カルテへと移しながら、

「フェニックス細さい胞ぼうは完全に君の身体との同化に成功していて、目立った拒絶反応も起こしていません。京也君との戦いで受けたという傷も完全に消えていますし、経過も非常に良好です。どうですか鬼塚君。ここ最近、何か体調に異状などを感じる事などはありますか？　どんな些細な事でも構いません」

「別に……」

　ぶっきらぼうに鬼塚が言い放つと、そこでようやくクラウディオはこちらを見た。

　正面からこちらを見み据すえるようにして、

「──本当ですか？」

　投げ掛けられたのは、静かな問い掛け。

　そこにはこちらを詰問したり、強ごう引いんに何かを聞き出そうとする意思は感じられない。

　無理に答えなくても良い筈はずなのに、

「…………ああ。たまに身体の中が熱く感じる事はあるが、しばらくすれば収まるよ」

　鬼塚は、真実を口にしていた。いや、この場合はさせられたと言った方が良いだろう。

　眼の前のクラウディオの物もの腰ごしは、あくまで柔やわらかくて穏やかなものだ。

　……だが。

　眼鏡の奥でこちらを見つめるクラウディオの瞳に、鬼塚は底知れぬものを感じる。

　その感覚は、恐怖と言い換えても良いものかもしれない。

　だからこそ鬼塚は、改めて思い知る。

　自分の眼の前に居る男──クラウディオ・ファリスは世界の頂点の一角。

　コクーンなのだと。すると、

「そうですか……しかし前にも言いましたが、その症状はフェニックス細胞が君の身体と同化を深めている事によるものだと思いますよ」

　クラウディオはニッコリと笑って、

「余りに症状が辛いようなら注意が必要ですが、フェニックス細胞は基本的に自己治癒能力を高めるものです。心配はいらないでしょう。ふむ……他ほかに特に気になるところがないようであれば、そろそろ検査は少し間を置いて行なう事にしても良いかもしれませんね」

「好きにしろよ。こっちとしては、アンタ達に従うしかないんだからな」

　そう嘯きながらも、鬼塚は心の中で安あん堵どを得ていた。

　このコクーン本部へ来てからというもの、ずっと検査漬けの毎日だったのだ。無論それが仕方がない事を鬼塚は理解している。自分の状態と立場を考えれば、今の状じよう況きようは無理からぬ事で。それでも、慣れない場所での実験動物のような扱あつかいから少しでも解放されると言われれば、精神的にはかなり楽になれるというものだ。鬼塚は椅い子すから腰を上げて、

「今日の検査は終わりなら、もう部屋に戻もどって構わないんだろ？」

「ええ勿もち論ろん。お疲つかれ様さまでした。今後の検査をどうするかについては、また明日にでもお知らせしますよ。今日の分の検査で、まだ結果が出ていないものもありますしね」

　とクラウディオは笑って、

「それでは──彼女によろしく」

　その言葉に、鬼塚は診察室を出ようとしていた足を止めた。

「………………」

　そして背後を振り返かえり、無言でクラウディオを見据えると、

「おや、どうかしましたか？」

　穏やかな笑みで言われる。

　こちらの感情の何もかもを見み透すかされたような眼と共に。だから、

「……何でもねえよ」

　それだけを言って、鬼塚剣哉は診察室を後にした。
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　診療室を出た鬼塚は、しばし背後を──鋼鉄製の扉とびらを見つめていた。

　──あの時。クラウディオに言おうとして、呑み込んだ言葉がある。

　ティアナに対して、一体どのような検査を行なっているのか。

　そして──これから自分達をどうするつもりなのか。

　だが、恐おそらくそれを問い掛けたところで、クラウディオは答えはしないだろう。

　あの穏やかな笑みと言葉で、適当にはぐらかされて終わるだけだ。

「…………クソったれ」

　呻うめくように毒づいて、鬼塚剣哉は廊ろう下かを歩き出した。

　組織としてのコクーンの本部ビル──言うなればここはこの世界の管理者の城である。

　それはＧ７に設けられた特別自治区に存在するバベルタワーと同等か、それ以上の権威の象徴で。だが鬼塚は、どうにも自分がそんな大それた場所に居る事への実感が湧かなかった。意識を失っている間に、余りにも状況が動きすぎていたせいだ。

　──ＪＰＮバベルの最下層エリアで、氷神京也の攻こう撃げきからティアナを庇った。

　それが鬼塚にある、あの晩の最後の記き憶おくで。

　次に眼を覚ました時、鬼塚はこのコクーン本部に居た。そして聞かされたのだ。

　京也の攻撃によって瀕死の状態だった自分を、ティアナがフェニックス細胞を使って助けたのだと。そして鬼塚を背負って日本本土へと逃げていたところを、コクーンの実働部隊のリーダーにして新国連議長のミハエル・アークウッドによってティアナと共に捕えられ、この場所へと連れて来られたのだと。

　そして鬼塚は、ティアナの正体がコクーンと唯ゆい一いつ比肩し得る世界最強のテロリスト集団『朱の黄昏』のメンバーである事も知った。

　……だが。

　鬼塚に驚おどろきはなかった。むしろ、ティアナのあの馬ば鹿かげた戦闘能力を納なつ得とくさせてくれるもので。後にはただ、どうしようもない空虚感だけが残った。思い知らされたからだ。

　──結局、鬼塚剣哉はティアナ・ランドハウゼンの足あし手で纏まといにしかなれなかったのだと。

　それがあの日の鬼塚の真実で、現実で、そして結末だったのだと。

　……それに比べて。

　自分が意識を失った後の出来事についても、鬼塚は聞かされていた。

　ティアナをも退けた京也を、暁月が倒たおしたのだと。

　──聞けば京也は、超ちよう高こう次じ生命体というとんでもない力を手にしていたという。

　そんな京也を、暁月は倒してみせたのだ。

　鬼塚がどれだけ願っても。どれだけ思いを振り絞っても。どれだけこの命を懸かけても。

　決して成し遂げられない事を、暁月はやってのけたのである。

　無論──自分に暁月と同じ事ができるなどとは思っていない。

　鬼塚が暁月と直接やり合ったのは、Ｂクラスの教室で出会ってすぐと、後は戦技訓練での二回だけ。そのどちらも、暁月は全力を出してはいなかったが、それでも暁月がどれだけ強いかは理解していたつもりだ。

　……だが。

　そうした実力以上に、自分と暁月との間には大きな差があるのだろうと鬼塚は思う。

　──それは即ち、己を信じる強さ。自分自身の可能性を信じる強さだ。

　暁月はきっと、自身の可能性をどこまでも信じている。

　だからこそ常に、あれだけの勝負強さを発揮できているのだろう。

　そうした強さは、きっと京也やティアナ──コクーンや朱の黄昏にもあるもので。

　……自分を信じる力、か……。

　鬼塚剣哉は思う。残念ながらそれは自分にはないものだと。

　恐らく、その力を鬼塚が得られる可能性は限りなく低い。

　これまで自分を裏切ってきたもの──それは他でもない、鬼塚自身の弱さなのだから。
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　コクーン本部は、バベルに近い造りをしている。

　敷しき地ち内ないには多くのビルや研究施し設せつ、中には公園や森なども存在していて。

　考え事をしながら歩いていたせいだろう。

　気が付けば、鬼塚はコクーン本部の敷地内にある職員寮──その中に宛がわれた自室の前まで戻ってきていた。

　鬼塚は懐から支給されているカードキーを取り出し、スリットに通した。

　電子音と共にロックが解除され、鬼塚は部屋の中へ。ところが、

「…………あン？」

　鬼塚は、視線の先──部屋の奥に奇妙なものがあるのを見た。

　まろみを帯びた形状の肌はだ色。その中央には縦に走る割れ目がある。

　──尻しりだった。

　鬼塚に向かって突き出すようにして、そこに尻がある。すると、

「え──？」

　キョトンとした声と共に、その尻の持ち主──ティアナ・ランドハウゼンがこちらを振り返った。そして鬼塚と視線が合うと、その表情を固まらせる。

　ちなみに現在──鬼塚はティアナと同じ部屋で生活を行なっていた。

　ティアナが着替えの途と中ちゆうだった事は容易に想像ができた。

　何な故ぜなら彼女は、ショーツ一枚というほぼ裸はだかの状態で。

　鬼塚が室内へ入ったのは、正にショーツを上げようとしていた時だったのだろう。

　太ふと股ももの所で白と青のストライプの布地が、一時停止を行なっている。

　その状況は、初めてティアナと出で逢あった時──鬼塚のマンションで勝手に浴室を使っていた彼女と鉢合わせした時の記憶を鬼塚の脳裏に呼び起こして。

　鬼塚剣哉は思う。もしやこれが俗に言う走馬灯なのだろうかと。そして、

「……ふふふ、うふふふふふ」

　ショーツを履く行こう為いを再開しながら、ティアナが笑った。

　鬼塚は笑えなかった。死にたくなかったからだ。代わりに、

「ま、待て──」

　ティアナに対して制止の言葉を発した。勿論、無む駄だだと解わかってはいる。

　解ってはいるが、取とり敢あえず悪足掻きを試みた。だが、

「よいしょ、と……」

　ショーツ一枚のティアナは、観葉用に置かれていた部屋の隅の鉢植えを持ち上げると、

「さよならケンちゃん」

　そう告げると同時──うなりを上げて巨きよ大だいなサボテンが鬼塚へと飛んで来た。
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　サボテンの襲しゆう撃げきを辛うじて回かい避ひし、ティアナに必死の説得を行なって。

　鬼塚は、どうにか命の危機から逃れる事に成功した。

　とはいえ共同生活を開始してから、初めてのハプニングだ。

　二人で寮とは別に建てられている食堂施設を目指しながら、

「……で？　何だってこんな時間に着替えてやがったんだ？」

　鬼塚は問とい掛けを放った。

　仮にも男女の共同生活なのだ。起床後や就寝前にティアナが着替える際は、パーテーションを立てるなど対策は行なっている。

　よって通常であれば、あのようなハプニングは起きない筈なのだ。

「ちょっとシャワーを浴びていたんすよ。身体に嫌いやな臭いが付いてしまっていたので」

　とティアナ。

「油断していました。ケンちゃんの検査が、まさかこんなに早く終わるとは」

「そいつは運がなかったな」

　ティアナにだけではなく、自分自身への意味も込めて鬼塚は言った。

　どうやら今回の事故は、異状がないという事でクラウディオが早めに診察を終えたせいらしい。とはいえ、向こうに文句を言うのも筋違ちがいだ。今後、着替える時は念のため必ずパーテーションを立てて行なう事で鬼塚とティアナは見解を一致させ、

「しかし、嫌な臭いって……汗でも掻いたのか？」

　何気なく訊きいた鬼塚に、ティアナは「いえ」と軽く否定をしてから、

「今日の検査で使用した薬の臭いです。好きじゃないんですよ、薬品の臭いって……昔の嫌な事を思い出すので」

　遠くを見る瞳で、僅わずかに表情を曇くもらせた。だから、

「ふーん……」

　鬼塚はそれ以上を訊く事を止めた。

　恐らく──過去に何かあったのだろう。

　ティアナにとって、それこそ思い出したくもないような経験が。だから、鬼塚剣哉は訊かないし聞かない。ティアナの過去について、詮索はしないと決めていたからだ。

　──鬼塚剣哉は、既すでにティアナ・ランドハウゼンという少女を知っている。

　無む邪じや気きで食いしん坊で、怪力で鬼塚を遥かに上回る戦闘能力の持ち主。

　それが鬼塚の知るティアナという少女であり、それが全すべてだ。

　鬼塚は過去に拘らない。ティアナを判断するとしたら、それはあの日、鬼塚のマンションで出逢ってからの彼女で。過去にどんな経験をしてきたのか。どのような経けい緯いで『朱あけの黄昏たそがれ』というテロリストになったのかなどについて、鬼塚は訊こうとは思わない。

　ただ──こうして何とか生き延びて、そして今も一いつ緒しよにいる。

　重要なのはそれだけ。

　鬼塚と同じように、ティアナもまた検査や尋問を受けているらしい。いや、コクーンと朱の黄昏の関係を鑑みるに、より厳しい対応をされていると考えるのが妥当で。しかしティアナは、自身が何をされているのか、詳くわしい内容を鬼塚へ話す事はしなかった。

　正直──聞けるのであれば聞きたいとは思う。

　だがティアナが話す事を望まないのであれば、鬼塚はそれでも構わない。

　今回、ティアナは「過去を思い出すから、薬品の臭いが嫌きらい」と話してくれた。ならば、その事を鬼塚が忘れる事なく、覚えておけばそれで良いのだから。

　そうして、鬼塚がそのまま前を向いて歩いていると、

「……えへへ。ケンちゃんは優やさしいっすね」

　深く追及しなかった事が嬉しかったのか、ティアナは頬ほおを綻ばせた。

　その手は、鬼塚の服の裾すそをキュッと握にぎっている。

　とはいえ、これは今のやり取りで握ってきた訳ではない。

　部屋を出た時から、ティアナはずっとこうしていた。裸を見られた事に不機き嫌げんになりながら、それでもティアナはこちらへと手の届く──触ふれられる距きよ離りを保っている。

　──この変化は、コクーン本部に来てから始まったものだ。

　ティアナは事ある毎に、何かと鬼塚にひっついて来るようになっていた。

　最初は、朱の黄昏にとって宿敵ともいうべきコクーンの本拠地に居る事による警戒や不安からかとも思ったが、どうやらそうではなく、ティアナは単純に鬼塚と離はなれる事を嫌がっていた。

　……何せ。

　当初はここのスタッフが気を利かせて別々の一人部屋にしてくれていたのを、ティアナの強い要望によって彼かの女じよと鬼塚は二人部屋へと移動させられた程ほどなのだ。

　しかし、懐かれたという印象はない。いや、懐かれてはいるのだろうが、その程度は以前と変わらないように思える。それよりも、ティアナから向けられていると感じるのは、

　……不安……ってところだろうな、この感じは……。

　と言っても、物理的に離れ離れになる事への不安ではない。

　多分ティアナが恐れているのは、鬼塚がティアナに対して心の距離を置く事だろう。

　朱の黄昏だった事。フェニックス細胞を鬼塚に使用し、通常の人とは異なる身体にしてしまった事。そうした鬼塚とティアナの間に存在する事実は、普ふ通つうに考えれば互たがいの距離を取り返しの付かないレベルにまで大きくしてしまうものだ。

　──しかし、鬼塚剣哉は構わないと思う。

　ティアナに何か大きな秘密がある事は薄々解わかっていた事だし、その上で自分は彼女の傍に居た。だからこそ、共にＪＰＮバベルの最下層エリアに侵入したのだ。

　そしてティアナを止めようとした事も、京也からティアナを庇った事も、全ては鬼塚の意思でやった事で。それで重傷を負おうが、死に掛けようが、どちらも鬼塚の弱さが招いた結果だと受け入れている。ティアナがフェニックス細胞を使用して、鬼塚を助けた事もそうだ。こんな身体になる位なら、死んだ方がマシだなどとは思わない。

　無様に気絶していた自分に、己の生死を選せん択たくする権利はなかったのだから。

　……それに。

　鬼塚は、どれだけ無様であっても、可能な限り生きて行く事を決めている。

　異世界へ召しよう喚かんされ戻って来れなかった上の兄と。

　異世界から戻った後、自ら命を絶った下の兄の分まで。

　だから鬼塚としてはティアナに感謝こそすれ、恨むなどという事はない。

　そうした想おもいは、鬼塚もティアナにきちんと伝えたのだ。だが、それでも──ティアナは鬼塚へフェニックス細胞を使用した事に責任を感じていて。

　二人部屋へ移動したその日の晩に、真しん剣けんな顔で言われた。

　これから自分は、鬼塚の面めん倒どうを一生見るからと。だから、

　……どうか傍に居させて、か……。

　そう口にした時の、ティアナの悲痛な表情を鬼塚は覚えている。

　忘れられない。

　今にも泣き出しそうな、鬼塚に捨てられる事を恐れるようなあの瞳は。

　よって──裾を掴ませればティアナが安心してくれるというなら、鬼塚にとっては安いもので。だから今もこうして自由にさせていた。



　　　　　５



　それから数分後──食堂施設に足を踏み入れると同時。

　鬼塚は、自分とティアナに周囲の意識や視線が集中したのを感じた。

　──コクーン本部は、言わばこの世界を司る中ちゆう枢すうだ。

　建物は各国バベル以上の科学技術を誇り、異世界研究も最先端と最重要機密のものが行なわれている。また新国連の統括業務だけでなく、管理者として世界中の情勢に対応する必要があるのだ。それこそ気の遠くなるような数の部署が存在しており、スタッフの人数も異世界から帰き還かんした者だけでなく、非常に厳しい秘密保持契けい約やくを交した一いつ般ぱん人じんも含ふくめて、小さな都市レベルの人員がいる。

　よって、現在は夕食には少し早い時間帯ながらも、鬼塚達たちと同じように混雑を避さけて食事や休憩を取っている者だけでもかなりの人数で。

　そんな彼かれらの自分達への反応を感じた鬼塚は、

「……………………」

　無言のまま、ティアナを連れて注文の列へと並んだ。

　周囲のこちらへの反応が全く気にならないと言えば嘘うそになる。ここへ連れて来られてすぐの頃ころは、鬼塚も辟易としたものだ。だが、それももう慣れた。職員寮の中でも、検査のための本部ビル内でも、敷地内を歩けばスタッフと擦すれ違う事は避けられないからだ。

　──そして、それは彼らも同じだろう。

　当初は鬼塚も歩いているだけで好奇の視線に晒された。しかし、今ではクラウディオの診察を受けるために廊下を歩いていても、特に視線を感じるような事はなくなっている。

　だが──今は違った。その原因は、鬼塚の隣となりにあった。そして、

「フフ、フンフンフン、フン～♪」

　などと、気楽に鼻歌を奏でている。

　やはり『朱の黄昏』のメンバーのティアナに関しては、彼らに意識するなという方が無理なのだろう。この食堂施設に来るまでも、警戒とまでは行かなくても、こちらを見かけたり擦れ違ったりする度たびに必ず一いち瞥べつするように視線を送ってくる。

　とはいえ、その程度で済んでいるのは、ティアナの首に巻かれているチョーカーがあるからだ。それはティアナに能力の発動をさせないために付けられた首輪。異世界で得たあらゆる能力や概がい念ねん能力の発動の兆候を探知すると、即そく座ざに対象の意識に干渉して気絶させる事ができるものだという。要は、今のティアナはただの女の子なのだ。

　まあ──それでも鍛きたえられた身体能力までは変わらないため、重い鉢植えを投げられるなど、怪力はそのままではあるが。

　そして、鬼塚はと言えば、特に能力を制限されたりはしていなかった。

　その原因は考えるまでもない。鬼塚程度の実力ならば、必要なしと判断されたのだ。

　……何せ。

　ここに居る能力者は、いずれも各国のバベルを優秀な成績で卒業したエリートランクの者達ばかり。さらに、コクーンまで居るのだ。大した事のない鬼塚と、単なる怪力でしかないティアナが相手ならば、充じゆう分ぶんに対応できると踏んでいるのだろう。

　そして、その判断は間ま違ちがってはいない。

　現に鬼塚とティアナは逃にげる事ができず、今もここでこうして居るのだから。

　──そうして鬼塚が考えている間も並んでいる列は進んで。

　程なくして順番が来た。無難にＡセットの注文を済ませた鬼塚とは対照的に、

「おや、ティアナちゃん。もう夕飯かい？　いつもより早いねえ」

「ああ、おばちゃん。どうもっす。いやー、ちょっと今日は色々ありまして」

　などと、ティアナは食堂スタッフの中年女性と親しげに会話を始める。

「今日のオススメは何ですかね？　自分、ガッツリ行きたい気分なんですが」

「ガッツリかい？　だったら魚介のパスタにしときな。イタリアから今日届いたばかりの良い具材を使ってる」

「おおー、それは心惹かれますね……じゃあ、それをお願いします」

「はいよ。付け合せのセットはどうするんだい？」

「昨日はＢでしたので、今日はＣにしときます」

　平然とやり取りが行なわれているが、Ｃセットは付け合せのメニューではない。

　鬼塚が頼んだＡセットと同様、それだけでライスかパンが付き、メインがあり、付け合せやサラダやスープ、果てはデザートやドリンクまで付いてくるものだ。

　しかもその量は、日本とは異なる海外仕様であり、通常のものでも非常に多く、空腹時の鬼塚でも満腹になるレベルなのだが、

「ティアナちゃん、量はどうする？」

「あ、いつものでお願いします」

　この食堂は職員に無料で開放されているもので、特別なＩＤを発行されている鬼塚とティアナもまた無料で利用できる。それを良い事に、ティアナはいつも自分用の特別な量でオーダーしていた。

　大盛りよりも量の多い、メガ盛りのさらに上──ティアナ専用の『ティアナ盛り』だ。

　よってオーダーの結果、魚介のパスタとＣセットのティアナ盛りが来る。

　通常のトレーではなく、ティアナ専用の特大トレーに載せられて。

　それを平然と女性スタッフから受け取り、こちらの隣へと並んだティアナに、

「もうその馬鹿げた量にいちいち突っ込むつもりはねえが……何だって敵の本部ですっかり馴な染じんでやがる？」

　と、うんざりとした口調で鬼塚。すると、

「ケンちゃん……美味しいご飯というものは、それだけで国籍や文化、宗教といった垣根を越こえられるんすよ。それは、たとえ敵勢力同士であろうとも変わりません」

「尤もな事を言ってるが、要はお前がただのちょろい食いしん坊って事だろうが」

　言いながら、鬼塚はフロアの隅──最も人目に付きにくいテーブルへ。

　椅い子すを引いて腰こし掛かけると、ティアナは対面ではなく鬼塚の隣に座すわった。

　要は、ここでも手の届く距離に居たいという事なのだろう。対面の席に座れば、テーブルを挟はさんでこちらに手が届かない。隣同士、互いの腕うでが触れる距離で、

「では、いただきます」

「……ああ」

　鬼塚とティアナの食しよく卓たくが始まった。

　凄すさまじい量の料理を驚異的なスピードで平らげてゆくティアナとは対照的に、

「……………………」

　鬼塚は、自分の分にほとんど手を付ける事はしない。

　代わりに机に頬ほお杖づえを付き、ぼんやりとティアナの食べっぷりを眺めた。

　──頭では、今の自分がただ状じよう況きように流されているだけだと解ってはいる。

　だが、こうしてティアナとまた食事を共にできている──あのＪＰＮバベルの一件で命を落としていたかもしれない鬼塚にとって、それ以上何を望めば良いのか解らない。

　異世界に召喚され、あちらで魔ま法ほうなどの特とく殊しゆ能力を得て、どうにかこの世界へ帰還した。

　とはいえ、同じような境遇の者は、ここにもバベルにも数多く存在している。

　凰沢暁月のように、凄まじい力や意思を持っている訳でもない。

　Ｂクラスでは通用しても、Ａクラスでは通用しない──それが鬼塚剣哉のレベルだ。

　フェニックス細さい胞ぼうが体内にあるとはいえ、クラウディオの下で行なっている戦せん闘とう能力検査では、さして強さに変化はなかった。

　そんな鬼塚にとって、コクーンや朱の黄昏などは、どこか別次元の存在で、

「──ケンちゃん、ケンちゃん。そっちのも一口もらって良いですかね？」

「駄だ目めって言っても食うんだろうが……好きにしろ」

　鬼塚は嘆たん息そくしながら、ティアナの好きにさせてやる。

　状況や形はどうあれ、能力を封じられ、ただの女の子と変わらないティアナとこうして一緒に居られるのだ。ならば、たとえ眼めの前の状況から逃げているだけだとしても、















　……俺おれは……。

　鬼塚が、ふっと瞳ひとみに暗い色を宿していると、

「……食べないんすか？」

　鬼塚のＡセットにフォークを伸のばしながら、ティアナがこちらの顔を覗き込んでくる。

「駄目っすよケンちゃん。ここのところ、ほとんど食事に手を付けていないじゃないですか。栄養は日々の活力です。もっと私を見習わないと」

「胸焼けしてるんだよ。お前の凄まじい食いっぷりのせいでな」

「し、失敬な……！」

　とティアナは言って、ふと「ははーん」と眼を弓にする。

「……何だその面は」

「良いんです。良いんですよケンちゃん。自分、解っちゃいましたから」

　訝しげに見る鬼塚に、ティアナは慈愛の表情で、

「男の子なのに、甘えん坊さんですね。はい、アーン」

「ざけんな。良いからテメエで食え。今日はたまたま腹が減ってねえんだよ」

「むー。ケンちゃんはツンデレですね。攻略するためにはもっと好感度を上げなくては」

　唇くちびるを尖らしながら、ティアナは食事を再開する。

　鬼塚は小さく嘆息し、ふと視線を彼女から外した。すると、食堂の窓一面を巨大モニターにして映し出だされているテレビ映像の様子が、鬼塚の眼に入って、

「──────」

　鬼塚は眼をスッと細めた。テレビでは、日本の政治的な暴走をコクーンが正し、国家の解体が着々と進んでいる事を報道している。

　そしてニュースでは、日本の過去の政権時に開発がスタートしていた極秘の研究が、コクーンが管理している異世界の技術・情報の中でも秘匿性が非常に高いレベルに抵触していた事。またその証しよう拠こを消すために、自衛軍に命令して特別自治区へ核かくミサイルを発射させた現在の総理大臣──篠川慎哉と現政権の非人道的な軍事行動が、新国連での条約に違反するだけでなく、Ｇ７の常任理事国という責任ある立場にありながら国際社会に対して重大な裏切りを行なったと断罪。日本は、半ば自滅という形で国家解体が行なわれる羽目になったと報じていた。

「………………」

　瞳を険しいものにした鬼塚が、そのニュース映像を見つめていると、



「──やはり貴方あなたは気になるかしら、鬼塚君」



　ふと女性の落ち着いた声が投げ掛かけられた。

　その声の主が誰だれかなど、振ふり返かえるまでもなく明らかで。

「別に……」

　鬼塚はぶっきらぼうに、それだけを口にする。すると僅かな苦く笑しようが聞こえた後、

「ねえティアナちゃん、私もお茶だけご一緒して良いかしら？」

「ええ、良いっすよ──レティアさん」

　ティアナの承しよう諾だくに、鬼塚達の正面の席に美しい女性が腰掛けてくる。

　新国連の若き事務総長にして、コクーン№Ⅱ──レティア・クライシスだ。

　──鬼塚がこの本部へ来て、直接顔を合わせたコクーンは二人いる。

　一人は、鬼塚の検査を担当しているクラウディオ。

　そしてもう一人が、鬼塚とティアナの二人部屋やＩＤを手配してくれたレティアだった。

　さらに現在、この本部にはもう一人──鬼塚とティアナを拘こう束そくしたミハエル・アークウッドも居るらしいのだが、彼とだけはまだ顔を合わせていない。

　……まあ。

　鬼塚は別に会いたいとも思わない。ミハエルと会った所で何が変わる訳でもないからだ。

　鬼塚の感情も──そしてこの状況も。

「………………」

　鬼塚は、正面に座るレティアを見た。お茶だけと言っていた通り、夕食を取っている鬼塚やティアナとは違い、レティアは小さなトレーに紅茶だけを載せてきていて。

　穏おだやかな表情で、カップに口を付けたレティアが、ふと静かな声で告げてくる。

「貴方にとって、故郷である日本という国がなくなる事は残念でしょうね……」

「……『別に』って言っただろ。自分達の保身のために、俺おれ達たちを見捨てて殺そうとした国の事なんざ知った事かよ」

　大体、と正面を睨みながら鬼塚。

「日本の国家解体の手筈はずを整えたのは、アンタだろうが──レティア・クライシス」

「ええ……でも日本がした事を見逃せば、今度は他ほかの国が同じ事を仕出かさないとも限らないもの」

　レティアは紅茶のカップをソーサーへ置き、こちらと視線を合わせながら、

「たとえ国の面積は小さくても、日本は大国よ。だからこそ、今回の事は見み逃のがす訳にはいかないの。この世界の安定と調和のためにはね。日本が解体するまでは、ウチと新国連のスタッフで樹立した暫ざん定てい政権で政治を回すけど、流石さすがに日本クラスの国家を解体するとなると、まだ幾いくつか面倒なプロセスを経る必要があるわ。国内外の反発や、生じる経済的影えい響きようにも可能な限り配はい慮りよする必要もあるし……完全な解体には半年から一年程度は掛かるでしょうね」

「氷神に計画を暴ばく露ろされたせいで、人気取りをする必要が生じたんだろうが。こうなると、お偉えらい世界の管理者様も形無しって訳だ」

「手厳しいわね……」

　フンと毒づく鬼塚に、レティアは苦笑を返した。すると、

「──違いますよ、ケンちゃん」

　いつの間にか、魚介のパスタとＣセットを平らげたティアナがさらりと言った。

「今回の件……対外的にコクーンの権威を見せ付ける事を考えれば、可能な限り派手に日本を潰した方が効果はあるんすよ。何せ、コクーンを裏切ればどんな大国や強国であろうと、この世界に存在する事はできない──他の国に日本のような真ま似ねをさせないためには、そう思わせておいた方が、ずっと抑止効果は大きいですしね」

「だったら何で──」

　眉まゆを顰めた鬼塚に、ティアナはレティアへと視線を移しながら、

「恐おそらく、日本にはまだ何らかの利用価値があると踏んでいるんでしょう……だからこそ、わざわざ面倒な真似をして事を進めているんすよ、きっと」

「利用価値だと……？」

「ええ──まあ、とはいえ流石にその真意までは、自分には解わからないっすけどね」

「……………………」

　ティアナの言葉に、鬼塚はレティアへと視線を向けた。

　今、ティアナが口にした事は真実なのか──それを視線で問おうとして、

「──────」

　鬼塚剣哉は見た。たった今まで苦笑していたレティアの顔に、それまでと同じ表情はなかった。そこにあったのは、息を呑のむような冷れい笑しようで。

　鬼塚は思い知る。このテーブルに居るのは、コクーンと朱の黄昏──それぞれ世界の頂点であり、そして雑談を交すかのように話されていたのは、彼らだけに見る事を許されたこの世界の深淵だったのだと。急速に張はり詰つめてゆくその場の空気に、

「…………っ」

　鬼塚がゴクリと喉のどを鳴らした時だった。ティアナがふっと表情を緩め、

「……まあ、全部ただの推測っすけどね」

　そう言うなり、残っていたデザートを美味おいしそうに食べ始める。

　するとレティアもまた冷笑を苦笑に戻もどして、

「そうそうティアナちゃん……いつもセットを食べているみたいだけど、ここのカレーはもう食べた？」

　口にする話もまた、ただの雑談へと方向を転換する。

「焼き立てのナンは絶品よ。専用の窯で、一枚一枚焼き上げているから風味も最高だし」

「ナン……！」

　とティアナは一いつ瞬しゆん眼めを輝かせるが、しかしハッとなったように、

「……いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

「あら、カレーは嫌きらい？」

　小首を傾げたレティアに、

「いえ、好きなんですが……」

　とティアナ。そしてチラっと鬼塚の方を見てくる。

「？　何だ……？」

　眉を顰める鬼塚に、

「忘れたんすか？　約束したじゃないですか。次に自分が食べるカレーは、ケンちゃんの作ったものですよ」

　その言葉に、鬼塚は思い出す。

　ＪＰＮバベルへ潜入する前、自分がティアナと共にスーパーを訪おとずれていた事を。

　それは、本当ならあの晩に食べる筈だったカレーの材料を調達するためで、

「……そういや豚バラのカレーがどうとか言ってたっけな」

「あら、そんな約束をしていたのね……」

　からかいを含んだ声でレティアに言われ、鬼塚は少しバツが悪そうに、

「別に、そいつが勝手に言ってるだけだ」

「ええ。自分が勝手に言ってるだけっす……でも、最後にはケンちゃんは作ってくれると思いますけどね」

「私もそう思うわ。鬼塚君は何だかんだ言っていても、ティアナちゃんには優やさしいから」

「何だそりゃ……」

　勝手な事を言う二人に、鬼塚がげんなりした──その時だった。



「ほお──お前か、鬼塚ってクソガキは」



　放たれた乱暴な言葉が、鬼塚へと突き刺さったのは。
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　突とつ然ぜんの事に、

「────っ!?」

　鬼塚剣哉は、とっさに息を呑んでいた。

　浴びせられたのは、言葉よりもむしろ、押おし潰されそうなプレッシャー。

「…………」

　隣に座るティアナが、途と端たんに表情を険しいものにしたのを視界の端に捉とらえながら。

　鬼塚は、辛うじて背後を振り返る事に成功する。

　そこに──その男は立っていた。

　長身の黒人だった。身長が非常に高いため、一いつ瞬しゆんスラリとしているのではと錯覚するが、よく見るとその肉体は厚い筋肉に覆おおわれている事が解る。

「おいおい冗じよう談だんだろ……生きたまま高次生命体のフェニックスの細胞片と同化できたっていうから、どれ程ほどの奴やつかと思えば」

　嘲るような口調で、男は鬼塚を見下ろして、

「勘弁してくれよ。クソ弱そうな、ただのガキじゃねえか」

　初対面の相手に対して、失礼極まりない侮ぶ蔑べつの言葉。傲慢と思える態度。

　とっさに何者かを問うてしまうのが普ふ通つうだが、鬼塚はそれをしなかった。

　知っていたからだ。

　……コイツは……。

　これまでにテレビで何度も見てきた、目の前の男を鬼塚は見上げた。

　ティアナやレティアのように隠す事なく、そこにいるだけで周囲を威嚇するかのように放たれる圧あつ倒とう的てきなオーラ。ギラつく瞳。

　間違いない。眼の前の男は、ＵＳＡバベル担当コクーン──ジュード・オルティスだ。

　ジュードは不機き嫌げんそうに後ろ頭をガリガリと掻くと、

「仕方ねえな……オラ小僧、さっさと立て」

　鬼塚の肩かたを掴つかんで、強ごう引いんに椅子から立たせようとしてくる。

「……っ！」

　万力で締められているかのような凄まじい握力。思わず鬼塚が激痛に顔を歪めたのと、

　バギンッ！　という破砕音が響ひびいたのは同時だった。

　見れば、ティアナが持っていたフォークの柄から、頭の部分が折れ落ちていて、

「──────」

　そして、ゆらりとティアナが立ち上がった。

　……マズい……っ。

　とっさに鬼塚は、ゾクリとした感覚を得る。

　ティアナから発せられたのは、明らかな敵意だ。

　それはＪＰＮバベルの最下層エリアで、彼かの女じよを止めようとした時に感じたものと同じで、

「……ケンちゃんの肩から、その薄汚い手を退けて貰えますかね」

　底冷えするような声で、ティアナは言い放つ。

　しかし、そんな殺意にも似たティアナの敵意に対し、ジュードは意に介さないとばかりに鼻をフンと鳴らして、

「黄昏たそがれのチビはすっこんでろ。能力を封じられたクソ雑魚状態のテメエに用はねえ」

「人様の食事を邪じや魔ましてくれておいて、偉そうに語るっすね……自分やケンちゃんがクソ雑魚だというなら、貴方はそれ以下のゴミ虫でしょうに」

　しかし、ティアナは全く退かずにジュードを真っ向から睨にらみ据すえる。

「────────」

「────────」

　正に一触即発。賑やかだった食堂が、一気に戦場へと変貌しようとして、

「止めなさい──二人共」

　限界まで張り詰めていた空気を、レティアが発した研ぎ澄まされたナイフのような一言が両断した。

「座りなさい、ティアナちゃん……ジュードも、ティアナちゃんや鬼塚君に絡むような真似は止めて」

　瞳を細めながらレティアは告げて、

「大体ジュード、どうして貴方がここに？」

　その問とい掛けは、鬼塚も得ていた疑問だった。本来なら米国に居るべき筈のジュードが、どうして英国のコクーン本部に居るのか。すると、

「俺だって別に来たくて来た訳じゃねえよ」

　フンと不機嫌そうにジュード。

「だが呼ばれちまったんだ。仕方ねえだろうが」

「呼ばれた……？　という事は、ミハエルが貴方を？」

「ああ。そういう訳だから、この小僧は借りていくぜ──オラ、いい加減立てクソガキ。テメエ如きが、これ以上俺の貴重な時間を無む駄だにすんじゃねえよ」

「────」

　その言葉に反応した、ティアナが僅わずかに身を沈めたのを鬼塚は見た。

　それは地面を蹴って行なう瞬発の予備動作で、

「──解った。アンタに従う」

　ティアナを手で制しながら、鬼塚は椅子から立ち上がった。

「ケンちゃん……」

　不安そうにこちらを見るティアナの頭に、ポンと手を置いて、

「心配すんな。ちょっと行ってくる……お前は飯でも食って待ってろ」

　そう告げると、鬼塚剣哉はジュード・オルティスへと向き直り。

「──で？　どこに付いて来いって？」
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　この世界の管理者としてのコクーンを語る上で、避さけては通れない地域が三つある。

　東南アジア、アフリカ──そして中東だ。

　領土問題や内戦、地域紛争や民族衝突が絶えなかった中東地域の争いや憎にくしみの根は深く、大国が何十年にも亘ってどれだけ政治や軍事力を行使しても、解決への糸口すら見つけられずに居た。

　──そんな中、異世界で得た特殊能力を以って武力介かい入にゆうを行なったのがコクーンだった。

　近代兵器などものともしない彼かれらは、圧倒的な戦闘能力を発揮。

　第一次中東介入戦から数年──第三次中東掃討戦の後、コクーンの暫ざん定てい統治による一大中東連合国を樹立。現在は新国連が引き継つぐ形で統治を行なっている。

　そうした紛争地域に介入し、平和と治安を確立していく事で、コクーンはこの世界の管理者としての立場を不動のものにしていった。

　これまで誰も成し得なかった、恒久平和をコクーンが成なし遂とげたのだと。

　それが──この世界に生きる現在の子供達たちが学ぶ近代史だ。だが、

「とはいえ──俺達コクーンが、全すべての問題を完全に解決できたって訳じゃねえ」

　中東へ向かう極超ちよう音おん速そく航空機のキャビンで、鬼塚の隣となりのシートに座っているジュードが苛立ちを含ふくんだ声で言った。

「急速な収束は歪みも生む。何せ、半世紀近くこじれにこじれてきた問題だ。対立しているどちらかが正しいなんて単純に白黒つけられるようなものでもなかったし、それこそ政府側に問題を抱かかえていた国もあった……まあ自分勝手な真似をしていた馬ば鹿か共は、当時のコクーンが連合国の樹立前に一通り始末したらしいが、中にはどうしても文化や宗教が絡んできちまう問題があったそうだ。強引に事を進めれば、下手すりゃより問題を深刻にしたり複雑にしかねない。そこで下した妥協案が──」

「──確か、権力や資産を奪うばって連合国の国外へ追放したって話だったな」

　後を継いだ鬼塚の言葉を、「ああ」とジュードは肯こう定ていして、

「下手に拘束したままにすれば、解放を求めてデモを起こしたり、最悪テロに走る奴らが出る可能性もあったからな。だったら国外追放にした方が手っ取り早かったし、問題も起きないと判断したんだそうだ。まあ、二度と馬鹿な真似をしないよう、こっちに逆らえばどうなるか思い知らせてやったそうだがな」

　だが、

「馬鹿は死ななきゃ治らねえ。国外に追放されて不満を抱いだいていた奴らの中には、テロや連合国の転覆を計画する馬鹿が居てな。これまで目立った行動を起こそうとした連中は、バベルの兵士が叩たたいてきていた」

　有事の際、コクーンは異世界から帰き還かんした能力者を兵士として戦場に送る。

　それは、まだバベルに学生として通っている者も例外ではない。

　そうした能力者の存在は、抑止力としての効果は絶大で。ここ十数年の間は、中東情勢は比較的穏やかなものになっていた。

「ところが、陰でこそこそ動いている連中は居てな。何せそいつらのほとんどは、かつて独裁していた政府軍や、力を持った巨きよ大だいなテロ組織だ。あちこちにロクでもないパイプも持っている。そういう奴らが集まって、でかい組織を作っていたんだ。まあ、何か問題を起こしたらまとめて潰せるから様子を見ていたんだが」

　とジュード。

「こないだの京也の一件で、チャンスだと思ったんだろう。とうとう馬鹿共が動き出したらしい。幾つかの集落を襲しゆう撃げきし、人ひと質じちを取って篭城しているんだそうだ」

「……要求は？」

　鬼塚に問いに、ハッとジュードは笑った。

「連合国の解体と、新国連の統治からの独立だそうだ。馬鹿な奴らさ。朱あけの黄昏ですらやれていない事を、自分達ができると思ってやがる。氷神の件で勘違ちがいしているようなら、もう一度思い知らせてやらねえとな」

　そこまで言うと、瞳を凄惨な色にギラつかせて。

　コクーン№Ⅵ、ジュード・オルティスは宣言する。

「俺おれ達コクーンが何な故ぜ、管理者としてこの世界の頂点に立てているのかを」
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　セレスタニア。

　それが、コクーンによって中東に生み出された連合国家の名称である。

　空港に到着した極超音速航空機から降りた鬼塚は、ジュードへ連れられて訪れたのはこの国の政治の中ちゆう枢すう──連合議会の中央庁舎だ。

　新国連のスタッフによって、鬼塚とジュードが案内されたのは巨大な会議室だった。

「何て馬鹿でかい部屋だ……」

　足を踏ふみ入いれた鬼塚は、驚嘆の声を漏もらした。

　軽く数千人を収納できるであろうその空間は、まるでコンサート会場か何かのような広さを誇ほこっていて。天井の高さも、フロアを三つか四つ吹き抜ぬけにしている。

　そんな巨大な室内で、

「やあジュード……やっと来たんだね」

　ふと鬼塚は、視界の端はしで発せられた声を耳にした。

　見れば、部屋の中央──無数に並んでいる席の一つに、一人の少年が座すわっていた。

　感情の読みにくい無表情の瞳ひとみが、鬼塚とジュードへと向けられている。

「おうクリス！　待たせたな」

　少年を見つけたジュードはニヤリと笑うと、そちらへ向かって歩きだす。

　仕方なく鬼塚はその後に続き、少年の眼めの前へと辿たどり着つくと、

「……誰？」

　クリスと呼ばれた少年は怪訝そうな顔をして、鬼塚が何者かをジュードへと問い掛ける。ジュードは「ああ」と鬼塚へ視線を移しながら、

「ＪＰＮバベルの一件で、ミハエルが黄昏のティアナ・ランドハウゼンと一いつ緒しよに本部へ移送したガキが居ただろ。ほら、例の日本政府が研究していたフェニックス細さい胞ぼうに、生きたまま適合できていたっていう──それがコイツだ」

「ああ……アンタが。確か、オニヅカとか言ったっけ」

　興味なさそうにこちらをチラっと見ながら、クリスは言って、

「──で？　何でそんな部外者を、中東くんだりまで連れて来たのさ、ジュード」

「俺に言うなよ……コイツを連れて行くように言ったのはミハエルなんだからな」

　ジュードは肩を竦めて苦笑しながら、

「人嫌いのお前には悪いが、今回は我が慢まんしてくれ」

「…………まあ良いけど」

　これまで乱暴な態度だったジュードが、クリスにはまるで機嫌を取るかのように接していて。そんな二人のやり取りを見ていた鬼塚は、抱いた疑問を口にする。

「なあ──何者なんだこの偉そうなガキは」

　そう告げた瞬しゆん間かん、鬼塚は驚おどろきを得た。

　こちらの発した問い掛かけに、あのジュードがギョッとした表情を浮うかべたのだ。

　と同時、

「……気持ちは解るけど、初対面の相手をガキ呼ばわりとか、偉そうなのはどっちさ」

　見下ろすこちらの視線が気に入らなかったのだろう。

　鬼塚の言葉に、クリスはゆっくりと腰こし掛かけていた椅い子すから立ち上がった。

　そして、鬼塚となるべく視線の高さを近いものにすると、

「僕はクリス・テンペスト──これでもジュードと同じコクーンだよ」

「──コクーンだと？　お前が……？」

　自己紹しよう介かいをしたクリスを、鬼塚はまじまじと見つめる。いきなり眼の前の少年が、世界最強のコクーンメンバーの一人と言われても、俄かには信じられない。何故なら、















「確か……史上最年少のコクーンは、氷神京也って話だった筈はずだぞ」

　言いながら、鬼塚は己おのれの中にある一つの知識を思い出す。

　京也が学生として生徒会長も兼けん任にんしており、ＪＰＮバベルや特別自治区の運営を同じ生徒会メンバーである七なな瀬せ遥はるかや上うえ崎さき遼りよう平へい、哀あい原はら美み奈な巳みといった学生にサポートさせていた事は、他ほかのバベルにはない特色として世界中に知られていた情報だ。すると、

「アンタ馬鹿なんじゃないの？　表に出ない真実なんて、この世には幾らでもあるのに」

　冷ややかな視線が、眼の前のクリスから向けられた。

「コクーンはこの世界の管理者なんだ。僕みたいな子供がコクーンって馬鹿正直に言って、世界が納なつ得とくする訳がないでしょ。そんな真似をすれば、管理者としての威厳や信しん頼らいが問われかねない」

　大体、とクリス。

「朱の黄昏のティアナ・ランドハウゼンも、見た目は結構子供だって聞いてるけど？」

「それは……」

　ジト目で事実を言われ、鬼塚は思わず返答に窮した。

　──確かに。見た目だけで全てを判断する事はできない。

　ティアナだって、通常時の食いしん坊属性だけでは、彼女が朱の黄昏だと知らされたところで、とてもじゃないが信じる事はできなかっただろう。

　特別自治区の街中や、ＪＰＮバベルで実際に凄すさまじい戦せん闘とう力りよくを目まの当あたりにしていたからこそ、鬼塚もティアナを黄昏の団員と信じる事ができたのだ。

　……しかし、本当にこのガキが……？

　まだ訝しげな眼を向ける鬼塚に、

「そんなに信じられないなら、証拠を見せてあげようか？」

　と嘆たん息そく交じりにクリスが言った瞬間だった。

「────っ!?」

　ゾッとするような感覚に、鬼塚は思わず固まった。それが、眼の前のクリスから発せられた凄まじいプレッシャーだと解った時にはもう遅い。

「っ……！」

　頭ではこの場から離はなれなければいけないと思うのに、足がまるで床ゆかに張り付いてしまったかのように動かなかった。

「……怖こわいのかい？　こんなガキがさ」

　冷たい表情でそう言ったクリスが、鬼塚へ向かって開いた右手をかざしてくる。小さな手の平。だが、そんなクリスの手がこれから自分へ何をもたらすか、鬼塚剣哉は理解した。

　……このガキ……っ。

　鬼塚は戦慄する。クリスがこちらへ与えようとしているもの──それは絶対不回かい避ひの死で。そのままクリスの小さな手が、鬼塚へと迫り、

「止めてやれよクリス……それ以上やったら、ただの弱い者イジメになるぞ」

　そこへ、苦く笑しようを含んだジュードの制止が入る。

「俺もお前も暇じゃないんだ。さっさと用事を済ませようぜ」

「──────」

　クリスは、鬼塚に触ふれる寸前で手を止めて、

「…………そうだね。それに、どうやらこの人も解わかってくれたみたいだし」

　そう言って、こちらへ伸のばしていた手を引いた。

　命を拾った──そう思った途端、全身の毛穴からブワッと汗が噴き出してくる。

　……クソったれ。

　頬ほおを伝う冷や汗を手の甲で乱暴に拭っていると、

「へえ……」

　そんなこちらに対し、クリスはやや意外そうに、

「僕の殺気をそれなりに受けたのに、立っていられるんだね……てっきり無様に腰こしでも抜かすかと思ったけど」

「……生あい憎にくと、初めてじゃねえんでな」

　そう言って、鬼塚はクリスとジュードを見み据すえた。

　──鬼塚には、ＪＰＮバベルの最下層エリアで、朱の黄昏としてのティアナや、コクーンとしての氷神京也と相対した経験がある。ティアナを止める事も、京也を止める事もできなかったが、それでも鬼塚は彼らの前に立ったのだ。

　あの時──自分はちっぽけな障害にしかなれなかった。だが、それでも鬼塚剣哉は世界最強が放つプレッシャーを確かに知っている。そんな鬼塚に対し、

「成る程ね……」

　クリスはそれだけを言うと、もう鬼塚には興味を失ったかのようにジュードへと向き直った。そしてジュードもまた、鬼塚の存在を無視してクリスと話を始める。

　手を伸ばせば届きそうな距きよ離りなのに、ジュードとクリスは遠い存在で。

　鬼塚剣哉は改めて痛感する。これが今の自分と世界最強との距離──どれだけ傍に居ようと、厳然として存在する、自分とティアナの距離でもあるのだと。

　そんな鬼塚の懊おう悩のうに構う事なく、

「──で？　現場の状じよう況きようはどうなってる？」

　ジュードが発した問い掛けに、

「例の反連合体制派のグループは、襲撃した街の一つに集結し始めているよ。中東連合国内で表立って集落を襲おそったんだ。新国連だけじゃない。僕らコクーンに正面から弓を引いた形になる。連中も後あと戻もどりできない事が解っているのか、こっちを牽けん制せいするために総力を結集して、自分達の組織力のアピールでもしたいんじゃないかな。住民を人質に取った事で、気持ちも大きくなっているみたいだね」

　だから、とクリス・テンペストは前置きして、

「要は調子に乗って油断しているのさ──今ならまとめて潰せるよ」
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　それから一時間後。

　セレスタニアの首都から南西へおよそ百キロ──熱砂が吹きすさぶ丘の上に、鬼塚はジュードとクリスの二人と共に立っていた。

　鬼塚の眼の前に広がっているのは、広大な砂漠。

　しかし鬼塚の視線の先には今、砂以外のものがあった。

　恐おそらくは、少し前まで平和な日常を送っていたであろう場所。

　新国連による統治を受け入れた者達が暮らす街だ。

　──しかし。その街は今、無残な姿を晒さらしていた。

　建物の多くが破は壊かいされ、街のあちこちでは黒煙が立ち昇のぼっていて。

「…………っ」

　当初はなぜ自分まで付き合わなければいけないのかと納得できずに居た鬼塚も、いざ数百ｍ先にある惨状を目の当たりにすると、自然と表情が険しいものになった。

　……しかし、凄え数だな……。

　クリスが言っていたように、散らばっていた反政府勢力が集結しているのだろう。

　街の中や周囲には、数え切れない程ほどの反連合体制派の兵士と思われる者達の姿があった。

　また、戦車や戦せん闘とうヘリも無数に存在している。

　反連合体制派とは言っても、あくまでそれは新国連に敵対しているため認定しているだけで、元はかつての政府軍に所属ぞくしていた者も少なくない。航空機の中でジュードが指し摘てきしていたように、他国の軍や或あるいは武器商人か何かとパイプを持つ者がいるのだろう。

　──そうして、鬼塚が状況の推測を深めていた時だった。

　熱砂を舞わせる風に乗って、乾かわいた音が鬼塚の耳に届いた。

　銃じゆう声だ。

「────っ!?」

　とっさに鬼塚は、ここへ来る前に渡されていた小型の双眼鏡で銃声がした方を見る。

　レンズが捉えた先──街の外に、数名の反連合体制派の兵士と人質となっている住民と思われる者達の姿があった。

　そして住民と思われる男性の一人が、地面に倒れ伏している。

　射殺されたのだ。だが、反連合体制派の兵士は倒れている男性へさらに発砲。

　既すでに事切れているであろう男性の死体が、着弾の衝撃によって地面の上を僅かに跳ねる。

　まるで、人質は他に幾らでもいると言わんばかりに行なわれる遊び半分の処刑に、

「野や郎ろう……っ！」

　思わず怒いかりを露あらわにした鬼塚へ、

「──何を熱くなってるのさ」

　クリスの冷ややかな言葉が投げ掛けられる。

「あの程度の事なんか、何もここだけに限った話じゃない。無慈悲な略奪も、残酷な虐殺も、アンタが知らないだけで今もこの世界のどこかで起きているよ。たまたま眼にした悲劇に、イチイチ感情移入して正義感を振ふりかざすのはただの偽ぎ善ぜんだよ」

　幼い子供とは思えない冷淡な言葉。だが恐らく、クリスの言う事は正しいのだろう。悲劇も、そして絶望も──この世界の至る所で、当たり前の様に転がっている。しかし、

「だったら何だ……黙だまって指を咥えて見てろってのか！」

　鬼塚は激しい苛立ちを吐き捨てる。

　自分は、他人に誇れるような美学など持ち合わせてはいない。

　コクーンが掲かかげるような絶対の理想も、朱の黄昏たそがれが抱いている野望のようなものもない。

　──だが、そんな鬼塚にも一つだけ譲ゆずれぬものがある。

　己を負け犬と知りつつ、それでも決して譲る事のできない意地が。

　そして──その意地は、一度眼めにした我慢ならない事を見なかった事にした瞬間、失われてしまうもので。そうなったら最後、もう二度と取り戻もどす事はできないのだ。

「ふざけやがって……！」

　別に殺された男性に同情した訳ではない。

　かといって、別に殺したテロリストに恨うらみがある訳でも。

　だが気に入らない。鬼塚剣哉は、あそこで行なわれた虐殺が激しく気に入らない。

　ただ単にそれだけの事。だが、それだけで充じゆう分ぶんだろう。

　行く。

　狙ねらいを街の外に居る反連合体制派の兵士に定め、鬼塚が歩き出そうとした時だった。

　街の外にあったヘリと戦車が、大気を震ふるわす轟ごう音おんと共に次々と爆ばく発はつを始めたのは。

「な……っ!?」

　突とつ然ぜんの事態に驚きよう愕がくを得た鬼塚に、

「馬鹿が──クソ雑魚は引っ込んでな」

　ジュードがその横を通り抜けるようにして前へ出た。

「爆弾……？　いや──」

　鬼塚は唐突に理解した。原理や理屈までは解らない。

　だが恐らくは、これこそがコクーン№Ⅵ──ジュード・オルティスの能力なのだ。

　そして、

「──それじゃあ、ゴミ共を片付けてくるとするか」

　それだけを言うと同時、鬼塚の眼の前からジュードの姿が掻かき消えた。
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　丘の上の地面を蹴って跳躍したジュードは、街の入口へと降り立った。

　ＵＳＡバベル担当コクーンの顔は、当然ながら反連合体制派の兵士達も知っている。

『──────』

　アラビア語で何かを叫さけびながら、一いつ斉せいに銃じゆう口こうを向けてくる兵士達に、

「あン？　何を言ってんだか解らねえよ、英語で喋れ英語で」

　しかし、それでも反連合体制派の兵士達はアラビア語で何事かをまくし立てる。

　だから、

「まあ良い……せいぜい好きに喋れや」

　そう言って、ジュード・オルティスは獰猛に笑った。

「何を言ってるか知らねえが──それが遺言で良いんだな？」



　──そして次の瞬間。その場に居た反連合体制派の兵士達が、見えない何かに押おし潰つぶされたかのように肉塊と化した。
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　ジュードによる、反連合体制派の掃討と殲滅が始まった。

　圧あつ倒とう的てきな異能の力の前では、通常兵器など何の意味も持たない。

　悠然と歩を進めながら、銃弾も大砲も、戦車も戦闘ヘリも、ジュードは全すべてを薙ぎ払い、そして蹴散らしてゆく。

「化け物かよ、あの野郎……」

　丘の上からその光景を見ていた鬼塚は、信じられないとばかりに呻いた。

　──いくら異世界で得た力を操れるとはいえ、ジュードだって不死身ではない。

　銃弾を食らえば負傷もするし、当たり所が悪ければ命だって落とす。

　それは、何も直接的な攻こう撃げきに限った話ではない。

　死角から狙撃を受けたり、予想外の場所にトラップがある事だって充分あり得る。

　そして、それを行なえる敵のテロリスト達たちは数え切れぬ程いるのだ。それなのに、

　……真っ直ぐに、同じ速度のまま歩いてやがる……。

　そう。ジュードは両手をポケットに突っ込み、まるで散歩でもしているかのように平然と戦場を歩いていた。

　だがその周囲では、無数の衝撃が生まれ、次々に反連合体制派の兵士達が潰されてゆく。

　一人残らず、根こそぎに、虱潰しに。

　すると呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている鬼塚に、

「怒ったり、驚いたり、コロコロと忙しいねアンタは……」

　やれやれといった感じでクリスが言った。

「あの程度の真ま似ね、コクーンや朱の黄昏なら誰だれだってできるよ──それこそ僕にもね」

「…………なら何でお前もやらねえ？　偉そうな事を言って、俺と一緒にここで眺ながめているだけか？」

「別にやっても良いんだけどね……言っただろ、僕はコクーンとしてまだ表に出る訳にいかないんだ。だから今回は、顔と名前を知られているジュードに任せる事になってるのさ。それに、二人よりは一人の方が色々と都合が良いんだよ」

　一息、

「コクーンの力を、改めて世界中に知らしめるためにはね」

　その言葉に、鬼塚はハッとなって、

「まさか──テメエら、この反乱をコクーンのプロパガンダに利用するつもりか？」

「人聞きが悪いなあ……反抗勢力への抑止効果と言ってよね」

　と嘆息しながらクリス。

「相手は言わばテロリストだよ？　考えなしに殲滅だけしてどうするのさ。今後の事も考えて、きちんと効果的にやらないと」

「……だったら、何で人ひと質じちの安全を優先しやがらねえ」

　と怒りを込めた眼まな差ざしで鬼塚。

「お前らコクーンは、お偉えらい世界の管理者なんだろうが。人命を無視した力押しなら、結局はこれまで失敗し続けてきた強国の軍事行動と何の変わりもねえだろうよ」

「馬ば鹿かだねアンタ……テロリスト相手に弱腰になってどうするのさ。これまで国家が取ってきた対テロへの姿勢は間ま違ちがっちゃいない。たとえどれだけ人質を取られようと、テロリストには屈しない。テロリストは殲滅が第一、人質の命は二の次だよ。人質を取っても価値がないと思わせないと、連中はどんどん弱い人達を巻き込むんだから」

　クリスは当然とばかりに、

「後は人質の事を思うなら、なるべく惨たらしくテロリストを殺す事だね。それも人質を取る事への抑止に繋がるし」

「かといって、あんな目立つ真似をすれば、敵がその人質を盾にしちまうだろうが！」

「解らない人だね……それを狙ってるんじゃないか」

　そう言った途端、鬼塚が危惧していた事態が起こり始める。

　一部の反連合体制派の兵士が、人質を盾にして逃亡を図ったのだ。

　言わんこっちゃない──鬼塚が表情を厳しいものにしたのと、

「──かかった」

　そうクリスが呟つぶやいたのは、全くの同時で。

　──次の瞬間、鬼塚剣哉は見る。

　街のあちこちで反連合体制派の兵士によって盾にされようとしていた人ひと質じち達たちが、一人残らず煌く透明の壁によって囲まれたのを。それは、あらゆる手出しを許さぬ守護の輝かがやき。

　この離れた距離で、しかもあれだけの数を一いつ瞬しゆんで。俄かには信じられないが、

「魔ま法ほうの防護障しよう壁へき……いや結界か！」

「そういう事」

　状況を悟った鬼塚に、さらりとクリスが言い放つ。

「人質が何箇所かに分けて集められていたのは解っていたからね。優先順位を付けずに全員を助け出すには、連中に撤退を選ばせるのが一番だったんだ。建物の中に結界を展開する事もできるけど、目視しないで勘に頼たよると人質と一緒に反連合体制派の連中まで同じ結界に入れちゃう可能性があったんでね」

　でも、

「ああして外へ──見える場所へ連れ出だされた人質なら、こうして僕の結界で守れる」

　優先順位を付けずに、同時に助け出す。それは、最も理想的な人質の救出方法だ。

　するとクリスは懐から携けい帯たい電話を取り出し、

「ジュード、人質の安全は確保したよ──後はよろしく」

　そう告げた途端、呼応するように街中へ衝撃が駆け抜ぬけた。

　いよいよジュードが、街を占拠していた反連合体制派の始末に掛かったのだ。

「………………」

　驚きに眼めを見張る鬼塚に、

「あのさ……何か勘違ちがいしてるみたいだけど」

　静かな声が投げ掛けられる。

「僕らは別に悪の組織じゃないんだ。この世界の管理者として、より良い世界にしていきたい。それだけなんだよ」

　無表情でこちらを見上げて。

　クリス・テンペストは告げる。

「テロリストには屈しない。でも人質も助けたい。そう思ってるのは何も君達だけじゃない──僕達だって、それが一番だって事くらい解っているんだよ」
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　三十分。

　反連合体制派の殲滅にジュードが要したのは、たったそれだけの時間だった。

　人質となっていた民衆の被ひ害がいは最小限に抑えられ、住宅や施し設せつの損壊は避さけられなかったものの、街は無事に奪還された。そして、

「………………」

　鬼塚は今、取り戻された街の中を一人で歩いていた。

　一いつ緒しよに来ていたジュードとクリスの二人は、連合政府や新国連のスタッフ、市長といった街の政治家や権力者らと今後の対応についての話があって。

　協議にはしばらく掛かかるという事で、終わるまで時間を潰すように言われたのだ。

　だから。特に行き先を決める事なく、鬼塚は街を歩いてゆく。

　すると否いや応おうなく眼に入ってくるのは、戦闘の爪痕が生々しく残る凄惨な現実で。

　……いや、そうじゃねえ……。

　鬼塚は思う。ここであったのは戦闘ではない──戦争なのだと。

　破壊された建物や乗用車も、路地裏でへたり込む老人も、そして道端に転がっているジュードが殺した反連合政府の兵士達も。

　そのいずれもが、この場所で行なわれた戦争が生み出した悲劇で、

「クソったれ……」

　鬼塚は思わず吐き捨てていた。眼の前にある光景に対して、鬼塚が得たのはどうしようもない無力感だ。鬼塚にできる事は何一つなかった。それどころか、そもそも何な故ぜ自分がここに居るのかすら解らない。

　鬼塚をこの場所へ連れてゆくようジュードへ命じたのは、コクーンの実働部隊のリーダー、ミハエル・アークウッドという話だが、鬼塚にはその意図が理解できない。

　役立たずの自分をわざわざこの場所へ来させた事に、一体何の意味があるというのか。

　……思い知れって事かよ。

　眼の前にある現実に対して、自分がどれだけ無力なのかを。

　コクーンや朱あけの黄昏と比べて、自分がどれだけちっぽけな存在なのかを。

　鬼塚がコクーン本部で、ティアナの傍に居られるのは、あくまで彼かの女じよに大人しく言う事を聞かせるための足あし枷かせとして都合が良いからであって。

　鬼塚自身には何の価値もないのだと。

　──そして、ボロボロになった街を彷徨うように歩き続けて。

　偶然にも街の住民の多くが集まっている場所に辿り着いた鬼塚は、そこで足を止めた。

「ここは……」

　多くの人々が列を成して入口に並ぶそこは、壁を癒いやしの白に塗られた建物──病院だ。

　そこには頭から血を流している者がいた。呻うめき声ごえを上げ地面に横になっている者がいた。

　全身に包帯を巻いている者がいた。

　傷つけられたのは、戦う事のできない弱き人々。争いに巻き込まれ、理不尽な暴力に虐しいたげられ続け、それでも連合国家体制の下、ようやく手に入れた平穏の中で暮らしていた民衆だ。それなのに、そんな彼かれらの日常は破壊されていて。

「俺おれは──」

　だがそうした現実を前にしても、鬼塚には何もできなかった。

　ただ立ち尽くし、見ている事しか出来ない。鬼塚剣哉は今、どこまでも無力だった。

　そこへ、

「……ん？」

　ふと、鬼塚の眼の前へ赤いボールが転がってきた。

　大きさはドッジボール程。鬼塚が拾うと、ボールを追いかけるようにして幼い一人の少女が駆けて来て、

「──────」

　しかし少女は、鬼塚から少し離はなれた場所で立ち止まった。

　鬼塚は日本人だ。さらには着ている服はＪＰＮバベルの制服で。この街はおろか、この国の人間とは明らかに異なる顔つきや格好に警戒しているのだろう。少女は見上げるようにして鬼塚とボールを見つめるものの、それ以上は近寄って来なかった。

　──別に少女を怖がらせるつもりはない。

　かといって、この国の言葉など鬼塚は何一つ解わからなくて。

　……それに。

　たとえ言葉が解ったからといって、この少女に一体何が言えるというのだろう。ただ見ている事しかできなかった鬼塚には、慰なぐさめの言葉を掛ける権利すらないような気がして。

　それでも、

「………………」

　鬼塚は黙ったまま、少女へボールを差し出した。

　こちらから近付く事はしない。何もできないというなら、せめて彼女を怖がらせるような真似だけはしたくなかった。恐らくこの少女は今──反連合政府の兵士の手から逃れ、ようやく身を震わせるような恐怖から解放されたばかりだろうから。すると、

「……………………」

　ジッと鬼塚を見ていた少女が、ゆっくりと歩み寄ってきて、

「──────」

　こちらが差し出したボールを、小さな両手で受け取った。鬼塚は何も言わない。少女も何も言わなかった。ただほんの少しの間、互たがいに視線だけを合わせて──それだけだ。

　やがて少女は踵を返し、元来た道を駆け戻ってゆく。その手に赤いボールを持って、病院の敷しき地ち内ないの方へと。そんな少女の後姿を鬼塚が見送っていると、

「……あん？」

　少女は一度だけ立ち止まり、こちらを振り返かえった。

　その顔に笑え顔がおはない。鬼塚が立っているのはおとぎ話ではなく、現実なのだから。

　だが──それでも少女は、小さく手を振ってくれて。

　鬼塚が軽く手を上げて応えてやると、少女は今度こそ帰ってゆく。

　──その時だった。鬼塚が視界の端に、光るものを見たのは。

　最初は西日が何かに反射したのかと思った。だが、

「────っ!?」

　鬼塚は息を呑のんでいた。西日ではなかった。

　病院からやや離れた場所にある建物──戦闘で一部が崩れたビルのとあるフロア。

　そこにあったのは人影かげと、鈍にぶく光る何かの黒い塊で。

　距きよ離りがあるため、射線がどこを向いているのかまでは解らない。

　だが、少女が撃たれるかもしれない──その事実を理解した瞬しゆん間かん、鬼塚は反応していた。

　口から吐き出されたのは、音を伸のばしただけの言葉にすらならない声。

　自分は無力だとか。自分には何もできないとか。

　その瞬間、そんな事はもう鬼塚の頭の中にはなくて、

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　そう叫んだ瞬間から後、鬼塚が取った行動は反射的なものとなった。

　己おのれの体内にある全ての力を解放。背後と足あし下もとに魔ま法ほう陣じんを多重展開。

　生み出された灼熱の炎ほのおを、爆発にも似た推進力に変えて。

　鬼塚剣哉は、宙を疾しつ走そうするように飛んでいた。

　そして銃声よりも──銃弾よりも早く少女の下へ辿り着き、抱だき締めるようにして少女の小さな身体を庇ったのと、

「ぐっ──！」

　左肩に衝撃を得たのは同時。燃えるような激痛が全身を駆け抜け、狙撃された衝撃で地面を転がりながら、それでも鬼塚は少女を抱き締めたまま離さない。

　そして銃弾が発射された場所を──先さき程ほどのビルを見て。

　鬼塚剣哉は今度こそ驚愕する。

　狙撃者を見たフロアに、鬼塚のよく知る輝きがあった。それは銃とは異なる新たな輝き。

　魔法陣だ。

　反連合体制の兵士の中に紛まぎれ込んでいたのか。或あるいはたまたま居たのかまでは解らない。

　だが今、少女を殺そうとした者は──否いや、恐おそらくは病院に居る人間を標的にした者は、異世界からの帰き還かん者しや。鬼塚と同じ境遇の人間だ。

　──反コクーンや、反バベルを掲げるテロリストが居る事は知っている。ティアナが属ぞくしている朱の黄昏もその一つで。だが──ティアナは断じて、幼い子供を殺すような真似はしない。それも卑ひ怯きような狙撃などで命を奪うような事は断じてしないと言い切れる。

　しかしこの相手は、容よう赦しやなく少女を狙った。

　今も異世界で手に入れた力を使って、こちらを殺そうとしている。

　だから許さない。鬼塚が魔法を使用した事で作戦を変えたのかもしれないが、そんな事はどうでも良かった。

　この相手は鬼塚や、ティアナの想おもいを──存在そのものを否定し、汚したのだから。

「テメエみたいな奴やつが居るからあああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　鬼塚の怒いかりは意志となり、それだけで灼熱の炎が生み出される。

　空間そのものを焼くような赤い奔ほん流りゆうが、一瞬でビルを呑み込んで。

　次の瞬間──巨きよ大だいなビルが跡形もなく消しよう滅めつした。蒸発したのだ。

　それが、これまでの自分の魔法とは次元の異なる威い力りよくである事に、鬼塚は気が付いていなかった。少女の下へと一瞬で飛んだ速度についても考えが回らない。

　敵が、ギリギリのところでビルから宙へ飛び出し、回かい避ひしていたからだ。

　……逃がすかよっ！

　鬼塚は、再び敵へ攻撃を行なおうとして──しかしできなかった。

　轟音と共に、上からの衝撃が敵を押し潰したからだ。

　地面に叩たたき付つけられた敵がどうなったのかは、鬼塚の場所からは確かく認にんする事ができない。

　だが、



「……あーしまった。捕まえなきゃならなかったのに、うっかり殺しちまったぜ」



　すぐ傍でしたその声が鬼塚に教える。敵は間違いなく生きてはいないのだと。

「まあ良しとするか……オラ小僧、無事か？」

「っ……ああ、肩を撃たれたけど、何とかな……っ」

　痛みに顔を歪めながら、鬼塚が声の主を見上げると、

「馬～鹿、テメエの事なんざ誰が聞くか。その娘こは無事かって訊きいてんだよ」

　ジュードの辛しん辣らつな物言いに鬼塚が応こたえるより先に、腕うでの中で反応があった。

「………………」

　ゆっくりとした動きでこちらを見たのは、鬼塚が助けようとした少女で。

　鬼塚剣哉は見る。何もできなかった自分が、何もできないと思っていた自分が、それでも守れたものを。その確かな証を。

　それはちっぽけな、しかし掛け替えのないたった一つの命だ。

「良し──地面に転がってるのは無様だが、まあクソ雑魚の割には上出来な方だな」

　そうジュードが言った瞬間、鬼塚は大気が震えるような音を聞いた。

　病院の敷地内で、事の一部始終を見ていた住民達が歓かん声せいを上げたのだ。

　それはやがて歓喜の声となり、熱砂の風が吹く悲劇の街に響き渡ってゆく。

　まるで新たな勇者が現れた事を、祝福するかのように。
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　その光景を、やや離れた場所で見ていた者がいた。

　ジュードと同じくこのセレスタニアへ派は遣けんされていた、最年少のコクーン。

　クリス・テンペストだ。

　──狙撃の銃じゆう声を聞いた瞬間。クリスは離れた場所に居ながら即そく座ざにその位置と狙ねらいを把握して、すぐさま病院の建物全体へ結界を展開していた。

　よって、もし敵のテロリストが魔法による攻撃を仕し掛かけたとしても、病院や住民らに被害が出る事は万に一つもなかっただろう。

　……でも。

　それはあくまで狙撃の後──テロリストの後手に回った対応である。

　敵の射撃は正確だった。鬼塚がいなければ、間違いなくあの少女は死んでいただろう。

　──とはいえ、それはジュードやクリスの落ち度ではない。

　今回の反連合勢力の掃討については、その当初から敵兵に生き残りが出るように計画されていたからだ。生き残りは他ほかの敵勢力と合流すればそちらもまとめて一網打尽にできるし、もし先程のように苦し紛れに民間人を犠ぎ牲せいにするようなテロが起きた場合は、反連合──ひいては反コクーンを、改めてこの世界の敵であると広く知らしめる事もできた。

　そうなればこちらは、中東の敵勢力の殲滅に多少強ごう引いんな手段を取っても構わない口実を手に入れられたのだが、

「何だ……思ったよりはやれるんだね、あの人」

　人の輪の中心で手当てを受ける鬼塚を見つめながら、意外そうにクリスは呟いた。

　テロリストの生き残りは想定していたが、こちらはまあ想定外と言って良いだろう。

　──連合議会の中央庁舎で会った時。鬼塚に対するクリスの評価は限りなく低かった。

　いきなりこちらを子供扱あつかいした事も印象を悪くしていた一因ではあるが、それ以上に鼻についたのは、負け犬のように何かを諦あきらめていた鬼塚の眼だ。

　クリスは思う。自分の力のなさを言い訳にして、行動を起こさない事を正当化し、今ある現実から眼を逸そらす──それは最低の卑怯者のする事だと。

　自らを弱者と開き直り、そのくせ権利だけは一人前に主張する。

　そんな輩やからは、最早もはやクリスにとって人間ではない。何の意味も価値もない、ただの屑だ。

　てっきり鬼塚も、そういう連中と同じだとばかり思っていたのだが、

　……へえ。

　こちらの視線の先──人の輪の中心で、医者から手当てを受けている鬼塚の眼に、確かな変化があるのをクリスは見た。

　まだどことなく頼りなさを残してはいるものの、鬼塚の瞳ひとみにはもう負け犬の色はない。

　そこにあったのは、残酷な現実から逃にげる事なく、前へと進む事ができるものにだけ宿る力強い輝きで、

「………………」

　やや不本意ではあるものの、クリスは少しだけ鬼塚への認にん識しきを改める。

　……少しだけだけど、ね。

　何せ鬼塚のせいで、自分達たちの当初の予定は狂ってしまった。この機会に反乱分子を一掃したがっていたミハエルは、この結果に良い顔はしないだろう。

　──では、自分はどうだろうか？

　ふと浮うかんだ己への問とい掛けに、クリスは即座に答を出した。

　そんなのは決まっている。少なくとも他の抵てい抗こう勢力を始末するために、別の手立てを講じる必要があるのだ。余計な手間を増やされて、嬉うれしいなどと思う筈はずがないだろう。

　でも──不思議とそこまで嫌いやな気持ちもしない自分が居る事に気が付いて。

「……まあ、こういう結末も悪くないかもね」

　いつもの無表情に、クリス・ペンテストは穏おだやかな笑えみをほんの少しだけ浮かべた。
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　レティア・クライシスが、ジュードとクリスを派遣した中東の連合国家セレスタニアでの一件の顛末の連れん絡らくを受けたのは、ミハエルの執務室を訪おとずれていた時だった。

　街を占拠していた反体制派の兵士達は、ジュードが全すべて制圧。

　クリスの結界によって人質の被害を最小限に抑えて、街は無事に奪還された。

「今後の対応を含ふくめた後処理も、全く問題ないそうよ」

　そこまでを淡々と報告したレティアに、

「……そうか」

　コクーン実働部隊の若きリーダー、ミハエル・アークウッドは淡々とそれだけを返す。

　その反応にレティアは小さく苦く笑しようすると、

「後は……ジュードに同行させた鬼塚君だけど」

　少しだけ声のトーンを低いものにして告げる。

「反体制派に紛れ込んでいた帰還者のテロリストから女の子を守ったそうよ──」

　一息、

「──その際、通常の炎系魔法とは明らかに次元の異なる超高温の炎を生み出していたらしいわ」

　その言葉に、

「ああ──それは良かった。どうやら彼を向こうに行かせた甲斐があったようです」

　応えを返したのは、レティアとミハエルの他にこの執務室に居たもう一人のコクーン。

　穏やかな笑みを浮かべたクラウディオ・ファリスだ。

　そう。鬼塚をジュードに同行させる形でセレスタニアへ行かせたのはミハエルではない。

　無論、命じたのはミハエルだが──それを提案したのはクラウディオだ。

「恐らくその炎は、フェニックスの炎でしょう。生きた状態でフェニックス細さい胞ぼうとほぼ完全に同化できているんです。言うなれば、今の鬼塚君は人の形をしたフェニックスだ。そのポテンシャルは、高次生命体と何ら変わらない筈。しかし、困った事に彼には自分自身に対する強固なまでのコンプレックスがあったんです……」

　そこまで言うと、クラウディオは笑みを苦笑に変えて、

「凰沢暁月君や、ティアナ君のような存在を間近で見続けてきたせいでしょう。自分は弱い、何もできないと勝手に思いこんでいて、自身の可能性を自ら殺してしまっていた。ですが、こうして一度でも使えた以上、この後の変化と覚かく醒せいは問題ないでしょう」

「──使い物になると思うか？」















　ミハエルが発した問い掛けに、クラウディオは「ええ」と笑みを浮かべながら、

「恐らく現状のままでも、世界最強の炎使いになれるでしょう。しかも彼はほぼ高次生命体に近い状態にありますからね……概がい念ねん能力にも充じゆう分ぶん目覚める事ができます」

　まあ、

「相当頑がん固こなネガティブ思考の性格ですから……少々時間は掛かってしまうかもしれませんけどね」

「解った……状態が安定しているかどうかも含めて、今後も経過を見る必要はある。鬼塚剣哉についてはお前に任せよう」

　とミハエル。

「使いものになるようであれば、将来的には今回解体した日本を彼に任せてみるのも良いかもしれん」

「ああ、そうですね……父親が父親です。政治の面でも才覚があるかもしれません」

「……………………」

　ミハエルとクラウディオが交す会話を無言で聞きながら、レティア・クライシスは思う。

　……残酷な話ね。

　日本最後の総理大臣、篠川慎哉には三人の息子が居た。

　長男は召しよう喚かんされた異世界から戻れず、次男はこの世界に帰き還かんしたものの後に自殺して。

　そして父親である篠川を憎み、母親の旧姓を名乗っている三男は──たった今、自分の知らないところで未来の運命を決められた。

　……でも。

　それも仕方のない事だろう。

　この世界の安寧と平和のためには、誰だれもが盤上の駒のようなものでしかない。

　レティア達もまた、超ちよう高こう次じ生命体をこの世界に顕けん現げんさせるための駒なのだから。



　──だが、たとえそうでもレティア・クライシスの決意が揺ゆらぐ事はない。

　この世界に神はいない。しかし、それでも自分達はこの世界で生きてゆく。

　しかし、人の身では救えない悲劇がこの世にはあるというのなら。

　その悲しみを消す術を、その理想を必ず実現してみせる。

　そのために自分達は──コクーンは存在しているのだから。








　　　第４章《あの日の悲劇は今も》
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　幸せな家庭だったと思う。

　確かに、世間一いつ般ぱんの平へい凡ぼんな家庭とは異なっていたかもしれない。

　父親が異世界に召しよう喚かんされた家で、物心ついた時には母親はもういなかったのだから。

　──だけど、それでも凰おう沢さわ暁月あかつきは思うのだ。

　自分が生まれ育ったこの家は、間ま違ちがいなく幸せな場所だったと。

　暁月以上に豪ごう快かいな父も。真面目まじめで頼たよりになる兄も。

　そして──明るく優やさしい妹も。

　全すべてが暁月にとって大切な家族で、誰だれもが掛かけ替かえのない存在だった。

　だから。

　父親が仕事で家を空けるようになっても。長く帰ってこなくなっても。

　暁月は平気だったのだ。幸い、不自由する必要のない程度には、金銭的な面では余よ裕ゆうのある家庭だったし、何より自分には兄と妹がいる。

　二人がいれば大だい丈じよう夫ぶだと。父もいずれ戻もどってくると。

　あの頃ころは──本当にそう思っていた。心の底からそう信じて疑っていなかった。

　──でも。

　凰沢家にとっての平凡な日常は。家族の幸せは。

　ある日を境に崩くずれ始めてしまう。

　そう。兄が──凰沢朔さく夜やが、暁月達たちの眼めの前で異世界に召喚されてしまったあの日から。
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　十代の少年少女が異世界へ召喚される現象が始まったのは、今からおよそ三十年前だ。

　異世界に召喚された者はいずれも、向こうの世界で魔ま法ほう等の特とく殊しゆ能力を会え得とくする機会に恵めぐまれるものの、当然ながら危険も決して少なくない。

　五年というタイムリミットまでに、《異界の門》を通らなければ戻ってこれない事。

　そしてそれ以上に単純な問題として、突とつ然ぜん放ほうり出だされた異世界で、右も左も解わからぬまま無事に生き延びなければいけない事が、何よりも困難で。

　そのため、たとえ無事に戻ってこられたとしても、多くの者が心に大きな傷を負う。

　訓練された兵士ですら、戦場で心を病やんでしまい、後々まで苦しむ事が少なくないのだ。

　それまで平凡な日常を送っていた、ただの少年少女にとって──異世界へ召喚されるという経験は、それだけで決して癒いえる事のない深い傷を心に刻むのである。

　召喚された異世界から《異界の門》を通って帰き還かんした際、こちらの世界では召喚された瞬しゆん間かんから時間は経過していない。どれだけ孤こ独どくに耐たえ、必死に歯を食くい縛しばって異世界を生き延び戻ってきたとしても、こちらの世界では一いつ瞬しゆんの出来事で。

　だからこそ、突とつ然ぜんの事に家族はとっさに対応できない。家族が異世界に召喚されていたと頭で理解する事はできても、その辛さの大きさを、苦しみの深さを、すぐに理解して慮おもんぱかる事ができないのである。

　だが──心に傷を負うのは、何も召喚された当人だけではないのだ。

　家族もまた同じように傷を負うのである。

　ある日突然、それまでの日常を失うのは、家族もまた同じなのだから。

　──では、眼の前で異世界へ召喚される現象を目まの当あたりにするとどうなるか。

　まずは召喚された対象が次元シフトの光に包まれる。そこまでは観測が可能で。

　しかし、次の瞬間にはもう残ざん酷こくな結論が出る。召喚されていた異世界でしばらく過ごしてから帰還しても、この世界では時間は経過しないのだ。

　よって、無事に生き延びて五年以内の《異界の門》を通る事ができた場合は、召喚現象を目の当たりにした者の眼には、次元シフトの輝かがやきが収まった後──そのまま変わらずそこにいるように見える。

　反対に、もしも戻って来れなかった場合は。次元シフトの輝きが収まった後、そのまま姿が消えてしまい、もう二度と戻って来る事はない。

　一瞬で下される残酷な審しん判ぱん。

　だが──たとえ戻ってこられたとしても、それでハッピーエンドとはならない。

　多くの場合はそのまま特別自治区へと送られ、その後の一生を管理されるのだから。

　凰沢家の場合は、その悲劇が生じる事はなかった。

　父親が異世界に召喚されていたため、既すでに凰沢家は特別自治区の中にあったからだ。

　──しかし。それでも凰沢家は、異世界に召喚された家族の悲劇を味わう事になる。

　たとえ暁月や妹の眼には一瞬の事でも、異世界で長い間生き延びてきた兄とでは、時間の流れが大きく食い違ちがっていて。さらに、あちらの世界での経験が肉体にフィードバックされた兄は、それまでと大きく容姿が異なっていた。

　肉体は幾いく多たの苦難を乗のり越こえた数だけ逞たくましくなり、暁月と同じ色だった髪かみと瞳ひとみの色は眩まばゆい金色へと変わり。一体どれだけの悲劇と苦しみを味わってきたのだろう。

　雰ふん囲い気きも──それまでとはまるで別人のように、冷たいものになっていた。

　それでも。

　自分達家族の絆きずなが変わる事はないと思っていた。

　暁月も妹も、兄の苦しみを理解しようと努力した。

　その事は、兄にも通じていたと暁月は思う。

　真面目で厳しいところはあるが、誰よりも優しかった兄──朔夜には。

　──だが、その答えが出る事はなかった。

　兄は一度バベルへ行ったきり、何な故ぜか戻ってくる事はなくて。

　連れん絡らくがほとんどつかない父親に続き、長男までもが凰沢家から姿を消したのである。
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「その朔夜って名前の兄貴が──」

　暁月は、自分を支えると言ってくれている五人の少女達へ告げた。

　時刻は夜の八時。場所は凰沢家のリビングで、

「──今のコクーンの実働部隊のリーダーで、新国連の議長ミハエル・アークウッドだ」

　日本の陰かげのフィクサー嵐あらしノ宮みや貴たか子こと商業地区のホテルで会った日の翌日の晩。

　凰沢暁月は、美み兎う、リスティ、千ち影かげ、葛くず葉は、遥はるかの五人に己おのれの過去を語り始めていた。

　──それは何も、別わかれ際ぎわの貴子から「美兎達たちへ話してやれ」と言われたからではない。

　少し前に凰沢家で行なわれた少女達のお泊とまり会。

　その前後から、暁月は自分を慕したってくれている彼かの女じよらに、己の過去を──抱かかえている因いん縁ねんを話そうと決めていたのだ。

　ただ──氷ひ神かみ京きよう也やによる美兎の拉ら致ちに端を発した、京也のコクーンに対するクーデターとも思えるような一連の出来事から、美兎を奪うばい返かえすためにＪＰＮバベルへ乗り込んだ暁月達と京也達の戦いがあり。さらにはコクーンである京也がいなくなった事で、今後のこの人工島のあり方や、コクーンの動きへの対応など、様々な事後処理に追われてしまっていて。やや話すタイミングを逸いつしてしまっていたのである。

　──しかし、嵐ノ宮貴子の協力を得られた事で、ある程度今後の道筋は立てられた。

　ならば話さなくてはならない。もうこれ以上、後回しにして良い話ではないのだから。

　凰沢暁月が、自分と共に生きてゆく事を決めた少女達に応こたえるためにも。

　……それにしても。

　こちらの話を聞く美兎達の表情は、余りにも真しん剣けんそのもので。

　やれやれと苦く笑しようしながら、

「真面目に聞いてくれるのは有あり難がたいが、まだ話は先が長いぜ……お前ら、もうちょっと肩かたの力を抜ぬいて聞いたらどうだ？」

　暁月が語り掛けるのだが、

「………………」「………………」「………………」「………………」「………………」

　五人の少女は、いずれもが沈ちん黙もくを返してくる。

　知っているからだ。詳くわしく話した事こそないものの、これから暁月が話すのは、コクーンや朱あけの黄昏たそがれとの因縁なのだと。世界を敵に回してでも成なし遂とげたい、凰沢暁月の想おもいの原初なのだと。

　そこに何らかの悲劇が存在する事を確信しているのだろう。彼女達の表情は、どれも重たいものばかりで、

　……まあ良いか。

　暁月は思う。確かに、これから自分が話す過去は面おも白しろいものではない。

　無理にこの場を明るくする必要はないのだろう。だから、このまま話を続ける。

「……つー訳で、俺おれと妹は二人だけで暮らさなくちゃならなくなってな」

「その妹さんっていうのが……」

　千影の問いに、暁月は「ああ」と頷うなずくと、ソファの左ひだり隣どなりに座すわる美兎へ視線を移しながら、

「『凰沢美兎』……こっちの世界に戻った時に、一いつ緒しよに連れて来たコイツの素す性じようを知られないよう、バベルを誤ご魔ま化かすために成り済まさせた俺と朔夜の妹だ」

「……………………」

　改めて行なった説明に、美兎は無言で視線を落とした。そうした反応を示した美兎の気持ちを何となく察しながら、それでも暁月は何かを言う事はしなかった。

　ただ──黙だまって美兎の頭にポンと手を置くと、優しく一度だけ撫なでてやる。すると、

「──────」

　美兎は驚おどろいたようにこちらを見た。

　だから暁月はニッと笑ってやると、視線を前へと戻して、

「そんなこんなで妹と二人での生活が始まった。兄馬ば鹿かかもしれないが、俺なんかよりもよっぽど良くできた妹でな。親父おやじに続いて上の兄貴まで居なくなったんだ。寂さびしくない訳ないだろうに、いつも明るく振ふる舞まっていたよ……」

　己の過去話の先を語りだす。

　そして、声のトーンを一段低いものにして、

「だが──そんな妹と二人だけの生活も、そう長くは続かなかった」

　何故なら、

「ある日……妹が倒たおれたんだ」
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　妹が倒れた詳しい原因は解らなかった。

　精神的な無理が祟たたったのかとも思ったが、どれだけ検査をしても原因が特定できなくて。

　だが一部深刻な症しよう状じようが見られた事もあり、その日から妹は入院生活を余よ儀ぎなくされた。

　病室でも妹は明るかった。毎日見み舞まいに訪おとずれた暁月に、ベッドの上の彼女はいつも退院したらやりたい事を色々と話して。

　退院したらどこへ行こう。退院したら何をしよう。

　そうやって、未来の約束を幾いくつもした。退院したら、その時に果たされる約束を。

　──だが、妹は退院できなかった。一ヶか月げつが過ぎても。二ヶ月が経たっても。

　徐じよ々じよに痩やせ細ってゆく身体。少しずつ生気を失ってゆく瞳。

　やがて一時帰宅も難しくなって──そんなある日の事だった。

　談話室で妹と見ていたテレビで、子供が異世界に召喚された女性のドキュメントが放送されていたのは。

　やつれきった顔に泣きそうな表情を浮うかべて、女性はインタビューに応えていた。

　息子むすこは特別自治区へ行き、夫との仲が徐々に悪化して離り婚こんしたと。

　子供に会いたいが、能力者達の巣そう窟くつへ行くのは怖こわいと。そして息子も今はそうした能力者の一人であり、息子に対して恐きよう怖ふを抱いだいてしまう自分のジレンマが苦しいと。

　それまであった幸せが、日常が、息子の異世界召喚によって突然終わってしまったと。

　そんな女性の涙なみだながらの告白に、テレビを見ていた妹がポツリと言った。

「私も……もう一度、兄さんと父さんに会いたいな」

　当然すぎる願いだった。だから暁月は、どうにか二人に連絡を取ろうとして。

　──しかし、父親とも兄とも連絡はつかなかった。

　異世界に関する情報は機密扱あつかいのため詳しくは教えて貰もらえていなかったが、父親は異世界で得た能力を活いかした仕事に就ついていると聞いていたし、兄が通っている場所でもある。

　だから暁月は、二人の所在をバベルに何度も問い合わせた。

　だが、答えはいつも決まって同じ。

　──機密に関するため、お教えできません。

　どれだけ問い合わせても、どれだけ頼たのみ込んでも、機密のため回答は不可能と言われた。

　妹の病状を伝えた。だが駄だ目めだった。

　会いたいと願っているのだと伝えた。それでも駄目だった。

　その間にも、病びよう魔まはどんどん妹を蝕むしばんでいって。

　そしてある日──とうとう医者から宣告されてしまったのだ。

　原因が特定できないが、妹の体調の悪化が止められない。

　──このままでは、助からない可能性が高いと。

　妹にはそれを伝えなかった。言える訳がなかった。

　だが妹の病状の進行を、ただ指を咥くわえて見ているつもりは暁月にはなくて。

　だから父と兄と連絡を取ろうと試みる傍かたわら、妹を助けてくれる病院探しも行なった。

　特別自治区の中も。日本本土も。世界中も。

　ネットや本などあらゆる情報を仕入れ、手を尽つくして探し回った。

　──そして、ようやく多くの名医が居ると言われる病院を見つけられたのだ。

　これできっと妹は助かる。そう思った。

　だが──転院の手続きを進めていたが、何故か転院が不可能になった。















　医者にその理由を問とい詰つめると、苦い表情でバベルが差し止めてきたと漏もらした。

　父や兄の居場所を教えてくれず、あろう事か妹の転院の邪じや魔ままでされた。

　その事実は、暁月を激げき怒どさせるには充じゆう分ぶんで。

　完全に頭に血が上った状態で、暁月はＪＰＮバベルへと乗り込んだ。

「──けど、たとえ家族だろうと許可なくバベルの敷しき地ち内ないへ入る事はできねえ」

　暁月は苦笑しながら肩を竦すくめて、

「あの時の俺はただのガキだったからな……入口であっけなく警備の連中に止められて。それでも通ろうとして暴れたら、即そつ行こうで保安隊を呼ばれて拘こう束そくされちまった」

「そんな……」

　信じられないとばかりに言った美兎に対し、千影に葛葉、そして遥は表情を僅わずかに暗いものにした。感情的には同意できる──だがこの世界について、バベルや特別自治区について知っている三人は、暁月がやろうとした行こう為いがどれだけ無む謀ぼうで、そして常識から外れていたか知っているからだろう。

　だから、暁月は表情を穏おだやかにしながら、

「あんまり暗くなんなよ……コイツはもう過去の話だぜ」

「……でも、これもアカツキがお父さんやお兄さんに拘こだわる事になった原因に、関係がある事なんでしょ？」

　リスティが真剣な表情で発した問い掛けは、正せい鵠こくを射ていた。

　だから暁月は誤魔化さない。自分を信しん頼らいして付いてくると決めた彼女達に応えるために。

「まあな。保安隊に捕つかまった俺は、頭を冷やせとばかりに留置所にブチ込まれてな。釈しやく放ほうされたのは翌日の夜だったよ。それでも面会時間ギリギリで、俺は妹の病室へ向かったんだ。だが……もう遅おそい時間だというのに、病室に居たのは妹だけじゃなかった」

　暁月はそこで一呼吸を置き、

「朔夜が──兄貴が居たんだ」

　それは突然すぎる訪問だった。

　妹がどれだけ会う事を望んでも、暁月がどれだけ連絡を取ろうとしても、まるで家族の縁えんを切ってしまったかのように帰ってこなかった兄がそこに居て。

　だから──本来ならば喜ぶべき筈はずの再会なのに、暁月は激情を抑え切れなかった。

　ほとんど発ほつ作さ的てきに兄の腕うでを掴つかむと、暁月は強ごう引いんに病室から屋上へと連れて行った。

　感情的になっていた。だから見えなかった。

　やっと朔夜と再会できたというのに──妹の表情が酷ひどく暗いものであった事に。

　──その事に気付けなかった事を、すぐに暁月は死ぬほど後こう悔かいする羽目になる。

　その後悔は、今も暁月の心を締しめつけ続けているのだから。
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　兄と共に病室を出た暁月は、屋上で彼かれを問い詰めた。

　何故ずっと帰ってこなかったのか。何故ずっと連絡がつかなかったのか。

　憤いきどおる暁月に、兄は淡たん々たんと答えた。勝手な行動は厳しく制限されていたと。

　そして言ったのだ。「自分は今、コクーンになる準備が進んでいる」と。

　その存在の強大さがどれ程ほどのものかは暁月も知っていた。

　思わず呆ぼう然ぜんとしていた暁月に、兄は続けた。

　バベルに入ってから、自分は独自に父親の事を探していたと。

　何故ほとんど連絡も寄よ越こさず、家を長く空け続けるのか──その訳を調べていたと。

　そしてコクーン候補になる事が決まり、上位機密へアクセスできるようになって──ようやく兄は、自分達の父親が家に戻ってこない真実を知ったという。

『朱の黄昏』というテロ組織──その創設者が、他ほかならぬ父だったと。

　余りにもとんでもない話にとっさに信じられずにいた暁月に、兄は言った。

　暁月達に事情聴ちよう取しゆが来なかったのは、つい最近までその情報が不確定だったためで。

　そして判明した後は、朔夜の権限で暁月や妹には決して知らせないようにしていた。

　残酷な真実を知って苦しむのは、自分だけで良いだろうからと。

　──しかし、妹が危険という事で、状じよう況きようが変わった。

　とはいえバベルの医い療りよう塔とうは、異世界に召喚された者しか利用できない。

　たとえ家族に召喚された者が居ても、それは例外ではなかった。

　コクーン候補になる兄が居ても駄目なのかと暁月が訊たずねたが、コクーンの素性は誰にも知られてはいけないもので。朔夜がコクーンになるという事実は、決して明るみに出てはいけない真実なのだという。コクーンメンバーの選考は、その創設者と選考後に記き憶おく封ふう鎖さをする誓せい約やくをした限られたバベル関係者にしか知らされない情報で。

　よって兄がコクーン候補だからという特例は、それ自体が認められないものだった。

「だが──それでも兄貴は諦あきらめていなかったんだ」

　スッと眼を細め、過去を思い出しながら暁月は言った。

「俺と同じように、大切な妹を助けるために自分にできる事を探し続けて。それでも、これ以上時間を掛ければ妹が手て遅おくれになりかねない。だから──兄貴は妹をバベルの医療塔へ入れるために、最後の手段を使おうとした」

「……最後の手段？」

　オウム返しに問う葛葉に、暁月は「ああ」と頷きを一つ入れて、

「異世界に行った人間は、あちらで得た経験や、積んだ鍛たん錬れんによって魔法なんかの特殊な能力を手にするだろ。その変化は、この世界に戻ってきても維い持じされる──だからこそ俺おれ達たちは、異世界で得た力をこの世界でも使う事ができるんだからな」

　だが、

「その変化には体格などの変化も伴ともなうが、召喚された異世界で体内構造まで変化させてくる奴やつもいる。その中には、極ごく稀まれに契けい約やくや呪のろいなんかで人間から異なる種族に変へん貌ぼうを遂げる奴も居た──ウチの兄貴は、その一人でな」

　そう。凰沢朔夜は、異世界で人間から別の種族に変わっていた。

「別の種族って……？」

　問い掛けてくる千影に、暁月は間かん髪はつ容いれずに答えた。

　静かな声で、

「──ヴァンパイアだ」



　　　　　６



　妹の血を吸い、ヴァンパイアの眷けん属ぞくとすることで医療塔へ入れる。

　それが兄──凰沢朔夜が考え抜いた末に出した最後の手段だった。

　異世界でヴァンパイア化した者の眷けん属ぞく。それは最早もはや、充分に異世界に関する存在で。

　それならば妹をバベルの医療塔へ入れる事が可能になる。

　また普ふ通つうの人間と比べて、ヴァンパイアになれば免めん疫えき力りよくなども飛ひ躍やく的てきに上がり、それだけでも助かる可能性が出てくる。

　妹を助けられる方法はもうこれしかない──そう兄は言った。

　──ただし、ミハエルがヴァンパイアである事実は公おおやけにはできない。

　コクーンは候補の段階から、その素性は最重要の機密として扱われる。

　それは本来、暁月や妹ですら知る事のできない情報で。

　ここで暁月は、ようやく兄から聞かされた。

　兄がやって来たのは、何も妹を助けるためだけではない。

　暁月と妹から、自分に関する記き憶おくを消すためにやってきたのだと。

　だからこそ先さき程ほど、自身が新たなコクーン候補である事や、父親が朱の黄昏の創設者であるという真実をこちらに伝えたのだ。どうせ記憶と共に、全すべて消し去るからと。

　──さらに。妹のヴァンパイア化もまた機密となるため、その情報が漏れぬよう美兎と暁月の互たがいの記憶までも、念のため消す必要があると告げられた。

　そこまで保険をかけないと、妹を助けられないからと。

　だが──当然ながら、そんな話を暁月が受け入れられる筈がない。

　兄もまた、何としても妹の命を助けたいと思っている事は理解できた。しかし、それでたとえ命が助かっても、家族の記憶を失い、人間である事さえも止めてしまう事になれば、それは最早──凰沢美兎という人間が、この世からいなくなる事を意味していて。

　そんな真ま似ねがさせられる訳がないと、逆上した暁月は兄へと殴なぐり掛かかった。

　しかし。まだ異世界に召しよう喚かんされておらず、ただの少年でしかなかった暁月に、コクーン候補として選ばれる兄に太た刀ち打うちできる筈もなく。

　返り討うちなどという言葉が生なま温ぬるいほど吹ふっ飛とばされた。何度も。何回も。

　だが暁月は諦めなかった。どれだけ全身が軋きしもうと、どれだけ血を吐はこうと、何度となく立ち上がり、兄へと向かっていった。

　でも──想いだけでは。願うだけでは、現実を変える事はできない。

　程なくしてボロボロになった暁月が、それでも立ち向かおうとして──そんなこちらへ止めの拳こぶしを振ふるおうとしていた兄から、暁月を庇かばうようにして立ったのは。

　病室に残してきた筈の妹だった。

「もう止めて……」

　見み据すえる瞳で告げる妹に、しかし兄は表情を変えなかった。

　何としても美兎を助ける。そのために自分の眷属のヴァンパイアにし、バベルの医療塔へ連れてゆく──暁月と美兎の記憶は奪う。これはもう、覆くつがえらない決定事じ項こうだと言った。

　兄として。母親を亡なくし、父親もいない凰沢家の長男として決めた事だと。

　これは妹本人の意思や、暁月の感情よりも優先すると。

　──それは或あるいは、もうこれ以上家族を失いたくないという兄の切実な想いがさせた暴走だったのかもしれない。

　そして。

　数分やるから最後の別れをしろと、暁月と妹だけにして兄は屋上から去っていった。

　ボロボロになるまで殴られ、最早自力で立てない状態で。屋上の壁かべにもたれながら、それでも暁月は「逃にげよう」と妹に伝えた。

　バベルだけじゃない。お前を助けられる場所は、きっと他にもあるからと。

　──頷いてくれると思っていた。

　だが、妹は泣きそうな顔で笑うと、動けぬ暁月を置いて屋上の出口とは逆へと向かった。

　屋上の端──否いな、そのさらに先へと向かうようにして。

　そこでようやく妹が何をしようとしているか理解し、止めようとする暁月の眼めの前で。

　妹は転落防止の柵さくを乗り越えた。

　何としても止めなくては……そう思い行動を起こそうとして。

　しかし暁月は目もく撃げきする。

　入院してから──否、朔夜が家に戻もどらなくなってからは見る事のなかったもの。

　涙だった。妹の目から止とめ処どなく零こぼれ落おちる涙を、暁月は目まの当あたりにして。

　そして妹の慟どう哭こくを聞いた。

「自分のせいで、これ以上家族がバラバラになる事は耐たえられない」

　でも、

「家族の記憶を失くして、人である事を捨ててまで助かりたくない」

　だって、

「自分は──凰沢美兎だから。凰沢剛ごう毅きの娘むすめで、凰沢朔夜と凰沢暁月の妹だから」

　それなのに。異世界への召喚が始まって、人が異能の力を手に入れて戻って。

　この世界は狂くるってしまった。父も、兄達たちも、自分もどこか狂ってしまった。

　人生も──そして心も。

「……何でかな」

　誰だれに問うでもなく妹は短い言葉を口にした。

　暁月は声を振り絞しぼった。「お前のせいじゃない」と。「お前は悪くない」と。

　すると泣き笑いのような表情で、妹が次に言ったものが最期の言葉になった。



「じゃあ……きっとこの世界が間ま違ちがっているんだね」



　そう言って──次の瞬しゆん間かん、妹は屋上から身を躍おどらせた。

　その直前には、暁月は妹へと向かって駆かけ出だしていた。

　しかし兄に殴られたダメージの残る暁月では、駆け寄よろうとしても間に合わなくて。

　──だが、そんな暁月を突つき飛ばすようにして、風が駆け抜けた。

　兄だった。屋上の入口の向こうで待っていて、何かおかしい事に気が付いたのだろう。

　しかし──そんな兄が手を伸のばしても。

　コクーン候補の兄が異世界で得た身体能力を駆く使しし、妹の後を追って宙を飛んでも。

　それでも、その手が妹に届く事はなかった。そして、

「────────」

　一人取り残される形に暁月は、突き飛ばされた拍ひよう子しに屋上の地面の上に転てん倒とうしていた。

　下の駐ちゆう車しや場じようからは、咆ほう哮こうのような兄の叫さけびが聞こえてきた。

　暁月が初めて耳にする、常に冷静だった兄の絶ぜつ叫きようは、怒いかりと悲しみと絶望に満ちていて。それでも暁月は呆然としたまま、ただ夜空を見上げる事しかできずにいた。

　心の中で、何度も「なぜ」と繰くり返かえしながら。
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「病室からは妹の日記が見つかった……」

　美兎達たちが完全に言葉を失くし、重い沈黙が立ち込めるリビングで。

　ソファに腰こし掛かけた暁月は、虚こ空くうを見上げながら低い声で言った。

　──日記には、暁月には明かさなかった気き丈じような妹の本心が綴つづられていた。

　死への恐怖と不安。父と上の兄と会えない事への寂せき寥りよう。

　そして。毎日見舞いに来てくれる暁月をありがたいと思いながらも、心配をかけぬよう明るく振舞う事への苦しさ。

　綺き麗れいで優やさしかった筈の妹の字は、日記の中では見る影かげもないほど歪ゆがんでいて。

　彼かの女じよの恐怖と不安の感情がどれ程のものかを思い知り、凰沢暁月はようやく理解した。

　妹は泣いていたのだと。涙こそ流してはいなくても、ずっと泣いていたのだと。

　だが父と兄──そして自分の存在が、彼女に涙を流させなかったのだと。

　茫然自失の状態の暁月に、しかし状況は追おい討ちを掛ける。

　冷静さを取とり戻した朔夜の命令で、妹の死体が回収される事になったからだ。

　妹の死のショックで打ちひしがれたままの暁月を無視して、どこまでも無む慈じ悲ひに、妹の亡骸なきがらは病院から運び出されていった。

「だが──ここで兄貴ですら予想していない事態が起きた」

　兄とは別の車で移送中だった妹の遺体が、何者かの襲しゆう撃げきによって強ごう奪だつされたのである。

　恐おそらくは──否、間違いなく父親の──剛毅の仕し業わざなのだろう。

　暁月が遺体の強奪の件を知ったのは、その日から抜ぬけ殻がらのような状態で過ごし続けていた時に、凰沢家を訪れた朔夜の部下らしき者達に訊きかれたからだ。

　今さらになって「父親から、何か接せつ触しよくはなかったか」と。

　しかし連中は、暁月が何も知らない事を悟さとると、すぐに引き上げていった。

　そしてそれっきりだ。必要ないと判断されたのか、それとも暁月が何を騒さわぎ立たてても揉もみ消けせると踏ふんだのか、或いは哀あわれみからか。

　この件に関する、暁月の記憶が消される事はなかった。

　兄がコクーンになる事も、父の正体に関する記憶も残したまま、兄は去さっていった。

　だが──この父と兄の振る舞まいが、抜け殻状態だった暁月の怒りに火を付けた。

　父に何の意図があったのかは解わからない。本人がした事か、それとも仲間の仕業なのかも。

　だがずっと家に帰ってこず、本当に居て欲ほしい時に居てくれなかったというのに。たとえどんな理由があろうと、今さらしゃしゃり出て娘の遺体を掻かっ攫さらうなどという常じよう軌きを逸いつした真似をした父親の事を、暁月は激しく憎にくんだ。

　──しかし、暁月がそれ以上に許せなかったのは兄の方だ。

　裏切り者の父に──朱あけの黄昏たそがれというテロリストに、大切な妹の亡骸を奪うばわれたという事実が許せなかったのか、兄は病院に手を回して妹の入院記録を抹まつ消しよう。

　その結果、凰沢美兎は以前から行方ゆくえ不明になっているという事にされた。

　死亡した事実すらなかった事にされ、真実を闇やみに葬ほうむり去られたのだ。

　そして兄はコクーンとなり、頭角を現して。

　父は、今も世界のどこかで好き放題をやっている。

　そんな二人の信条は互いに決して相あい容いれぬもので。

　この世界では現在、コクーンと朱の黄昏の二強が激げき突とつしている。

　だが、

「俺はそれが許せねえんだ……」

　暁月は、己おのれの中で今も燃え盛る激情を告白する。

　自分勝手な父親も。死んだ妹の心をなお顧かえりみない兄も。

　二人がしている事は、妹が最期に流した涙を踏みにじる行為で。

　だからこの時、この瞬間から凰沢暁月は動き出した。娘の死を、妹の死を──その遺志を無視した二人を、唯ゆい一いつ彼かの女じよの想おもいを知っている自分が叩たたきのめす。

　父と兄が掲かかげる野望と正義がどれだけ強大で崇すう高こうであろうとも。

　あの二人がどれだけ強さの高みに居ようとも。

　家族の一人も守れないような奴らが、その涙の意味も理解できないような奴らが頂点に立つ世界を、凰沢暁月は決して認める訳にはいかない。

　現に今も、苦しんでいる人達が、苦しみ続けている人達が居るのだから。

　絶対に止めてみせる。そして思い知らせる。

　誰よりも家族を想い、争あらそう事を嫌きらっていた妹の──凰沢美兎の最期の願いを。

　彼女がどれだけ、自分達家族の事を大切に想っていたのかを。

　──もう二度と、妹のような悲劇を繰り返さないために。
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　凰沢家のリビングに静せい寂じやくが降りていた。

　全てを話し終えると、暁月が席を外すように一足先に自室へと戻っていってからだ。

　それは五人の少女達に、考える時間を与あたえるもので。

　暁月を支えるために集った少女達は今、ソファに腰掛けながら自らの想いを深めていた。

　──凰沢暁月の譲ゆずれぬ想いの根源。

　それは大切な家族の──妹の死と涙なみだ。守れなかった想いと願いで。

　五人の少女達の中に、それを個人的な感情にすぎないと拍ひよう子し抜ぬけする者はいない。

　むしろ、自分達が慕したう暁月らしいと思える理由だった。

　世界平和だの秩ちつ序じよの構築だのと、聞こえの良い綺き麗れい事ごとや理想論を掲げるのではなく。

　たった一人の少女を救えなかった──そんな不ふ甲が斐いない自分を責め、それ以上に彼女の最後の涙すら踏みにじった兄と父を許せず。この世界の在り方に苦しんできた人と、たった今も苦しんでいる人──そしてこの先の未来に苦しみ、悲しむかもしれない人のために。これまで流れ続けてきた涙と、これから流れるかもしれない涙を止めるために、今のこの世界の頂点に立つ父と兄に立ち向かうと暁月は決めたのだ。

「『泣きたい時に女が泣けない。そんな世界は間違ってる』か……」

　虚空を見上げながら千影が口を開いた。それは以前、千影と美兎と葛葉の三人が暁月と共に商業地区へ出で掛かけた際、帰りのバスの中で暁月が口にした言葉だ。しかし、

「何て皮肉な話だろうね……誰よりも女の涙を見たくないと願う暁月の想いの始まりが、暁月の前で泣く事のできなかった妹さんだったなんて」

「ええ……」

　とリスティは頷うなずき、

「これまで私達は、アカツキに涙を止めて貰もらって来た。アイツの強さや優しさに救われてきた。でも……その時アカツキが、どんな想いで私達の涙を見ていたか、私達はちゃんと解っていなかったのね」

　かつて、アレイザードで人と魔族が再び戦争状態へ陥おちいろうとした時。女の涙を見たくないという暁月の美学の始まりは、かつてのシェルフィードの悲劇──勇者レオン・エスペリオの死の真相にあると、赤毛の剣けん将軍ゼクス・ドルトレイクは言った。

　それは恐らく間違いではないのだろう。だがそれは、正解の半分でしかなかったのだ。

　アレイザードで悲劇を経験する前に、既すでに暁月の心には深い深い傷があって。だからこそレオンを殺すしかなかったあの時。暁月は絶望の淵ふちに立ちながら、それでもリスティやシェルフィードの民たみに同じ想いをさせないよう、自ら汚お名めいを背せ負おう事を決めたのだ。

「ですが、これでようやく彼の──凰沢暁月の事を、想いを理解できましたわね」

　と遥。

「これから彼と共に歩む事に、もう何の迷いも憂うれいもありませんわ」

「そうね……」

　その言葉に葛葉は首しゆ肯こうして、

「これまでのように守られてばかりじゃいられない。これからは私達が彼を──暁月を支えていかなきゃ」

　ＪＰＮバベルで、京也に精神を操あやつられていた時の美兎が言っていた。

　暁月は自分の目的を達したら、死ぬつもりなのだと。

　リスティはその真しん偽ぎを問とい詰つめようと思っていたが、今では考えを変えていた。

　恐らく美兎が口にしたのは、暁月の頭の中にある選せん択たく肢しの一つなのだろう。

　常に先を見据え、あらゆる可能性を考こう慮りよするのが暁月なのだから。

　そして──もしそんな未来が嫌いやならば、自分達がそうさせなければ良いのだ。

　暁月を失いたくない。失わせない。それが彼と共に生きてゆく自分達の望みなのだから。

　そうして、それぞれが想いを新たにする中で。

「………………………………」

　一人だけ黙だまったままの少女がいた。

　その表情はどこか青ざめていて、

「美兎ちゃん……？」

　様子がおかしい事に気が付いたリスティが問い掛けると、

「…………ボク、何て事を……」

　震ふるえる声で美兎が言った。声だけではない。美兎は身体までをも小刻みに震わせていて。

　一体どうしたのかと他の四人が心配げに見ると、

「知ってたの……あの人の妹さんが亡くなってるって、ボク知ってたのに」

「……美兎？」

　眉まゆを顰ひそめた遥の声は届いているのだろうか。

　美兎は己の身を縮め、掻き抱いだくようにしながら、

「どうして考えなかったんだろう……どうして気付けなかったの？　ボク、自分が苦しい事とか、どうすれば良いのかとか勝手に考えて──」

　一息、

「あの人の前でボク、何度も同じ事をしようとして……」

『────────』

　その言葉に、ようやく他の四人は美兎がなぜ動どう揺ようしているのかを理解した。

　──以前、ランキング戦の時。

　フィル・バーネットから、最早どこにも居場所はないと告げられた美兎は、その絶望から山さん岳がく地帯の崖がけから滝たき壺つぼへと身を投げた。

　それも──暁月の眼の前で。

　その瞬間を目の当たりにした暁月の胸の内は、察するに余りあるものだ。

　そして。

　共に滝たきへ落ち、それでも美兎を助けた後──暁月は激しい怒りを露あらわにした。

　それは自ら命を断たとうとした美兎に対しての怒りだけではない。

　きっと、かつて眼の前で妹を死なせた不甲斐ない自分を思い出してしまったから。

　──それだけではない。

　先日のＪＰＮバベルにおける京也との決戦の後。

　自分が超ちよう高こう次じ生命体だった事を知った美兎は、その力が利用されないように精神世界へ留とどまり、そのまま消えようとしている。

　暁月が最も傷付く行こう為いを、美兎は彼かれに何度もしてしまっていたのだ。

「…………謝あやまらなきゃ」

　ポツリと呟つぶやき、美兎はふらりと立ち上がった。

　知らぬ事とはいえ、自分の取った行動がどれだけ無神経に暁月を傷つけていたのかが解った以上、凰沢美兎はこのまま水に流す訳にはいかない。

　たとえ許されなかったとしても、

「行かないと……ボクがあの人にした事の責任を取りに」
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　リビングで己の過去を話し終え、自室へと戻った後。

　凰沢暁月の姿は部屋の外──ベランダにあった。

　空には今夜も明るい月が浮うかんでいて。

　満ち欠けを繰り返しながら、月はこの世界を照らしている。

　形を変え、時に目には見えなくても、そこにあり続けるのだ。

　まるで決して消える事のない、今も抱いだき続ける後こう悔かいのように。

「……何だかな」

　ふっと呟き、暁月は自じ嘲ちようめいた笑えみを浮かべた。

　妹や家族の話をしたせいか、どうやら今の自分は少しばかり感傷的になっているらしい。

　すると──背後からそっと暁月を抱き締しめる存在があった。

　背中に感じる柔やわらかな感かん触しよくは、暁月のよく知るもの。

　美兎だった。血の繋つながった妹ではなく、アレイザードから暁月が連れて来た魔ま王おうの娘の。

　彼女が傍に来ていた事には気が付いていた。彼女の氣を感じていたからだ。

「──どうした？」

　甘あまえているのとは違ちがう。こちらを抱き締める美兎から伝わってくる感情は、切ないもので。

　その理由について、暁月は何となく察しが付いていた。

　だから「気にするな」と言う事も出来た。

　──だが、相手の感情の先回りをして言ってやる事だけが優しさではない。

　たとえ、どれだけ辛い思いであろうとも。口にする事によって救われる場合もある。

　苦しさは辛さは、吐き出さないと楽にはなれないのだ。

　そうした想いを胸の内に抱かかえ込み続けた結果、最後には死を選んでしまった妹のように。

　そして、

「…………ごめんなさい」

　しばしの沈ちん黙もくの後、背後の美兎が泣きそうな声で言ってくる。

「キミは何度もボクを守ってくれたのに、助けてくれたのに……ボクは何も知らずに、キミにとって一番辛い事をしていたんだね」

「お前は知らなかったんだし、言わなかったのは俺だ。お前が気に病やむ必要はねえよ」

　と暁月は告げたものの、

「って俺が言ったところで、どうせお前は気にしちまうんだろうな」

「だって解らないの……どうすれば、ボクのした事が許されるのか」

　沈しずんだ声で言う美兎に、「成なる程ほど」と暁月は納なつ得とくして、

「──なら教えてやるよ」

　そう言って、くるりと背後を振り返った。

「あ……」

　驚おどろいたようにこちらを見上げた美兎の腰こしに腕うでを回し、一気に抱き寄せる。

　互いに向かい合い、見み詰つめ合う体勢で、

「言っただろ。お前はもう俺のものだ。お前の過去も今も未来も、喜びも苦しみも、幸せも後悔も──全部俺が貰った、俺のものだ。そして、お前も自分から俺のものになると誓った筈はずだぜ」

　だから、

「お前を許すまでもねえ。気にする必要がねえんだからな」

「でも……」

「俺が構わないと決めた事に、俺のものになったお前が勝手に悩なやむんじゃねえよ。自分を責めるのは勝手だが、それはお前を許した俺の想いを否定するって事だぜ」

　そう言って、暁月は表情を穏おだやかなものにしながら、

「お前は今確かに生きていて、そして俺の傍に居る──それで充分だ」

　頭の後ろに手を回し、美兎の全身を抱き締めた。

　凰沢暁月はそれ以上何も言わない。

　ただ、美兎を抱き締める腕──そこに込めた力で伝えてやる。

　今こうしている自分達が全すべてなのだと。それを信じろと。すると、

「…………………………」

　対する美兎もまた無言のまま、それでもこちらをギュッと抱き締め返してきた。

　暁月の言葉を──暁月の想いを受け止め、受け入れたかのように。















　想いが伝わり合えば、そこに言葉は必要なかった。

　今はただ、互たがいの温ぬくもりだけが真実で。

　空に浮かぶ月が、暁月達の過去ではなく──今と未来を優しく照らしていた。
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　美兎が一足先にリビングを出て行った後。

　残る四人は暁月の部屋の隣となり──女子部屋へと戻ってきていた。

　先さき程ほどの美兎は思いつめた表情をしていたが、四人は心配していない。

　──美兎の後悔は理解できるものだった。

　だが自分達は凰沢暁月という青年と、そして暁月と美兎の絆きずなを知っている。

　ここで美兎が過去の後悔を清算すれば、心おきなく暁月を支えられるだろう。

「……それにしても」

　と葛葉。

「先刻の話だと、暁月のお父さんやお兄さんが居たのはＪＰＮバベルみたいだけど、私達はおろか誰もその情報を知らないという事は、暁月の言っていたように記き憶おくの消去や封ふう鎖さが徹てつ底ていして行なわれているみたいね」

「ええ。氷神京也の下で働く事になった時も、扱あつかう情報の機密レベルの高さから、生徒会を抜ける際は必要な記憶の消去や操作を承しよう諾だくする書類に私もサインしていましたから」

　遥は首肯して、

「コクーンの素す性じようなど、その機密レベルはそれこそトップレベル。記憶の操作は最優先で行なわれたでしょうね」

「とはいえ、それも氷神京也の内部告発で世界中に広まっちゃったんでしょう？」

　とリスティ。

「暁月のお父さんが朱の黄昏の創設者で、お兄さんがコクーンの現在のリーダーだって。それって世界の管理者のお兄さんの立場上、知られるとマズイものの筈よね」

「まあね。ただコクーンはあの件については、コクーンと世界を裏切った氷神京也の暴走によるものだと公表したからね」

　千影は肩かたを竦すくめる。

「暁月とミハエル・アークウッドの関係については、根も葉もない氷神京也の妄もう言げんだって一いつ蹴しゆうしてそれっきりさ。ネットではまだ様々な憶おく測そくが飛とび交かっているのに、上う手まいやり方だよ。何度も言い訳すれば、それだけ真しん実じつ味みが増してしまうからね。沈黙する事で、これ以上議論が過熱しないように抑おさえ込んでる」

　まあ、

「真実を公表するかどうかは暁月が決めるさ。あたし達たちはそれに従うだけだよ」

　その言葉に四人は頷き合った。

　そして。

　後は暁月の所へ行った美兎が、戻もどってくるのを待つだけになった時。

「──あら？」

　ふと遥は、倒たおされた状態になっている写真立てが眼めに入った。

　手に取ると、入っていたのは凰沢家の家族写真と思われる一枚で。

　写真には三人が写っていたが、暁月の姿はない。という事は、恐らくこの三人が父と兄、そして妹なのだろう。

　……成る程。

　確かに兄と思われる青年には、少しだけミハエル・アークウッドの面おも影かげが見て取れた。

　笑え顔がおを浮かべている少女も、暁月の話していた明るい妹像と一いつ致ちする。

　だが──父親だけは違った。

「……この方が朱の黄昏の創設者ですの？」

　遥は首を捻ひねる。あの世界最強のテロリスト集団を作った男性像とは、余りにも雰ふん囲い気きがかけ離はなれている気がした。勿もち論ろん、人は見た目では解らないが、

「凄すごく穏やかそうな人……話にあったような破は天てん荒こうな人物とは思えませんわ」

　少なくとも、



「凰沢暁月とは似ても似つきませんわね──髪の色も瞳の色も全く違いますし」



　そう言って、七なな瀬せ遥は再び写真立てを倒した。








　　　終章《その先にあるもの》
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　中東の連合国家セレスタニアでの反はん政せい府ふ勢せい力りよくを壊かい滅めつさせた後。

　ジュードやクリスらと共に、鬼おに塚づかはコクーン本部へと戻もどってきた。

　──だが戻ってすぐ、鬼塚はある部へ屋やへと直行する事を余よ儀ぎなくされる。

　クラウディオ・ファリス──鬼塚の健康状じよう態たいをチェックしているコクーンの診しんり療よう室だ。

　セレスタニアで少女をテロリストの狙そ撃げきから救った際さい、鬼塚は少女の代わりにライフルの銃じゆう弾だんを浴びて負ふ傷しようした。当然ながら現げん地ちで手当ては受けたものの、改めてコクーン本部でもメディカルチェックを受ける羽目になって、

「──うん、異い常じようはなさそうですね」

　白一色で覆おおい尽つくされた室内に、穏おだやかな声が発せられた。

　鬼塚の診しん察さつを終えたクラウディオは、聴ちよう診しん器を耳から外しながら、

「事じ態たいの収しゆう拾しゆうに一役買っていただいたと伺うかがってはいましたが、実は狙撃を受けていたと聞いた時は驚おどろきましたよ」

　まあ、と一ひと呼こ吸きゆうを置いて、

「勿もち論ろん、無事だとは聞いていましたし──当然そうだと思ってもいましたけどね」

「……だろうな、アンタは」

　鬼塚の体内で同化しているフェニックス細さい胞ぼうが及およぼす影えい響きようについて、最も詳くわしいのはこのクラウディオだ。狙撃されて驚いたというのも、社交辞令のようなものだろう。

　鬼塚剣けん哉やは現げん在ざい、かつてティアナと共にＪＰＮバベルの最深部へと侵しん入にゆうした時に出くわした、田中やフィルに近い状態にある。

　──それは、あらゆる肉体的損そん傷しようを回かい復ふくする事が可か能のうな半不死の状態。

　よって狙撃で受けた銃弾の傷きずも、現地の病院で診みて貰もらう頃ころには跡あと形かたもなくなっていた。

　鬼塚の状態をよく知るクラウディオなら、当然そんな事は解わかっていた筈はずで。

　現地の医者に簡かん単たんな手当て以上の医い療りよう行こう為いをさせなかったのも、恐おそらくは鬼塚の身体の秘ひ密みつを知られないようにと、クラウディオが指し示じしたのだろう。

　皮肉る口調で吐はき捨すてた鬼塚に、クラウディオは苦笑しながら、

「そう嫌いやそうな顔をしないで下さい。君の身体の秘密を、一いっ般ぱんの方達たちに知られる訳わけにはいかないんです。それに、驚いたというのも本当ですよ。何せ、今の君は凄すさまじい回復力を有していますから。そして、見せしめ目的の凶きよう行こうだった以上、使用された弾だん丸がんは特とく殊しゅなものだった可か能のう性せいがありました。それこそ、着ちや弾くだんと同時にわざと体内に残ってよりダメージを与あたえられるよう、形けい状じようを変えたりするようなね。現げんに報ほう告こくでは、銃弾は君の体を貫かん通つうせず、体内に残っていたそうじゃないですか」

　しかし、

「どうやらそれも杞き憂ゆうだったようですね。検けん査さの結果、体内に銃弾は見つかりませんでした。その成分さえもね。貫通していなかった事が間ま違ちがいないのであれば、体内で溶よう解かいしたのかもしれません。恐らくは鬼塚君の体内で、フェニックス細胞が銃弾を異い物ぶつとして認にん識しきしたのでしょう──風か邪ぜを引いた時に出る高熱が体内のウィルスを殺すのと同じように、銃弾を超ちよう高温で熔とかしたんだと思います。溶解した銃弾の成分が体外へ排はい出しゆつされたか、そのまま体内で何らかのエネルギーに転化されたかまでは解りませんが……」

「…………………………」

　クラウディオが口にした見立てに、鬼塚は無言を返した。体内に金きん属ぞくの成分が残っていないという事は、恐らくは完全に蒸じよう発はつさせたという事。それはつまり、鬼塚の体内の温度が金属の沸ふつ点てんを超こえた事を意味する。クラウディオはさらりと言い放ってはいるが、体内で鋼こう鉄てつの銃弾を熔かして消し去るなど──それは最早もはや、断だんじて普ふ通つうの人間ではないだろう。

　──だが、鬼塚剣哉は構かまわない。

　そんな事よりももっと重要な事があったからだ。だから、

「──────」

　鬼塚は無言のまま、自分の開いた右の手をジッと見つめていると、

「──気分はどうです？」

　笑みを含ふくんだ問とい掛かけが正面から来きた。

「別に……特に不調は感じねえよ。アンタも言っただろ、異常はないって」

　視し線せんを上げた鬼塚に、

「ああ、そういう意味ではなく──」

　と、クラウディオ・ファリスは浮うかべた笑みを意味ありげなものにして、

「願うだけではなく、諦あきらめる事もなく、誰だれかを思おもう存ぞん分ぶん救う事ができる──そんな大きな力を手にした気分はどうですか、鬼塚君？」

　こちらの心の奥おく底そこを見み透すかしたような言葉に、

「…………何が言いたい？」

　鬼塚が睨にらむようにスッと眼めを細めると、クラウディオはその視線を受け流して、

「君がセレスタニアで生み出した炎ほのおは、ただの元げん素そ系けい魔ま法ほうではありません。高次生命体フェニックスの炎──恐おそらくはこの世界で最強の炎です。今の君は、図らずも不死鳥と呼よばれる高位次元生命体と同じ力を有しているんですよ。カウンセリングでも話を聞かせて貰もらいましたが、京きよう也や君とティアナさんとの戦いで、何もできなかった自分に対して君は随ずい分ぶんと否ひ定てい的でした」

　だが、

「自分では気が付いていないでしょうが、フェニックスの力に目覚めた今の君は、私わたし達たちコクーンや朱あけの黄昏たそがれと同等の実力に至いたれる可能性を得ているんですよ。弱い自分を否定したいというのは、強さを欲ほっしているからです。諦めたいなら弱い自分を認みとめ、受け入れるだけで終わります。しかし君は諦められなかった──否いや、諦めなかった。そして君は、その強さを得る可能性を手に入れたんです」

　とはいえ、

「勿論、力を自じ在ざいに使いこなせない今はまだ、残念ながら私達には遠く及およばないでしょう──ですが、生きながらにして高次生命体の細胞をその身に宿し、拒きよ否ひ反はん応のうもゼロ。その存そん在ざい自体が奇き跡せきとも言える今の君は、可能性だけなら私達コクーンや朱の黄昏、後は例の凰おう沢さわ暁月あかつき君よりも上かもしれません」

「凰沢よりも……？」

　クラウディオの口から暁月の名前が出た事に、鬼塚は思わず反はん応のうした。

　鬼塚にとって雲の上の存在だと思っていた凰沢暁月──どんな状じよう況きようでも己おのれを信じて目的を成なし遂とげるあの男に届とどくかもしれない。その言葉は、たとえ可能性だけであっても鬼塚に勇気を与える。セレスタニアで少女を救った時と同じように。自分はもう、眼の前の現げん実じつに打ちのめされるだけではなく、何かを諦める必要もなくなるのだろうかと。

　するとクラウディオは、鬼塚にとって決定的な一言を放った。



「ええ……もしかしたら、いずれは貴方あなたがティアナさんを守れるようになる日が来くるかもしれません」



　それは。今の鬼塚剣哉が最も望んでいる事で、

「…………本当なのか」

「何がです？」

　思わず低い声で確かく認にんする鬼塚に、クラウディオが問とい掛かけてくる。

「本当に──俺おれがアイツを守ってやれるようになるのか」

　ただ指を咥くわえて黙だまって見ているだけでなく。ＪＰＮバベルの最さい下か層そうエリアで京也と戦っていた時のように、手も足も出ない役立たずで終わる事もない。ティアナ・ランドハウゼンのために戦える──そんな自分に、本当になれるというのか。すると、

「ええ……とはいえ、あくまで可能性ですよ。全すべては君次第です。もし君が望むなら、私達が君を導みちびいても構いません──私達や朱の黄昏が立つ場所へ。この世界の頂ちよう点てんへと」

「……………………」

　俄にわかには信じられない言葉に鬼塚が無言を返すと、クラウディオは苦笑して、

「まあ、ずっと自分を否定し続けてきたんです。すぐには信じられない話でしょう。これから自分がどうするかについては、じっくりと考えてみて下さい。無む限げんではありませんが、幸い時間ならありますから」

　と、そこまでを言って、

「──ああでも、食事はきちんと取って下さいね。確たしかに今の君は、フェニックス細胞のお陰かげで、食事を通して栄養を補ほ給きゆうする必要はなくなりました。食しよく欲よくが湧わかないのも解ります。ですが、食事をやめると自分が人間であるという意い識しきがどんどん希き薄はくになってしまいますから。下手をすると自じ己こ認識ができなくなってしまいますよ」

　一息、

「恐おそらくティアナさんも、そうした貴方の変化には気付いてしまっていますしね──彼かの女じょが心配している事は、鬼塚君も気が付いているでしょう？」

　クラウディオの指し摘てきに、鬼塚はチッと舌した打うちをした。

　最近食事を取るのが面めん倒どうに感じていたのは本当だし、そんな鬼塚を心配したティアナが手ずからでも食べさせようとしていたのも事実で。

「…………随分とお節せっ介かいだな。そいつは世界最強のコクーン様の余よ裕ゆうってヤツか」

「いいえ、一人ひとりの医者としての忠ちゆう告こくですよ」

　フンと鼻を鳴らしたこちらに、クラウディオはさらりと言い放つ。

「まあ……鬼塚君に自分の可能性を無む駄だにして欲ほしくないというのもありますけどね」

「──つまり、俺が強くなった方がアンタ達にとって都合が良いって訳わけか」

　言葉の裏うらにあるクラウディオの真意を読んだ言葉を、鬼塚は口にした。

　すると、ふと眼の前で変化が生まれた。

　──それは、あのレティア・クライシスが食堂でティアナに向けた瞳ひとみと同じ。

　自分が認めた相手にだけ見せる、コクーンとしての表ひよう情じようをクラウディオは浮かべていて、

「セレスタニアでの反連合政せい府ふの一件けん……彼かれらにあそこまでの行動をさせてしまった原げん因いんは、京也君と凰沢暁月君です。京也君は私達コクーンの絶ぜっ対たい的信しん頼らいを揺ゆらがせるようなデタラメを世界に広めてしまったし、凰沢暁月君は裏うら切ぎったとはいえコクーンである京也君を倒たおしてしまった。それも超高次生命体の力を手に入れていたであろう京也君をね」

　まあ、

「勿論、京也君の暴ぼう走そうを許ゆるしてしまったのは私達の不ふ徳とくの致いたす所ではありますが、超ちよう高こう次じ生命体の方については、音声チャンネルで世界に発信しただけで、実じっ際さいに確認できた一いっ般ぱん人じんはいませんから。民みん衆しゆうがどこまで信じたかは解りません……ですが、凰沢君は違ちがう。彼かれは間違いなくコクーンの一角である京也君を倒し、世界に新たな可能性を示しめしてしまった。だからこそ、この世界に付け入る隙すきがあると勘かん違ちがいしたテロリスト達が、あのような真ま似ねを仕出かしたんです。結果として彼は、この世界にあった安定を崩くずしてしまった」

「──で？　それと俺に一体何の関係があるってんだ」

　鬼塚が強くなりたいのはあくまで、いざという時にティアナを守れるような力を手に入れたいからだ。かつては思うところもあったが、今はもう暁月に対してそこまでこだわりはない。それこそ世界の安定など、話が大きすぎて鬼塚には思考が及ばぬ領りよう域いきの話だ。

　だが、クラウディオは言葉を紡つむぐ事を止めない。ただ静かに語り続けてゆく。

「……これから先、世界はコクーンと朱の黄昏に加え、凰沢暁月君を中心に動き出す事になります。今の彼にはそれだけの力がありますから。そんな彼に憧あこがれ、その理想を信じ、多くの人が彼の下へと集うでしょう。ですが──誰もが彼のように強い訳じゃない」

　何な故ぜなら、

「戦う事もできずに虐しいたげられる……世界には、そういう弱い存在も沢たく山さん居いるんです。君もセレスタニアで見たでしょう。力によって虐げられ、奪うばわれる事しかできない人ひと達たちの悲しみを」

「それは──」

「──凰沢君の理想は、そんな弱者を確かく実じつに殺します。現に狙撃されかけたあの少女を助けたのは彼ではなく、鬼塚君です。君がいなければ、あの少女は死んでいたんですよ」

「……………………」

　クラウディオの言葉に、鬼塚は沈ちん黙もくした。ようやく想そう像ぞうできたからだ。

　世界の安定などという曖あい昧まいで壮そう大だいなものではなく、自分が助けなければ死んでいた少女がいる──そんな彼女のような存在が、これからも出続けるかもしれないという事を。

　鬼塚剣哉がクソったれと思い続けて来た、この世界の悲ひ惨さんな現げん状じようと未来を。だから、

「…………俺にどうしろってんだ？」

　呻うめくように言った鬼塚に、

「解りませんか？　あれだけのカリスマ性せいです。最早、凰沢君がこの世界の新たな勢力となる事は止められません。世界の方が、彼の事を放っておくわけがありませんからね……ですが、私達としても手をこまねいている訳にはいかない。この世界の管理者として、未来の悲ひ劇げきを未然に防ふせぐ事が私達の使命ですから」

　クラウディオ・ファリスは悠ゆう然ぜんと告げる。

　確たしかな口調で、

「程ほどなくして凰沢暁月君は、コクーンや朱の黄昏に対たい抗こうしうる一大勢力のトップになるでしょう。その時、この世界は悲劇に包まれる事になる」

　だから、

「鬼塚剣哉君──私達は君に、そんな凰沢君へ対抗できる存在になって欲しいと期待しているんですよ」
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　第三番街区の居きよ住じゆうエリアにある単身者用アパート。

　その自室のベッドの上に、海かい堂どう元もと春はるの姿すがたはあった。

　部屋の中には静せい寂じやくが降おりている。

　ベッドに寝ね転ころび、天てん井じようを見上げる海堂が無言でいるからだ。

「…………………」

　もう随ずい分ぶん前から、海堂はこの状態のまま微び動どうだにしていない。

　考え続けている事はただ一つ──己の未来の行き先だった。

　──昨さく日じつ、海堂は暁月に誘さそわれる形で彼と戦った。

　先日のＪＰＮバベルでも激げき突とつしたが、あの時は途と中ちゆうで邪じゃ魔まが入ってしまい、決着は付かずじまいで。そのため、これから自分がどう行動するかを決められずにいた海堂と、このままでは前に進めない暁月は、互たがいの未来を定まったものとするため戦ったのである。

　そして決着は付いた。海堂元春と凰沢暁月──自分達の勝敗はひとまず決したのだ。

　よって海堂は、これまでの自分に対する踏ふん切ぎりとケジメを付けなくてはいけない。

　だから、

「仕方ねえかよ……」

　海堂はベッドの上で身を起こし、携けい帯たい電話を手に取った。

　登録してあるアドレスから一つの番号を選び、そして発信ボタンを押おせば、受話口がデジタルなコール音を鳴らし始める。だが、

「…………あれ？　出ねえな……」

　珍めずらしい事もあるものだ。こちらから掛かけると、まるでタイミングが解っていたかのようにいつもすぐに出るのだが、今日きように限かぎって随分と時間が掛かかっている。

　このままでは程なく、留る守す番ばん電話サービスへと転送されてしまうだろう。

　……だが。

　メッセージを残す形で伝える事は、立場的にも心しん情じよう的てきにも避さけなくてはいけないだろう。

　何せこの電話は、悪戯いたずら半分にめめこへメッセージを残すのとは訳が違うのだ。そして、

「やれやれ……取り込こみ中かよ」

　仕方なく海堂がコールを止めようとして──その時だった。相手と電話が繋つながったのは。

『…………すまない。待たせたな』

　電話に出た相手の声のトーンは、珍しくどこか控ひかえめなものだった。

「何だ……取り込み中かと思ったんだが、もしかして体調でも悪いのかよ？」

　思わず眉まゆを顰ひそめて驚おどろきの声を上げる海堂に、

『いいや……そんな事はないよ』

　と、電話相手は苦笑の混まじった声で、

『私わたしにだって、出たくない電話の一つや二つあるんだよ──』

　一息、

『──特に、仲間が掛けてきた別れの電話なんかはな』

　その言葉に、

「………………」

　海堂は思わず黙だまり込こんだ。しかし、それでも言わなくてはいけない言葉があって、

「団だん長ちよう……俺は……」

　電話の相手──朱の黄昏の女団長セシル・エンドハートに対し、海堂は言葉を絞しぼり出だす。

　だが、決定的な一言を告げる直前で、

『解った──お前の気持ちを尊そん重ちようするよ、海堂』

　セシルの声が、こちらの言葉を遮さえぎった。

『悪いな……本当ならお前にきちんと言わせて、気持ちを楽にしてやるべきなんだろうが。これでも私は、意外と傷きず付つきやすいんだ。それこそ気に入っている奴やつに、自分以外の人間を選ばれれば、それなりにショックだって受けてしまう』

　まあ、

『もしお前が選んだのが、つまらん奴なら──すぐにでも、そいつを殺しに行くんだが』

「……おいおい」

　軽い口調で言っているが、セシルは本気だ。笑えないこちらに、しかしセシルは笑みを含んだ声で、

『とはいえ相手があの暁月というなら、認めない訳にもいかないだろう。何せ──私が、お前と同じくらい気に入っている男だしな』

「嘘うそ付け……団長は今は、俺よかアッキーの方がお気に入りだろうがよ」

　苦笑する海堂に、

『おや──まさかお前に妬やいて貰もらえるとはな』

　セシルは嬉うれしそうに言った。

『嘘じゃないさ。私が抱いだいている感かん情じようは、お前と暁月に対してとでは異ことなるんだよ。どちらも大切に想おもっていてもね』

　だから、

『餞せん別べつとして──お前が暁月に勝てなかった理由を教えてやろう』

「────────」

　セシルがさらりと口にした言葉は、思わず海堂に息を呑のませるには充じゆう分ぶんなものだった。

　やはりこの鋭するどい女団長は、こちらであった事を見透かしていたのだ。そして、

『海堂……これでも私は、お前の実力を高く評ひよう価かしている。恐おそらく全力でぶつかれば、今の暁月が相手ならお前が勝っていた筈はずだ。それこそＪＰＮバベルで戦った時なら、間ま違ちがいなくお前が勝っていた。向こうが超高次生命体の力を手に入れてなければ、あの氷ひ神かみ京也だって倒たおしていただろう』

　だが、

『自分が前に進むためにお前に挑いどみ、勝利する事でお前を仲間にしようとしていた暁月に対して、海堂──お前は暁月に付くべきか、黄昏に残るべきかで揺ゆれていた。幾いくらお前の方が実力は上でも、迷まよいを抱いて全力を出せない状態では、真まっ直すぐに前を向いて走り続ける暁月には勝てなかったのさ。お前達の勝敗を分けたのは、純じゆん粋すいな気き構がまえの差だったんだよ』

「それは──」

　海堂はとっさに反はん論ろんしようとして、しかしできなかった。

　事実だったからだ。自分の未来をどうするべきか、判はん断だんを迷まよわせていた事は。

　そして恐らく、暁月には迷いがなかったのも真実で、

「……………………」

　海堂が押おし黙だまっていると、

『やっぱりな……』

　電話の向こうでセシルは楽しそうに、

『腹はらの奥おくで渦うず巻まく重たい感情があるだろう。それが悔くやしさだよ海堂。傍ぼう観かん者を気取ってはいるが、自分が思っているよりもずっとお前は男の子だったのさ』

「何だよ……ガキだって言いたいのかよ」

　こちらを子こ供ども扱あつかいするかのような発言に、海堂がどこか拗すねた口調になると、

『いいや。冷静さや冷れい徹てつさは大事だが、熱くなれない男なんてつまらないだけだよ。そして、やっとお前を熱くさせてくれる相手が見つかったんだ。それが私ではないのは少々残念だが、そこまでの贅ぜい沢たくは言えないな』

　まあでも、

『たとえここで道を違たがえても、これで最後という訳じゃない。今度お前と会える時が楽しみだよ。今回の敗北と悔しさは、きっとお前をさらに良い男にするだろうからな。暁月と一いっ緒しよに、見み違ちがえた姿を見せてくれ。私を振ふって行くんだ──もし期待外れの変化しか見られなかった時は、覚かく悟ごして貰おうか』

　どんな脅おどしだ。海堂の顔に思わず苦笑が浮うかんで、

「おっかねえな……流石さすがにまだ死にたくねえし、なら次に会う時までせいぜい精しよう進じんしておくとするかよ」

『うん。では、時が来たらまたどこかで会おう海堂』

「ああ……またどこかで」

　言いながら、海堂元春は頬ほおを掻かいて──そして告げる。

　迷いのない笑え顔がおを浮かべて、

「──じゃあな団長」
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　窓まどから差さし込こむ月明かりが、部屋を淡あわい蒼あお色いろに照らしていた。

　人々が寝ね静しずまり、外の住じゆう宅たく街がいが静寂に包まれた深夜二時。

　凰沢暁月は、自室のベッドの上でくつろぎながら夜の静けさを楽しんでいた。

　ぼんやりと想おもいを馳はせるのは、京也を倒してから今日までにあった出で来き事ごとについて。

　暁月が世界の管理者たるコクーンの一角を倒した事で、世界は今急速に動き始めている。

　その中心に立つ暁月もまた、この人工島を回って人々にこれからの事を伝え、嵐あらしノ宮みや貴たか子こや黒くろ野の亞あ衣いに協力を取り付け、そして自分を支ささえると誓ちかった少女達に己の過か去こを伝えた。

　いよいよ世界を巻まき込こむ事になる以上、少し時間は掛かってしまうだろうが──やがて準じゆん備びが整えば、状況は一気に回り出すだろう。

「待ってろよ……」

　凰沢暁月は虚こ空くうへと呟つぶやいた。

　絶対に倒すと決めた父と兄に向かって──そして。

　深い悲しみと共に自ら命を断たった妹に、必ずあの二人ふたりを止めてみせると誓うようにして。

　──そんな時だった。

　暁月の部屋の扉とびらが、外の廊ろう下か側から控えめにノックされたのは。そして、

『…………ボクだけど、起きてる？』

　恐おそる恐おそるといった口調で問い掛けを放ってくる美み兎うに、暁月は穏やかに応こたえる。

「おう、起きてるぜ」

『あの……入っても良い？』

　重ねられる問い掛けに、暁月が「ああ」と頷うなずくと、静かに扉が開けられて。

　ゆっくりと中に入ってきたのは、しかし美兎だけではなかった。

　リスティ、千ち影かげ、葛くず葉は、遥はるかの四人もまた、その後に続いて室内へと足を踏ふみ入いれてくる。

　だから、

「よお……どうした、皆みんなで揃そろってよ」

　暁月がベッドの上で身を起こすと、五人はベッドから少し離はなれた場所で立ち止まって。

　次の瞬しゆん間かん──暁月の部屋に光の粒りゆう子しが生まれた。

　着ていたパジャマは、新型のＡＤで制せい服ふくを変化させていたのだろう。

　それが形を変えたのだ。深夜に男の部屋を訪おとずれる女にとって、最も相応ふさわしいものへと。

　男が眼で楽しみ、さらに脱ぬがす事でも楽しめる衣い装しようへ──扇せん情じよう的な下着へと。

「お前ら……」

　肌はだの露ろ出しゆつが多く、躰からだのラインをはっきりと見せる色取り取りのビスチェやベビードール姿すがたになっても、美兎達は自分達の格かっ好こうの変化に驚く事はなかった。代わりに、

『……………………』

　五人は暁月を見つめてくる。

　その瞳は確かな決意を覗のぞかせながら、同時にどこか熱く潤うるんだもので。

　彼女達がこの部屋へやって来た理由を悟さとり、暁月はやれやれと、

「ったく……さては嵐ノ宮のバアさんに、ロクでもない事を吹ふき込こまれたな」

　すると、

「──ロクでもない事だなんて、違うよ暁月」

「そうね……嵐ノ宮さんから助言があった事は事実だけど、これは大切な事だわ」

　千影と葛葉が静かな口調で言った。さらに、

「確かに私達は、これまでアカツキに助けられてばかりだった……でも」

「ええ──今後は一方通行じゃありませんわ。私達は、貴方を支えてゆくのですから」

　リスティと遥もまた口を揃そろえる。自分達は皆みな、想いを同じにしているのだと。そして、

「ボク達はいつもキミから貰ってばかりで……でもね、もうそれだけは嫌なんだ」

　美兎がこちらを見み据すえて告げてくる。

「役に立ちたいの。ボク達の全部で、キミの──凰沢暁月の役に」

　そう言って、美兎は前へ出た。暁月のベッドのすぐ傍そばまで来て、

「だから……だからね」

　何かを望む瞳でこちらを見る美兎に、暁月は嘆たん息そくして。

　キッパリと告げる。



「──駄だ目めだ」



　そんな断だん言げんを含んだ暁月の言葉に、

「……どうして？」

　美兎が驚きに眼を見開いた。呆ぼう然ぜんと、

「ボク達じゃ駄目なの……？」

「そうは言ってねえよ」

　暁月は苦笑して、

「氷神京也を倒してから、俺達を取とり巻まく状況は目まぐるしく動いている……コクーンや朱の黄昏とこれから相対してゆくために、この人工島をどうしてゆくかを考え。嵐ノ宮のバアさんとの交こう渉しようにも成功した。要は、今が一番盛もり上あがってる時なんだ。おまけに、俺の過去話まで聞かせちまったからな。お前らが俺のためにもっと何かしたいって気持ちは解るし、素す直なおに有あり難がたいと思うぜ」

　だがな、

「一時の感情に流されるなよ──お前らは今、冷静じゃない。周囲の状況や環かん境きように影響されて、盛り上がった感情を持もて余あまして。そういうお前らに応えてやる事は、幾いくらだってできるさ。人の感情が、想いってモンがどれだけ大事かは俺も理り解かいしているからな。だが、勢いきおい任まかせの感情で結ばれた絆きずなってのは、その勢いが失われた瞬間に壊こわれちまうんだよ。お前らが俺と結びたいのは、そんな絆なのか？」

「それは……」

　表情を曇くもらせた美兎達に、暁月はフッと笑って、

「心配しないでも、お前らをいつ抱くかは俺が決めてやる。楽しみに待ってな」

　諭さとすように告げると、取とり敢あえずは納なつ得とくしたのだろう。

　美兎達はこちらに頷うなずきを返してきた。だが、

「……………………」

　それでも浮うかない表情のままの美兎達に、暁月は告げる。

「さて──じゃあ、そろそろ始めるとするか」

「え……？」

　キョトンとする美兎に、

「『え？』じゃねえよ。今日の所は抱かないとは言ったがな、覚悟を決めてこんな時間に男の部屋に来た女に何もしないで恥はじを掻かせる様な真似を、この俺がお前らにする訳ねえだろうが」

　そう言って、凰沢暁月は手を伸のばして美兎の左ひだり腕うでを掴つかんだ。
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「あっ──」

　自分が上げた短い声を聞いた時、凰沢美兎は既すでに暁月の腕の中にいた。

　そのままベッドの上で押おし倒たおされ、流れるような手付きでビスチェを脱がされてゆく。

　あっと言う間に、大きな胸むねを先せん端たんまで露出させられ、

「やっ……ん、ああっ」

　美兎はとっさに腕で胸を隠かくした。

　──暁月には何をされても構わないと思っている。その想いが揺らぐ事はない。

　だがそれは、暁月にされる覚悟ができている時の話で。

　今日はもう抱かれない──そう思った美兎は、それまで張はっていた気を緩ゆるめていて。不意打ちのように暁月に抱き寄よせられ脱がされた事で、とっさに恥はじらいが勝ってしまう。

　しかし、

「それはもう俺の胸だろう……隠してんじゃねえよ」

　息が届きそうな距きよ離りでジッと見つめられ、強い口調で言われる。

　それは美兎に拒こばむ事を許さない、暁月の命令だ。だから、

「……………………っ」

　恥はずかしさを堪こらえるように。唇くちびるをキュッと噛かんだ美兎は、ゆっくりと手を退どけてゆく。

　見せる。暁月に対して、豊ゆたかに膨ふくらんだ己の胸を──その先の先まで。

　──そして、同時に美兎は見られていた。

　他の四人の少女達に、そんな自分の姿を。

　その激はげしい羞しゆう恥ちは、美兎の躰の奥に一いつ瞬しゆんで火を付けて。「ああ……」と消え入りそうな声を、美兎は自然と漏もらしていた。

「良い子だ……それじゃあ、楽しませて貰うぜ」

　そう言われると同時。美兎は左胸の先が、暁月の口に含ふくまれて。

　吸すわれた──そう思った瞬間、

「っ──ふあっ、ふああああああああぁぁんっ！」

　美兎は極まった声を上げていた。

　──それは先日、浴室で子供化していた暁月にされたのと同じ行為。

　だが今の美兎が感じる快かい楽らくや幸せは、あの時とは全く別のものだった。

　……凄すご、い……。

　思い知る。凰沢美兎を女に変え、どこまでも蕩とろけさせる事ができるのは。

　やはりこの暁月なのだと。

　逞たくましく、こちらに一切の抵てい抗こうを許さないこの暁月だけが、美兎の全てを奪うばえるのだと。

　だから、

「……んっ、お願いが……あるの……っ」

「何だ……言ってみろよ」

　自分を一度イカせ、楽しそうにこちらのビスチェを脱がしてゆく暁月に、美兎は告げる。

　激しい絶ぜつ頂ちようの残ざん滓しが甘あまい熱として残る己の躰を震ふるわせながら。

「あんっ……これからはボク……っ、時々で良いからキミの事をお兄にいちゃんって……お兄ちゃんって呼よびたいの……っ」

　暁月が脱がす動きに合わせて腕を抜ぬき、腰こしを浮うかせながら美兎は懇こん願がんする。

　それは──断じて、妹を喪うしなった暁月の心を傷きず付つける意図からではなかった。

　妹として、兄である暁月から一線距離を置こうという意味でも。

　──かつて、暁月によってこの世界へ連れて来て貰った時。

　アレイザードという名の世界の魔ま王おうガリウスの娘むすめ──ミュウ。

　それが自分にとっての立場であり、そして名前だった。

　……だけど。

　そんな自分に、彼はくれたのだ。妹という立場を。凰沢美兎という名前を。

　そして──暁月という居い場ば所しよを。

　だが、当時の自分はまだ彼の全てを信じる事ができなかった。

　──しかし、今はもう違う。

　自分は暁月の全てを信じ、己の全てを彼に捧ささげると誓っている。

　凰沢暁月のものになっている。

　だから、ＪＰＮバベルの入学検査の時は勿論、その後も彼を「お兄ちゃん」と呼ぶ事はできなかったけれど。

　でも、凰沢美兎は今こそ呼びたい。

　暁月がくれたものを──その全てを、自分は大切にしてゆきたいから。

　──そして。

　願うような瞳で見つめるこちらに、暁月はふっと笑って、

「良いぜ……お前がそれを望むなら」

「あ……あああああぁっ」

　許してくれた。そう思った瞬間、それだけで美兎は全身をわななかせた。

　美兎の中で膨ふくれ上あがった幸せが、一気に快かい感かんとなって躰中を駆かけ巡めぐったのだ。

　暁月の妹として迎むかえた初めての絶頂──それは何もかもが蕩けそうなほど甘かん美びな悦よろこびで。

　だからもう止まらない。

「お兄ちゃん……お兄ちゃ……っ、ふああぁんっ、お兄ちゃぁぁん……っ！」

　いやらしく胸を揉もまれ、何もかも見えるまで尻しりを割わられ、全身を愛あい撫ぶされながら。

　裸はだかの凰沢美兎は呼よび続つづける。与えられる絶頂の数だけ暁月の事を、お兄ちゃんと。

　そして、

　……あ……。

　ふと気が付く。いつの間にか美兎は、胡坐あぐらをかいた暁月の太ふと股ももの上に脚あしを開いた状態で座すわらされ、背はい後ごから胸を揉まれていた。

　胸の先はピンと張はり詰つめ、躰中が快楽で薔ば薇ら色いろに染そまっていて。

　そうして激しく乱みだれる美兎の姿を──他の四人が見つめていた。

『…………………』

　全員の瞳がトロンとしていた。美兎の姿に、自分が暁月に快楽を刻きざまれた時の事を思い出しているのだろう。激しい快感を得ている美兎の痴ち態たいを目の当たりにし、顔を赤くした彼女達は内うち股またを擦こすり合あわせ、腰を僅わずかに揺ゆらめかせていた。すると、

「そんな所で、いつまでも突つっ立たったまま見てないで──さっさとお前らも来いよ」

　凰沢暁月は告げる。その言葉に、

『………………はい』

　リスティ・シェルフィードが。五泉いずみ千影が。桐どう元もと葛葉が。七なな瀬せ遥が。

　声を揃えて応えると、まるで吸すい寄よせられるようにこちらへ向かって歩あゆみ寄よって来る。

　ギシっとマットレスのスプリングを揺ゆらして、リスティ達がベッドの上に乗った。

　暁月は片かた手てで美兎への愛撫を続けながら、器用に彼女達の下着を脱がしてゆく。すると程なくして美兎達は、キングサイズの暁月のベッドの上に並ならぶように寝ねかされて、

「さあ、全員たっぷり可愛かわいがってやるよ──朝が来るまで」

「あ……」

　ゆっくりと暁月の顔が近づいてきて、そして美兎は優やさしく唇を奪われた。

　──だから、美兎の躰は自然と女の反応を返していた。

「んっ……はぁ、んぅ……っ」

　暁月の首の後ろに両りよう腕うでを回して抱だきしめ、彼の脚に自分の脚を絡からめると。

　暁月の舌したと、暁月の体温と、暁月がくれる全てを受け入れて。



　やがて、

「──────」

　凰沢美兎は──凰沢暁月の腕の中で、ゆっくりと瞳を閉とじていった。








　　　あとがき
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　そして、本巻をご購入いただいた読者の皆様。今回も暁月達にお付き合い下さいまして、ありがとうございました。ＴＶアニメの放送は一段落しましたが、この小説は続いてゆきます。ＢＤやＤＶＤも出始めていますし、ＷＥＢコミックの方もぜひご覧らんいただければと。

　それとちょっと宣伝を。角川スニーカー文庫さんで『新妹魔王の契約者（テスタメント）』という新シリーズを始めました。何とあちらの一巻も、このはぐれ勇者の十巻と発売日がほぼ同じです。今後はあちらのシリーズも、どうかぜひよろしくお願い致します。

　ではまた次巻で。凰沢暁月の戦いは、いよいよ第二ステージへと突入します。

上栖綴人
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